


日頃より滋賀医科大学医学部附属病院の診療活動にご支援を賜り、心から御礼を申し上げます。本

院では患者さんにとって安心して質の高い医療を受けられる体制を整え、期待に添えるように職員一

同力を合わせて日夜努力しています。

大学病院は特定機能病院として、先進的で高度な医療を推進していく責務と、教育病院として良き

医療人を育成し地域に貢献する責務があります。本院は、地域医療への貢献として、特に「がん医療」

「周産期医療」「高度医療」「救急・災害医療」「難病」「アレルギー」などの充実に取り組んでいます。

「がん医療」では滋賀県がん診療高度中核拠点病院の指定を受けています。滋賀県下で最初にロ

ボット（ ・ヴィン ）支援手術を導入し低侵襲治療を推進しています。特色あるものとして県内で「が

ん・生殖医療ネットワーク」を構築して若いがん患者さんの妊よう性を温存する治療を行っています。

「周産期医療」では、重症新生児治療室（NICU）（12床）や母体胎児集中治療室（MFICU）（6床）

を擁する総合周産母子医療セン ーが順調に稼働しています。

「高度医療」では、低侵襲治療（内視鏡外科、脳血管内治療）や高難度医療（心臓血管外科手術、大

動脈弁狭窄症に対する経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）、重症不整脈治療、重症眼科疾患等）を

行っています。脳卒中ケアユニット（SCU）（６床）はほとんどフル稼働しています。また、高次で広域

の救急救命医療を推進するため設置されたヘリポートを活用して、救急救命・集中治療、災害医療を一

層充実させています。さらに難病やアレルギーの分野では県のセン ー機能を受け持っております。が

んの遺伝子診断では、2023年度より「がんゲノム医療拠点病院」に指定されました。2024年から開

始される滋賀県保健医療計画では県の医療体制で重要な役割を担っています。

さて、今回お送りいたします「滋賀医科大学医学部附属病院診療案内〜地域医療連携 2024〜」は、

地域の患者さんや診療所、病院や保健所にお勤めになっておられる医療関係者の皆様に、ご紹介いた

だく場合の手続き方法、ご紹介いただいた結果の報告方法、滋賀医科大学医学部附属病院の各診療科

の特徴などについて紹介してあります。

滋賀医科大学医学部附属病院では、外部医療機関からの患者さんの紹介は「患者支援セン ー」を

介して行っていただいています。できる限り迅速かつ簡便にご紹介いただけるよう、また患者さんの本

院受診後の結果を迅速にお返しできるよう、病院全体で取り組んでいます。2024年度の紹介率は

95.42% で、逆紹介率は90.32% となっています。皆様のご協力のおかげをもちまして、高い水準を

維持しております。ありがとうございます。引き続き紹介率、逆紹介率が向上するように努めます。しか

し、直接紹介状を持って来院される患者さんもまだおられます。是非、できる限り「患者支援セン ー」

を通して患者さんを紹介して下さるようお願い申し上げます。

最後になりましたが、貴院の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。 

滋賀医科大学医学部附属病院長

田 中 俊 宏
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滋賀医科大学医学部附属病院の理念・基本方針

信頼と を する 全人的医療

患者さんと に 医療を実 します。

信頼・安心・ を提供する病院を目指します。

あたたかい心で質の高い医療を提供します。

地域に した大学病院を目指します。

先進的で高度な医療を推進します。

ロー ルな視点をもち、人 性 かで れた医療人を育成します。

来にわたって質の高い医療を提供するため、健全で安定した病院経 を目指します。

に たっては 場からの提 を重視いたします。

患者さんの権利
1 年 性 がいの 無にかかわら 、 に良質な医療を受ける とができます。

2 人の と人 が 重され、 イ シーや 人情報の機 は られます。

3 診療内 の を受ける とができます。

4 ら治療方法を する とができます。

5 他の医 の （セカンドオピニオン）を める とができます。

6 の診療 （カルテ）の開 を する とができます。

患者さんの責務
1 ご の病状に関する情報をできるだけ に提供してください。

2 他の患者さんの療養や職員の 務に支 を来たさないようにしてください。

3 治療方針に って、治療に 念するよう努めてください。

4 なく診療 を支 ってください。

病院からのお願い
大学病院の役割としての臨床実 なら に臨床研究に対し、 能な限り協力をお願いします。

本院では、 力行 、 、 、不 な要 などの行 に対して、 察へ通報し、

な対 をしております。
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● 理 念

● 基 本 方 針

● 運営にあたっての基本姿勢

● 患者さんの権利と責務・お願い
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● 滋賀医科大学医学部附属病院のこども憲章

● 臨床倫理方針

● 宗教上の理由等による輸血拒否に関する本院の基本方針

● 滋賀医科大学医学部附属病院におけるDNAR指示の基本方針

本院では患者さんを中心とした安全で質の高い医療を提供するために、 下の方針に基 いて

行動します。

1 患者さんの生命・ ・ 利と人 を 重し、患者さんに 、 な医療を提供します。

2 拠に基 いた医療情報の提供を行い、患者さんの 定 を 重し、 な医療を実

します。

3 職務上の 務を するとともに、 人情報の保護に努めます。

4 医療に係る限られた人的、 的 を、患者さんの医療上の 要性を 案して に 分し、

活用を ります。

5 法 、 イド イン、院内 等を し、診療、教育 研究を行います。

6 臨床 理上の が生 た場合は、各部 や 員 において 分に検 を行い、病院として

その に向けて取り組 ます。

本院では救命や生命の維持にとって輸血が 要であると医 が 断した場合には輸血を行う

「相対的無輸血」で診療を行っております。

急 には、輸血を行いますので、ご理 ・ご協力のほどお願い申し上げます。

1 どもたちやご は、安心して治療を受けられるように環 を されます。

2 どもたちやご は、年 や理 度に た方法で を受けられます。

3 どもたちやご は、 らの健 に関する 定において 分 を受けて治療に する

利を し、不 要な医療 置や検査から られます。

4 どもたちは、 体的・精神的・ 的 の を める とができます。

5 どもたちは、年 や症状にあった や教育が提供され、 ッフが 属された環 にお

かれます。

6 どもたちやご の イ シーは、いつでも られます。

7 どもたちのケアは 続性が保 されます。

1988年 、オ ン の イ ンで開 された 回病院の ども

ーロッ において合 された、病院の ども を に 成。

1 NA とは「予期・予 していた心 に、 生の 能性が めて低く 果が めない

C （心 生）は えて 的に行わない」 とを指す。

2 患者（ または 理人等）に する は、「 NA 」など な表 を用いるのではな

く、一つ一つの医療行 について 体的な を行い、患者（ または 理人等）が しい

理 の下、 定を行えるようにしなけれ ならない。

3 NA 指 は、患者（ または 理人等）から NA の があり、 職 の合 形成の

もと、医 が NA を であると 断した場合に限られる。

4 NA 指 後も、その 性につき患者（ または 理人等）と医療・ケア ームが り

返し し合い を行う。

5 各部 において 職 により検 した後、 断・ 定に難 する とがあれ 、臨床 理

員 で する。
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の特徴などについて紹介してあります。

滋賀医科大学医学部附属病院では、外部医療機関からの患者さんの紹介は「患者支援セン ー」を

介して行っていただいています。できる限り迅速かつ簡便にご紹介いただけるよう、また患者さんの本

院受診後の結果を迅速にお返しできるよう、病院全体で取り組んでいます。2024年度の紹介率は

95.42% で、逆紹介率は90.32% となっています。皆様のご協力のおかげをもちまして、高い水準を

維持しております。ありがとうございます。引き続き紹介率、逆紹介率が向上するように努めます。しか

し、直接紹介状を持って来院される患者さんもまだおられます。是非、できる限り「患者支援セン ー」

を通して患者さんを紹介して下さるようお願い申し上げます。

最後になりましたが、貴院の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。 

滋賀医科大学医学部附属病院長

田 中 俊 宏

日頃より滋賀医科大学医学部附属病院の診療活動にご支援を賜り、心から御礼を申し上げます。本
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ん・生殖医療ネットワーク」を構築して若いがん患者さんの妊よう性を温存する治療を行っています。
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始される滋賀県保健医療計画では県の医療体制で重要な役割を担っています。

さて、今回お送りいたします「滋賀医科大学医学部附属病院診療案内〜地域医療連携 2024〜」は、

地域の患者さんや診療所、病院や保健所にお勤めになっておられる医療関係者の皆様に、ご紹介いた

だく場合の手続き方法、ご紹介いただいた結果の報告方法、滋賀医科大学医学部附属病院の各診療科

の特徴などについて紹介してあります。

滋賀医科大学医学部附属病院では、外部医療機関からの患者さんの紹介は「患者支援セン ー」を

介して行っていただいています。できる限り迅速かつ簡便にご紹介いただけるよう、また患者さんの本

院受診後の結果を迅速にお返しできるよう、病院全体で取り組んでいます。2024年度の紹介率は

95.42% で、逆紹介率は90.32% となっています。皆様のご協力のおかげをもちまして、高い水準を

維持しております。ありがとうございます。引き続き紹介率、逆紹介率が向上するように努めます。しか

し、直接紹介状を持って来院される患者さんもまだおられます。是非、できる限り「患者支援セン ー」

を通して患者さんを紹介して下さるようお願い申し上げます。

最後になりましたが、貴院の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。 

滋賀医科大学医学部附属病院長

田 中 俊 宏
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より滋賀医科大学医学部附属病院に対し 大なご支援をいただき、 に

難うございます。心より御礼申し上げます。

さて、患者支援セン ーは、患者さんとご の支援、なら に地域医療機

関との連携を推進する部 で、「地域医療連携」「紹介患者予約」「医療

相談」「病床管理」「患者支援」などのさまざまな 務を、い い な職 に

より推進しております。

また、 れまでの「難病医療連携協 務 」としての機能に え、本年

度からは、患者支援セン ーが「脳卒中・心臓病等総合支援セン ー」や「

行期医療支援セン ー」の機能も せ持つ とになりました。

なかでも地域医療連携に関しては、高度な医療を行う特定機能病院である本

院と地域の医療機関の なさまをつな 、できる限り ムー な連携を心がけ

て ります。その一 となるよう、本年度も「診療案内2024」を発行させて

いただきました。皆様の診療にお役に てれ いです。

今後とも、 れまでと わら ご指導ご をいただきますよう、よ しく

お願い します。

患者支援セン ー長

中 野  
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「患者支援セン ー」は、地域の医療機関と本院を結 連携 口であり、ご紹介患者さんの 用受

口です。受 場所は、病院 関よりお入りいただき、す 手「11 」の 口です。

《予約窓口》

患者支援センター（予約専用）

TEL 077－548－2515（ ・日・ 日・年 年始を く） ８：30～19：00
FAX 077－548－2792

《手続きの流れ》

患者支援セン ー

医療機関からのご紹介手続きについて

消化器外科・
乳腺・小児・
一般外科・
消化器内科

駐車整理券受付
（夜間休日ご案内）

タリーズ

入院
支援室

再来受付機

風除室
玄関

総
合
受
付

階段 EV

包括同意

お薬相談室

自動精算機
料金支払
料金計算
再来受付
入院受付

薬剤部WC

CT

MR→

庭園

院外処方せんFAXコーナー

お薬渡し口
公衆電話

給水器

6
5
4
2

7
8

9

11患者支援→
センター

新来受付

自
動
販
売
機

方連携

患者さん

紹介状
診察・検査

予約票など

診察・検査の
申し込

診療所

病 院

診療所

病 院

患者さん

後方連携

日
頃
の
診
療

予
約
票
の
手

し

受診・ 院など

診察・検査結果の

報告または逆紹介

診察・検査・入院など

最良の治療

経 察

予約票の送

滋賀医科大学

医学部附属病院
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部 イト

概要・特色

患者支援センター組織図

患者支援セン ー長

中野　恭幸

【地域医療連携・紹介診察予約】
地域の医療機関から患者支援セン ーへのご紹介は年々 しつ

つあります。患者さんをご紹介いただいた には、地域医療連携

口での受 、 のカルテ 成、報告書の送 を行っております。

今後はさらに、特定機能病院としての役割分担を にし、大学

病院での治療を えた患者さんは、ご紹介いただいた先生のもとへ

お りいただく とを し、地域 結 医療の推進に努めて り

ます。質の高い医療の提供のため、地域医療機関の皆様にもご理

賜りますようお願いいたします。

診察・検査のご予約の は、患者支援セン ーまでご連 くださ

い。 くの患者さんをご紹介いただけれ いです。

T 077 548 2515

日 8 30 19 00（ ・日・ 日・年 年始を く）

FA 077 548 2792

日 8 30 19 00（日・ 日・年 年始を く）

日 9 00〜12 30（ 日・年 年始を く）

日はFA での回 の 、 対 は しか ます。

診療科に が 要な場合は 日 に対 します。

【医療福祉相談】
病 や などで病院を受診され、それまで えられなかった

々の生活上の が生 た場合、医療 ーシャルワーカー（

、精神保健 ）が、療養に い生 る 的・経 的・

心理的 に関してのご相談をお受けしています。患者さんやご

の心 や り を し、 に向けて に えていきたいと

います。

「相談は無 で秘密は守られます。」「どう お にご相談く

ださい。」

ご相談内 の

医療 の支 いや生活 が心

院後の生活や、 職・ 学への不安

保 制度の手続き方法 健 保 、 害者手 、年 、介護

保 など や 設の利用方法について

その他、ど に相談したらよいか分からない

場所 病院 ロビー11 口

日 17 00（ ・日・ 日・年 年始を く）

「患者支援セン ー」は患者さんの支援と地域医療機関との連携

推進部 として、「地域医療連携」「紹介診察予約」「医療 相

談」「病床管理」「患者支援」の機能を 合的に実 しておりま

す。

患者支援セン ー長（ 務 医 ）

患者支援セン ー長 （ 務 医 ）

セン ー長
（ 務 医療 ービ 長）

地域医療連携

紹介診察予約

セン ー長
（ 看護 長）

医療 相談

患者支援

セン ー長
（ 看護 長）

病床管理

セン ー長
（ 務 医 ）

にお でお い合わせをお願いいたします。

調整の上、担 者からご連 いたします。

その他の患者相談 療養相談など は、患者支援セン ーで

日行っています。

【その他業務】
患者支援セン ーでは、 下の 務についても担 しており

ます。

入院・ 院調整 わ あさがおネット

制度の申 方法案内 返書管理 務

セカンドオピニオン外来 など

予 や対 に
ついての相談

精神疾患を患う
方のご 相談

糖尿病およ 生活
病の療養相談

急手 ・ 急
の対 相談

木火 水

後

治療と の 相談もお受けしています。

治療のために、 れまで たり に送っていた 生活に 化が

生 る とが なくありません。 を めてしまう に、 に

対するご不安を医療 ーシャルワーカーまでご相談ください。

滋賀産 保健総合支援セン ーやハローワークと連携して、 に

1回相談 の実 や 相談の調整も行っています。

【病床管理】
き病床を かつ に活用する とで、患者さんが待機する

となく入院できるよう、また、大学病院での高度医療が 要な患

者さんが一人でも く入院治療が受けられるよう調整して、 な

病床の提供に努めています。

病床状 は する とができ、 な病床 を行うため

に医務 職員、看護部職員とともに ッド ントロール を行

い、 き病床を管理しています。また、 き病床利用の集計を行

い、 ー を活用し病床管理に努めています。

【患者支援】
医療 ーシャルワーカーと看護 が中心と

なり 職 で、患者さんの生活に添ったシー

ムレ な入 院支援・ 療養支援を実 し

ております。滋賀県難病医療連携協 務

として難病医療 ー ィネー ーを 置し、

難病医療や 療養の支援を行っています。

地域の医療 機関と協力し、患者さんを中心とした ーム医療を

に高い 性を持って、きめ細やかに かつ質の高い医療 ー

ビ を提供できるよう努めておりますので、病院と地域、そして患

者さんの生活の場をつな 口として、お にご利用ください。

また、患者支援セン ーでは、 看護 ・ 定看護 による看

護相談を実 しております。どなたでもご利用いただけますので、

是非ご活用ください。

看護相談

下 の相談内 について、患者さん・ご 、そして地域で

ポートされる方々の相談 口として、是非ご利用ください。

T 077 548 2772（相談は無 です）

氏 名

患者支援セン ー セン ー長
脳神経内科 科長（ ）

医

患者支援セン ー セン ー長（病床管理 務担 ）
看護部長（ ）

看護

患者支援セン ー セン ー長（患者支援・入 院調整 務担 ）
患者支援セン ー看護 長（ ）

看護

患者支援セン ー セン ー長（地域連携関連 務 務担 ）
医療 ービ 長（ ）

務

紹介率 逆紹介率（ 年 推 ）

紹介診察・検査予約 077 548 2515
FA 077 548 2792

TE 日8 30 19 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

FA 日8 30 19 00
（日・ 日・年 年始を く）

日 9 00〜12 30
（ 日・年 年始を く）
日はFA での回 の 、 対 は しか ます。

急を要する患者さんのご紹介
（ 内）

077 548 3527
日8 30 17 00

（ ・日・ 日・年 年始を く）

急を要する患者さんのご紹介
（ 外）

077 548 2770（救急受 ）
日17 00 日8 30
・日・ 日・年 年始12 29日 1 3日

セカンドオピニオン外来
077 548 2513
FA 077 548 2815

日8 30 1 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

入院・ 院調整
077 548 2351
FA 077 548 2358

日8 30 1 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

看護相談 077 548 2772
日9 00 17 00

（ ・日・ 日・年 年始を く）

脳卒中相談 院内患者対
日8 30 17 00

（ ・日・ 日・年 年始を く）

日9 00 17 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

60分 内

日9 00 17 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

がん相談
（がん相談支援セン ー）

077 548 2859
M  . . .

疾患相談
（ 疾患相談支援セン ー）

077 548 2744

難病相談
（滋賀県難病医療連携協 務 ）

077 548 3674
M . . .

日9 30 15 30
（ ・日・ 日・年 年始を く）

脳卒中・心臓病総合支援セン ー 院内患者対

行期医療支援セン ー 院内患者対

日8 30 17 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

日8 30 17 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

地域に対する取り組み、最近の話題など患者支援セン ー実

患者支援セン ー

本院では、医療機関様からの患者さんのご紹介は、患者支援セン

ーを介して行っていただいておりますが、 成30年10 より脳

卒中等を われる患者さん等、 急を要する患者さんのご紹介 に

は、予約 務担 務を経 せ 、患者支援セン ー所属の看護

が患者さんの状 をお いし、診療科に 用をしております。

センター長・副センター長・センター長補佐紹介

業務別お問い合わせ番号一覧

役職／職位 職種

担 当 電話番号等 受付時間

ルシ ニ ト

 

患者支援セン ー セン ー長
呼吸器内科 科長（ ） 病院長 （広報 地域連携担 ）

医
カノ カ

中野

オ ト

小 子

ワ ク

子

滋賀医科大学医学部附属病院
　緊急を要する患者さんのご紹介時は、下記の電話番号まで
ご連絡ください。

時間内（平日8:30～17:00）

時間外

077-548-3527（患者支援センター看護師対応）

077-548-2770（救急受付）

※通常の患者さんのご紹介は、患者支援センター（予約専用）までご連絡ください。
　TEL 077-548-2515　平日 8:30 ～ 19:00（土・日・祝日・年末年始除く）
　FAX 077-548-2792

（平日17:00～翌日8:30、土・日・祝日・年末年始12月29日～1月3日）
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部 イト

概要・特色

患者支援センター組織図

患者支援セン ー長

中野　恭幸

【地域医療連携・紹介診察予約】
地域の医療機関から患者支援セン ーへのご紹介は年々 しつ

つあります。患者さんをご紹介いただいた には、地域医療連携

口での受 、 のカルテ 成、報告書の送 を行っております。

今後はさらに、特定機能病院としての役割分担を にし、大学

病院での治療を えた患者さんは、ご紹介いただいた先生のもとへ

お りいただく とを し、地域 結 医療の推進に努めて り

ます。質の高い医療の提供のため、地域医療機関の皆様にもご理

賜りますようお願いいたします。

診察・検査のご予約の は、患者支援セン ーまでご連 くださ

い。 くの患者さんをご紹介いただけれ いです。

T 077 548 2515

日 8 30 19 00（ ・日・ 日・年 年始を く）

FA 077 548 2792

日 8 30 19 00（日・ 日・年 年始を く）

日 9 00〜12 30（ 日・年 年始を く）

日はFA での回 の 、 対 は しか ます。

診療科に が 要な場合は 日 に対 します。

【医療福祉相談】
病 や などで病院を受診され、それまで えられなかった

々の生活上の が生 た場合、医療 ーシャルワーカー（

、精神保健 ）が、療養に い生 る 的・経 的・

心理的 に関してのご相談をお受けしています。患者さんやご

の心 や り を し、 に向けて に えていきたいと

います。

「相談は無 で秘密は守られます。」「どう お にご相談く

ださい。」

ご相談内 の

医療 の支 いや生活 が心

院後の生活や、 職・ 学への不安

保 制度の手続き方法 健 保 、 害者手 、年 、介護

保 など や 設の利用方法について

その他、ど に相談したらよいか分からない

場所 病院 ロビー11 口

日 17 00（ ・日・ 日・年 年始を く）

「患者支援セン ー」は患者さんの支援と地域医療機関との連携

推進部 として、「地域医療連携」「紹介診察予約」「医療 相

談」「病床管理」「患者支援」の機能を 合的に実 しておりま

す。

患者支援セン ー長（ 務 医 ）

患者支援セン ー長 （ 務 医 ）

セン ー長
（ 務 医療 ービ 長）

地域医療連携

紹介診察予約

セン ー長
（ 看護 長）

医療 相談

患者支援

セン ー長
（ 看護 長）

病床管理

セン ー長
（ 務 医 ）

にお でお い合わせをお願いいたします。

調整の上、担 者からご連 いたします。

その他の患者相談 療養相談など は、患者支援セン ーで

日行っています。

【その他業務】
患者支援セン ーでは、 下の 務についても担 しており

ます。

入院・ 院調整 わ あさがおネット

制度の申 方法案内 返書管理 務

セカンドオピニオン外来 など

予 や対 に
ついての相談

精神疾患を患う
方のご 相談

糖尿病およ 生活
病の療養相談

急手 ・ 急
の対 相談

木火 水

後

治療と の 相談もお受けしています。

治療のために、 れまで たり に送っていた 生活に 化が

生 る とが なくありません。 を めてしまう に、 に

対するご不安を医療 ーシャルワーカーまでご相談ください。

滋賀産 保健総合支援セン ーやハローワークと連携して、 に

1回相談 の実 や 相談の調整も行っています。

【病床管理】
き病床を かつ に活用する とで、患者さんが待機する

となく入院できるよう、また、大学病院での高度医療が 要な患

者さんが一人でも く入院治療が受けられるよう調整して、 な

病床の提供に努めています。

病床状 は する とができ、 な病床 を行うため

に医務 職員、看護部職員とともに ッド ントロール を行

い、 き病床を管理しています。また、 き病床利用の集計を行

い、 ー を活用し病床管理に努めています。

【患者支援】
医療 ーシャルワーカーと看護 が中心と

なり 職 で、患者さんの生活に添ったシー

ムレ な入 院支援・ 療養支援を実 し

ております。滋賀県難病医療連携協 務

として難病医療 ー ィネー ーを 置し、

難病医療や 療養の支援を行っています。

地域の医療 機関と協力し、患者さんを中心とした ーム医療を

に高い 性を持って、きめ細やかに かつ質の高い医療 ー

ビ を提供できるよう努めておりますので、病院と地域、そして患

者さんの生活の場をつな 口として、お にご利用ください。

また、患者支援セン ーでは、 看護 ・ 定看護 による看

護相談を実 しております。どなたでもご利用いただけますので、

是非ご活用ください。

看護相談

下 の相談内 について、患者さん・ご 、そして地域で

ポートされる方々の相談 口として、是非ご利用ください。

T 077 548 2772（相談は無 です）

氏 名

患者支援セン ー セン ー長
脳神経内科 科長（ ）

医

患者支援セン ー セン ー長（病床管理 務担 ）
看護部長（ ）

看護

患者支援セン ー セン ー長（患者支援・入 院調整 務担 ）
患者支援セン ー看護 長（ ）

看護

患者支援セン ー セン ー長（地域連携関連 務 務担 ）
医療 ービ 長（ ）

務

紹介率 逆紹介率（ 年 推 ）

紹介診察・検査予約 077 548 2515
FA 077 548 2792

TE 日8 30 19 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

FA 日8 30 19 00
（日・ 日・年 年始を く）

日 9 00〜12 30
（ 日・年 年始を く）
日はFA での回 の 、 対 は しか ます。

急を要する患者さんのご紹介
（ 内）

077 548 3527
日8 30 17 00

（ ・日・ 日・年 年始を く）

急を要する患者さんのご紹介
（ 外）

077 548 2770（救急受 ）
日17 00 日8 30
・日・ 日・年 年始12 29日 1 3日

セカンドオピニオン外来
077 548 2513
FA 077 548 2815

日8 30 1 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

入院・ 院調整
077 548 2351
FA 077 548 2358

日8 30 1 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

看護相談 077 548 2772
日9 00 17 00

（ ・日・ 日・年 年始を く）

脳卒中相談 院内患者対
日8 30 17 00

（ ・日・ 日・年 年始を く）

日9 00 17 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

60分 内

日9 00 17 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

がん相談
（がん相談支援セン ー）

077 548 2859
M  . . .

疾患相談
（ 疾患相談支援セン ー）

077 548 2744

難病相談
（滋賀県難病医療連携協 務 ）

077 548 3674
M . . .

日9 30 15 30
（ ・日・ 日・年 年始を く）

脳卒中・心臓病総合支援セン ー 院内患者対

行期医療支援セン ー 院内患者対

日8 30 17 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

日8 30 17 00
（ ・日・ 日・年 年始を く）

地域に対する取り組み、最近の話題など患者支援セン ー実

患者支援セン ー

本院では、医療機関様からの患者さんのご紹介は、患者支援セン

ーを介して行っていただいておりますが、 成30年10 より脳

卒中等を われる患者さん等、 急を要する患者さんのご紹介 に

は、予約 務担 務を経 せ 、患者支援セン ー所属の看護

が患者さんの状 をお いし、診療科に 用をしております。

センター長・副センター長・センター長補佐紹介

業務別お問い合わせ番号一覧

役職／職位 職種

担 当 電話番号等 受付時間

ルシ ニ ト

 

患者支援セン ー セン ー長
呼吸器内科 科長（ ） 病院長 （広報 地域連携担 ）

医
カノ カ

中野

オ ト

小 子

ワ ク

子

滋賀医科大学医学部附属病院
　緊急を要する患者さんのご紹介時は、下記の電話番号まで
ご連絡ください。

時間内（平日8:30～17:00）

時間外

077-548-3527（患者支援センター看護師対応）

077-548-2770（救急受付）

※通常の患者さんのご紹介は、患者支援センター（予約専用）までご連絡ください。
　TEL 077-548-2515　平日 8:30 ～ 19:00（土・日・祝日・年末年始除く）
　FAX 077-548-2792

（平日17:00～翌日8:30、土・日・祝日・年末年始12月29日～1月3日）
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より滋賀医科大学医学部附属病院に対し 大なご支援をいただき、 に

難うございます。心より御礼申し上げます。

さて、患者支援セン ーは、患者さんとご の支援、なら に地域医療機

関との連携を推進する部 で、「地域医療連携」「紹介患者予約」「医療

相談」「病床管理」「患者支援」などのさまざまな 務を、い い な職 に

より推進しております。

また、 れまでの「難病医療連携協 務 」としての機能に え、本年

度からは、患者支援セン ーが「脳卒中・心臓病等総合支援セン ー」や「

行期医療支援セン ー」の機能も せ持つ とになりました。

なかでも地域医療連携に関しては、高度な医療を行う特定機能病院である本

院と地域の医療機関の なさまをつな 、できる限り ムー な連携を心がけ

て ります。その一 となるよう、本年度も「診療案内2024」を発行させて

いただきました。皆様の診療にお役に てれ いです。

今後とも、 れまでと わら ご指導ご をいただきますよう、よ しく

お願い します。

患者支援セン ー長

中 野  
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「患者支援セン ー」は、地域の医療機関と本院を結 連携 口であり、ご紹介患者さんの 用受

口です。受 場所は、病院 関よりお入りいただき、す 手「11 」の 口です。

《予約窓口》

患者支援センター（予約専用）

TEL 077－548－2515（ ・日・ 日・年 年始を く） ８：30～19：00
FAX 077－548－2792

《手続きの流れ》

患者支援セン ー

医療機関からのご紹介手続きについて

消化器外科・
乳腺・小児・
一般外科・
消化器内科

駐車整理券受付
（夜間休日ご案内）

タリーズ

入院
支援室

再来受付機

風除室
玄関

総
合
受
付

階段 EV

包括同意

お薬相談室

自動精算機
料金支払
料金計算
再来受付
入院受付

薬剤部WC

CT

MR→

庭園

院外処方せんFAXコーナー

お薬渡し口
公衆電話

給水器

6
5
4
2

7
8

9

11患者支援→
センター

新来受付

自
動
販
売
機

方連携

患者さん

紹介状
診察・検査

予約票など

診察・検査の
申し込

診療所

病 院

診療所

病 院

患者さん

後方連携

日
頃
の
診
療

予
約
票
の
手

し

受診・ 院など

診察・検査結果の

報告または逆紹介

診察・検査・入院など

最良の治療

経 察

予約票の送

滋賀医科大学

医学部附属病院
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患者支援セン ー

患者支援センターご利用の案内

本院に対する紹介患者診察予約・検査予約のご依頼については、「患者支援セン ー」をご利用いた

だきますと、 に 診療科の予約 を調整のうえ、予約日 を 定し、紹介患者さんが ムー に

診察を受けられるように手続きをいたします。

ご利用の方法

駐車場料金について

診察、検査、入院等のご依頼は「診察・検査依頼書（FA 送信票）」に 要 項をご 入のうえ、

FA で患者支援セン ーへ送信ください。

に「紹介状（診療情報提供書）」のFA も 要な場合がございます。

ご依頼いただきました「診察・検査依頼書（FA 送信票）」に基 き、予約日 を 定し、「診察・検

査予約票（FA 送信票）」をFA で返信いたします。

なお、FA の受 は 日8 30〜19 00 日9 00〜12 30です（ 日は、お で

の対 はいたしか ます）。 外の受信については、 日に返信いたします。

また、本院より直接患者さんへ連 させていただく場合がありますのでご ください。

（M I等の検査や特定診療科へのご依頼に関しては、 日の返信となる場合がございます。予

めご ください。）

患者さんは、予約された日 に「診察・検査予約票（FA 送信票）」、「紹介状（診療情報提供書）」、

「健 保 」、「お薬手 （お薬 書）」「画 ー 」等をご持 のうえ、 「11 口」患者

支援セン ーにお しください。なお、 に本院を受診された方には、診察 をお持ちいただくよ

うご指 ください。

受診状 につきましては、「ご来院報告書」を患者支援セン ーよりFA で送信いたします。

.「診察・検査依頼書（FA 送信票）」 「紹介状（診療情報提供書）」は、本院の ームペー 「医療

機関の方へ」 . . . より ンロード 能です。

は です。（患者さんも対 です。）

をお持ちいただき、お りの に患者さん 理を受けた後、病院 関に設置の 精 機

をご利用ください。

患者支援セン ー

医療機関

ご担 医

（FA ）

先生
520 2192 滋賀県大 田

滋賀医科大学医学部附属病院

患者支援セン ー （T  077 548 2515） 

年 日

様

（M・T・S・ ・ 年 日生  ・ 女） 

 診察（検査）予約日  

 予約開始の15分前までに 患者支援セン ー（病院 関を入って 11番 口）へ

お しください。

下記のとおり予約を承りました。
患者さんに、予約日時等をご説明のうえ、この用紙をお渡し下さい。
予約日時を変更される場合は、患者支援センター（TEL 077-548-2515）までお知らせください。

滋賀医科大学医学部附属病院

診察・検査　予約票（FAX送信票）

年 日（ ）  ・ 後 分 分

予 約 内

項

ご持 いた

だ く も の

健 保 、医療 等

紹介状

予約票（ の用 ）

各 検査 用予約票（ある方は、 ご持 ください。）

本院の診察 （ に滋賀医大を受診された とのある方は、 ご持 ください。）

６ レントゲン・心 等を （ある方は ご持 ください。）

お薬手 やお薬 書をご持 ください。

予約 のため待ち が長くなる場合がありますが、ご ください。

＜交通案内＞
JRの場合

本線（ 線） 田 下

田 から大学病院 まで

約15分

自動車の場合
滋 イ

一 目 点から約10分

神高速 上り（ 方 から）

田 イン ーから約10分

・田上イン ーから約 分

神高速 下り（ 方 から）

・田上イン ーから約 分

田 イン ーから約10分
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患者支援セン ー

紹介患者さんの受診フローチャート

受診 日、患者さんにご持 して

いただく 要書 です。（本院に受

診 のある方は診察 も一 にお願

いします。）

予約日 を 定します。

診察・検査予約票

（FA 送信票）を返信

いたします。

患者さんに、予約日 等をご

いただき、予約票、紹介状をお し

ください。

診察・検査依頼書

（FA 送信票）を

送信ください。

診 察 ・ 検 査

依頼書（FA

送信票）

診 察 ・ 検 査

予約票（FA

送信票）

お薬手

お薬 書

画 ー

等

日、 「11 口」患者支援セ

ン ーに書 を提 していただき、受

診手続きの後、診察・検査を受けてい

ただきます。

受診結果、その後の経 報告につい

ては報告書を、紹介 医療機関あて、

送で送 いたします。

に「紹介状（診療情報提供書）」の

FA も 要な場合がございます。

紹介元医療機関

患 者さん

滋賀医科大学医学部附属病院
患者支援センター

当日持参書類 受診・検査

滋賀医科大学医学部附属病院

診 察・検 査

予約票（FA

送信票）

紹 介 状

（診療情報

提供書）

お薬手

お薬 書

画 ー

等

健 保

医療 等

患者支援セン ー

滋賀医科大学医学部附属病院 患者支援センター FAX ０７７－５４８－２７９２ 
診察・検査 依頼書（ＦＡＸ送信票）

＜紹介元医療機関情報＞ 依頼日    年   月   日 
医療機関名：
医　師　名：
連　絡　先：（TEL）   －    －     （FAX）   －    －   
＜診察依頼＞
傷病名・紹介目的（部位・症状等 簡単で結構ですので、必ず記入をお願いいたします。） 
 
 
 
 
□地域連携パス使用中（種類：           ） □入院中
入院希望  （注）当院には、開放型病床はありません。 
□なし   □あり（受診後に決定）   ※精神科は予め下記宛てにご連絡願います。  
希望診療科（希望診療科に印を付けてください。） 希望医師名                 医師 
                           
循
環
器
内
科 

呼
吸
器
内
科 

消
化
器
内
科 

血
液
内
科 

糖
尿
病
内
分
泌
内
科 

腎
臓
内
科 

脳
神
経
内
科 

腫
瘍
内
科 

小
児
科 

精
神
科 

皮
膚
科 

消
化
器
外
科 

乳
腺 
・ 
小
児 
・ 
一
般
外
科 

形
成
外
科 

心
臓
血
管
外
科 

呼
吸
器
外
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

耳
鼻
咽
喉
科 
・ 
頭 
頚 
部
外
科 

母
子
女
性
診
療
科 

泌
尿
器
科 

眼
科 

麻
酔
科 

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
科 

放
射
線
科 

歯
科
口
腔
外
科 

総
合
診
療
科 

診診察察希希望望日日  ①  月  日（  ）  ②  月  日（  ）  ③ □いつでもよい 
診診察察緊緊急急度度  依頼日から □当日   □１週間以内   □２週間以内   □１ヶ月以内 
＜＜検検査査依依頼頼＞＞  
検検査査名名・・検検査査目目的的（部位・症状等） CT検査時  ペースメーカ・ICD  □なし  □あり 

MRI検査時  ペースメーカ・ICD  □なし  □あり 
・造影：□なし  □あり    その他の体内金属       □なし  □あり 
・（PET検査を依頼される場合のみ）CT・MR検査：□済  □未実施
検検査査希希望望日日  ①   月  日（  ）  ②  月  日（  ）  ③ □いつでもよい 

感感染染症症検検査査  
□未実施  □実施済（実施項目及び結果をご記入ください。） 

□HbsAg（   ） □HCV（   ） □TPHA（   ） □MRSA（   ） 
□その他（                             ） 

そそ  のの  他他  
（連絡事項等）

重要：MR対応型であっても、植込み型のペースメーカや除細動器（ICD）が体内に入った患者さんのMRI
検査依頼を直接お受けすることはできません。 

＊FAXでの受付は平日８：３０～１９：００、土曜日９：００～１２：３０（祝祭日、年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く）です。 
時間外の受信については翌日（平日）に返信いたします。土曜日はFAXのみの対応となり、お電話での対応はいたしかねます。 

＜患者基本情報＞
フリガナ   旧旧姓姓  性性別別  生生      年年      月月      日日  

患 者 氏 名    □男 
□女 

   年   月   日 
    （    ）歳 

住 所  
連 絡 先

〒   －    
 

（TEL）   －    －      
本院受診歴
（ご協力ください。） 

□なし  □あり（診察券番号：   －    －   ）  □ 不明 
本院は、全科共通１患者１診療録、診察券番号は永久使用で運用しております。 

＜保険証情報＞事前に診療録を準備させていただきますので、保険情報または保険証のコピーをお願いいたします。
保保険険者者番番号号          公公費費受受給給者者証証  

番番        号号  
        

記記      号号           
番番      号号   福福祉祉医医療療券券  

番番        号号  
        

被被保保険険者者区区分分  □本人   □家族         
患患者者負負担担割割合合   □１割  □２割  □３割 一一部部負負担担金金  □なし   □あり 
＜＜問問合合せせ先先＞＞  

平日８：３０～１９：００ 左記以外（時間外・休日・年末年始）救急対応のみ 
患者支援センター  
（TEL）０７７－５４８－２５１５（直通）

救急受付（各科当直医が対応） 
（TEL）０７７－５４８－２７７０（直通） 
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患者支援セン ー

紹介患者さんの受診フローチャート

受診 日、患者さんにご持 して

いただく 要書 です。（本院に受

診 のある方は診察 も一 にお願

いします。）

予約日 を 定します。

診察・検査予約票

（FA 送信票）を返信

いたします。

患者さんに、予約日 等をご

いただき、予約票、紹介状をお し

ください。

診察・検査依頼書

（FA 送信票）を

送信ください。

診 察 ・ 検 査

依頼書（FA

送信票）

診 察 ・ 検 査

予約票（FA

送信票）

お薬手

お薬 書

画 ー

等

日、 「11 口」患者支援セ

ン ーに書 を提 していただき、受

診手続きの後、診察・検査を受けてい

ただきます。

受診結果、その後の経 報告につい

ては報告書を、紹介 医療機関あて、

送で送 いたします。

に「紹介状（診療情報提供書）」の

FA も 要な場合がございます。

紹介元医療機関

患者さん

滋賀医科大学医学部附属病院
患者支援センター

当日持参書類 受診・検査

滋賀医科大学医学部附属病院

診 察・検 査

予約票（FA

送信票）

紹 介 状

（診療情報

提供書）

お薬手

お薬 書

画 ー

等

健 保

医療 等

患者支援セン ー

滋賀医科大学医学部附属病院 患者支援センター FAX ０７７－５４８－２７９２ 
診察・検査 依頼書（ＦＡＸ送信票）

＜紹介元医療機関情報＞ 依頼日    年   月   日 
医療機関名：
医　師　名：
連　絡　先：（TEL）   －    －     （FAX）   －    －   
＜診察依頼＞
傷病名・紹介目的（部位・症状等 簡単で結構ですので、必ず記入をお願いいたします。） 
 
 
 
 
□地域連携パス使用中（種類：           ） □入院中
入院希望  （注）当院には、開放型病床はありません。 
□なし   □あり（受診後に決定）   ※精神科は予め下記宛てにご連絡願います。  
希望診療科（希望診療科に印を付けてください。） 希望医師名                 医師 
                           
循
環
器
内
科 

呼
吸
器
内
科 

消
化
器
内
科 

血
液
内
科 

糖
尿
病
内
分
泌
内
科 

腎
臓
内
科 

脳
神
経
内
科 

腫
瘍
内
科 

小
児
科 

精
神
科 

皮
膚
科 

消
化
器
外
科 

乳
腺 
・ 
小
児 
・ 
一
般
外
科 

形
成
外
科 

心
臓
血
管
外
科 

呼
吸
器
外
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

耳
鼻
咽
喉
科 
・ 
頭 
頚 
部
外
科 

母
子
女
性
診
療
科 

泌
尿
器
科 

眼
科 

麻
酔
科 

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
科 

放
射
線
科 

歯
科
口
腔
外
科 

総
合
診
療
科 

診診察察希希望望日日  ①  月  日（  ）  ②  月  日（  ）  ③ □いつでもよい 
診診察察緊緊急急度度  依頼日から □当日   □１週間以内   □２週間以内   □１ヶ月以内 
＜＜検検査査依依頼頼＞＞  
検検査査名名・・検検査査目目的的（部位・症状等） CT検査時  ペースメーカ・ICD  □なし  □あり 

MRI検査時  ペースメーカ・ICD  □なし  □あり 
・造影：□なし  □あり    その他の体内金属       □なし  □あり 
・（PET検査を依頼される場合のみ）CT・MR検査：□済  □未実施
検検査査希希望望日日  ①   月  日（  ）  ②  月  日（  ）  ③ □いつでもよい 

感感染染症症検検査査  
□未実施  □実施済（実施項目及び結果をご記入ください。） 

□HbsAg（   ） □HCV（   ） □TPHA（   ） □MRSA（   ） 
□その他（                             ） 

そそ  のの  他他  
（連絡事項等）

重要：MR対応型であっても、植込み型のペースメーカや除細動器（ICD）が体内に入った患者さんのMRI
検査依頼を直接お受けすることはできません。 

＊FAXでの受付は平日８：３０～１９：００、土曜日９：００～１２：３０（祝祭日、年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く）です。 
時間外の受信については翌日（平日）に返信いたします。土曜日はFAXのみの対応となり、お電話での対応はいたしかねます。 

＜患者基本情報＞
フリガナ   旧旧姓姓  性性別別  生生      年年      月月      日日  

患 者 氏 名    □男 
□女 

   年   月   日 
    （    ）歳 

住 所  
連 絡 先

〒   －    
 

（TEL）   －    －      
本院受診歴
（ご協力ください。） 

□なし  □あり（診察券番号：   －    －   ）  □ 不明 
本院は、全科共通１患者１診療録、診察券番号は永久使用で運用しております。 

＜保険証情報＞事前に診療録を準備させていただきますので、保険情報または保険証のコピーをお願いいたします。
保保険険者者番番号号          公公費費受受給給者者証証  

番番        号号  
        

記記      号号           
番番      号号   福福祉祉医医療療券券  

番番        号号  
        

被被保保険険者者区区分分  □本人   □家族         
患患者者負負担担割割合合   □１割  □２割  □３割 一一部部負負担担金金  □なし   □あり 
＜＜問問合合せせ先先＞＞  

平日８：３０～１９：００ 左記以外（時間外・休日・年末年始）救急対応のみ 
患者支援センター  
（TEL）０７７－５４８－２５１５（直通）

救急受付（各科当直医が対応） 
（TEL）０７７－５４８－２７７０（直通） 



9滋賀医科大学医学部附属病院診療案内12 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

患者支援セン ー

患者支援センターご利用の案内

本院に対する紹介患者診察予約・検査予約のご依頼については、「患者支援セン ー」をご利用いた

だきますと、 に 診療科の予約 を調整のうえ、予約日 を 定し、紹介患者さんが ムー に

診察を受けられるように手続きをいたします。

ご利用の方法

駐車場料金について

診察、検査、入院等のご依頼は「診察・検査依頼書（FA 送信票）」に 要 項をご 入のうえ、

FA で患者支援セン ーへ送信ください。

に「紹介状（診療情報提供書）」のFA も 要な場合がございます。

ご依頼いただきました「診察・検査依頼書（FA 送信票）」に基 き、予約日 を 定し、「診察・検

査予約票（FA 送信票）」をFA で返信いたします。

なお、FA の受 は 日8 30〜19 00 日9 00〜12 30です（ 日は、お で

の対 はいたしか ます）。 外の受信については、 日に返信いたします。

また、本院より直接患者さんへ連 させていただく場合がありますのでご ください。

（M I等の検査や特定診療科へのご依頼に関しては、 日の返信となる場合がございます。予

めご ください。）

患者さんは、予約された日 に「診察・検査予約票（FA 送信票）」、「紹介状（診療情報提供書）」、

「健 保 」、「お薬手 （お薬 書）」「画 ー 」等をご持 のうえ、 「11 口」患者

支援セン ーにお しください。なお、 に本院を受診された方には、診察 をお持ちいただくよ

うご指 ください。

受診状 につきましては、「ご来院報告書」を患者支援セン ーよりFA で送信いたします。

.「診察・検査依頼書（FA 送信票）」 「紹介状（診療情報提供書）」は、本院の ームペー 「医療

機関の方へ」 . . . より ンロード 能です。

は です。（患者さんも対 です。）

をお持ちいただき、お りの に患者さん 理を受けた後、病院 関に設置の 精 機

をご利用ください。

患者支援セン ー

医療機関

ご担 医

（FA ）

先生
520 2192 滋賀県大 田

滋賀医科大学医学部附属病院

患者支援セン ー （T  077 548 2515） 

年 日

様

（M・T・S・ ・ 年 日生  ・ 女） 

 診察（検査）予約日  

 予約開始の15分前までに 患者支援セン ー（病院 関を入って 11番 口）へ

お しください。

下記のとおり予約を承りました。
患者さんに、予約日時等をご説明のうえ、この用紙をお渡し下さい。
予約日時を変更される場合は、患者支援センター（TEL 077-548-2515）までお知らせください。

滋賀医科大学医学部附属病院

診察・検査　予約票（FAX送信票）

年 日（ ）  ・ 後 分 分

予 約 内

項

ご持 いた

だ く も の

健 保 、医療 等

紹介状

予約票（ の用 ）

各 検査 用予約票（ある方は、 ご持 ください。）

本院の診察 （ に滋賀医大を受診された とのある方は、 ご持 ください。）

６ レントゲン・心 等を （ある方は ご持 ください。）

お薬手 やお薬 書をご持 ください。

予約 のため待ち が長くなる場合がありますが、ご ください。

＜交通案内＞
JRの場合

本線（ 線） 田 下

田 から大学病院 まで

約15分

自動車の場合
滋 イ

一 目 点から約10分

神高速 上り（ 方 から）

田 イン ーから約10分

・田上イン ーから約 分

神高速 下り（ 方 から）

・田上イン ーから約 分

田 イン ーから約10分
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患者支援セン ー

医療機関の所在地および名称

電 話 番 号

医 師 氏 名 印

性別 男 ・ 女

傷 病 名

紹 介 目 的

既 往 歴
および

家 族 歴

症 状 経 過
お よ び

検 査 結 果

治 療 経 過

現在の処方

備 考

注 １．必要がある場合は続紙に記載して添付してください。
　 ２．必要がある場合は画像診断のフィルム、検査の記録を添付してください。 

滋賀医科大学医学部附属病院

科

担当医 殿

患者支援セン ー

紹 介 状（診療情報提供書）

年 月 日

患者氏名

患者住所

電話番号

生年月日 年 月 日（ 歳）　職業

月診 察 科 火
「一般形成」 野 子

2 4 眼形成・眼 下 、  宏
1 3 5 外科（乳 、頭 部） 野 一

「外 ・レー ー外来」 医

 、 日担 医

「 全予約制」  
「 全予約制」大  
「 全予約制」  

形成外科 548 3620 

心臓血管外科 548 2559 

呼吸器外科 548 2559

外来 

特 外来（ 治療）

整形外科 548 2562  

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 548 2573  

外来（ 全予約制）

外来（予約制）

母子診療科 548 2576

女性診療科 548 2576

泌尿器科 548 2567

眼科             548 2570

麻酔科（ 全予約制） 548 2582  

ペインクリニック科（ 全予約制） 548 2582

学 的 治療セン ー 548 2582
（ 全予約制・新患受 は 日の ）

放射線科 548 2579

歯科口腔外科 548 2583 

リハビリテーション科 548 2670

臨床遺伝相談科（ 全予約制） 548 3620

方外来（ 全予約制） 548 2408

救急科 548 2770

総合診療科 548 2408

特 外来（ 全予約制）

産 外来

1 3 4 5 手・ の外科 児  成人
「 関 」  大
「手・腫瘍」安  生、  

1 2 4 5 ・ ポー 田 
2 4 ・ ポー 田 

「新来」 制
1 3 ・ ポー 上中 一

「新来」神  
1 3 5 来 大  一
2 4 来  開

「アレルギー・人工内耳」神  
「アレルギー」  
「難 ・めまい・人工内耳」安  子

2 4 後 呼吸 来 田 一 、大  一
「めまい」 口 治
「 機能検査・ ・ 」 制

「産科」 制
「妊 と薬外来」予約制・ 田 

「新来」 制
「妊 」 制
「妊 性温存外来」 制
「 人科」 制
「 レ ンセ ションケア外来（妊 相談外来）」  、 田 

紹介初診 中 
初診 中  
初診 田 成
小児 上  

野 、  

「 内 ・予約」  貴
「ロービ ョン・予約」 後  大

「術 診察」今  
周術期外来

「新来」 野 直
「 来」  、  健

新来  、  大
後 来  、  大 、 神 

動器 安  生
「心臓」 口 

遺伝カ ンセリン
生 診断外来

1 3 後 本 子
2 後 高  健

産

「 ・上 」今  
「関 ・リ 」  
「 」  、  貴
「 関 ・ ポー 」 保 充 、野  
「新来」 制

「新来」  一
「 来」 保 良

「難 ・めまい 器」大  一 、 上 子
4 難 ・めまい 器 中  

「産科」 制
「産後健診」 制
「 生 診断外来」
「胎児 診断外来」所 介

「新来」 制
「 人科」 制
「妊 」 制
「妊 性温存外来」 制
「 ワク ン特 」  
「 レ ンセ ションケア外来（妊 相談外来）」  、 田 

産

小  、 野 

「 ・予約」 ・ 後 田 子、 田 

「術 診察」水野 
周術期外来

中  保、  理子
後 線 視下神経 ロック

「新来」  
「 来」  健、田上 
「治療中診察」田上 
「IV 」  

「心臓」 口 

担 医 臨床心理

生 診断外来

制

 

制

入院下中 手術室での手術
外来での日 り手術

2016年9 1日より、初診患者様は 日、水 日、

日に診察させていただく とになりました（ 急を要する

患者さんについては の限りではありません）。

紹介初診、 後 腎腫瘍 田 
初診、 後 腺 田 
初診 水  

小児 上  

「一般形成外科、 外科（乳 、頭 部）」 野 一
外科（乳 ）について女医 の場合は水 日

（ 下医 ）へ
「外 ・レー ー外来」 医

 、 日担 医
（手術日）

手術日（診察はありません）

外

科
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患者支援セン ー 患者支援セン ー

最新の情報は、滋賀医科大学医学部附属病院 をご ください。

（ . . . . ）（ 6年6 1日 ）外来診察予定表
月診 察 科 火

中  、 本 循環器 548 2540

不整脈セン ー

腫瘍循環器

呼吸器 548 2540

外来

血液 548 2971

消化器 548 2544

脳神経内科（予約制）  548 2588

精神科 548 2550
（新来・ 来ともに 全予約制）

セン ー 548 2550
（ F 脳神経セン ー 来の ）

セン ー 548 3620
（ 特 外来 新来は 全予約制）

脳神経外科 548 2588

もの れ外来

てんかん外科外来（  特 外来診察室 ）

糖尿病内分泌内科 548 2547

腎臓内科 548 2547

指導

外来

フットケア外来

消化器外科 548 2556
上部消化管外科（ ・ ・小 ・ヘルニア）
下部消化管外科（大 ）

外科（ 臓・ ・ 臓）
ゲノム外来

外科外来

乳腺・一般外科（ 全予約制）
小児外科

性腫瘍（乳 ）

腫瘍内科（ 全予約制） 548 2408

小児科（す て 全予約） 548 2553  

皮膚科 548 2565

症性 疾患セン ー（ 全予約制）

外来

 一

 

行  子

 介

 

中野 、  大 、 田 子、後  、
田中 

1 2 4 5 後 口 

 、 田 

「 」

本 、 田 、新  

田  理

 宏
新患・ 手術 大  子

後 大  子
夜  麻

 、  

13 5 制 口 子、 田 
2 4 制 口 、 田 、中 田 、

中田 々子、  

口 、  理

 、  

、予約受 を一 しています。

13 大  2  4  
5 制 口 、 田 、中 田 、

中田 々子、  

 理、新  、 田 、 上 

新患 田 
田 一 、大  子

後 田 、  宏、  

血液 賀 
内分泌 長  

「総合」 野 介
新生児 田 

「1 健診」担 医
後 循環器   

「発 」 上 子、  ち
1 3 後 リ ・ 病 田 子
2 4 5 後 リ ・ 病  実

後 腎臓 本 か な

血液 賀 
「内分泌 」  良

循環器 田 実
総合・新生児 田 大

「腎臓」  俊宏、  行、 田 俊
後 血液 田 

「神経」  
後 新生児  貴

3 後 循環器 田 実
1 2 4 5 後 循環器 口 貴

「神経難病 一般」  
「脳卒中 一般」小  

神経・ 一般  
後 一般 小  

治 外来

「一般 来」 関 、  、  、
 子

「一般新患」  子

呼吸 来 田 

無症 性脳 野 
担 医

野 

「 病・腫瘍」 本 
「 症」  子
「腫瘍」 田 広

「新患」  
田 子

 

 充

予約の 田 

「遺伝性疾患 一般」  
「一般」  良高
「一般」田  

後 脳卒中 一般 小  

「 期新患」 田 
「 ケア（ ）」 田 

「 新来」 田 
後 「 呼吸 来」  

「 」速水 
「腫瘍」小  
「一般」 田 広

新患 診
予約の 田 

予約の 田 

・ 後 脳血管 害 一般 田 
・ 後 脳腫瘍、内視鏡手術  

・ 高  健治
 

性 性 疾患「C 」
 大 、  

後 中野 

 
「14 00 性動脈 化症（AS ）」 田 
「1 3 5 ペー ーカ」担 医
「3 IC ・C T 」  一、小  

内

科

脳
神
経
セ
ン
タ
ー

外

科

消
化
器
外
科
乳
腺
・
小
児

・
一
般
外
科

生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー

木水 金
「9 00 11 00 弁 症外来（ 全予約制）」

 、 後 
 、  大

「13 30 」  

本 

 

成  子、  

質性
 宏

 、  
「3 」小  介、「1 2 4 5 」  

今  行、大野 、 田 

「神経・ 一般」  
「一般」小  

脳卒中 一般  
後 一般 田  

「てんかん 一般」 本 

一般新患 関 
「一般 来」  、 田 
「 来」 田 

ケア（ ） 田 

後 来 上 一

後 新来  

脳血管 害 一般 田 
野 人

新田 直

 貴
田 

新患 田 一
後 田 一

本 俊 、 形 

13 中  、  、
4  、 5 制 口 、

 田 、中 田 、中田 々子、  

新患 診

2 水 治
2 4 目  治
3  
田 

1 5 口 

予約の 田 子、  、  

 、
高野 、 本 治、 本 

 、
高野 、 本 治、 本 

「アレルギー」高  
「 」 口 
「一般」生野 

2 4 一般  周

今  行

小  

大  、  宏 、重  度

 貴

 

内田 、  光、 口 

 理 、  

「 」 後

大野 、  、今  行
本 後

大野 

新患 田 
後  子
 貴

1 2 3 5 田 安
4 田 安
4 後 腎 療法 外来  

制 口 、 田 、中 田 、
中田 々子、  

本 治

口 、  

 子、  
「1 3 ・CA 外来」田  安 子
「2 4 5 ・CA 外来」 田 安

田 、 本 、  理、 上 

田 

（新患はなし） 中 大
後  
 子

後 内分泌  
2 総合  俊宏

内分泌  
神経  子

1 3 5 新生児 大  理利
「発 」  ち 、 上 子

後 発  子
1 4 総合 本 か な
3 5 総合  
2 4 新生児  理子

血液  
1 3 5 アレルギー 中  

「神経」  子
循環器」 野 介

2 4 内分泌  
新生児  貴
総合外来 担 医
小児腎臓 本 か な

後 内分泌  良
後 1 健診 担 医

「発 」  ち

「 症 脳卒中」  
「てんかん 一般」 本 
「 性疾患 一般」  行

後 一般  良高

田 、  
ケア（ ） 田 

後 ー 療法外来 田 

外来  

脳血管 害、血管内手術  
高  健治

脳血管 害、血管内手術 設  

新田 直

「アレルギー」高  
「 化症」 口 
「一般」生野 

2 レー ー 本 大
4 レー ー 小  

 
小  

 治

日担 外来（ 来の ）

予約の 田 、 合 
予約の 保田 良
予約の 田 

「一般」 合 
一般 田 充
一般  

「一般」  行
特 外来 遺伝カ ンセリン   

「治 外来、ボトック 外来」担 医

一般 来  子
一般 来 田 

「 病・腫瘍」 本 
「 」速水 
「一般」小  
「一般」 野 

1 レー ー  
3 レー ー 若  麻 子
4 症  

「新患」  
大  子

 総一

 

予約の  
 子

担 医

性 性 疾患「C 」
小  子

 宏、児  健
「4 後成人先 性（新患・ 診）」  

全予約となっている診察 もございますので、 細については、各診療科受 にお ください。

救急部受 は、  です。

、予約受 を一 しています。

2 4 後 血液」  
1 2 4 5 後 循環器」 口 貴
3 後 循環器」 田 実

総合  
血液 田 

「神経」  子
 

新生児 田 
後 リ ・ 病  実

「発 」 上 子
「内分泌 」長  

神経  
1 3 5 後 内分泌」  
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患者支援セン ー 患者支援セン ー

最新の情報は、滋賀医科大学医学部附属病院 をご ください。

（ . . . . ）（ 6年6 1日 ）外来診察予定表
月診 察 科 火

中  、 本 循環器 548 2540

不整脈セン ー

腫瘍循環器

呼吸器 548 2540

外来

血液 548 2971

消化器 548 2544

脳神経内科（予約制）  548 2588

精神科 548 2550
（新来・ 来ともに 全予約制）

セン ー 548 2550
（ F 脳神経セン ー 来の ）

セン ー 548 3620
（ 特 外来 新来は 全予約制）

脳神経外科 548 2588

もの れ外来

てんかん外科外来（  特 外来診察室 ）

糖尿病内分泌内科 548 2547

腎臓内科 548 2547

指導

外来

フットケア外来

消化器外科 548 2556
上部消化管外科（ ・ ・小 ・ヘルニア）
下部消化管外科（大 ）

外科（ 臓・ ・ 臓）
ゲノム外来

外科外来

乳腺・一般外科（ 全予約制）
小児外科

性腫瘍（乳 ）

腫瘍内科（ 全予約制） 548 2408

小児科（す て 全予約） 548 2553  

皮膚科 548 2565

症性 疾患セン ー（ 全予約制）

外来

 一

 

行  子

 介

 

中野 、  大 、 田 子、後  、
田中 

1 2 4 5 後 口 

 、 田 

「 」

本 、 田 、新  

田  理

 宏
新患・ 手術 大  子

後 大  子
夜  麻

 、  

13 5 制 口 子、 田 
2 4 制 口 、 田 、中 田 、

中田 々子、  

口 、  理

 、  

、予約受 を一 しています。

13 大  2  4  
5 制 口 、 田 、中 田 、

中田 々子、  

 理、新  、 田 、 上 

新患 田 
田 一 、大  子

後 田 、  宏、  

血液 賀 
内分泌 長  

「総合」 野 介
新生児 田 

「1 健診」担 医
後 循環器   

「発 」 上 子、  ち
1 3 後 リ ・ 病 田 子
2 4 5 後 リ ・ 病  実

後 腎臓 本 か な

血液 賀 
「内分泌 」  良

循環器 田 実
総合・新生児 田 大

「腎臓」  俊宏、  行、 田 俊
後 血液 田 

「神経」  
後 新生児  貴

3 後 循環器 田 実
1 2 4 5 後 循環器 口 貴

「神経難病 一般」  
「脳卒中 一般」小  

神経・ 一般  
後 一般 小  

治 外来

「一般 来」 関 、  、  、
 子

「一般新患」  子

呼吸 来 田 

無症 性脳 野 
担 医

野 

「 病・腫瘍」 本 
「 症」  子
「腫瘍」 田 広

「新患」  
田 子

 

 充

予約の 田 

「遺伝性疾患 一般」  
「一般」  良高
「一般」田  

後 脳卒中 一般 小  

「 期新患」 田 
「 ケア（ ）」 田 

「 新来」 田 
後 「 呼吸 来」  

「 」速水 
「腫瘍」小  
「一般」 田 広

新患 診
予約の 田 

予約の 田 

・ 後 脳血管 害 一般 田 
・ 後 脳腫瘍、内視鏡手術  

・ 高  健治
 

性 性 疾患「C 」
 大 、  

後 中野 

 
「14 00 性動脈 化症（AS ）」 田 
「1 3 5 ペー ーカ」担 医
「3 IC ・C T 」  一、小  

内

科

脳
神
経
セ
ン
タ
ー

外

科

消
化
器
外
科
乳
腺
・
小
児

・
一
般
外
科

生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー

木水 金
「9 00 11 00 弁 症外来（ 全予約制）」

 、 後 
 、  大

「13 30 」  

本 

 

成  子、  

質性
 宏

 、  
「3 」小  介、「1 2 4 5 」  

今  行、大野 、 田 

「神経・ 一般」  
「一般」小  

脳卒中 一般  
後 一般 田  

「てんかん 一般」 本 

一般新患 関 
「一般 来」  、 田 
「 来」 田 

ケア（ ） 田 

後 来 上 一

後 新来  

脳血管 害 一般 田 
野 人

新田 直

 貴
田 

新患 田 一
後 田 一

本 俊 、 形 

13 中  、  、
4  、 5 制 口 、

 田 、中 田 、中田 々子、  

新患 診

2 水 治
2 4 目  治
3  
田 

1 5 口 

予約の 田 子、  、  

 、
高野 、 本 治、 本 

 、
高野 、 本 治、 本 

「アレルギー」高  
「 」 口 
「一般」生野 

2 4 一般  周

今  行

小  

大  、  宏 、重  度

 貴

 

内田 、  光、 口 

 理 、  

「 」 後

大野 、  、今  行
本 後

大野 

新患 田 
後  子
 貴

1 2 3 5 田 安
4 田 安
4 後 腎 療法 外来  

制 口 、 田 、中 田 、
中田 々子、  

本 治

口 、  

 子、  
「1 3 ・CA 外来」田  安 子
「2 4 5 ・CA 外来」 田 安

田 、 本 、  理、 上 

田 

（新患はなし） 中 大
後  
 子

後 内分泌  
2 総合  俊宏

内分泌  
神経  子

1 3 5 新生児 大  理利
「発 」  ち 、 上 子

後 発  子
1 4 総合 本 か な
3 5 総合  
2 4 新生児  理子

血液  
1 3 5 アレルギー 中  

「神経」  子
循環器」 野 介

2 4 内分泌  
新生児  貴
総合外来 担 医
小児腎臓 本 か な

後 内分泌  良
後 1 健診 担 医

「発 」  ち

「 症 脳卒中」  
「てんかん 一般」 本 
「 性疾患 一般」  行

後 一般  良高

田 、  
ケア（ ） 田 

後 ー 療法外来 田 

外来  

脳血管 害、血管内手術  
高  健治

脳血管 害、血管内手術 設  

新田 直

「アレルギー」高  
「 化症」 口 
「一般」生野 

2 レー ー 本 大
4 レー ー 小  

 
小  

 治

日担 外来（ 来の ）

予約の 田 、 合 
予約の 保田 良
予約の 田 

「一般」 合 
一般 田 充
一般  

「一般」  行
特 外来 遺伝カ ンセリン   

「治 外来、ボトック 外来」担 医

一般 来  子
一般 来 田 

「 病・腫瘍」 本 
「 」速水 
「一般」小  
「一般」 野 

1 レー ー  
3 レー ー 若  麻 子
4 症  

「新患」  
大  子

 総一

 

予約の  
 子

担 医

性 性 疾患「C 」
小  子

 宏、児  健
「4 後成人先 性（新患・ 診）」  

全予約となっている診察 もございますので、 細については、各診療科受 にお ください。

救急部受 は、  です。

、予約受 を一 しています。

2 4 後 血液」  
1 2 4 5 後 循環器」 口 貴
3 後 循環器」 田 実

総合  
血液 田 

「神経」  子
 

新生児 田 
後 リ ・ 病  実

「発 」 上 子
「内分泌 」長  

神経  
1 3 5 後 内分泌」  
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患者支援セン ー

医療機関の所在地および名称

電 話 番 号

医 師 氏 名 印

性別 男 ・ 女

傷 病 名

紹 介 目 的

既 往 歴
および

家 族 歴

症 状 経 過
お よ び

検 査 結 果

治 療 経 過

現在の処方

備 考

注 １．必要がある場合は続紙に記載して添付してください。
　 ２．必要がある場合は画像診断のフィルム、検査の記録を添付してください。 

滋賀医科大学医学部附属病院

科

担当医 殿

患者支援セン ー

紹 介 状（診療情報提供書）

年 月 日

患者氏名

患者住所

電話番号

生年月日 年 月 日（ 歳）　職業

月診 察 科 火
「一般形成」 野 子

2 4 眼形成・眼 下 、  宏
1 3 5 外科（乳 、頭 部） 野 一

「外 ・レー ー外来」 医

 、 日担 医

「 全予約制」  
「 全予約制」大  
「 全予約制」  

形成外科 548 3620 

心臓血管外科 548 2559 

呼吸器外科 548 2559

外来 

特 外来（ 治療）

整形外科 548 2562  

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 548 2573  

外来（ 全予約制）

外来（予約制）

母子診療科 548 2576

女性診療科 548 2576

泌尿器科 548 2567

眼科             548 2570

麻酔科（ 全予約制） 548 2582  

ペインクリニック科（ 全予約制） 548 2582

学 的 治療セン ー 548 2582
（ 全予約制・新患受 は 日の ）

放射線科 548 2579

歯科口腔外科 548 2583 

リハビリテーション科 548 2670

臨床遺伝相談科（ 全予約制） 548 3620

方外来（ 全予約制） 548 2408

救急科 548 2770

総合診療科 548 2408

特 外来（ 全予約制）

産 外来

1 3 4 5 手・ の外科 児  成人
「 関 」  大
「手・腫瘍」安  生、  

1 2 4 5 ・ ポー 田 
2 4 ・ ポー 田 

「新来」 制
1 3 ・ ポー 上中 一

「新来」神  
1 3 5 来 大  一
2 4 来  開

「アレルギー・人工内耳」神  
「アレルギー」  
「難 ・めまい・人工内耳」安  子

2 4 後 呼吸 来 田 一 、大  一
「めまい」 口 治
「 機能検査・ ・ 」 制

「産科」 制
「妊 と薬外来」予約制・ 田 

「新来」 制
「妊 」 制
「妊 性温存外来」 制
「 人科」 制
「 レ ンセ ションケア外来（妊 相談外来）」  、 田 

紹介初診 中 
初診 中  
初診 田 成
小児 上  

野 、  

「 内 ・予約」  貴
「ロービ ョン・予約」 後  大

「術 診察」今  
周術期外来

「新来」 野 直
「 来」  、  健

新来  、  大
後 来  、  大 、 神 

動器 安  生
「心臓」 口 

遺伝カ ンセリン
生 診断外来

1 3 後 本 子
2 後 高  健

産

「 ・上 」今  
「関 ・リ 」  
「 」  、  貴
「 関 ・ ポー 」 保 充 、野  
「新来」 制

「新来」  一
「 来」 保 良

「難 ・めまい 器」大  一 、 上 子
4 難 ・めまい 器 中  

「産科」 制
「産後健診」 制
「 生 診断外来」
「胎児 診断外来」所 介

「新来」 制
「 人科」 制
「妊 」 制
「妊 性温存外来」 制
「 ワク ン特 」  
「 レ ンセ ションケア外来（妊 相談外来）」  、 田 

産

小  、 野 

「 ・予約」 ・ 後 田 子、 田 

「術 診察」水野 
周術期外来

中  保、  理子
後 線 視下神経 ロック

「新来」  
「 来」  健、田上 
「治療中診察」田上 
「IV 」  

「心臓」 口 

担 医 臨床心理

生 診断外来

制

 

制

入院下中 手術室での手術
外来での日 り手術

2016年9 1日より、初診患者様は 日、水 日、

日に診察させていただく とになりました（ 急を要する

患者さんについては の限りではありません）。

紹介初診、 後 腎腫瘍 田 
初診、 後 腺 田 
初診 水  

小児 上  

「一般形成外科、 外科（乳 、頭 部）」 野 一
外科（乳 ）について女医 の場合は水 日

（ 下医 ）へ
「外 ・レー ー外来」 医

 、 日担 医
（手術日）

手術日（診察はありません）

外

科
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患者支援セン ー

診療・業務内容
◆セカンドオピニオン外来の目的◆

本院 外の医療機関の診療を受けている方を対 に、「他の医

の も き、 して治療を受けたい。」というご要 に え、

の 治医から提供された診断・治療の から、今後の治療

に関する を提供し、 にしていただく とを目的とします。

◆セカンドオピニオンの相談者◆
、患者さん本人とします。ただし、患者さん本人の同 書

があれ ご の方の での相談（患者さんが 成年の場合は、

同 書に えて続 を できる書 （健 保 等）が せて

要です。）も 能です。

◆相談内容◆
セカンドオピニオンは、診察ではないので、検査や治療行 （

薬剤 、 置）は行いません。また、今後行う治療についての

や 断の提供ですので、今まで行った治療に対するものは相談の

対 ではありません。

なお、セカンドオピニオン 後は、ご紹介 の 治医に送 す

る報告書をもとに、今後の治療方針について 定していただきます。

相談内 の は 下のとおりです。

れわで法療治的科内と法療治的科外 ・

ているとき

・ の治療法に不安を るとき

めにうよるけ受を術手的科外なき大 ・

られているとき

・その他

◆相談内容としてお受けできない事項◆
・ の医療に関する 項で 治医等に対する不 、 医 等

・医療 の 等、直接の治療 外に関するもの

・医療 の内 、医療 に関わる と

◆料金及び相談時間など◆
・ 診療です（健 保 は 用できません）。

・ 回につき、33 000 です。

・相談 は、 30分 上60分 内で、 全予約制です。

・ 疾患の を する医 が相談をお受けしますが、対

できる 医が本院に不 の場合等、お受けできない とも

あります。

◆その他◆
ご相談内 によってセカンドオピニオン外来よりも一般外来の

受診をお めする場合があります。

また、治療方針についての相談が 科にそ わない場合は、

依頼をお断りする とがあります。

はセカンドオピニオン外来 後にお支 いいただきます。

なお、お い合わせ、ご予約には はかかりません。

お申込み方法
ンオニピオドンカセーンセ援支者患、でのすで制約予全 ・

外来担 までご連 ください。

担 者がご相談内 を ってから、手続き等についてご を

します。なお、 下の書 については本院 ームペー から

ンロードしていただけます。

・

・ご相談日は、「申込書」に基 き、本院が調整のうえ、 定し

セカンドオピニオン外来担 からご連 します。
 

◆相談に際して必要なもの◆
・ 治医の先生からの「セカンドオピニオン外来 用診療情報提

供書」（他院様 でも ）

・ 治医の先生から検査 等をお りしてください。 

血液検査の結果

検査の結果と画

線検査、M I検査、CT検査等のフィルム 報告書

病理検査の報告書 など

治医の先生からの診療情報や検査 がない場合には一般的

なお しかでき 、 なセカンドオピニオンはご提供できま

せんので、「セカンドオピニオン外来 用診療情報提供書」、

検査 等を ご準 いただき、ご相談日の 日 までにセ

カンドオピニオン外来担 てにご 送ください。

◆相談当日◆
ご相談 の15分 までに「11  患者支援セン ー 口」へ・

お しください。セカンドオピニオン外来にご案内します。

・ご相談 後は、総合受 にて 計手続きをお願いします。

てし経をーンセ援支者患、は書告報ンオニピオドンカセ ・

治医の先生 に 送します。

（1）セカンドオピニオン外来のご案内

お申し込 までにご ください。

（2）セカンドオピニオン外来申込書

送またはFA で本院セカンドオピニオン外来担 へ

お送りください。

（3） 治医の先生へのお願い

治医の先生にお しください。

（4）セカンドオピニオン外来 用診療情報提供書

治医の先生に 入を依頼してください（他院様 で
も ）。

（5）セカンドオピニオン外来相談同 書

ご相談者が患者さん本人 外の場合はご提 ください。

対 者（患者さん）が 成年の場合は、ご相談者との

続 を す書 （健 保 等）が せて 要です。

お問い合わせ先
滋賀医科大学医学部附属病院
患者支援センター　セカンドオピニオン外来担当
〒520-2192　滋賀県大津市瀬田月輪町
TEL.077-548-2513　　FAX.077-548-2815

セカンドオピニオンの流れ

セカンドオピニオン外来

木水 金
「一般形成外科、眼形成・眼 下 、 」  宏

13 5 頭のかたち外来、頭 外科、
外科・リン 腫 下 

「外 ・難治性 瘍」 医

 、 日担 医
（手術日）

「一般形成外科、頭 外科、 外科・
リン 腫」 下 

「先 性疾患、手外科、 形成」 田 順
「外 ・ 置外来」 医

 、 日担 医

「 全予約制」  
「 全予約制」 口 
「 全予約制」  子

「 関 ・ ポー 」 保 充 、野  
「関 ・リ 」 野 
「新来」 制

13 関 ・リ （ 診の ）  法
13 後 小児整形（ 全予約制）  子

「新来」大  成広
「 来」中  

「 性中耳 」 本 治
「咽頭・喉頭」大  成広、  
「 ・ 」 保 良

「産科」 制
「 生 診断外来」
「産科（ 産 ）」 制
「胎児 診断外来」  大 、大  子

「新来」 制
「2 子 内 症外来」 上 
「 期、 年期外来」大  
「妊 性温存外来」 制
「 ワク ン特 」大  
「妊 」 制
「 人科」 制

手術日
紹介初診  進
初診 担 者

後 腎 中 

田 、  大

「術 外来」担 医
周術期外来

下 成人、  
後 線 視下神経 ロック

「新来・ 来」担 医
「IV 」 田 

新来 高  一 、若  宏
後 来 高  一 、若  宏、 田 

2 4 動器  

生 診断外来

制

産

「 」  、  
2 4 腫瘍  命
1 2 4 5 腫瘍 児  成人

「手・腫瘍」  
1 3 ・ ポー 田 

「新来」 制

「新来」新  宏
「 来」  

「鼻 鼻腔・ 外 」  一 、中  

「産科」 制
「産後健診」 制

「新来」 制
「 人科」 制
「妊 」 制
「妊 性温存外来」 制
「 開 症 （CSS）」 来・地域

紹介初診 田 成
初診  

後 ロ イ ク 田 成
後 レ ン 田 

 貴 、  大

 利
「術 診察」担 医
周術期外来

「術 診察」担 医
周術期外来

下 成人
後 線 視下神経 ロック

入院下中 手術室での手術
外来での日 り手術

2016年9 1日より、初診患者様は 日、水 日、

日に診察させていただく とになりました（ 急を

要する患者様については の限りではありません）。

「新来」  健
「 来」田上 
「 腺小線 」 野 直
「IV 」 上 子

2 4 動器 児  成人
1 3 5 動器 安  生

性腫瘍外来

産 （乳 ケアの ）

1 3 ・上 今  
「 」  
「 関 」  大
「関 ・リ 」  
「関 」  
「新来」 制

「新来」 本 治
「 来」  人

「 状腺・頭頸部腫瘍」大  成広、神  、
新  宏

「 下」新 宏 、 保 良 、 人
「頸部 ー」 田 子

「産科」 制
「 外来」  子

1 3 5 外来  子
2 4 外来 大  子

「胎児 診断外来」  大
1 3 5 胎児 診断外来 大  子
生 診断外来

「新来」 制
「 人科」 制
「妊 」 制
「妊 性温存外来」 制

産

田 子、 本 理子、 田 理

「 内 ・予約」  
「色 ・予約」 後  新一

中  保
「 ケア外来（ ）」 本 貴

後 線 視下神経 ロック

学 的 治療
・担 医・臨床心理 ・理学療法

「新来」田上 
「 来」  
「治療中診察」 野 直 、  健

「心臓」 口 

1 「遺伝相談」（遺伝性神経 疾患）
遺伝カ ンセリン 、 生 診断外来

制 制

新来  、  人
後 来 田 、  利

紹介初診、 後 小児 小  
神経 性 田 成
初診、 後 女性泌尿器  理

後 小線 田 

「一般形成外科、先 性疾患、手外科、 形成、
外科」 田 順

「一般形成」 野 子
「外 ・ 置外来」 医

 、 日担 医

「 全予約制」 本 
「 全予約制」大  

「 全予約制」  

手術日（診察はありません）

全予約となっている診察 もございますので、 細については、各診療科受 にお ください。

救急部受 は、  です。

最新の情報は、滋賀医科大学医学部附属病院 をご ください。

（ . . . . ）



19滋賀医科大学医学部附属病院診療案内滋賀医科大学医学部附属病院診療案内18 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

患者支援セン ー

検査項目（放射線部関係） 検査項目（検査部その他関係）

検 査 項 目 水 項

部・ 部 線

日 1

2 日

定 （ A法）

（ およ 大 ）
×

AM AM PM PM

乳 線検査 ×
PM PM AM AM

×

検査の により

行 日が なります

ので直接 I受 にお

申込 ください。

×

シン ム ×

剤を用いる場合は、検査が 中の場合 を、 後の場合は を とします。

（ し、 水 お 、お水は です。）

心臓 は、水・ の 後の

込 心臓不整脈 イ （ 込 ペー ーカ、 込 細動器（IC ）など）

が体内に入った患者さんの場合、それがM I対 機 （ きM I対 心臓 込

イ ）であったとしても、M I検査の 急性や安全性、 込 イ の状 な

どをあらためて した上でしか、検査の予約ができません。ま 、 院の不整脈セン

ー外来をご受診ください。

部・ 部の場合は、検査の開始予定 の から とします。

T検査を される場合は、CT、M 検査 である 要があります。

核
医
学

検 査 項 目 水 項

血 脈 検査（A I）

ル ー 長 心

長 連続血 心 定（A M）

心 ー（UC ）
15 下の方の心 ー検査

については、小児科（心臓外来）

受診をご指 ください。

脳 （ ）

性脳 （A ）1

視 発 （V ）2

体性 発 （S .SS ）3

分画 定（VC）

フローボリ ーム・ 制呼 線

（FVC）
レポートの でのご報告と

なります

機能的 定（F C）

指 い し（N2 ）

クロー ン ・ボリ ム（CV）

能力検査（ C ）

頸動脈 ー

携 呼吸 ニ ー 4

×

 

後の 実

性脳 （A  A ）は外耳から を える とによって られる 性 発

の 期成分をとらえる とにより、脳 害の診断・予後予 や レ ルの ニ ーのために行う検査です。

視 発 （V 、V ）は 受 器に光 を えたときに大脳皮質に生 る で、

視 神経 害の診断や の診断の に利用できます。

体性 発 （S 、S ）と 体性 発 （S

S SS ）は、 と 対 の大脳皮質 野直上の頭皮部分に最も に

する で、次のような疾患の診断に 用です。

内科疾患 発性 化症、脳血管 害、糖尿病性神経 害、 神経 害など

整形外科・脳神経外科疾患 ヘルニア、 腫瘍、 形性頸 症、脳腫瘍など

携 呼吸 ニ ーは、 無呼吸症 （S A S SAS）などの 呼吸 害の クリー

ニン に用います。

と同 に関する 直しを行った結果、 にご受診いただく になりました。

検査項目 水 診療科

上部消化管内視鏡検査・ 換 5

実 日は、受診予約 にお

い合わせください。

消化器内科
下部消化管内視鏡検査 5

呼吸器内視鏡検査 呼吸器内科・呼吸器外科

検査・神経伝導検査 脳神経内科

動 （トレッド ルテ ト）

循環器内科

15 下の方は小児科（心臓

外来）

下の検査は、 診療科の受診をご指 ください。

患者支援セン ー
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患者支援セン ー

検査項目（放射線部関係） 検査項目（検査部その他関係）

検 査 項 目 水 項

部・ 部 線

日 1

2 日

定 （ A法）

（ およ 大 ）
×

AM AM PM PM

乳 線検査 ×
PM PM AM AM

×

検査の により

行 日が なります

ので直接 I受 にお

申込 ください。

×

シン ム ×

剤を用いる場合は、検査が 中の場合 を、 後の場合は を とします。

（ し、 水 お 、お水は です。）

心臓 は、水・ の 後の

込 心臓不整脈 イ （ 込 ペー ーカ、 込 細動器（IC ）など）

が体内に入った患者さんの場合、それがM I対 機 （ きM I対 心臓 込

イ ）であったとしても、M I検査の 急性や安全性、 込 イ の状 な

どをあらためて した上でしか、検査の予約ができません。ま 、 院の不整脈セン

ー外来をご受診ください。

部・ 部の場合は、検査の開始予定 の から とします。

T検査を される場合は、CT、M 検査 である 要があります。

核
医
学

検 査 項 目 水 項

血 脈 検査（A I）

ル ー 長 心

長 連続血 心 定（A M）

心 ー（UC ）
15 下の方の心 ー検査

については、小児科（心臓外来）

受診をご指 ください。

脳 （ ）

性脳 （A ）1

視 発 （V ）2

体性 発 （S .SS ）3

分画 定（VC）

フローボリ ーム・ 制呼 線

（FVC）
レポートの でのご報告と

なります

機能的 定（F C）

指 い し（N2 ）

クロー ン ・ボリ ム（CV）

能力検査（ C ）

頸動脈 ー

携 呼吸 ニ ー 4

×

 

後の 実

性脳 （A  A ）は外耳から を える とによって られる 性 発

の 期成分をとらえる とにより、脳 害の診断・予後予 や レ ルの ニ ーのために行う検査です。

視 発 （V 、V ）は 受 器に光 を えたときに大脳皮質に生 る で、

視 神経 害の診断や の診断の に利用できます。

体性 発 （S 、S ）と 体性 発 （S

S SS ）は、 と 対 の大脳皮質 野直上の頭皮部分に最も に

する で、次のような疾患の診断に 用です。

内科疾患 発性 化症、脳血管 害、糖尿病性神経 害、 神経 害など

整形外科・脳神経外科疾患 ヘルニア、 腫瘍、 形性頸 症、脳腫瘍など

携 呼吸 ニ ーは、 無呼吸症 （S A S SAS）などの 呼吸 害の クリー

ニン に用います。

と同 に関する 直しを行った結果、 にご受診いただく になりました。

検査項目 水 診療科

上部消化管内視鏡検査・ 換 5

実 日は、受診予約 にお

い合わせください。

消化器内科
下部消化管内視鏡検査 5

呼吸器内視鏡検査 呼吸器内科・呼吸器外科

検査・神経伝導検査 脳神経内科

動 （トレッド ルテ ト）

循環器内科

15 下の方は小児科（心臓

外来）

下の検査は、 診療科の受診をご指 ください。

患者支援セン ー
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患者支援セン ー

診療・業務内容
◆セカンドオピニオン外来の目的◆

本院 外の医療機関の診療を受けている方を対 に、「他の医

の も き、 して治療を受けたい。」というご要 に え、

の 治医から提供された診断・治療の から、今後の治療

に関する を提供し、 にしていただく とを目的とします。

◆セカンドオピニオンの相談者◆
、患者さん本人とします。ただし、患者さん本人の同 書

があれ ご の方の での相談（患者さんが 成年の場合は、

同 書に えて続 を できる書 （健 保 等）が せて

要です。）も 能です。

◆相談内容◆
セカンドオピニオンは、診察ではないので、検査や治療行 （

薬剤 、 置）は行いません。また、今後行う治療についての

や 断の提供ですので、今まで行った治療に対するものは相談の

対 ではありません。

なお、セカンドオピニオン 後は、ご紹介 の 治医に送 す

る報告書をもとに、今後の治療方針について 定していただきます。

相談内 の は 下のとおりです。

れわで法療治的科内と法療治的科外 ・

ているとき

・ の治療法に不安を るとき

めにうよるけ受を術手的科外なき大 ・

られているとき

・その他

◆相談内容としてお受けできない事項◆
・ の医療に関する 項で 治医等に対する不 、 医 等

・医療 の 等、直接の治療 外に関するもの

・医療 の内 、医療 に関わる と

◆料金及び相談時間など◆
・ 診療です（健 保 は 用できません）。

・ 回につき、33 000 です。

・相談 は、 30分 上60分 内で、 全予約制です。

・ 疾患の を する医 が相談をお受けしますが、対

できる 医が本院に不 の場合等、お受けできない とも

あります。

◆その他◆
ご相談内 によってセカンドオピニオン外来よりも一般外来の

受診をお めする場合があります。

また、治療方針についての相談が 科にそ わない場合は、

依頼をお断りする とがあります。

はセカンドオピニオン外来 後にお支 いいただきます。

なお、お い合わせ、ご予約には はかかりません。

お申込み方法
ンオニピオドンカセーンセ援支者患、でのすで制約予全 ・

外来担 までご連 ください。

担 者がご相談内 を ってから、手続き等についてご を

します。なお、 下の書 については本院 ームペー から

ンロードしていただけます。

・

・ご相談日は、「申込書」に基 き、本院が調整のうえ、 定し

セカンドオピニオン外来担 からご連 します。
 

◆相談に際して必要なもの◆
・ 治医の先生からの「セカンドオピニオン外来 用診療情報提

供書」（他院様 でも ）

・ 治医の先生から検査 等をお りしてください。 

血液検査の結果

検査の結果と画

線検査、M I検査、CT検査等のフィルム 報告書

病理検査の報告書 など

治医の先生からの診療情報や検査 がない場合には一般的

なお しかでき 、 なセカンドオピニオンはご提供できま

せんので、「セカンドオピニオン外来 用診療情報提供書」、

検査 等を ご準 いただき、ご相談日の 日 までにセ

カンドオピニオン外来担 てにご 送ください。

◆相談当日◆
ご相談 の15分 までに「11  患者支援セン ー 口」へ・

お しください。セカンドオピニオン外来にご案内します。

・ご相談 後は、総合受 にて 計手続きをお願いします。

てし経をーンセ援支者患、は書告報ンオニピオドンカセ ・

治医の先生 に 送します。

（1）セカンドオピニオン外来のご案内

お申し込 までにご ください。

（2）セカンドオピニオン外来申込書

送またはFA で本院セカンドオピニオン外来担 へ

お送りください。

（3） 治医の先生へのお願い

治医の先生にお しください。

（4）セカンドオピニオン外来 用診療情報提供書

治医の先生に 入を依頼してください（他院様 で
も ）。

（5）セカンドオピニオン外来相談同 書

ご相談者が患者さん本人 外の場合はご提 ください。

対 者（患者さん）が 成年の場合は、ご相談者との

続 を す書 （健 保 等）が せて 要です。

お問い合わせ先
滋賀医科大学医学部附属病院
患者支援センター　セカンドオピニオン外来担当
〒520-2192　滋賀県大津市瀬田月輪町
TEL.077-548-2513　　FAX.077-548-2815

セカンドオピニオンの流れ

セカンドオピニオン外来

木水 金
「一般形成外科、眼形成・眼 下 、 」  宏

13 5 頭のかたち外来、頭 外科、
外科・リン 腫 下 

「外 ・難治性 瘍」 医

 、 日担 医
（手術日）

「一般形成外科、頭 外科、 外科・
リン 腫」 下 

「先 性疾患、手外科、 形成」 田 順
「外 ・ 置外来」 医

 、 日担 医

「 全予約制」  
「 全予約制」 口 
「 全予約制」  子

「 関 ・ ポー 」 保 充 、野  
「関 ・リ 」 野 
「新来」 制

13 関 ・リ （ 診の ）  法
13 後 小児整形（ 全予約制）  子

「新来」大  成広
「 来」中  

「 性中耳 」 本 治
「咽頭・喉頭」大  成広、  
「 ・ 」 保 良

「産科」 制
「 生 診断外来」
「産科（ 産 ）」 制
「胎児 診断外来」  大 、大  子

「新来」 制
「2 子 内 症外来」 上 
「 期、 年期外来」大  
「妊 性温存外来」 制
「 ワク ン特 」大  
「妊 」 制
「 人科」 制

手術日
紹介初診  進
初診 担 者

後 腎 中 

田 、  大

「術 外来」担 医
周術期外来

下 成人、  
後 線 視下神経 ロック

「新来・ 来」担 医
「IV 」 田 

新来 高  一 、若  宏
後 来 高  一 、若  宏、 田 

2 4 動器  

生 診断外来

制

産

「 」  、  
2 4 腫瘍  命
1 2 4 5 腫瘍 児  成人

「手・腫瘍」  
1 3 ・ ポー 田 

「新来」 制

「新来」新  宏
「 来」  

「鼻 鼻腔・ 外 」  一 、中  

「産科」 制
「産後健診」 制

「新来」 制
「 人科」 制
「妊 」 制
「妊 性温存外来」 制
「 開 症 （CSS）」 来・地域

紹介初診 田 成
初診  

後 ロ イ ク 田 成
後 レ ン 田 

 貴 、  大

 利
「術 診察」担 医
周術期外来

「術 診察」担 医
周術期外来

下 成人
後 線 視下神経 ロック

入院下中 手術室での手術
外来での日 り手術

2016年9 1日より、初診患者様は 日、水 日、

日に診察させていただく とになりました（ 急を

要する患者様については の限りではありません）。

「新来」  健
「 来」田上 
「 腺小線 」 野 直
「IV 」 上 子

2 4 動器 児  成人
1 3 5 動器 安  生

性腫瘍外来

産 （乳 ケアの ）

1 3 ・上 今  
「 」  
「 関 」  大
「関 ・リ 」  
「関 」  
「新来」 制

「新来」 本 治
「 来」  人

「 状腺・頭頸部腫瘍」大  成広、神  、
新  宏

「 下」新 宏 、 保 良 、 人
「頸部 ー」 田 子

「産科」 制
「 外来」  子

1 3 5 外来  子
2 4 外来 大  子

「胎児 診断外来」  大
1 3 5 胎児 診断外来 大  子
生 診断外来

「新来」 制
「 人科」 制
「妊 」 制
「妊 性温存外来」 制

産

田 子、 本 理子、 田 理

「 内 ・予約」  
「色 ・予約」 後  新一

中  保
「 ケア外来（ ）」 本 貴

後 線 視下神経 ロック

学 的 治療
・担 医・臨床心理 ・理学療法

「新来」田上 
「 来」  
「治療中診察」 野 直 、  健

「心臓」 口 

1 「遺伝相談」（遺伝性神経 疾患）
遺伝カ ンセリン 、 生 診断外来

制 制

新来  、  人
後 来 田 、  利

紹介初診、 後 小児 小  
神経 性 田 成
初診、 後 女性泌尿器  理

後 小線 田 

「一般形成外科、先 性疾患、手外科、 形成、
外科」 田 順

「一般形成」 野 子
「外 ・ 置外来」 医

 、 日担 医

「 全予約制」 本 
「 全予約制」大  

「 全予約制」  

手術日（診察はありません）

全予約となっている診察 もございますので、 細については、各診療科受 にお ください。

救急部受 は、  です。

最新の情報は、滋賀医科大学医学部附属病院 をご ください。

（ . . . . ）
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セカンドオピニオン外来

（フリ ）

（フリ ）

性

年 日

（ ）

〒

〒

FAX

患者との続 ご本人、ご （続 ）

ご相談の 体的な内

治医の医療機関とお

ご 所、連 先（お分かりになる で結構です。）

下は、 入しないでください。

受 年 日

担 診療科

相 談 日

記入日　　　　　　年　　　　月　　　　日

滋賀医科大学医学部附属病院セカンドオピニオン外来　申込書

相談者

対 者
（患者様 ）

生年 日

　　訴訟等の目的に使用しないこと及び自由診療料金として定められた金額を支払うことに同意の上、
 以下の内容で、貴院のセカンドオピニオン外来の受診を申し込みます。

所

所

年 日（ ） 分

疾 患

（ ） 病 院

（ ） 科 （ ） 先 生

（ご にお書きください。ただし、 の医療に関する 項で 治医等に対する不 、 医 や

カ ンセリン 若しくは 関係や診療 開 に関わる 項はご ください。 でも結構です。）

受 年 日

相談医 への

申込者氏名 印

性
年 日

FAX

〒

FAX

生年 日

診療科 イト

心臓カテーテル総

CI（経皮的 動脈形成術）

急心臓カテーテル

VT（ 動脈疾患のカテーテル治療）
（ 血管・腎動脈）

TAVI（経カテーテル大動脈弁 込術）

経皮的 弁 連 開術（ TMC）

カテーテルア レーション AF その他

S（ 生理学的検査）

込 細動器
経 脈ーIC 皮下 込 ーIC

心臓 同期療法 C T C T

経 心 ー 検査

主な検査・医療設備など

診療実績（2023年１月－12月）

循環器内科 科長

中川　義久

概要・特色
地域 に広く開かれた循環器内科として、心臓血管外科、救急
集中治療部、リハビリテーション部と連携して 的に活動して

います。急性心 などの 血性心疾患、心 細動などの不整
脈、さらには大動脈弁狭窄症や 弁 不全症などの弁 症のカ
テーテル手術など安全で質の高い診療に取り組んでいます。重症心
不全への 循環などの高い 的な最新の診療 術の導入にも努
力しています。

救急医療については、重症 を 的に受け入れ、救急 集中治
療部、心臓血管外科との連携を にして治療に取り組んでいます。
また、地域の医療機関と連携する とで 率的な診療体制の 化を
目指しております。

320 ル イ CTによる心血管画 診断
FF 検査による 動脈CT ー の非侵襲的
インペ （IM A）による迅速導入 能かつ 力な循環

外来「 性動脈 化症 外来」 日の14 00〜

診療内容

地域に対する取り組み、最近の話題など
今後は滋賀県でも高 者の に い、 心不全 ン ック

といわれるように高 心不全患者さんが に する とが予
されます。そ では、す ての心不全患者を 院で急性期から 性
期まで診療 続する とは 難となる とが予 されます。また、
高 心不全患者さんは 存疾患が である とも く、 々介護
や 高 者、 症、 体不 など様々な高 者特 の 点
を く えています。 れらの とから、 方 からの 的 ポ
ートを 要とし、心不全診療は 職 による介入が の に
入しています。そ で 々は、心不全 職 ームを ち上げ、循
環器内科 ッフもその一員として心不全 ーム医療に携わり、病
病連携や病診連携、地域 ッフとの などを開 して 心不
全患者さんが地域で、安心して心不全診療を受ける とができる
診療体制の構築を進めています。

手術・検査・治療法等 ・ 等

経カテーテル 弁接合不全 術（T ）

IM A （ 循環用ポン カテーテル）

122/56/69
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リードレ ペー ーカ 込

経 脈的リード
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10/13

い診療分野を推進しています。

脈疾患の他、心室細動（VF）による心 生 の遺伝子 を
行っています。

【虚血性心疾患・末梢動脈疾患】
カテーテルイン ー ンションとは、 所麻酔でカテーテルとい

う細い管を って、血管を する治療法です。狭心症や心
といった 血性心疾患や下 動脈に対するカテーテルを用いた血管
内手術を 的に行っています。

心血管カテーテルイン ー ンション（カテーテル手術）
下 性動脈 化症（ A ）に対するカテーテルイン ー
ンション（カテーテル手術）

【不整脈治療】
カテーテルア レーションとは の血管から心臓に 入した
きカテーテルで、不整脈の病 となる な心 を する治療

です。
カテーテルア レーション（高周 通 ・ ット ルーン・ク
イオ ルーン）
CA T ・N ・ T M シ テム
携 イ ント心 計・ 込 心臓 ニ （ICM）
ペー ーカ（ M）・ 込 細動器（IC ）・心臓 同期
療法（C T ）・ 小 リードレ ペー ーカ M

心耳 イ （ ATC MAN）

【弁膜症】
心臓弁 症は弁 （大動脈弁・ 弁・ 弁・ 動脈弁）に狭

窄や逆 が生 る疾患です。 診で 期や 期の心 を 取
します。心 の を心 ー 検査で 細に し、重症度は
心 ーによる定 に え、 要 は入院の上経 心 ー

検査を行う とで、 な重症度診断を行っています。 院心臓
血管外科と連携し、患者さんそれ れに最 の治療法を提供できる
よう努めています。

大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）
イト クリッ を用いた経カテーテル 弁接合不全 術

（T ）

【心不全疾患】
急性期から 性期、 期まで心不

全診療を行っています。心不全は様々
な心疾患が となる病 であり、心

ーをは め、非侵襲的なイ ー
ン リティを 的に活用し、
疾患の診断、心不全治療 果 定を
行っています。また、重症心不全に対
する 医療を滋賀県下において担っ
ています。

ATT 心ア ロイドーシ に対する
フ 新 導入

性 大 心 症に対する経皮的
中 心 術（ TSMA）
低 心機能の心不全に対する心臓 同期療法（C T ）
重症心不全に対する機 的 循環（ CM  IM A）

【腫瘍循環器診療】
腫瘍（ ン）と循環器疾患の 者が重なった 域を う、新し



最新情報は病院 ームペー （ . . . ）

の診療科一 をご ください。

最新情報は病院 ームペー （ . . . ）

の診療科一 をご ください。

診療科のご案内

2024年４月１日現在

23滋賀医科大学医学部附属病院診療案内滋賀医科大学医学部附属病院診療案内22 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

セカンドオピニオン外来

（フリ ） 性

年 日

（ ）

重症度分 、 テー など

、 、症状経 等 （用 が不 する場合には でも結構です。）

の治療内 、 方内 （用 が不 する場合には でも結構です。）

今後の治療方針 （用 が不 する場合には でも結構です。）

先生の所属とお 、連 先

（ ）様 は貴院のものでも結構です。

記入日　　　　　　年　　　　月　　　　日

滋賀医科大学医学部附属病院セカンドオピニオン外来専用

対 者
（患者様 ）

生年 日

疾 患

（ ）病院 （ ）診療科

FAX

医

診療情報提供書



最新情報は病院 ームペー （ . . . ）

の診療科一 をご ください。

最新情報は病院 ームペー （ . . . ）

の診療科一 をご ください。

診療科のご案内

2024年４月１日現在

23滋賀医科大学医学部附属病院診療案内滋賀医科大学医学部附属病院診療案内22 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

セカンドオピニオン外来

（フリ ） 性

年 日

（ ）

重症度分 、 テー など

、 、症状経 等 （用 が不 する場合には でも結構です。）

の治療内 、 方内 （用 が不 する場合には でも結構です。）

今後の治療方針 （用 が不 する場合には でも結構です。）

先生の所属とお 、連 先

（ ）様 は貴院のものでも結構です。

記入日　　　　　　年　　　　月　　　　日

滋賀医科大学医学部附属病院セカンドオピニオン外来専用

対 者
（患者様 ）

生年 日

疾 患

（ ）病院 （ ）診療科

FAX

医

診療情報提供書



21滋賀医科大学医学部附属病院診療案内24 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

セカンドオピニオン外来

（フリ ）

（フリ ）

性

年 日

（ ）

〒

〒

FAX

患者との続 ご本人、ご （続 ）

ご相談の 体的な内

治医の医療機関とお

ご 所、連 先（お分かりになる で結構です。）

下は、 入しないでください。

受 年 日

担 診療科

相 談 日

記入日　　　　　　年　　　　月　　　　日

滋賀医科大学医学部附属病院セカンドオピニオン外来　申込書

相談者

対 者
（患者様 ）

生年 日

　　訴訟等の目的に使用しないこと及び自由診療料金として定められた金額を支払うことに同意の上、
 以下の内容で、貴院のセカンドオピニオン外来の受診を申し込みます。

所

所

年 日（ ） 分

疾 患

（ ） 病 院

（ ） 科 （ ） 先 生

（ご にお書きください。ただし、 の医療に関する 項で 治医等に対する不 、 医 や

カ ンセリン 若しくは 関係や診療 開 に関わる 項はご ください。 でも結構です。）

受 年 日

相談医 への

申込者氏名 印

性
年 日

FAX

〒

FAX

生年 日

診療科 イト

心臓カテーテル総

CI（経皮的 動脈形成術）

急心臓カテーテル

VT（ 動脈疾患のカテーテル治療）
（ 血管・腎動脈）

TAVI（経カテーテル大動脈弁 込術）

経皮的 弁 連 開術（ TMC）

カテーテルア レーション AF その他

S（ 生理学的検査）

込 細動器
経 脈ーIC 皮下 込 ーIC

心臓 同期療法 C T C T

経 心 ー 検査

主な検査・医療設備など

診療実績（2023年１月－12月）

循環器内科 科長
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集中治療部、リハビリテーション部と連携して 的に活動して

います。急性心 などの 血性心疾患、心 細動などの不整
脈、さらには大動脈弁狭窄症や 弁 不全症などの弁 症のカ
テーテル手術など安全で質の高い診療に取り組んでいます。重症心
不全への 循環などの高い 的な最新の診療 術の導入にも努
力しています。

救急医療については、重症 を 的に受け入れ、救急 集中治
療部、心臓血管外科との連携を にして治療に取り組んでいます。
また、地域の医療機関と連携する とで 率的な診療体制の 化を
目指しております。

320 ル イ CTによる心血管画 診断
FF 検査による 動脈CT ー の非侵襲的
インペ （IM A）による迅速導入 能かつ 力な循環

外来「 性動脈 化症 外来」 日の14 00〜

診療内容

地域に対する取り組み、最近の話題など
今後は滋賀県でも高 者の に い、 心不全 ン ック

といわれるように高 心不全患者さんが に する とが予
されます。そ では、す ての心不全患者を 院で急性期から 性
期まで診療 続する とは 難となる とが予 されます。また、
高 心不全患者さんは 存疾患が である とも く、 々介護
や 高 者、 症、 体不 など様々な高 者特 の 点
を く えています。 れらの とから、 方 からの 的 ポ
ートを 要とし、心不全診療は 職 による介入が の に
入しています。そ で 々は、心不全 職 ームを ち上げ、循
環器内科 ッフもその一員として心不全 ーム医療に携わり、病
病連携や病診連携、地域 ッフとの などを開 して 心不
全患者さんが地域で、安心して心不全診療を受ける とができる
診療体制の構築を進めています。
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い診療分野を推進しています。

脈疾患の他、心室細動（VF）による心 生 の遺伝子 を
行っています。

【虚血性心疾患・末梢動脈疾患】
カテーテルイン ー ンションとは、 所麻酔でカテーテルとい

う細い管を って、血管を する治療法です。狭心症や心
といった 血性心疾患や下 動脈に対するカテーテルを用いた血管
内手術を 的に行っています。

心血管カテーテルイン ー ンション（カテーテル手術）
下 性動脈 化症（ A ）に対するカテーテルイン ー
ンション（カテーテル手術）

【不整脈治療】
カテーテルア レーションとは の血管から心臓に 入した
きカテーテルで、不整脈の病 となる な心 を する治療

です。
カテーテルア レーション（高周 通 ・ ット ルーン・ク
イオ ルーン）
CA T ・N ・ T M シ テム
携 イ ント心 計・ 込 心臓 ニ （ICM）
ペー ーカ（ M）・ 込 細動器（IC ）・心臓 同期
療法（C T ）・ 小 リードレ ペー ーカ M

心耳 イ （ ATC MAN）

【弁膜症】
心臓弁 症は弁 （大動脈弁・ 弁・ 弁・ 動脈弁）に狭

窄や逆 が生 る疾患です。 診で 期や 期の心 を 取
します。心 の を心 ー 検査で 細に し、重症度は
心 ーによる定 に え、 要 は入院の上経 心 ー

検査を行う とで、 な重症度診断を行っています。 院心臓
血管外科と連携し、患者さんそれ れに最 の治療法を提供できる
よう努めています。

大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）
イト クリッ を用いた経カテーテル 弁接合不全 術

（T ）

【心不全疾患】
急性期から 性期、 期まで心不

全診療を行っています。心不全は様々
な心疾患が となる病 であり、心

ーをは め、非侵襲的なイ ー
ン リティを 的に活用し、
疾患の診断、心不全治療 果 定を
行っています。また、重症心不全に対
する 医療を滋賀県下において担っ
ています。

ATT 心ア ロイドーシ に対する
フ 新 導入

性 大 心 症に対する経皮的
中 心 術（ TSMA）
低 心機能の心不全に対する心臓 同期療法（C T ）
重症心不全に対する機 的 循環（ CM  IM A）

【腫瘍循環器診療】
腫瘍（ ン）と循環器疾患の 者が重なった 域を う、新し



外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

中川　義久
カ ワ シ

芦原　貴司
アシハ カシ

杉本　喜久
ギ ト シ

小澤　友哉
オ ワ ト

教

循環器内科科長

教

（情報総合セン ー）

教

（医療情報部）

酒井　宏
カイ ロシ

循環器内科医 長

塩山　渉
シオ ワ ル

林　篤志
ハ シ ア シ

加藤　浩一
カト イ

福山　恵
フク

教

循環器内科外来医長

教

教

藤居　祐介
フ イ ユ ケ 教

循環器内科病 医長

教

循環器内科教育医長

教浅田　　平
ア ヘイ

内科学、循環器内科学、 血性心

疾患、心血管イン ー ンション

内科学、循環器内科学、不整脈、

ア レーション手術、医療情報

学、医用生体工学

内科学、循環器内科学、不整脈、

ア レーション手術、医療情報

学

内科学、循環器内科学、不整脈、

ア レーション手術、遺伝学

内科学、循環器内科学、 血性心
疾患

内科学、循環器内科学

内科学、循環器内科学、 血性心

疾患（カテーテル手術）、 性

動脈 化症

内科学、循環器内科学、不整脈、

ア レーション手術、心臓ペー

ーカー

内科学、循環器内科学、心不全、

血性心疾患、 高血 症

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本心血管イン ー ンション治療学 （ 定医・ 医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医・
M CCイン ト ク ー）

日本循環器学 （循環器 医）
IC 制度協 （I  C  ）

内科学、循環器内科学、腫瘍循

環器、心不全、血 症

内科学、循環器内科学

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本医 （ 定産 医）

日本内科学 （ 定内科医、指導医、総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本 医学 （ 医）
日本心 ー 学 （心 ー 医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）

込 細動器・心臓 同期ペーシン 定医
用 動 細動器治療 定医

日本不整脈心 学 （不整脈 医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本心血管イン ー ンション治療学 （ 定医・ 医）
経カテーテル的心臓弁治療関連学 協 （経カテーテル的
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児玉　健二
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疾患

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本心疾患イン ー ンション治療学 （ 定医）

岡本　寛樹
オカ ト ロ

医員（病院 教） 内科学、循環器内科学
日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本心 ー 学 （S 心 ー 医）

西川　拓磨
ニシカワ ク

医員 内科学、循環器内科学

冨岡　大資
ト オカ イ ケ

医員（病院 教） 内科学、循環器内科学

肥後　洋祐
ケ

医員 内科学、循環器内科学

日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本循環器学 （循環器 医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本心血管イン ー ンション治療学 （ 定医）
大動脈弁置換術（TAV ）（実 医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本循環器学 （循環器 医）
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日本循環器学 （循環器 医）
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地域に対する取り組み、最近の話題など
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・ に対しては遺伝子検査の結果も まえ、最も 果的な治療法
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日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医）

日本内科学
日本呼吸器学
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日本内科学
日本呼吸器学
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ト ユ

呼吸器内科一般医員
日本内科学
日本呼吸器学
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カ レオ

呼吸器内科一般医員
日本内科学
日本呼吸器学

呼吸器内科
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診療科 イト

概要・特色

呼吸器内科 科長

中野　恭幸

滋賀県 一の大学病院における呼吸器内科として高度な治療

を 要とするあら る呼吸器疾患に対 しています。また、大

学病院として臨床研究も 的にすすめています。

科で診療する病 は、 症から がんまでの広い に

わたります。ただし、 菌されている結核には対 できません。

外来は、 日から 日まで 日開設しております。入院

診療に関しては、内科・外科の協力体制のもと診療を行ってい

ます。

日本呼吸器学 定 設、日本呼吸器内視鏡学 定 設、

日本アレルギー学 定教育 設となっています。

件数・数値等手術・検査・治療法等

性 性 疾患（CO ）地域連携
による診療

管支内視鏡検査

121

137

イ が く、難病疾患申 に する症 の割合も高くなっ

ています。画 検査や組 学的検査を行い、 定診断なら に

治療方針の 定に努めております。 テロイド・ 制剤や

線維化薬の い分けが重要となっております。進行して 化

する症 もありますが、 な治療を行う とで長期予後も

込まれております。病状が安定した症 におきましては、地域

の先生方に連携をお願いするようにして滋賀県全体で治療がで

きる 組 を目指しております。

【肺がん】
がんのなかでも が一 いのは がんです（ がん

研究セン ーがん情報 ービ 2022年の 計）。 科におけ

る がん診療の特徴は、院内の他科との協力による集学的治療

です。腫瘍内科、呼吸器外科、放射線科とも連携し、患者さん

にとってどのような治療法が最も で 果的なのかを 断し、

治療を行っています。また、外来での化学療法も 的に行っ

ています。

診療内容
【慢性閉塞性肺疾患（COPD）】

日本には500 人 上のC 患者さんがいるといわれて

いますが、まだまだ診断のついていない患者さんがたくさん

いらっし います。 科ではCTや精 呼吸機能検査を用いる

とにより、病 の 期発 や病 に た治療法の な

どを 的に行っています。

また、重症C に対して、 管支 ル 治療を行う 設

となっています（ では2 設の ）。

【気管支喘息】
管支 は日本でも人口の %が 患しているとされる

い病 です。しかし、その診断は しも簡 ではない と

もあり、 科では呼 一 化 度 定や 検査な

ど、 性の高い検査も行い、診断や治療を行っています。

また、治療に 要な吸入療法の にも力を入れています。

どうしても 薬や り薬とは なり手 の が 要です

が、薬剤 との連携にも力を入れる とで、 な導入を

行っています。しかし、 のような治療や取り組 でも症状

が制御できない重症の患者さんに対しては生 学的 剤とい

う 性の高い治療も 的に導入しています。高 の治療

となりますが、 射や高 療養 制度をご紹介しな

がら診療にあたっています。

【肺炎】
呼吸器疾患の中では 度の い病 ですが、内 生剤の

進 などにより、 症の であれ 、 しも入院治療が

要ではなくなっています。 科でも 能な限り、外来での

治療を行う とを 一目 としています。入院が 要な場合

でも、できるだけ 期の 院を目指しています。ただし、高

度の 的治療を要さない に関しては、他の病院に治療

をお願いする ともございますのでご ください。

【間質性肺炎】
はまれな疾患と えられていました 質性 ですが、

2022年 計では日本人の の 11 となりました。呼吸

器 域の では と に次いで 目に い疾患で、

C  になりつつあります。

質性 は特発性（ 不 ）の イ と 病に った

特に紹介を受けたい疾患、症例
・ 性 性 疾患（C ）「C 地域連携 」を 用

しております

・ 管支

・ 質性

主な検査・医療設備など
・呼吸器内視鏡検査、 腔鏡検査

・CT イド下 生検

診療実績（2023年度）

件 数病 名 等

がん、 性腫瘍

質性

非結核性 菌症などの 症

性 性 疾患（C ）・ 管支

COVID-19

入院実績（2023年度）

230

70

103

22

11

10

伊藤　誠
イト ト

非 勤 （診療） 内科学、循環器内科学、不整脈
日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本不整脈心 学 （不整脈 医）

番匠　浩己
ンショ   ロ

医員 内科学、循環器内科学

市原　豪
イ ハ シ

医員 内科学、循環器内科学

相見　直紀
アイ オ

医員 内科学、循環器内科学

兒玉　美聡
ト

非 勤医 （診療） 内科学、循環器内科学 日本内科学 （ 定内科医）

吉田　大輝
シ イ

医員 内科学、循環器内科学

神山　創路 医員 内科学、循環器内科学

植村　裕樹
ム ユ

医員 内科学、循環器内科学 日本内科学 （ 定内科医）

循環器内科
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外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

中川　義久
カ ワ シ

芦原　貴司
アシハ カシ

杉本　喜久
ギ ト シ

小澤　友哉
オ ワ ト

教

循環器内科科長

教

（情報総合セン ー）

教

（医療情報部）

酒井　宏
カイ ロシ

循環器内科医 長

塩山　渉
シオ ワ ル

林　篤志
ハ シ ア シ

加藤　浩一
カト イ

福山　恵
フク

教

循環器内科外来医長

教

教

藤居　祐介
フ イ ユ ケ 教

循環器内科病 医長

教

循環器内科教育医長

教浅田　　平
ア ヘイ

内科学、循環器内科学、 血性心

疾患、心血管イン ー ンション

内科学、循環器内科学、不整脈、

ア レーション手術、医療情報

学、医用生体工学

内科学、循環器内科学、不整脈、

ア レーション手術、医療情報

学

内科学、循環器内科学、不整脈、

ア レーション手術、遺伝学

内科学、循環器内科学、 血性心
疾患

内科学、循環器内科学

内科学、循環器内科学、 血性心

疾患（カテーテル手術）、 性

動脈 化症

内科学、循環器内科学、不整脈、

ア レーション手術、心臓ペー

ーカー

内科学、循環器内科学、心不全、

血性心疾患、 高血 症

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本心血管イン ー ンション治療学 （ 定医・ 医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医・
M CCイン ト ク ー）

日本循環器学 （循環器 医）
IC 制度協 （I  C  ）

内科学、循環器内科学、腫瘍循

環器、心不全、血 症

内科学、循環器内科学

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本医 （ 定産 医）

日本内科学 （ 定内科医、指導医、総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本 医学 （ 医）
日本心 ー 学 （心 ー 医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）

込 細動器・心臓 同期ペーシン 定医
用 動 細動器治療 定医

日本不整脈心 学 （不整脈 医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本心血管イン ー ンション治療学 （ 定医・ 医）
経カテーテル的心臓弁治療関連学 協 （経カテーテル的
大動脈弁置換術（TAV ）（実 医・指導医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医）

児玉　健二
ケン

特 教
内科学、循環器内科学、 血性心

疾患

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本心疾患イン ー ンション治療学 （ 定医）

岡本　寛樹
オカ ト ロ

医員（病院 教） 内科学、循環器内科学
日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本心 ー 学 （S 心 ー 医）

西川　拓磨
ニシカワ ク

医員 内科学、循環器内科学

冨岡　大資
ト オカ イ ケ

医員（病院 教） 内科学、循環器内科学

肥後　洋祐
ケ

医員 内科学、循環器内科学

日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本循環器学 （循環器 医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本心血管イン ー ンション治療学 （ 定医）
大動脈弁置換術（TAV ）（実 医）

日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本不整脈心 学 不整脈 医）

込 細動器・心臓 同期ペーシン 定医
用 動 細動器治療 定医

日本内科学 （ 定内科医 指導医）
日本循環器学 （循環器 医）
日本不整脈心 学 （不整脈 医）

込 細動器・心臓 同期ペーシン 定医
用 動 細動器治療 定医

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本循環器学 （循環器 医）

込 細動器・心臓 同期ペーシン 定医
用 動 細動器治療 定医

日本心血管イン ー ンション治療学 （指導医）
小児 性特定疾病指定医
日本不整脈心 学 （不整脈 医）
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循環器内科

外来担当医師紹介

地域に対する取り組み、最近の話題など

役職／職位 専門領域 専門資格 など

中野　恭幸
カノ カ

山口　将史
フ

教

呼吸器内科 科長

教

呼吸器内科 医 長

呼吸器内科 教育医長

小川 惠美子
オ ワ

黄瀬　大輔
ノセ イ ケ

教

（保健管理セン ー）

呼吸器内科 外来医長

呼吸器内科一般、C 、

呼吸器内科一般、C

呼吸器内科一般、 、

性

日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医・呼吸器指導医）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡 医・ 管支鏡指導医）
日本結核・非結核性 菌症学 （結核・ 菌症指導医）

がんCT検診 定機構（ がんCT検診 定医 ）
日本化学療法学 （ 菌化学療法 定医）
日本医 （ 定健 ポー 医、 定産 医）
IC 制度協 （インフ クション ントロールドク ー）
日本呼吸ケア・リハビリテーション学 （初 呼吸ケア指導 ）
日本 学 （ 医）

呼吸器内科一般、C
日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医・呼吸器指導医）
日本医 （ 定健 ポー 医・ 定産 医）

重森　度
シゲ リ ワ ル

呼吸器内科一般
日本内科学
日本呼吸器学
日本 MAT 員

角田　陽子
ノ

医員

呼吸器内科一般
日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医）

成宮　慶子
ル ケイ

呼吸器内科一般

大岡　彩
オオオカ ア

呼吸器内科一般

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医・呼吸器指導医）
日本アレルギー学 （アレルギー 医）
日本医 （ 定産 医）
IC 制度協 （インフ クション ントロールドク ー）
日本 学 （ 医）

山﨑　晶夫
ア オ 教

呼吸器内科 病 医長

特 教

呼吸器内科 外来 医長

呼吸器内科一般

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医）
日本 症学 （ 症 医）
日本化学療法学 （ 菌化学療法 定医）
IC 制度協 （インフ クション ントロールドク ー）

仲川　宏昭
カ ワ ロア 教

呼吸器内科 病 医長 呼吸器内科一般、 質性

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医・呼吸器指導医）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡 医・ 管支鏡指導医）
日本アレルギー学 （アレルギー 医）
IC 制度協 （インフ クション ントロールドク ー）
日本化学療法学 （ 菌化学療法 定医）

・C 地域連携 を 用しています。

・難治性 に対しては、新しい生 学的 剤などで 的な治療

を行っています。

・ に対しては遺伝子検査の結果も まえ、最も 果的な治療法

を 行します。

医員（病院 教）

医員

日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医）

日本内科学
日本呼吸器学

植木　康光 呼吸器内科一般医員
日本内科学
日本呼吸器学

後藤　幸
ト ユ

呼吸器内科一般医員
日本内科学
日本呼吸器学

田中　伶於
カ レオ

呼吸器内科一般医員
日本内科学
日本呼吸器学

呼吸器内科

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医・ M CC
イン ト ク ー）
日本呼吸器学 （呼吸器 医・呼吸器指導医）
日本救急医学 （IC Sイン ク ー）
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呼吸器内科

内田　泰樹 非 勤 （診療） 呼吸器内科一般、 がん

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医・呼吸器指導医）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡 医・ 管支鏡指導医）
日本結核・非結核性 菌症学
（結核・ 菌症指導医・結核・ 菌症 定医）

がんCT検診 定機構（ がんCT検診 定医 ）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本医 （ 定産 医）

行村 瑠里子
ユ ム ルリ 特 教

（ 制御部） 呼吸器内科一般

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医）
日本医 （ 定産 医）
IC 制度協 （インフ クション ントロールドク ー）

横江　真弥
シン

呼吸器内科一般非 勤医
日本内科学 （内科 医）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡 医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医）

入山　朋子
イリ ト

呼吸器内科一般非 勤医
日本内科学 （ 定内科医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医）

診療科 イト

概要・特色

血液内科 科長

村 田  誠

持した上での生存率を大 に えています。

【急性白血病】
医療の急速な進 により、 血病における遺伝子 の が

進 、それが予後予 や 血 細胞 の に 用である

とが しつつあります。 科は くから A S （日本成人

血病治療 同研究 ルー ）に しており、 は 8 21 およ

16 性急性 性 血病に対する 小 存病 を指 と

したゲム ・オ イシン 用 相臨床 や急性

性 血病に対する レ ノイン 用 相臨床

、急性リン 性 血病に対する 剤 用 相臨床 など

A S の臨床研究に 的に しています。

【骨髄異形成症候群】
高 化に い、 形成症 の患者さんが くなっていま

す。 血 細胞 が治 を期待できる 一の治療法であり、

科では 的に実 しています。一方、最 では遺伝子 NAの

ル化を 害する とで進行を 制する とが期待される治療

薬 ア シ ンの 場により、高リ ク の患者さんで生存期

の 長が、また低リ ク においても輸血回 の などの

果が められています。ア シ ンによる治療も 的に行っ

ています。

【多発性骨髄腫】
発性 腫も高 者に い 血器 性腫瘍で、 は さ

れた治療法がありませんでしたが、 ロテア ーム 害剤（ボル

テ など）の 来、レ ド、 ーロなどの新

薬剤が相次いで発 され、それら治療薬を組 合わせる とで治

療成 が 的に しています。 科では新 薬剤を とした

化学療法の治療 を実 しています。また 血 細胞

を取り入れた 力な化学療法を計画的に実 しています。

【悪性リンパ腫】
年 、最も くの患者さんが受診され、治療を受けておられま

す。 、その分 は約100 にもおよ 、さらに病 の進行

により、患者さんへの治療方法も なります。 科では、 重特

性 体など新しい治療法を 的に導入しています。また、

CA T療法も今年度中に導入する予定です。診療内容
【造血幹細胞移植】

日本血液学 定研 設、日本輸血学 定研 設であり、

さらに日本 ンクを介した非血 者 血 細胞 が

能な日本 血・ 細胞療法学 定の 定 設なら に

取 定 設です。1991年から2022年までの 総 は約

410 です。

病 には準無菌管理 室3室と 全無菌管理 室2室を えて

おり、今年度中に 全無菌管理 室3室の 室を計画しています。

では大 の 剤と全 放射線 射を行う とから、

は若年（50 下）で 的状 の良い患者さんが対 とさ

れてきました。しかし、 年、 置を した 度 置を

用いた 血 細胞 （ 非 的 血 細胞 など）が導

入され、 対 年 も70 後にまで引き上げられ、また合

症のために 来の が受けられなかった方にも受けていただく

とができるようになりました。

療法は、 する とが最 の ールではなく、その後の

患者さんの経 がとても大 です。そのような えから、 後

10年20年経った患者さんについて定期的に外来で検診させてい

ただくと同 に、同 血細胞 後フ ローアッ のための研

の看護 とともに 後長期フ ローアッ 外来を開設し

ています。すなわち、 に生存率を するのではなく を維

件 数疾 患 等

急性 性 血病

急性リン 性 血病

形成症

性リン 腫

発性 腫

性 性 血病

性 殖性疾患

生不良性 血

特発性血小 性 病

先 性血 病

診療実績（2023年度）

12

6

8

41

12

3

10

4

4

2

血液内科カンフ レン

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

2022年10 、滋賀医科大学血液内科は新しく した

として 生しました。 たちのビ ョン、すなわち目指す 来は

「一人一人の患者さんに り添う心を持ち、最新・最 な治療法

を提供する とで、地域の全ての血液内科患者さんに、滋賀医科

大学で治療を受けて良かった、と っていただける血液内科」で

す。

血液内科で う疾患は、腫瘍性疾患（ 血病、 形成症  

、 性リン 腫、 発性 腫など）、非腫瘍性疾患（ 生不良

性 血、 血性 血、特発性血小 性 病など）、遺伝性

疾患（ヘ ロビン 症、  病、血 病など）、

性疾患（伝 性 核 症、後 性 不全症 など）と

にわたります。

2024年4 、 田 （血液内科教 、輸血・細胞治療部

長）、 口 （輸血・細胞治療部病院 教 ）、 （血

液内科学内 ）、 理 （輸血・細胞治療部特 教）、

（血液内科特 教）、 （血液内科病院 教）、

（同）、口分田 （同）、 部 （血液内科医員）、 本

（同）、 （同）、小 介（非 勤 ）、 本 子（非

勤医 ）の血液 医8 を 医 13 と、 子 血

細胞 ー ィネー ー1 を合わせた計14 で、 れら血液

疾患の診療に たっています。

お りの症 がご

ざいましたら、いつで

も なくご紹介く

ださい。
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消化器内科

地域に対する取り組み、最近の話題など
年、 内視鏡分野の進 がめざましく、 科でも USや

鏡を用いた診療を 的に実 しています。

US HGS

特に、実 能な 設が限られている 内視鏡下 内

管 合術（ US HGS）や重症 の 性 瘍に対する

内視鏡下ドレ ー 術も 行しております。

また、 科では、長年 内細菌の研究を行って りましたが、

臨床 用としてClostridioidesdifficile関連 に対する 便

が先進医療として実 能になっております。

ン ル 大口 属 テントを用いた
経 的 内視鏡下 瘍ドレ ー

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

西田　淳史
ニシ ア シ

消化器内科、 症性 疾患

日本内科学 （総合内科 医・指導医）
日本消化器病学 （消化器病 医・指導医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本消化管学 （ 医・指導医）
日本 臓学 （ 臓 医）
日本 臓学 （指導医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

森田　幸弘
リ ユ ロ 教

消化器内科
消化器内科、消化器内視鏡

日本内科学 （総合内科 医）
日本消化器病学 （消化器病 医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本 臓学 （ 臓 医）

大野　将司
オオノ シ 教

消化器内科 外来医長

消化器内科、 症性 疾患

消化器内視鏡

日本内科学 （総合内科 医）
日本消化器病学 （消化器病 医・指導医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本消化管学 （ 医）

今井　隆行
イ イ カユ 教

消化器内科 病 医長
消化器内科、消化器内視鏡

日本内科学 （総合内科 医）
日本消化器病学 （消化器病 医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）

松本　寛史
ト ロシ 教

消化器内科

内科学、消化器内科学、

がん化学療法

日本内科学 （総合内科 医）
日本消化器病学 （消化器病 医・指導医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本臨床腫瘍学 （がん薬 療法 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

井上　博登
イノ ロト 特 教

（光学医療診療部）

病 医長

消化器内科、がん化学療法

日本内科学 （総合内科 医）
日本消化器病学 （消化器病 医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本臨床腫瘍学 （がん薬 療法 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

稲富　理
イ ト オ ム 教

消化器内科 科長

消化器内科 教育医長

消化器内科、 疾患、

消化器内視鏡

日本内科学 （総合内科 医・指導医）
日本消化器病学 （消化器病 医・指導医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医・指導医）
日本臨床腫瘍学 （がん薬 療法 医・指導医）
日本 臓学 （指導医）
日本 学 （指導医）
日本 臓学 （ 臓 医）

新谷　修平
シン ニ シ ヘイ 特 教

（消化器内科）
消化器内科、 疾患、 疾患

日本内科学 （総合内科 医・指導医）
日本消化器病学 （消化器病 医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本 臓学 （ 臓 医）
日本 医学  医
日本 臓学  指導医
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

木村　英憲
ム ノリ

（光学医療診療部）
消化器内科、消化器内視鏡

日本内科学 （ 定内科医）
日本消化器病学 （消化器病 医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

藤本 剛英
フ ト ケ

非 勤 消化器内科、 疾患、 疾患

日本内科学 （総合内科 医・指導医）
日本消化器病学 （消化器病 医・指導医） 
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本 臓学 （ 臓 医）
日本 臓学 （指導医）

医 長 科長

診療科 イト

消化器内科 科長

稲 富  理

概要・特色
年々 の一 にあるI の難病診療連携拠点病院として、栄

養治療部・消化器外科等関連診療科と連携して「 症性 疾患

（I ）セン ー」を設置しています。県内外から くの症 を御紹

介いただき滋賀県のI 診療の拠点としての役割を果たすととも

に、その体制のさらなる充実を っています。

消化管内視鏡診療については、年々 が しており、 年

7000 を える内視鏡診療を行っています。特に、 期消化管

に対する内視鏡治療に 的に取り組 、本年度より新たに

の ッフを え体制を 化しています。

疾患に関しては 内視鏡検査（ US）、 内視鏡

下 吸引細胞診（ US FNA）、 鏡を用いた診断を 的

に実 しています。特に、 内視鏡下 内 管 合術

（ US S）や重症 の 性 瘍に対する 内視鏡

下ドレ ー 術など最新の高難度内視鏡治療について の 行

実 があります。

がん診療に関しては、 科では県内最 の のがん薬 療法

医が進行がん治療を最新の ビ ン に基 いて実 してい

ます。消化器外科、放射線科と連携し、化学療法の ではなく外科

手術や放射線治療を組 合わせた集学的治療を実 しています。

治療については、腫瘍セン ーと連携し外来化学療法室で行っ

ています。 定看護 、 薬剤 とともに、がん患者さ

んの生活の質にも した上で、 で安全な治療を心 けて

います。

【肝疾患】
院内外の患者さんやそのご の方々からの 相談を受け

けているほか、定期的に 臓病教室を開 し、治療を めた

情報提供を行っております。診療 では、C に対するイ

ン ーフ ロンフリー治療や に対する オ 術、化

学 療法、分子 的薬による治療、手術療法など、 に放射

線科や消化器外科、腫瘍セン ーとも連携して、患者さん の

状 に最 な治療を行っております。

診療内容
【炎症性腸疾患センター】

から までの 後にI 外来を開設し、 に 医が

紹介・セカンドオピニオンへの対 ができる体制を いていま

す。新 薬剤も 的に紹介・導入しており、臨床治 にも

的に取り組んでいます。

【消化管内視鏡診療】
内視鏡的 下層 開 術（ S ）を中心に 期消化管

に対する内視鏡治療を 的に推進しております。また、 S

に限ら 、より低侵襲な消化管 治療の実 と開発を目指し、

消化器外科・放射線部との集学的診療体制を構築しています。

【バルーン小腸内視鏡】
小 や小 性リン 腫などの 期診断だけでなく、ク

ローン病による小 狭窄に対する内視鏡的 ルーン 術など

治療内視鏡 行症 も 実 しております。カ セル内視鏡

も 行 能で、 血性小 病 に対する 血 置も行っており

ます。

【胆膵疾患の診断・治療】
内視鏡検査（ US）、 内視鏡下 吸引細胞診

（ US FNA）、 鏡など最新の内視鏡機器を用いた診断を

的に実 しています。また、進行がんによる 性 に

対して 内視鏡下 内 管 合術（ US S）や重症

の 性 瘍に対する 内視鏡下ドレ ー 術など

最新の高難度内視鏡治療について の 行実 があります。

【消化器がん診療】
がん薬 療法 医が 体となり、消化器外科、放射線科と

連携し集学的治療を実 しています。通院で行う とができる

特に紹介を受けたい疾患、症例

・ 症性 疾患（ 瘍性大 、クローン病）

・ 期 、 期 、 期大

・消化器進行

・ 不 の消化管 血

・内視鏡治療が 要な 臓 、

・ リ クが特に高い方の精査（糖尿病 、 、

性 、 部 など

・ 疾患全般

主な検査・医療設備など

・上・下部消化管内視鏡

・ 内視鏡（治療 ）

・ 鏡

・ ルーン小 内視鏡

・カ セル小 内視鏡

・ イポー FAシ テム

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

上部消化管内視鏡検査

下部消化管内視鏡検査

内視鏡検査

小 内視鏡検査

内視鏡的 下層 術

内視鏡的 術

3 944

2 357

682

289

89

388
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消化器内科

地域に対する取り組み、最近の話題など
年、 内視鏡分野の進 がめざましく、 科でも USや

鏡を用いた診療を 的に実 しています。

US HGS

特に、実 能な 設が限られている 内視鏡下 内

管 合術（ US HGS）や重症 の 性 瘍に対する

内視鏡下ドレ ー 術も 行しております。

また、 科では、長年 内細菌の研究を行って りましたが、

臨床 用としてClostridioidesdifficile関連 に対する 便

が先進医療として実 能になっております。

ン ル 大口 属 テントを用いた
経 的 内視鏡下 瘍ドレ ー

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

西田　淳史
ニシ ア シ

消化器内科、 症性 疾患

日本内科学 （総合内科 医・指導医）
日本消化器病学 （消化器病 医・指導医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本消化管学 （ 医・指導医）
日本 臓学 （ 臓 医）
日本 臓学 （指導医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

森田　幸弘
リ ユ ロ 教

消化器内科
消化器内科、消化器内視鏡

日本内科学 （総合内科 医）
日本消化器病学 （消化器病 医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本 臓学 （ 臓 医）

大野　将司
オオノ シ 教

消化器内科 外来医長

消化器内科、 症性 疾患

消化器内視鏡

日本内科学 （総合内科 医）
日本消化器病学 （消化器病 医・指導医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本消化管学 （ 医）

今井　隆行
イ イ カユ 教

消化器内科 病 医長
消化器内科、消化器内視鏡

日本内科学 （総合内科 医）
日本消化器病学 （消化器病 医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）

松本　寛史
ト ロシ 教

消化器内科

内科学、消化器内科学、

がん化学療法

日本内科学 （総合内科 医）
日本消化器病学 （消化器病 医・指導医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本臨床腫瘍学 （がん薬 療法 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

井上　博登
イノ ロト 特 教

（光学医療診療部）

病 医長

消化器内科、がん化学療法

日本内科学 （総合内科 医）
日本消化器病学 （消化器病 医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本臨床腫瘍学 （がん薬 療法 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

稲富　理
イ ト オ ム 教

消化器内科 科長

消化器内科 教育医長

消化器内科、 疾患、

消化器内視鏡

日本内科学 （総合内科 医・指導医）
日本消化器病学 （消化器病 医・指導医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医・指導医）
日本臨床腫瘍学 （がん薬 療法 医・指導医）
日本 臓学 （指導医）
日本 学 （指導医）
日本 臓学 （ 臓 医）

新谷　修平
シン ニ シ ヘイ 特 教

（消化器内科）
消化器内科、 疾患、 疾患

日本内科学 （総合内科 医・指導医）
日本消化器病学 （消化器病 医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本 臓学 （ 臓 医）
日本 医学  医
日本 臓学  指導医
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

木村　英憲
ム ノリ

（光学医療診療部）
消化器内科、消化器内視鏡

日本内科学 （ 定内科医）
日本消化器病学 （消化器病 医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

藤本 剛英
フ ト ケ

非 勤 消化器内科、 疾患、 疾患

日本内科学 （総合内科 医・指導医）
日本消化器病学 （消化器病 医・指導医） 
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本 臓学 （ 臓 医）
日本 臓学 （指導医）

医 長 科長

診療科 イト

消化器内科 科長

稲 富  理

概要・特色
年々 の一 にあるI の難病診療連携拠点病院として、栄

養治療部・消化器外科等関連診療科と連携して「 症性 疾患

（I ）セン ー」を設置しています。県内外から くの症 を御紹

介いただき滋賀県のI 診療の拠点としての役割を果たすととも

に、その体制のさらなる充実を っています。

消化管内視鏡診療については、年々 が しており、 年

7000 を える内視鏡診療を行っています。特に、 期消化管

に対する内視鏡治療に 的に取り組 、本年度より新たに

の ッフを え体制を 化しています。

疾患に関しては 内視鏡検査（ US）、 内視鏡

下 吸引細胞診（ US FNA）、 鏡を用いた診断を 的

に実 しています。特に、 内視鏡下 内 管 合術

（ US S）や重症 の 性 瘍に対する 内視鏡

下ドレ ー 術など最新の高難度内視鏡治療について の 行

実 があります。

がん診療に関しては、 科では県内最 の のがん薬 療法

医が進行がん治療を最新の ビ ン に基 いて実 してい

ます。消化器外科、放射線科と連携し、化学療法の ではなく外科

手術や放射線治療を組 合わせた集学的治療を実 しています。

治療については、腫瘍セン ーと連携し外来化学療法室で行っ

ています。 定看護 、 薬剤 とともに、がん患者さ

んの生活の質にも した上で、 で安全な治療を心 けて

います。

【肝疾患】
院内外の患者さんやそのご の方々からの 相談を受け

けているほか、定期的に 臓病教室を開 し、治療を めた

情報提供を行っております。診療 では、C に対するイ

ン ーフ ロンフリー治療や に対する オ 術、化

学 療法、分子 的薬による治療、手術療法など、 に放射

線科や消化器外科、腫瘍セン ーとも連携して、患者さん の

状 に最 な治療を行っております。

診療内容
【炎症性腸疾患センター】

から までの 後にI 外来を開設し、 に 医が

紹介・セカンドオピニオンへの対 ができる体制を いていま

す。新 薬剤も 的に紹介・導入しており、臨床治 にも

的に取り組んでいます。

【消化管内視鏡診療】
内視鏡的 下層 開 術（ S ）を中心に 期消化管

に対する内視鏡治療を 的に推進しております。また、 S

に限ら 、より低侵襲な消化管 治療の実 と開発を目指し、

消化器外科・放射線部との集学的診療体制を構築しています。

【バルーン小腸内視鏡】
小 や小 性リン 腫などの 期診断だけでなく、ク

ローン病による小 狭窄に対する内視鏡的 ルーン 術など

治療内視鏡 行症 も 実 しております。カ セル内視鏡

も 行 能で、 血性小 病 に対する 血 置も行っており

ます。

【胆膵疾患の診断・治療】
内視鏡検査（ US）、 内視鏡下 吸引細胞診

（ US FNA）、 鏡など最新の内視鏡機器を用いた診断を

的に実 しています。また、進行がんによる 性 に

対して 内視鏡下 内 管 合術（ US S）や重症

の 性 瘍に対する 内視鏡下ドレ ー 術など

最新の高難度内視鏡治療について の 行実 があります。

【消化器がん診療】
がん薬 療法 医が 体となり、消化器外科、放射線科と

連携し集学的治療を実 しています。通院で行う とができる

特に紹介を受けたい疾患、症例

・ 症性 疾患（ 瘍性大 、クローン病）

・ 期 、 期 、 期大

・消化器進行

・ 不 の消化管 血

・内視鏡治療が 要な 臓 、

・ リ クが特に高い方の精査（糖尿病 、 、

性 、 部 など

・ 疾患全般

主な検査・医療設備など

・上・下部消化管内視鏡

・ 内視鏡（治療 ）

・ 鏡

・ ルーン小 内視鏡

・カ セル小 内視鏡

・ イポー FAシ テム

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

上部消化管内視鏡検査

下部消化管内視鏡検査

内視鏡検査

小 内視鏡検査

内視鏡的 下層 術

内視鏡的 術

3 944

2 357

682

289

89

388
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呼吸器内科

内田　泰樹 非 勤 （診療） 呼吸器内科一般、 がん

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医・呼吸器指導医）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡 医・ 管支鏡指導医）
日本結核・非結核性 菌症学
（結核・ 菌症指導医・結核・ 菌症 定医）

がんCT検診 定機構（ がんCT検診 定医 ）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本医 （ 定産 医）

行村 瑠里子
ユ ム ルリ 特 教

（ 制御部） 呼吸器内科一般

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医）
日本医 （ 定産 医）
IC 制度協 （インフ クション ントロールドク ー）

横江　真弥
シン

呼吸器内科一般非 勤医
日本内科学 （内科 医）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡 医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医）

入山　朋子
イリ ト

呼吸器内科一般非 勤医
日本内科学 （ 定内科医）
日本呼吸器学 （呼吸器 医）

診療科 イト

概要・特色

血液内科 科長

村 田  誠

持した上での生存率を大 に えています。

【急性白血病】
医療の急速な進 により、 血病における遺伝子 の が

進 、それが予後予 や 血 細胞 の に 用である

とが しつつあります。 科は くから A S （日本成人

血病治療 同研究 ルー ）に しており、 は 8 21 およ

16 性急性 性 血病に対する 小 存病 を指 と

したゲム ・オ イシン 用 相臨床 や急性

性 血病に対する レ ノイン 用 相臨床

、急性リン 性 血病に対する 剤 用 相臨床 など

A S の臨床研究に 的に しています。

【骨髄異形成症候群】
高 化に い、 形成症 の患者さんが くなっていま

す。 血 細胞 が治 を期待できる 一の治療法であり、

科では 的に実 しています。一方、最 では遺伝子 NAの

ル化を 害する とで進行を 制する とが期待される治療

薬 ア シ ンの 場により、高リ ク の患者さんで生存期

の 長が、また低リ ク においても輸血回 の などの

果が められています。ア シ ンによる治療も 的に行っ

ています。

【多発性骨髄腫】
発性 腫も高 者に い 血器 性腫瘍で、 は さ

れた治療法がありませんでしたが、 ロテア ーム 害剤（ボル

テ など）の 来、レ ド、 ーロなどの新

薬剤が相次いで発 され、それら治療薬を組 合わせる とで治

療成 が 的に しています。 科では新 薬剤を とした

化学療法の治療 を実 しています。また 血 細胞

を取り入れた 力な化学療法を計画的に実 しています。

【悪性リンパ腫】
年 、最も くの患者さんが受診され、治療を受けておられま

す。 、その分 は約100 にもおよ 、さらに病 の進行

により、患者さんへの治療方法も なります。 科では、 重特

性 体など新しい治療法を 的に導入しています。また、

CA T療法も今年度中に導入する予定です。診療内容
【造血幹細胞移植】

日本血液学 定研 設、日本輸血学 定研 設であり、

さらに日本 ンクを介した非血 者 血 細胞 が

能な日本 血・ 細胞療法学 定の 定 設なら に

取 定 設です。1991年から2022年までの 総 は約

410 です。

病 には準無菌管理 室3室と 全無菌管理 室2室を えて

おり、今年度中に 全無菌管理 室3室の 室を計画しています。

では大 の 剤と全 放射線 射を行う とから、

は若年（50 下）で 的状 の良い患者さんが対 とさ

れてきました。しかし、 年、 置を した 度 置を

用いた 血 細胞 （ 非 的 血 細胞 など）が導

入され、 対 年 も70 後にまで引き上げられ、また合

症のために 来の が受けられなかった方にも受けていただく

とができるようになりました。

療法は、 する とが最 の ールではなく、その後の

患者さんの経 がとても大 です。そのような えから、 後

10年20年経った患者さんについて定期的に外来で検診させてい

ただくと同 に、同 血細胞 後フ ローアッ のための研

の看護 とともに 後長期フ ローアッ 外来を開設し

ています。すなわち、 に生存率を するのではなく を維

件 数疾 患 等

急性 性 血病

急性リン 性 血病

形成症

性リン 腫

発性 腫

性 性 血病

性 殖性疾患

生不良性 血

特発性血小 性 病

先 性血 病

診療実績（2023年度）

12

6

8

41

12

3

10

4

4

2

血液内科カンフ レン

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

2022年10 、滋賀医科大学血液内科は新しく した

として 生しました。 たちのビ ョン、すなわち目指す 来は

「一人一人の患者さんに り添う心を持ち、最新・最 な治療法

を提供する とで、地域の全ての血液内科患者さんに、滋賀医科

大学で治療を受けて良かった、と っていただける血液内科」で

す。

血液内科で う疾患は、腫瘍性疾患（ 血病、 形成症  

、 性リン 腫、 発性 腫など）、非腫瘍性疾患（ 生不良

性 血、 血性 血、特発性血小 性 病など）、遺伝性

疾患（ヘ ロビン 症、  病、血 病など）、

性疾患（伝 性 核 症、後 性 不全症 など）と

にわたります。

2024年4 、 田 （血液内科教 、輸血・細胞治療部

長）、 口 （輸血・細胞治療部病院 教 ）、 （血

液内科学内 ）、 理 （輸血・細胞治療部特 教）、

（血液内科特 教）、 （血液内科病院 教）、

（同）、口分田 （同）、 部 （血液内科医員）、 本

（同）、 （同）、小 介（非 勤 ）、 本 子（非

勤医 ）の血液 医8 を 医 13 と、 子 血

細胞 ー ィネー ー1 を合わせた計14 で、 れら血液

疾患の診療に たっています。

お りの症 がご

ざいましたら、いつで

も なくご紹介く

ださい。
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血液内科

外来担当医師紹介

地域に対する取り組み、最近の話題など

氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

藤城　綾
フ シロ ア 血液内科 特 教

血液内科 教育医長

内科学、血液内科学、

HIV/AIDS

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医）
日本血液学 （血液 医・指導医）
日本 血・ 細胞療法学 （ 血細胞 定医）

岩佐 磨佐紀
イワ 血液内科 学内

血液内科 病 医長

内科学、血液内科学、血 ・

血 IC

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医）
日本血液学 （血液 医）

浅井　愛
ア イ アイ

血液内科 病院 教 血液内科学
日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医）
日本血液学 （血液 医）
日本 血・ 細胞療法学 （ 血細胞 定医）

永井　詩穂
イ シ

血液内科 病院 教 血液内科学
日本内科学 （ 定内科医）
日本血液学 （血液 医）

特に紹介を受けたい疾患、症例

外来 を し つ やす とで、地域の先生方からのご紹介

症 を速やかに受け入れるように努めてきました。また2022

年から血液内科外来の診察室を新たに ・ 設し、より く

の患者さんをご紹介いただけるようになりました。

本院は IV・ イ 症 についても中核拠点病院として診療

にあたっています。そして県内の各医療機関の ィカル

ッフの方々、一般 の方々への 発 動も行っています。

西村　理惠
ニシム リ 輸血・細胞治療部 特 教

血液内科 外来医長
内科学、血液内科学、輸血

日本内科学 （総合内科 医・指導医）
日本血液学 （血液 医・指導医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

村田　誠
ム ト

血液内科 教

輸血・細胞治療部 部長

無菌治療部 部長

血液内科 診療科長

内科学、血液内科学、輸血、

血細胞

日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本血液学 （血液 医・指導医）
日本 血・ 細胞療法学 （ 血細胞 定医）
日本輸血・細胞治療学 （ 定医・細胞治療 定管理 ）
日本医 （ 定産 医）

南口　仁志
トシ

輸血・細胞治療部 病院 教

輸血・細胞治療部 部長

無菌治療部 部長

血液内科 医 長

内科学、血液内科学、輸血、

血細胞 、 IV AI S

日本内科学 （総合内科 医・指導医）
日本血液学 （血液 医・指導医）
日本輸血・細胞治療学 （ 定医・細胞治療 定管理 ）
日本 血・ 細胞療法学 （ 血細胞 定医）
日本 イ 学 （ 定医）
日本血 血学 （ 定医）

小泉　祐介
イ ユ ケ

非 勤 （診療）
消化器内科、 症、

HIV/AIDS

日本内科学 （総合内科 医）
日本 症学 （ 症指導医）
日本消化器病学 （消化器病 医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本化学療法学 （ 菌化学療法指導医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

合計2017

非血 者

血 者

（うち 度 置）

血 細胞

（うち 度 置）

血

（うち 度 置）

（うち 度 置）

血 細胞

（うち 度 置）

血 細胞

年 総

285

123

（50）

23

（11）

25

（13）

55

（15）

59

（27）

124

409

216

103

（42）

4

（3）

12

（10）

50

（14）

47

（23）

95

311

同

2021202020192018

12

4

（ ）

2

（0）

3

（1）

2

（ ）

（1）

6

18

2022

13

3

（1）

5

（2）

1

（0）

1

（0）

3

（2）

4

17

2023

18

6

（1）

6

（3）

2

（1）

0

（0）

4

（0）

4

22

11

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

18

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

12

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

11

的に 血 細胞 を実 しております。非血 者

、 血 細胞 、 血 、さらには A 合 血

者 血 細胞 を される患者さんがおられましたら、是

非ご紹介ください。また、 科では滋賀県内で 一、 性 V に

対する体外フ トフ レーシ （ C ）が実 能です。

化学療法で治 が期待できる（8 21）およ （16） 性急

性 性 血病、急性 性 血病や急

性リン 性 血病症 についても、臨床研究

を進めています。

さらに 性リン 腫に対するCA T療法

を今年度中に開始する予定です。どう ご相

談ください。

診療科 イト

概要・特色

腎臓内科 科長

久米　真司

、 が では約35 人 くの患者さんが、 性 療

法を受けられています。腎臓の病 は、症状が しいため、健

診で血尿や 尿などの尿所 や 度の腎機能低下

（ F 60 ）を指 されても、「症状が無いから、どうも

ないから」と放置されてしまい、 いた には 期腎不全に

なっておられる患者さんが なくありません。また、最 で

は、腎 外に、高血 、糖尿病、 などの生活 病を

として 期腎不全に る方が えてきています。 科では、

腎 などの 次性腎疾患、腎 害を う 病、 質 だ

けではなく、生活 病の治療を め腎臓に関連した 広い疾

患の診療・治療に取り組んでいます。

特に、 患者さんの 疾患の 一 である糖尿病性腎臓

病の研究・診療では、全 的に高い を受けています。 科

の特色は、 に腎臓病に対する治療だけではなく、同 に糖尿

病治療も 的に診療を行っている全 的にも ない大学病

院の腎臓内科である とです。そのため、腎臓だけを治療する

のではなく、 な血糖管理、全 の動脈 化病 などの合

症 を行い、糖尿病患者さんの予後 を目指した診療に取

り組んでいます。最 では、 くの糖尿病治療薬が利用できる

ようになり、糖尿病治療成 が向上してきています。ただ、腎

機能が低下してきますと、薬剤調整が 要となり、 用 と

なる薬剤も なくありません。そのため、腎症の病期に た

な薬剤 を行い、血糖・血 ・ 質 などのリ ク

子を 的に管理する集学的治療を実 しています。

その他、 病に合 した腎 害などに対する 制治療

などを 的に行っています。また、カリ ム、 トリ ム、

カルシ ムなどの 質 の 検 と治療にも取り組んで

います。

診療内容
急性腎 害などの急性腎疾患、血尿や 尿などの尿所

、 性 体腎 やネフロー 症 などの 性腎疾患から

期腎不全に るまで、 病、 質 、生活 病を

めた腎疾患全てを対 にした 外来を 日から 日まで

日行っています。 日による対 疾患の取り いに いはご

ざいませんが、 外来の 、 日に行ってい

ます。

期腎不全に対しては な 期に 療法（血液 、

療法など）の導入を行うとともに、 性 療法による

血管合 症の検査・治療を行い、予後の に努めています。

滋賀医科大学では、手術あるいは らかの治療を目的として

入院されている患者さんの 療法を腎臓内科と血液浄化部が

協力して行っています。そのため、 外の維持血液

は行っていません。

・ 等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年度）

特に紹介を受けたい疾患、症例
１）CKD教育入院

性腎臓病（C ）治療の基本として、 療法が重要で

す。しかしながら、 療法を実 するための診療 が り

ない、 の管理栄養 が勤務していないなどの理 で、

指導を 生活指導が難しいと られておられる先生方も

なくないのではないかと います。そのため、 科では、患者

さんに腎臓病についての しい と 療法などの生活指導

を学んでいただくためにC 教育入院を行っています。入院

期 は ー と ー （推 ）を設定していま

す。また、 の教育入院では、腎臓に関する学 ・検査の だ

けではなく、心機能 、動脈 化の 無なども します。

そして、 々の患者さんの病 や生活 などに た な

治療法を するために、 職 によるカンフ レン を行い

治療方針を検 します。C の重症化を予 するためには、

病初期からの な生活指導が重要です。腎臓に関する しい

と生活 を いただくためにC 教育入院を御利用

ください。

２）多発性嚢胞腎（ADPKD）
年、 発性 胞腎の新しい治療薬が開発されています。

発性 胞腎は遺伝性疾患でありますが、患者さんがご に病

について しく伝えていない とがあり、ご 分が 発性

胞腎を発症する 能性がある とをご存 ない方や病 につい

て く えておられる方が なくありません。また、新たな治

療薬が利用 能になっている とをご存 ない方も いため、

せっかくの治療機 を っている とが なくありません。

の治療薬の 薬開始には、一定の がありますが、健診等で

腎にのう胞が つかった場合、あるいは に 発性 胞

腎と診断されているものの新たな治療薬の存 をご存 でない

患者さんがいらっし いましたら、 期診断・治療のために

も、 ご紹介ください。

３）Fabry病
疾患であるF 病に対する 充療法にも取り組ん

でいます。 尿に え、心 大、不整脈、 の 、無

症などの症状を えられる患者さんがいらっし いましたらご

紹介ください。 科で、 要な検査を実 させていただき、診

断が 定すれ 充療法を検 していきます。

C 地域連携 実

外来維持 患者 （新 導入）

新 血液 導入患者

血液 フ ローアッ 入院

腎生検実

C 教育入院（ ）

糖尿病性腎症検査入院

F 病 充療法患者

発性 胞腎・トル ン療法患者

89

14（1）

19

46

45

45

43

1

20
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診療科 イト

概要・特色

糖尿病内分泌内科 科長

久米　真司

診療内容
糖尿病合 症や 期動脈 化症の と予 に力を入れてい

ます。 病 の とケアを行うフットケア外来も行っていま

す。フットケア外来では、 看護 、 科医 、皮膚科医

と ーム医療を行っています。糖尿病性腎症重症化予 対 と

して、医 、看護 、管理栄養 が同日に集中的に指導を行う

導入予 指導を行っています。

入院では、重症糖尿病患者さんの血糖管理とともに心血管、

脳血管、 循環 害の精 検査を行い、血管合 症の集学的

管理を行っています。地域から治療に難 する糖尿病患者さん

をお引き受けし、病 を 的に し、治療方法などを提案

し、結果報告をさせていただいています。また、周術期の血糖

管理を 的に行っております。

血糖 ントロール 難な 糖尿病では、イン リンポン

や、持続 ル ー ニ ーを組 合わせたSA 療法を 的

に行っています。

内分泌 性疾患としては、 状腺疾患、内分泌性高血 症

（ 発性アルド テロン症など）、下 体疾患、 腎疾患、

症、高血 症、高尿 血症などの診療を行っています。

内科的に治療 難な高度 症患者に対し、 リー 状

術を行っています。消化器外科、栄養治療部、精神科、麻酔

科からなる ームで を め、良 な成 を ていま

す。（日本 症治療学 手術 定 設）

その他、生活 病セン ー外来では、生活 介入外来な

どの 外来で や 動など生活 の 体的方法の指

導を行っています。

・ ントロール 難な糖尿病患者の管理

（イン リンポン ）

・糖尿病の合 症精査

・持続 ル ー ニ ー（C M ャンC M）を用

いた血糖管理

・内分泌疾患の診断、治療

・ 症診療（外科治療 ）

人 ・ 等入院した患者

治療・教育・合 症精査で入院した糖尿病

セド 眼症 テロイド ル 療法

発性アルド テロン症を 腎疾患

下 体疾患

高度 症

診療実績（2023年度）
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人 ・ 等通院中の外来患者

糖尿病イン リンポン 療法

糖尿病

糖尿病 予 指導

フットケア

28

1 681

119

547

人 ・ 等新たに紹介をうけた患者

妊 糖尿病 糖尿病合 妊

状腺疾患

94

187

イフ イルの 化や高 化に い、

糖尿病をは めとする生活 病が急 し、

動脈 化性疾患の発症を予 する とが重要

な です。

科は、「生活 病セン ー」の 部

として、糖尿病、 質 症、高血 、

症の患者さんを診療し、心 、脳血管

害、 循環 害などの動脈 化性疾患の発

症予 およ 糖尿病 症や糖尿病性腎症な

どの糖尿病性合 症の予 のための診療を行っています。

特に、糖尿病 域では、新しい治療薬や イ の発展がめ

ざましく、 的にそれらを導入し、最先 の治療を行ってい

ます。また、県内最大 の 医を擁する日本内分泌学 定

教育 設として、 的な診療を行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
血糖 ントロールに難 する糖尿病

発症 もない糖尿病教育を 要とする症

イン リン導入の 要な糖尿病症

糖尿病性腎症を合 する症

病 の精査が 要な症

糖尿病を合 した妊 症

内分泌疾患全般（す ての内分泌疾患に対 します）

状腺眼症の症

内科で ントロール 難な高度 症

主な検査・医療設備など
・糖尿病合 症精査

・糖尿病の病 イン リン分泌能・イン リン 性の

定

・イン リンポン 法、持続 ル ー ニ ー（C M

ャンC M）

・各 内分泌

・ 発性アルド テロン症に対する 腎 脈 ン リン

（35 年 ）

糖尿病内分泌内科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

鍬田　菜摘
クワ

医員（病院 教） 糖尿病、内分泌疾患

夜西　麻椰
ニシ

医員（病院 教） 糖尿病、内分泌疾患

鈴江　隆志
 カシ

医員（病院 教） 糖尿病、内分泌疾患

竹中　大輔
ケ カ イ ケ

非 勤医 糖尿病、内分泌疾患

西村　公宏
ニシム ロ

特 教 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医・指導医）

音羽　沙貴
オトワ

医員（病院 教） 糖尿病、内分泌疾患

日本 医機構（内科 医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医）

内分泌 ・糖尿病内科 域 医

日本 医機構（内科 医）

日本 医機構（内科 医）

日本 医機構（内科 医）

井田　昌吾
イ ショ

教 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医）

村田 幸一郎
ム  イ ロ

教 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医・研 指導医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医・指導医）

内分泌 ・糖尿病内科 域 研 指導医

大橋　夏子
オオハシ

教 糖尿病、内分泌疾患、

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医）

日本 学 （ 医）

内分泌 ・糖尿病内科 域 研 指導医

宮澤 伊都子
ワ イ

教 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （ 定内科医、総合内科 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医）

内分泌 ・糖尿病内科 域 研 指導医

日本 医学 （ 医）

糖尿病 域では、経口薬やイン リン 剤、 1 剤と

も新しい治療薬が、次々に発 されており、患者の予後や合

症 制 果についての新しい ビ ン が発表されています。

 々の患者さんの病 に合わせて、 ビ ン に基 いた最

新かつ最 な治療を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など
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診療科 イト

概要・特色

糖尿病内分泌内科 科長

久米　真司

診療内容
糖尿病合 症や 期動脈 化症の と予 に力を入れてい

ます。 病 の とケアを行うフットケア外来も行っていま

す。フットケア外来では、 看護 、 科医 、皮膚科医

と ーム医療を行っています。糖尿病性腎症重症化予 対 と

して、医 、看護 、管理栄養 が同日に集中的に指導を行う

導入予 指導を行っています。

入院では、重症糖尿病患者さんの血糖管理とともに心血管、

脳血管、 循環 害の精 検査を行い、血管合 症の集学的

管理を行っています。地域から治療に難 する糖尿病患者さん

をお引き受けし、病 を 的に し、治療方法などを提案

し、結果報告をさせていただいています。また、周術期の血糖

管理を 的に行っております。

血糖 ントロール 難な 糖尿病では、イン リンポン

や、持続 ル ー ニ ーを組 合わせたSA 療法を 的

に行っています。

内分泌 性疾患としては、 状腺疾患、内分泌性高血 症

（ 発性アルド テロン症など）、下 体疾患、 腎疾患、

症、高血 症、高尿 血症などの診療を行っています。

内科的に治療 難な高度 症患者に対し、 リー 状

術を行っています。消化器外科、栄養治療部、精神科、麻酔

科からなる ームで を め、良 な成 を ていま

す。（日本 症治療学 手術 定 設）

その他、生活 病セン ー外来では、生活 介入外来な

どの 外来で や 動など生活 の 体的方法の指

導を行っています。

・ ントロール 難な糖尿病患者の管理

（イン リンポン ）

・糖尿病の合 症精査

・持続 ル ー ニ ー（C M ャンC M）を用

いた血糖管理

・内分泌疾患の診断、治療

・ 症診療（外科治療 ）

人 ・ 等入院した患者

治療・教育・合 症精査で入院した糖尿病

セド 眼症 テロイド ル 療法

発性アルド テロン症を 腎疾患

下 体疾患

高度 症

診療実績（2023年度）
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糖尿病イン リンポン 療法

糖尿病

糖尿病 予 指導

フットケア
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人 ・ 等新たに紹介をうけた患者

妊 糖尿病 糖尿病合 妊

状腺疾患

94

187

イフ イルの 化や高 化に い、

糖尿病をは めとする生活 病が急 し、

動脈 化性疾患の発症を予 する とが重要

な です。

科は、「生活 病セン ー」の 部

として、糖尿病、 質 症、高血 、

症の患者さんを診療し、心 、脳血管

害、 循環 害などの動脈 化性疾患の発

症予 およ 糖尿病 症や糖尿病性腎症な

どの糖尿病性合 症の予 のための診療を行っています。

特に、糖尿病 域では、新しい治療薬や イ の発展がめ

ざましく、 的にそれらを導入し、最先 の治療を行ってい

ます。また、県内最大 の 医を擁する日本内分泌学 定

教育 設として、 的な診療を行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
血糖 ントロールに難 する糖尿病

発症 もない糖尿病教育を 要とする症

イン リン導入の 要な糖尿病症

糖尿病性腎症を合 する症

病 の精査が 要な症

糖尿病を合 した妊 症

内分泌疾患全般（す ての内分泌疾患に対 します）

状腺眼症の症

内科で ントロール 難な高度 症

主な検査・医療設備など
・糖尿病合 症精査

・糖尿病の病 イン リン分泌能・イン リン 性の

定

・イン リンポン 法、持続 ル ー ニ ー（C M

ャンC M）

・各 内分泌

・ 発性アルド テロン症に対する 腎 脈 ン リン

（35 年 ）

糖尿病内分泌内科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

鍬田　菜摘
クワ

医員（病院 教） 糖尿病、内分泌疾患

夜西　麻椰
ニシ

医員（病院 教） 糖尿病、内分泌疾患

鈴江　隆志
 カシ

医員（病院 教） 糖尿病、内分泌疾患

竹中　大輔
ケ カ イ ケ

非 勤医 糖尿病、内分泌疾患

西村　公宏
ニシム ロ

特 教 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医・指導医）

音羽　沙貴
オトワ

医員（病院 教） 糖尿病、内分泌疾患

日本 医機構（内科 医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医）

内分泌 ・糖尿病内科 域 医

日本 医機構（内科 医）

日本 医機構（内科 医）

日本 医機構（内科 医）

井田　昌吾
イ ショ

教 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医）

村田 幸一郎
ム  イ ロ

教 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医・研 指導医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医・指導医）

内分泌 ・糖尿病内科 域 研 指導医

大橋　夏子
オオハシ

教 糖尿病、内分泌疾患、

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医）

日本 学 （ 医）

内分泌 ・糖尿病内科 域 研 指導医

宮澤 伊都子
ワ イ

教 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （ 定内科医、総合内科 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医）

内分泌 ・糖尿病内科 域 研 指導医

日本 医学 （ 医）

糖尿病 域では、経口薬やイン リン 剤、 1 剤と

も新しい治療薬が、次々に発 されており、患者の予後や合

症 制 果についての新しい ビ ン が発表されています。

 々の患者さんの病 に合わせて、 ビ ン に基 いた最

新かつ最 な治療を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など
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血液内科

外来担当医師紹介

地域に対する取り組み、最近の話題など

氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

藤城　綾
フ シロ ア 血液内科 特 教

血液内科 教育医長

内科学、血液内科学、

HIV/AIDS

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医）
日本血液学 （血液 医・指導医）
日本 血・ 細胞療法学 （ 血細胞 定医）

岩佐 磨佐紀
イワ 血液内科 学内

血液内科 病 医長

内科学、血液内科学、血 ・

血 IC

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医）
日本血液学 （血液 医）

浅井　愛
ア イ アイ

血液内科 病院 教 血液内科学
日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医）
日本血液学 （血液 医）
日本 血・ 細胞療法学 （ 血細胞 定医）

永井　詩穂
イ シ

血液内科 病院 教 血液内科学
日本内科学 （ 定内科医）
日本血液学 （血液 医）

特に紹介を受けたい疾患、症例

外来 を し つ やす とで、地域の先生方からのご紹介

症 を速やかに受け入れるように努めてきました。また2022

年から血液内科外来の診察室を新たに ・ 設し、より く

の患者さんをご紹介いただけるようになりました。

本院は IV・ イ 症 についても中核拠点病院として診療

にあたっています。そして県内の各医療機関の ィカル

ッフの方々、一般 の方々への 発 動も行っています。

西村　理惠
ニシム リ 輸血・細胞治療部 特 教

血液内科 外来医長
内科学、血液内科学、輸血

日本内科学 （総合内科 医・指導医）
日本血液学 （血液 医・指導医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

村田　誠
ム ト

血液内科 教

輸血・細胞治療部 部長

無菌治療部 部長

血液内科 診療科長

内科学、血液内科学、輸血、

血細胞

日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本血液学 （血液 医・指導医）
日本 血・ 細胞療法学 （ 血細胞 定医）
日本輸血・細胞治療学 （ 定医・細胞治療 定管理 ）
日本医 （ 定産 医）

南口　仁志
トシ

輸血・細胞治療部 病院 教

輸血・細胞治療部 部長

無菌治療部 部長

血液内科 医 長

内科学、血液内科学、輸血、

血細胞 、 IV AI S

日本内科学 （総合内科 医・指導医）
日本血液学 （血液 医・指導医）
日本輸血・細胞治療学 （ 定医・細胞治療 定管理 ）
日本 血・ 細胞療法学 （ 血細胞 定医）
日本 イ 学 （ 定医）
日本血 血学 （ 定医）

小泉　祐介
イ ユ ケ

非 勤 （診療）
消化器内科、 症、

HIV/AIDS

日本内科学 （総合内科 医）
日本 症学 （ 症指導医）
日本消化器病学 （消化器病 医）
日本消化器内視鏡学 （消化器内視鏡 医）
日本化学療法学 （ 菌化学療法指導医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
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的に 血 細胞 を実 しております。非血 者

、 血 細胞 、 血 、さらには A 合 血

者 血 細胞 を される患者さんがおられましたら、是

非ご紹介ください。また、 科では滋賀県内で 一、 性 V に

対する体外フ トフ レーシ （ C ）が実 能です。

化学療法で治 が期待できる（8 21）およ （16） 性急

性 性 血病、急性 性 血病や急

性リン 性 血病症 についても、臨床研究

を進めています。

さらに 性リン 腫に対するCA T療法

を今年度中に開始する予定です。どう ご相

談ください。

診療科 イト

概要・特色

腎臓内科 科長

久米　真司

、 が では約35 人 くの患者さんが、 性 療

法を受けられています。腎臓の病 は、症状が しいため、健

診で血尿や 尿などの尿所 や 度の腎機能低下

（ F 60 ）を指 されても、「症状が無いから、どうも

ないから」と放置されてしまい、 いた には 期腎不全に

なっておられる患者さんが なくありません。また、最 で

は、腎 外に、高血 、糖尿病、 などの生活 病を

として 期腎不全に る方が えてきています。 科では、

腎 などの 次性腎疾患、腎 害を う 病、 質 だ

けではなく、生活 病の治療を め腎臓に関連した 広い疾

患の診療・治療に取り組んでいます。

特に、 患者さんの 疾患の 一 である糖尿病性腎臓

病の研究・診療では、全 的に高い を受けています。 科

の特色は、 に腎臓病に対する治療だけではなく、同 に糖尿

病治療も 的に診療を行っている全 的にも ない大学病

院の腎臓内科である とです。そのため、腎臓だけを治療する

のではなく、 な血糖管理、全 の動脈 化病 などの合

症 を行い、糖尿病患者さんの予後 を目指した診療に取

り組んでいます。最 では、 くの糖尿病治療薬が利用できる

ようになり、糖尿病治療成 が向上してきています。ただ、腎

機能が低下してきますと、薬剤調整が 要となり、 用 と

なる薬剤も なくありません。そのため、腎症の病期に た

な薬剤 を行い、血糖・血 ・ 質 などのリ ク

子を 的に管理する集学的治療を実 しています。

その他、 病に合 した腎 害などに対する 制治療

などを 的に行っています。また、カリ ム、 トリ ム、

カルシ ムなどの 質 の 検 と治療にも取り組んで

います。

診療内容
急性腎 害などの急性腎疾患、血尿や 尿などの尿所

、 性 体腎 やネフロー 症 などの 性腎疾患から

期腎不全に るまで、 病、 質 、生活 病を

めた腎疾患全てを対 にした 外来を 日から 日まで

日行っています。 日による対 疾患の取り いに いはご

ざいませんが、 外来の 、 日に行ってい

ます。

期腎不全に対しては な 期に 療法（血液 、

療法など）の導入を行うとともに、 性 療法による

血管合 症の検査・治療を行い、予後の に努めています。

滋賀医科大学では、手術あるいは らかの治療を目的として

入院されている患者さんの 療法を腎臓内科と血液浄化部が

協力して行っています。そのため、 外の維持血液

は行っていません。

・ 等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年度）

特に紹介を受けたい疾患、症例
１）CKD教育入院

性腎臓病（C ）治療の基本として、 療法が重要で

す。しかしながら、 療法を実 するための診療 が り

ない、 の管理栄養 が勤務していないなどの理 で、

指導を 生活指導が難しいと られておられる先生方も

なくないのではないかと います。そのため、 科では、患者

さんに腎臓病についての しい と 療法などの生活指導

を学んでいただくためにC 教育入院を行っています。入院

期 は ー と ー （推 ）を設定していま

す。また、 の教育入院では、腎臓に関する学 ・検査の だ

けではなく、心機能 、動脈 化の 無なども します。

そして、 々の患者さんの病 や生活 などに た な

治療法を するために、 職 によるカンフ レン を行い

治療方針を検 します。C の重症化を予 するためには、

病初期からの な生活指導が重要です。腎臓に関する しい

と生活 を いただくためにC 教育入院を御利用

ください。

２）多発性嚢胞腎（ADPKD）
年、 発性 胞腎の新しい治療薬が開発されています。

発性 胞腎は遺伝性疾患でありますが、患者さんがご に病

について しく伝えていない とがあり、ご 分が 発性

胞腎を発症する 能性がある とをご存 ない方や病 につい

て く えておられる方が なくありません。また、新たな治

療薬が利用 能になっている とをご存 ない方も いため、

せっかくの治療機 を っている とが なくありません。

の治療薬の 薬開始には、一定の がありますが、健診等で

腎にのう胞が つかった場合、あるいは に 発性 胞

腎と診断されているものの新たな治療薬の存 をご存 でない

患者さんがいらっし いましたら、 期診断・治療のために

も、 ご紹介ください。

３）Fabry病
疾患であるF 病に対する 充療法にも取り組ん

でいます。 尿に え、心 大、不整脈、 の 、無

症などの症状を えられる患者さんがいらっし いましたらご

紹介ください。 科で、 要な検査を実 させていただき、診

断が 定すれ 充療法を検 していきます。

C 地域連携 実

外来維持 患者 （新 導入）

新 血液 導入患者

血液 フ ローアッ 入院

腎生検実

C 教育入院（ ）

糖尿病性腎症検査入院

F 病 充療法患者

発性 胞腎・トル ン療法患者

89

14（1）

19

46

45

45

43

1

20
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腎臓内科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

金崎　雅美
カ

腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本 医学 （ 医・指導医）
日本腎臓学 （ 医・指導医）

杉本　俊郎
ギ ト トシロ 教

（総合内科学 ）
腎臓病、糖尿病、高血

日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医・指導医）
日本リ 学 （ 医）

山原　真子
ハ 特

（医 臨床教育セン ー）
腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医・指導医）
日本 医学 （ 医）
日本糖尿病学 （ 医）

田川 安都子
ワ ア

非 勤 （診療） 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医）
日本 医学 （ 医）

菅原　翔
ハ ショ

教 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医）
日本 医学 （ 医）

山原　康佑
ハ ケ

腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医・指導医）
日本 医学 （ 医）

桑形　尚吾
クワ ショ 特

腎臓内科 病 医長
腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医・指導医）
日本 医学 （ 医・指導医）
日本糖尿病学 （ 医）

久米　真司
ク シン 教

腎臓内科 科長 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医・指導医）
日本糖尿病学 （ 医・指導医）
日本内分泌学 （ 医・ 域指導医）

丹波　佑斗
ン ユ ト

医員（病院 教） 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法 日本 医機構（内科 医）

山田　安希
ア

医員 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

病院 教

（血液浄化部）

2024年4 より、 院泌尿器科や院内関係部 と協力

し、腎 の診療体制を ち上げました。 れにより、す

ての腎 療法（血液 ・ ・腎 ）が 能な

設となり、患者様に 広い や医療を提供できるように

なりました。今後、県内腎疾患患者さんの腎 機 が担保

できるよう、腎 を推進していきます。

性腎臓病（C ）は、腎臓の ではなく心血管疾患の発

症リ クである とが られています。そのため、尿所

の の 期 から、病診連携を行った診療が重要視され

ています。

科では、滋賀県下 一C を用いて病診連携を推進

しています。尿所 、腎機能低下など腎 害が われる

患者さんをご紹介いただけましたら、 要な検査を実 した

うえで、 要に て検査入院（腎生検を ）、あるいは

先にも ましたC 教育入院をご提案しています。

どのような患者さんを紹介した方がよいのか目安を りた

いというお が いため、ご紹介いただく の目安（表）を

成していますので、ご いただけれ と います。もち

ん、 の はあくまでも目安ですので、 の 外の

患者さんでもお にご相談ください。

その後は、 制薬など特 な治療が 要な場合を

き、基本的には、かかりつけの先生のもとへ患者さんをお返

しさせていただき、診療・治療 続をお願いいたしますが、

先生（あるいは患者さん）のご に てC 地域連携

を用いた病診連携を行っていきます。その場合、治療薬の

定期 方と日 の診療をかかりつけの先生のもとで行ってい

ただきながら、 科に 〜６か に受診いただき、先生方

とC 地域連携 を用いて 換をしながら、 人 治

医制で患者さんの腎機能保護のために最 な治療を 続して

いきます。

また、 性維持 療法を受けられている患者さんを対

に、心機能、動脈 化の状 を する フ ローアッ

入院（ ）を行っています。 院では、 用療

法 外の維持血液 療法を実 しておりませんが、 院で

血液 を導入された患者さんに、年に 回の フ ロー

アッ 入院や、外来でのフ ローアッ 検査をお めしてお

り、 くの患者さんが 年定期的に検査を受けておられま

す。 クリニックで、動脈 化性疾患の検査等の実 が難

しい患者さんや心機能 が 要な患者さんがいらっし い

ましたら、ご相談ください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

 腎機能低下 F （ 1.73 ）

50〜59 60

60〜69 50

70 上 40

F 低下速度 年 上低下も要検

 ・ 尿（ ）かつ 血（ ）

・ 尿の （ ） 上または（ ）が持続

・血尿の 若年者（30 までが目安）

眼的血尿は泌尿器科への紹介が ましい

 高カリ ム血症 5.5 上

診療科 イト

概要・特色

腫瘍内科 科長

醍醐　弥太郎

がんに対する最新の 準薬 療法を基本に、新しい分子 的

療法を展開しています。また、新 の分子診断法に基 いたが

んの 性診断により、薬 療法開始 にその 果を予 し、最

ながん治療を患者さんに提供する 化（ レシ ョン）

医療を推進しています。

診療科長は臨床腫瘍学 教 、附属病院腫瘍セン ー長、

ケアセン ー長 大学附属先 がん研究セン ー長を

しており、がん治療に関わる 診療科と連携して、がんの

準治療、高度医療からがん患者さんのQO （生活の質）の

維持を めた の れ目のない総合的がん医療に取り組んで

います。

本院は日本内科学 、日本臨床腫瘍学 、日本がん治療 定

医機構、日本人 遺伝学 およ 日本 医療学 の 定研

設です。また、特定機能病院、 生 働 地域がん診療連携

拠点病院（高度 ）、がんゲノム医療拠点病院なら に滋賀県

がん診療高度中核拠点病院とがん診療連携拠点病院の指定を受

けており、 科はがん医療の てん化と先進的がん医療開発の

役割を担っています。

診療内容
腫瘍内科においては、腫瘍内科医による各 の臓器のがん全

般に対する最新の診断、病 、がん薬 療法、がんゲノム

医療（遺伝子 ネル検査）、 ケア、先進的がん医療等を外

来 入院で実 しています。また、がん医療に関わるセカン

ドオピニオンを受け けています。

れらに えて、新しい治療法の開発のために、 れまで、

治 ・先進医療や各 の レシ ョン医療等を通 た特色ある

がん医療を提供してきており、全 のがん患者さんや病院から

の先進的がん医療に関する相談・診療依頼を受け入れていま

す。また、滋賀県がん診療高度中核拠点病院の指定を受けて、

滋賀県内や 県のがん診療連携拠点病院およ 全 の大

学・病院と連携したがんの新薬と レシ ョン医療の開発に関

わる各 の臨床研究や治 等を実 しています。 は、新し

い分子・ 療法等の開発を進めています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
各 の難治性 形がん

・ がん

・消化器がん

・ 発不 がん

重がん

・ がん（ 腫、神経内分泌腫瘍等を ）

・がんゲノム医療（がん遺伝子 ネル検査）の対 性腫瘍

・がん医療に関わるセカンドオピニオン（ 受け け）

主な検査・医療設備など
・ 性腫瘍に関わる血液検査、画 検査

・がん遺伝子 ネル検査

・外来化学療法室（腫瘍セン ー 2 床）

・ 急 ケア病床（ 床）、腫瘍内科病床（ 床）

件数・数値等手術・検査・治療法等

外来化学療法室対

無菌調剤

9 008

入院 ケア介入 （ 非 ） 1 974

外来 ケア介入 （ 非 ） 89

リン 腫外来利用 422

レ ン 査 80

がん遺伝子 ネル検査 122

医 導治

入院 5 484
外来 28 606

診療実績（2023年度）

表 腎臓内科への紹介の目安
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脳神経内科

滋賀医科大学医学部附属病院脳神経内科は、脳卒中、神経難 

病、 症を 大重点 域に げています。

2021年8 に脳卒中ケアユニット（SCU）が開設されまし 

た（6床）。脳神経外科と協力し365日・24 体制で  

Aや血 回 術を進めています。 科は脳血管内科治療

医を しています。

滋賀県難病医療連携を神経難病診療拠点として推進し、患者 

さんやご が れた地域で療養できる様、病病連携、 

病診連携の構築を進めて ります。

神経難病、 症の先進医療の機 提供に本年も努めます。 

治 情報につきましては臨床研究開発セン ーにお い合わ 

せください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療科 イト

脳神経内科 科長

漆 谷  真

概要・特色

診療内容
脳

（脳 血やク 下 血は脳神経外科が担 します。）

神経 性疾患

（A S、 小脳 性症、 ー ン ン病など）

症

（アル ハイ ー病、レビー小体 症など）

神経 疾患

（重症 無力症・ギ ン レー症 ・ 発性 化症、視神経 

、 性 症性 性 発神経 など）

てんかん

神経 害

（糖尿病や 病に うニ ーロ ー、ア ロイドーシ な

ど）

疾患

（ 、 トロフィーなど）

頭 ・めまい・ らつき・し れ等の初期診断

ボ リ 治療対 疾患

（ ・眼 ・ 性 頸）

特に紹介を受けたい疾患、症例

A S、 小脳 性症、 ー ン ン病などの神経難病

重症 無力症、 発性 化症などの神経 疾患

遺伝性疾患

ト ンドリア脳 症

性対麻

診断 難

主な検査・医療設備など

生理学的検査

脳 、 、神経伝導検査、各 発

神経放射線

CT、M I、脳血 シン フィー、 AT ャン、

MI 心 シン フィー、頸動脈・神経 ー、脳

血管

病理学的検査

神経・ ・皮膚生検

神経機能検査

心血管 神経検査、発 検査、皮膚 神経活動

遺伝子検査

遺伝性 神経 害、A S、 小脳 性症など

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

小脳 性症集中リハビリテーション（入院）

A Sへのロボティク （S M ロー ）を用い

た上 リハビリテーション（入院）

進行期 ー ン ン病に対するレボド 持続

入療法（入院）

脳 急性期の血 療法（ Aないし

血管内治療）

性対麻 に対する 腔内 クロフ ン 入療

法（脳神経外科と 同）（入院）

や トニアに対するボトック 療法

（外来）

性 化症に対する医 導治

アル ハイ ー病に対する 相治

性 化症に対する 相治
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2

1

185

1

1

2

脳神経内科は、脳卒中に 表される救急疾患から、 や治

療法がいまだ 定・ していない、いわ る難病まで、神経

の疾患（精神疾患を く）の診断と治療に携わる診療科です。

診断・治療ともに 難であった の分野でも 年目 しい進

があり、診断 能な、あるいは治療 能な疾患が えてきて

います。また、 の高 化とともに、脳卒中・ ー ン ン

病・ 症が え、脳神経内科に対する 的ニー も高まっ

ています。 れらの疾患に対して、 期診断・ 期治療が か

せません。

滋賀医科大学医学部附属病院脳神経内科は、救急疾患から神

経難病まで、あら る疾患を対 とし、高度な診断・治療 術

だけではなく、患者さんお一人お一人のニー に対するよりき

め細かな対 ができるよう、

各地域の中核病院・診療所・

医院の先生方や地域・ に

関わる 職 の皆様と連携し、

れた地 で安心して療

養が 来るよう、診療を進め

て ります。

9
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外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

塚本　剛士
カ ト カ ト 特 教

脳神経内科 病 医長

漆谷　真
ルシ ニ ト

教

脳神経内科 科長

医学科 学科長

患者支援セン ー長

脳神経内科全般、神経難病、特

に 症・ 性 化症

日本内科学 （ 員・ 定内科医・総合内科 医・指導医）
日本神経学 （理 ・神経内科 医・指導医、 支部 表）
日本 症学 （ 員・ 医・指導医） 
日本難病医療ネットワーク学 （理 、 員） 
日本 神経学 （理 、 員）
日本神経 症学 （ 員）
日本神経治療学 （ 員）
日本脳卒中協 滋賀県支部 支部長

脳神経内科全般、てんかん

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）
日本神経学 （神経内科 医）
日本てんかん学 （てんかん 医）
日本臨床神経生理学 （脳 分野 医）

真田　充
  ル 非 勤

病院機構

病院病院長

脳神経内科全般、 神経疾患、

神経 疾患

日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本神経学 （ 員・神経内科 医・指導医）
日本 神経学 （ 員）
日本糖尿病合 症学 （ 員）
日本医 定産 医

小川　暢弘
オ ワ ノ ロ 教

脳神経内科 病 医長 脳神経内科全般、脳卒中

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）
日本神経学 （神経内科 医・指導医）
日本脳卒中学 （脳卒中 医・指導医）
日本脳神経血管内治療学 （脳血管内治療 医）

山川　勇
カワ イ ム

脳神経内科 教育医長

脳神経内科全般、 神経、

疾患 生理診断

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医・ M CC
イン ト ク ー）
日本神経学 （神経内科 医・指導医）
日本臨床神経生理学 （ ・神経伝 分野 医）

北村　彰浩
ム ア ロ 特 教

（神経難病研究セン ー）

脳神経内科 外来医長

脳神経内科全般、脳卒中、

症

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）
日本神経学 （神経内科 医・指導医）
日本脳卒中学 （脳卒中 医・指導医）
日本 症学 （ 医・指導医）

小橋　修平
シ シ ヘイ 特 教

脳神経内科 研 医教育
脳神経内科全般、神経 性疾患

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）

日本神経学 （神経内科 医）

川合　寛道
カワイ ロ 教

（地域医療教育研究拠点）
脳神経内科全般

日本内科学 （ 定内科医・指導医）

日本神経学 （神経内科 医・指導医）

矢端　博行
  ロユ

病院 教 脳神経内科全般、神経病理
日本内科学 （ 定内科医、指導医）

日本神経学 （神経内科 医）
日本神経病理学 （神経病理 定医、指導医）

田村　亮太
ム リョ

病院 教 脳神経内科全般、神経救急
日本内科学 （ 定内科医）

日本神経学 （神経内科 医）

玉木　良高
  シ カ 特 教

脳神経内科 外来 医長

脳神経内科全般、神経 性疾患、

性 化症

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医、指導医）

日本神経学 （神経内科 医・指導医）

寺島　智也
テ シ   ト 教

脳神経内科 科長

脳神経内科 医 長

脳神経内科全般、臨床遺伝学、

神経疾患の 生治療

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）
日本神経学 （神経内科 医・指導医） 
日本 生医療学 （ 員、 定医）
日本人 遺伝学 （ 医・指導医）
日本医 （ 定産 医）
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脳神経内科

滋賀医科大学医学部附属病院脳神経内科は、脳卒中、神経難 

病、 症を 大重点 域に げています。

2021年8 に脳卒中ケアユニット（SCU）が開設されまし 

た（6床）。脳神経外科と協力し365日・24 体制で  

Aや血 回 術を進めています。 科は脳血管内科治療

医を しています。

滋賀県難病医療連携を神経難病診療拠点として推進し、患者 

さんやご が れた地域で療養できる様、病病連携、 

病診連携の構築を進めて ります。

神経難病、 症の先進医療の機 提供に本年も努めます。 

治 情報につきましては臨床研究開発セン ーにお い合わ 

せください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療科 イト

脳神経内科 科長

漆 谷  真

概要・特色

診療内容
脳

（脳 血やク 下 血は脳神経外科が担 します。）

神経 性疾患

（A S、 小脳 性症、 ー ン ン病など）

症

（アル ハイ ー病、レビー小体 症など）

神経 疾患

（重症 無力症・ギ ン レー症 ・ 発性 化症、視神経 

、 性 症性 性 発神経 など）

てんかん

神経 害

（糖尿病や 病に うニ ーロ ー、ア ロイドーシ な

ど）

疾患

（ 、 トロフィーなど）

頭 ・めまい・ らつき・し れ等の初期診断

ボ リ 治療対 疾患

（ ・眼 ・ 性 頸）

特に紹介を受けたい疾患、症例

A S、 小脳 性症、 ー ン ン病などの神経難病

重症 無力症、 発性 化症などの神経 疾患

遺伝性疾患

ト ンドリア脳 症

性対麻

診断 難

主な検査・医療設備など

生理学的検査

脳 、 、神経伝導検査、各 発

神経放射線

CT、M I、脳血 シン フィー、 AT ャン、

MI 心 シン フィー、頸動脈・神経 ー、脳

血管

病理学的検査

神経・ ・皮膚生検

神経機能検査

心血管 神経検査、発 検査、皮膚 神経活動

遺伝子検査

遺伝性 神経 害、A S、 小脳 性症など

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

小脳 性症集中リハビリテーション（入院）

A Sへのロボティク （S M ロー ）を用い

た上 リハビリテーション（入院）

進行期 ー ン ン病に対するレボド 持続

入療法（入院）

脳 急性期の血 療法（ Aないし

血管内治療）

性対麻 に対する 腔内 クロフ ン 入療

法（脳神経外科と 同）（入院）

や トニアに対するボトック 療法

（外来）

性 化症に対する医 導治

アル ハイ ー病に対する 相治

性 化症に対する 相治
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2

1

185

1

1

2

脳神経内科は、脳卒中に 表される救急疾患から、 や治

療法がいまだ 定・ していない、いわ る難病まで、神経

の疾患（精神疾患を く）の診断と治療に携わる診療科です。

診断・治療ともに 難であった の分野でも 年目 しい進

があり、診断 能な、あるいは治療 能な疾患が えてきて

います。また、 の高 化とともに、脳卒中・ ー ン ン

病・ 症が え、脳神経内科に対する 的ニー も高まっ

ています。 れらの疾患に対して、 期診断・ 期治療が か

せません。

滋賀医科大学医学部附属病院脳神経内科は、救急疾患から神

経難病まで、あら る疾患を対 とし、高度な診断・治療 術

だけではなく、患者さんお一人お一人のニー に対するよりき

め細かな対 ができるよう、

各地域の中核病院・診療所・

医院の先生方や地域・ に

関わる 職 の皆様と連携し、

れた地 で安心して療

養が 来るよう、診療を進め

て ります。

9
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外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

塚本　剛士
カ ト カ ト 特 教

脳神経内科 病 医長

漆谷　真
ルシ ニ ト

教

脳神経内科 科長

医学科 学科長

患者支援セン ー長

脳神経内科全般、神経難病、特

に 症・ 性 化症

日本内科学 （ 員・ 定内科医・総合内科 医・指導医）
日本神経学 （理 ・神経内科 医・指導医、 支部 表）
日本 症学 （ 員・ 医・指導医） 
日本難病医療ネットワーク学 （理 、 員） 
日本 神経学 （理 、 員）
日本神経 症学 （ 員）
日本神経治療学 （ 員）
日本脳卒中協 滋賀県支部 支部長

脳神経内科全般、てんかん

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）
日本神経学 （神経内科 医）
日本てんかん学 （てんかん 医）
日本臨床神経生理学 （脳 分野 医）

真田　充
  ル 非 勤

病院機構

病院病院長

脳神経内科全般、 神経疾患、

神経 疾患

日本内科学 （ 定内科医・指導医）
日本神経学 （ 員・神経内科 医・指導医）
日本 神経学 （ 員）
日本糖尿病合 症学 （ 員）
日本医 定産 医

小川　暢弘
オ ワ ノ ロ 教

脳神経内科 病 医長 脳神経内科全般、脳卒中

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）
日本神経学 （神経内科 医・指導医）
日本脳卒中学 （脳卒中 医・指導医）
日本脳神経血管内治療学 （脳血管内治療 医）

山川　勇
カワ イ ム

脳神経内科 教育医長

脳神経内科全般、 神経、

疾患 生理診断

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医・ M CC
イン ト ク ー）
日本神経学 （神経内科 医・指導医）
日本臨床神経生理学 （ ・神経伝 分野 医）

北村　彰浩
ム ア ロ 特 教

（神経難病研究セン ー）

脳神経内科 外来医長

脳神経内科全般、脳卒中、

症

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）
日本神経学 （神経内科 医・指導医）
日本脳卒中学 （脳卒中 医・指導医）
日本 症学 （ 医・指導医）

小橋　修平
シ シ ヘイ 特 教

脳神経内科 研 医教育
脳神経内科全般、神経 性疾患

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）

日本神経学 （神経内科 医）

川合　寛道
カワイ ロ 教

（地域医療教育研究拠点）
脳神経内科全般

日本内科学 （ 定内科医・指導医）

日本神経学 （神経内科 医・指導医）

矢端　博行
  ロユ

病院 教 脳神経内科全般、神経病理
日本内科学 （ 定内科医、指導医）

日本神経学 （神経内科 医）
日本神経病理学 （神経病理 定医、指導医）

田村　亮太
ム リョ

病院 教 脳神経内科全般、神経救急
日本内科学 （ 定内科医）

日本神経学 （神経内科 医）

玉木　良高
  シ カ 特 教

脳神経内科 外来 医長

脳神経内科全般、神経 性疾患、

性 化症

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医、指導医）

日本神経学 （神経内科 医・指導医）

寺島　智也
テ シ   ト 教

脳神経内科 科長

脳神経内科 医 長

脳神経内科全般、臨床遺伝学、

神経疾患の 生治療

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医・指導医）
日本神経学 （神経内科 医・指導医） 
日本 生医療学 （ 員、 定医）
日本人 遺伝学 （ 医・指導医）
日本医 （ 定産 医）
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腎臓内科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

金崎　雅美
カ

腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本 医学 （ 医・指導医）
日本腎臓学 （ 医・指導医）

杉本　俊郎
ギ ト トシロ 教

（総合内科学 ）
腎臓病、糖尿病、高血

日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医・指導医）
日本リ 学 （ 医）

山原　真子
ハ 特

（医 臨床教育セン ー）
腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医・指導医）
日本 医学 （ 医）
日本糖尿病学 （ 医）

田川 安都子
ワ ア

非 勤 （診療） 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医）
日本 医学 （ 医）

菅原　翔
ハ ショ

教 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医）
日本 医学 （ 医）

山原　康佑
ハ ケ

腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医・指導医）
日本 医学 （ 医）

桑形　尚吾
クワ ショ 特

腎臓内科 病 医長
腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医・指導医）
日本 医学 （ 医・指導医）
日本糖尿病学 （ 医）

久米　真司
ク シン 教

腎臓内科 科長 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

日本内科学 （総合内科 医・ 定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ 医・指導医）
日本糖尿病学 （ 医・指導医）
日本内分泌学 （ 医・ 域指導医）

丹波　佑斗
ン ユ ト

医員（病院 教） 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法 日本 医機構（内科 医）

山田　安希
ア

医員 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

病院 教

（血液浄化部）

2024年4 より、 院泌尿器科や院内関係部 と協力

し、腎 の診療体制を ち上げました。 れにより、す

ての腎 療法（血液 ・ ・腎 ）が 能な

設となり、患者様に 広い や医療を提供できるように

なりました。今後、県内腎疾患患者さんの腎 機 が担保

できるよう、腎 を推進していきます。

性腎臓病（C ）は、腎臓の ではなく心血管疾患の発

症リ クである とが られています。そのため、尿所

の の 期 から、病診連携を行った診療が重要視され

ています。

科では、滋賀県下 一C を用いて病診連携を推進

しています。尿所 、腎機能低下など腎 害が われる

患者さんをご紹介いただけましたら、 要な検査を実 した

うえで、 要に て検査入院（腎生検を ）、あるいは

先にも ましたC 教育入院をご提案しています。

どのような患者さんを紹介した方がよいのか目安を りた

いというお が いため、ご紹介いただく の目安（表）を

成していますので、ご いただけれ と います。もち

ん、 の はあくまでも目安ですので、 の 外の

患者さんでもお にご相談ください。

その後は、 制薬など特 な治療が 要な場合を

き、基本的には、かかりつけの先生のもとへ患者さんをお返

しさせていただき、診療・治療 続をお願いいたしますが、

先生（あるいは患者さん）のご に てC 地域連携

を用いた病診連携を行っていきます。その場合、治療薬の

定期 方と日 の診療をかかりつけの先生のもとで行ってい

ただきながら、 科に 〜６か に受診いただき、先生方

とC 地域連携 を用いて 換をしながら、 人 治

医制で患者さんの腎機能保護のために最 な治療を 続して

いきます。

また、 性維持 療法を受けられている患者さんを対

に、心機能、動脈 化の状 を する フ ローアッ

入院（ ）を行っています。 院では、 用療

法 外の維持血液 療法を実 しておりませんが、 院で

血液 を導入された患者さんに、年に 回の フ ロー

アッ 入院や、外来でのフ ローアッ 検査をお めしてお

り、 くの患者さんが 年定期的に検査を受けておられま

す。 クリニックで、動脈 化性疾患の検査等の実 が難

しい患者さんや心機能 が 要な患者さんがいらっし い

ましたら、ご相談ください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

 腎機能低下 F （ 1.73 ）

50〜59 60

60〜69 50

70 上 40

F 低下速度 年 上低下も要検

 ・ 尿（ ）かつ 血（ ）

・ 尿の （ ） 上または（ ）が持続

・血尿の 若年者（30 までが目安）

眼的血尿は泌尿器科への紹介が ましい

 高カリ ム血症 5.5 上

診療科 イト

概要・特色

腫瘍内科 科長

醍醐　弥太郎

がんに対する最新の 準薬 療法を基本に、新しい分子 的

療法を展開しています。また、新 の分子診断法に基 いたが

んの 性診断により、薬 療法開始 にその 果を予 し、最

ながん治療を患者さんに提供する 化（ レシ ョン）

医療を推進しています。

診療科長は臨床腫瘍学 教 、附属病院腫瘍セン ー長、

ケアセン ー長 大学附属先 がん研究セン ー長を

しており、がん治療に関わる 診療科と連携して、がんの

準治療、高度医療からがん患者さんのQO （生活の質）の

維持を めた の れ目のない総合的がん医療に取り組んで

います。

本院は日本内科学 、日本臨床腫瘍学 、日本がん治療 定

医機構、日本人 遺伝学 およ 日本 医療学 の 定研

設です。また、特定機能病院、 生 働 地域がん診療連携

拠点病院（高度 ）、がんゲノム医療拠点病院なら に滋賀県

がん診療高度中核拠点病院とがん診療連携拠点病院の指定を受

けており、 科はがん医療の てん化と先進的がん医療開発の

役割を担っています。

診療内容
腫瘍内科においては、腫瘍内科医による各 の臓器のがん全

般に対する最新の診断、病 、がん薬 療法、がんゲノム

医療（遺伝子 ネル検査）、 ケア、先進的がん医療等を外

来 入院で実 しています。また、がん医療に関わるセカン

ドオピニオンを受け けています。

れらに えて、新しい治療法の開発のために、 れまで、

治 ・先進医療や各 の レシ ョン医療等を通 た特色ある

がん医療を提供してきており、全 のがん患者さんや病院から

の先進的がん医療に関する相談・診療依頼を受け入れていま

す。また、滋賀県がん診療高度中核拠点病院の指定を受けて、

滋賀県内や 県のがん診療連携拠点病院およ 全 の大

学・病院と連携したがんの新薬と レシ ョン医療の開発に関

わる各 の臨床研究や治 等を実 しています。 は、新し

い分子・ 療法等の開発を進めています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
各 の難治性 形がん

・ がん

・消化器がん

・ 発不 がん

重がん

・ がん（ 腫、神経内分泌腫瘍等を ）

・がんゲノム医療（がん遺伝子 ネル検査）の対 性腫瘍

・がん医療に関わるセカンドオピニオン（ 受け け）

主な検査・医療設備など
・ 性腫瘍に関わる血液検査、画 検査

・がん遺伝子 ネル検査

・外来化学療法室（腫瘍セン ー 2 床）

・ 急 ケア病床（ 床）、腫瘍内科病床（ 床）

件数・数値等手術・検査・治療法等

外来化学療法室対

無菌調剤

9 008

入院 ケア介入 （ 非 ） 1 974

外来 ケア介入 （ 非 ） 89

リン 腫外来利用 422

レ ン 査 80

がん遺伝子 ネル検査 122

医 導治

入院 5 484
外来 28 606

診療実績（2023年度）

表 腎臓内科への紹介の目安
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腫瘍内科小児科

今日のがん治療においては、病 の進行 に対 した レ

シ ョン医療と 職 ームによる総合的かつ全人的な医療が

められています。わが では れら先進的がん医療を担い臓

器 断的ながん診療の ネー ントができる腫瘍内科医（臨

床腫瘍医）や体と心の からがん特 の症状に対するケアを

行う 医療医が不 しています。また、 準的ながん治療の

果がなかった患者さんは新しい治療法を め、「がん難 」

という 的 が生 ています。 たちは高い 理性と科学

性に基 いた最新の 準的がん治療と ケアを提供し、さら

には新しいがん医療の開発を推進する とによって、 のよう

な患者さんへ医療を提供する とも大きな の一つと えて

います。 科は、がんと診断されたときから れ目なく続く質

の高いがん医療の推進をめざしています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 氏 名 役職／職位

醍醐　弥太郎
イ ロ 教

腫瘍内科 科長 住本　秀敏
ト トシ

特

寺本　晃治
テ ト 特

医 長、外来医長 高野　淳
カノ ア シ

特

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

西倉　紀子
ニシク ノリ 教

小児科 教育医長
小児神経

増田　俊樹
トシ

特 教 小児腎臓

日本小児科学 （小児科 医）

日本 医学 （ 医）

日本腎臓学 （腎臓 医）

松川　幸弘
カワ ユ ロ

医員（病院 教） 小児血液・腫瘍

日本小児科学 （小児科 医）

日本血液学 （血液 医・血液指導医）

日本 血細胞 学 （ 血細胞 定医）

佐藤　知実
ト ト 特 教

（医 臨床教育セン ー）
小児科・小児リ

日本小児科学 （小児科 医）

日本リ 学 （リ 医・指導医）

日本小児栄養消化器 臓学 （ 定医）

山本 かずな
ト カ

医員（病院 教）
日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本腎臓学 （腎臓 医・腎臓指導医）

産 定医

筒井　英美
イ

特 教 小児科一般（内分泌） 日本小児科学 （小児科 医）

池田　勇八
イケ ユ ハ 教

小児科 外来医長
小児血液・腫瘍 日本小児科学 （小児科 医）

吉田　大輔
シ イ ケ

特 教 児・新生児
日本小児科学 （小児科 医）

日本周産期・新生児医学 （新生児指導医）

塚村　篤史
カム ア シ

特 教 小児内分泌・ 日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

大島　理利
オオシ トシ

特 教 児・新生児 日本小児科学 （小児科 医）

小児腎臓

角　恵理子
リ

特 教

藤田　聖実
フ

診療 医
小児循環器（先 性心疾患・

心 疾患・ 病）

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本小児循環器学 （小児循環器 医）

一岡　聡子
イ オカ ト

非 勤 小児腎臓
日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本腎臓学 （腎臓 医）

中島　亮
カ リョ

非 勤 （診療）
日本小児科学 （小児科 医）

日本アレルギー学 （アレルギー 医）

弘田 由紀子
ロ ユ

非 勤 （診療） 小児リ 日本小児科学 （小児科 医）

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本小児神経学 （小児神経 医・指導医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本小児精神神経学 （ 定医）

日本てんかん学 （てんかん 医・指導医）

松井　克之
イ カ ユ

非 勤 （診療）

アレルギー

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本糖尿病協 （療養指導医）

小児内分泌・ 、糖尿病、

予 接

児・新生児 日本小児科学 （小児科 医）

傍島　宏貴
ロ

医員（病院 教）

西澤　侑香
ニシ ワ ユカ

医員（病院 教） 日本小児科学 （小児科 医）小児神経

井口　貴文
イ カフ

医員（病院 教） 日本小児科学 （小児科 医）
小児循環器（先 性心疾患、不

整脈、 病、心 症、成人先

性心疾患など）

小児神経 日本小児科学 （小児科 医）

古川 央樹
フルカワ   オ

教

小児循環器（成人先 性心疾患

）、新生児・ 児、新生児

集中治療、胎児診断（先 性心

疾患）

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）
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診療科 イト

概要・特色

小児科 科長

丸尾　良浩

【診療方針】
新生児から 期に るまで、あら る年 の小児に対 し

ます。各分野の 医が ームで診療にあたります。

【外来について】
外来診療は 日から 日まで、総合外来と各 域ごとの

医による外来（予約制）を開いています。滋賀県内をは

め の医療機関から紹介され、高次医療を 要とする患児に

対しては、24 体制で受け入れています。

【入院について】
児・新生児、血液・ 性腫瘍、神経、心臓、 内分

泌、腎臓、アレルギー、 症などの各 域の治療だけではな

く、心臓カテーテル検査、腎生検、内分泌疾患の な

ど、検査のための入院も行っています。

小児科病 には院内学 （大 田 小学 、同 田中

学 ）が 設され、子どもたちに良 な教育環 を提供してい

ます。病 保育 を し、乳 児の 性発 にも してい

ます。

診療内容

【循環器外来】
先 性心疾患、不整脈、 病、心 疾患（心 、心

症）の 外来を開設しています。トレッド ル（ルーム ン

ー）、心 ー検査、心臓カテーテル検査も定期的に行っ

ています。

【新生児外来】
ハイリ ク新生児のその後の発 、発育のフ ローアッ を

行っています。

【アレルギー外来】
管支 、アトピー性皮膚 や

アレルギーなどの治療を行っています。

期には保護者の方々を対 とした小児

アレルギー疾患 開 を行っています。

【内分泌代謝外来】
日本内分泌学 の内分泌 科 医、日本糖尿病学 の糖

尿病 医の をもつ小児科 医を中心に、低 長からま

れな病 まで 広い内分泌疾患や糖尿病を初めとした 疾患

の診療において、質の高い医療の提供を心がけています。ま

た、日本内分泌学 の 定教育 設でもあり、小児内分泌

医の育成を行っています。新生児 クリーニン の 次精

査機関として、先 性 症の クリーニン で 性

となった新生児の精 検査や診療も行っています。 糖尿病

では、イン リンポン 療法を 的に導入しており、さらに

患者さん向けセ ーや県内の教育機関向けの なども

行っています。遺伝性非 合 高ビリルビン血症を始めとする

先 性 症や内分泌疾患の遺伝子診断も 的に行って

います。

【腎臓外来】
小児腎臓診療を とし、小児科 医と腎臓 医の

を する ッフが で診療にあたります。 回に 発し

たり、 制剤を 用する 要がある難治性小児ネフロー

症 の診療経 が で、他 県の 設からの症 相談にも

ています。

小児の急性・ 性 （ ・血液 とも）に対 で

きます。全 の腎臓 設とも連携して、腎 後の管理

を行っています。小児ネフロー 症 のよりよい治療法

のため、全 の小児腎疾患 設と 同で臨床研究を行って

います。

【リウマチ・膠原病外来】
全 性 リテ トー 、若年性 発性関 、 病など

のリ ・ 病疾患（ 疾患）の他に 症性 疾

患、 不全症、 症症 などの診療を行っています。

小児科病

【神経外来】
てんかんなどの 性疾患、脳 、脳症、血

管 害などの急性疾患、遺伝性脳 性疾患、神

経 疾患の診療を行っています。

【発達外来】
に、 動症、 症 ペクト ムなどの神経発

症の診療を行い、地域の発 支援セン ーや関係機関と連携し

ています。

【血液・腫瘍外来】
小児に発症する全ての血液疾患と腫瘍性疾患の診療を行っ

ています。 血、血小 症、血 病、 血性 などの

良性血液疾患から 血病、神経 腫、 腫、腎 腫、

腫瘍、脳腫瘍などの 性疾患まで 広く診療しています。

院は血 病診療連携地域中核病院であり、血 病 外来

として血 病性関 症の を行っています。また、日本小

児がん研究 ルー （ CC ） 設でもあり、様々な臨

床 などに しています。 血 細胞 についても

的に実 しており、セカンドオピニオンも受け けていま

す。

成長ホルモン治療とは？

低 長のうち成長 ル ン分泌不全症など

に行う治療ですが、 な診断と治療が重

要なため 設の受診が められます。

小児科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

坂井　智行
カイ ト ユ

（学内）

丸尾　良浩
ルオ シ ロ 教

小児科 科長

小児腎臓、 、腎

小児内分泌・ 、体質性
日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）
日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医・指導医）
日本内分泌学 （内分泌 科 医・指導医）

阪上　由子
カ ユ

特 教 小児神経（発 害）

日本小児科学 （小児科 医）
日本小児精神神経学 （ 定医）
子どもの 医・指導医
日本小児心 医学 （ 定医・指導医）

澤井　俊宏
ワイ トシ ロ

小児科 病 医長
小児腎臓

日本腎臓学 （腎臓 医・腎臓指導医）
日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）
日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

越田　繁樹
シ シゲ 特

（総合周産期母子医療

セン ー）
児・新生児

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）
日本周産期・新生児医学 （新生児指導医）
日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

柳　貴英
ギ カ

児・新生児

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）
日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）
日本周産期・新生児医学 （新生児指導医）

澤井 ちひろ
ワイ ロ

特 発 害、発 支援

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）
日本小児心 医学 （ 定医・指導医）
日本小児精神神経学 （ 定医）
子どもの 医・指導医

星野　真介
シノ シン ケ

（学内）
日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）
日本小児循環器学 （小児循環器 医）

日本腎臓学 （腎臓 医・腎臓指導医）
日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）
日本 医学 （ 医・指導医）
日本 学 （ 定医）
日本臨床腎 学 （日本臨床腎 学 医）

多賀　崇
カシ 病院教

小児科 医 長

小児血液・腫瘍、 疾患、

血 細胞

日本血液学 （血液 医・血液指導医）
日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）
日本がん 定医機構（ 定教育医・ 定医）
日本小児血液・がん学 （ 定小児血液・がん 医・指導医）
日本 血細胞 学 （ 血細胞 定医）

特に紹介を受けたい疾患、症例
高次医療・集中医療を 要とする小児内科疾患

血液 性腫瘍（ 血病やリン 腫）、 形腫瘍（神経 腫、
脳腫瘍、 ィルム 腫瘍、 腫など）の小児がん全
般、 血 細胞 が 要な疾患全般、その他、血液疾患
（IT 、 生不良性 血、血 病など）

遺伝性非 合 高ビリルビン血症（Crigler-Najja 症 、
e 症 、母乳性 ）

ネフロー 症 （ テロイド 性、 テロイド依存性、
回 発 など）で 制剤の 用が 要な症

血性尿 症症 （ ロ に関連するHUS、非 血
性尿 症症 ）

小児糖尿病

主な検査・医療設備など
心臓カテーテル検査

心臓 検査

腎生検

検査・ 生検

無菌室（1室）、無菌 置（3 ）

長 ビ オ脳 ニ リン 検査

持続性血糖 ニ リン

内分泌

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

（通院中の患者 ） 回 発

性ネフロー 症

新 小児がん診療

血 細胞

長 ビ オ脳 ニ リン 検査

心臓カテーテル検査

心臓カテーテル治療

心臓 検査

新生児重症心疾患受け入れ

（通院中の患者 ）小児期発症1 糖尿病

（通院中の患者 ）うちイン リンポン 療法

血 病 外来

23人

3人

74

年 40 60

年 5 10

年 700 1000

年 10 20

地域に対する取り組み、最近の話題など
医 導 ・臨床 を 的に行っています。

長井 静世
イ シ

教 小児内分泌・

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）
日本内分泌学 （内分泌 科 医・指導医）
日本糖尿病学 糖尿病 医小児科 域
日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

小児循環器（先 性心疾患、

不整脈、 病、心 症、成人

先 性心疾患など）

43人

25人

9人

50人
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診療科ウェブサイト

概要・特色

小児科　科長

丸尾　良浩

【診療方針】
新生児から思春期に至るまで、あらゆる年齢の小児に対応し

ます。各分野の専門医が ームで診療にあたります。

【外来について】
外来診療は月曜日から金曜日まで、総合外来と各領域ごとの

専門医による外来（予約制）を開いています。滋賀県内をはじ

め近隣の医療機関から紹介され、高次医療を必要とする患児に

対しては、24時間体制で受け入れています。

【入院について】
未熟児・新生児、血液・悪性腫瘍、神経、心臓、代謝内分

泌、腎臓、アレルギー、感染症などの各領域の治療だけではな

く、心臓カテーテル検査、腎生検、内分泌疾患の負荷試験な

ど、検査のための入院も行っています。

小児科病棟には院内学級（大津市立瀬田東小学校、同瀬田中

学校）が併設され、子どもたちに良好な教育環境を提供してい

ます。病棟保育士を配し、乳幼児の社会性発達にも配慮してい

ます。

診療内容

【循環器外来】
先天性心疾患、不整脈、川崎病、心筋疾患（心筋炎、心筋

症）の専門外来を開設しています。トレッドミル（ルームラン

ナー）、心エコー検査、心臓カテーテル検査も定期的に行っ

ています。

【新生児外来】
ハイリスク新生児のその後の発達、発育のフォローアップを

行っています。

【アレルギー外来】
気管支喘息、アトピー性皮膚炎や食物

アレルギーなどの治療を行っています。

夏期には保護者の方々を対象とした小児

アレルギー疾患公開講座を行っています。

【内分泌代謝外来】
日本内分泌学会の内分泌代謝科専門医、日本糖尿病学会の糖

尿病専門医の資格をもつ小児科専門医を中心に、低身長からま

れな病気まで幅広い内分泌疾患や糖尿病を初めとした代謝疾患

の診療において、質の高い医療の提供を心がけています。ま

た、日本内分泌学会の認定教育施設でもあり、小児内分泌専門

医の育成を行っています。新生児マススクリーニングの二次精

査機関として、先天性代謝異常症のマススクリーニングで陽性

となった新生児の精密検査や診療も行っています。１型糖尿病

では、インスリンポンプ療法を積極的に導入しており、さらに

患者さん向けセミナーや県内の教育機関向けの勉強会なども

行っています。遺伝性非抱合型高ビリルビン血症を始めとする

先天性代謝異常症や内分泌疾患の遺伝子診断も積極的に行って

います。

【腎臓外来】
小児腎臓診療を専門とし、小児科専門医と腎臓専門医の両資

格を有するス ッフが複数で診療にあたります。頻回に再発し

たり、免疫抑制剤を使用する必要がある難治性小児ネフローゼ

症候群の診療経験が豊富で、他府県の施設からの症例相談にも

応じています。

小児の急性・慢性透析（腹膜透析・血液透析とも）に対応で

きます。全国の腎臓移植施設とも連携して、腎移植前後の管理

を行っています。小児ネフローゼ症候群のよりよい治療法確立

のため、全国の小児腎疾患専門施設と共同で臨床研究を行って

います。

【リウマチ・膠原病外来】
全身性エリテマトーデス、若年性突発性関節炎、川崎病など

のリウマ ・膠原病疾患（自己免疫疾患）の他に炎症性腸疾

患、免疫不全症、自己炎症症候群などの診療を行っています。

小児科病棟

【神経外来】
てんかんなどの痙攣性疾患、脳炎、脳症、血

管障害などの急性疾患、遺伝性脳変性疾患、神

経筋疾患の診療を行っています。

【発達外来】
主に、注意欠如多動症、自閉症スペクトラムなどの神経発達

症の診療を行い、地域の発達支援セン ーや関係機関と連携し

ています。

【血液・腫瘍外来】
小児に発症する全ての血液疾患と腫瘍性疾患の診療を行っ

ています。貧血、血小板減少症、血友病、出血性素因などの

良性血液疾患から白血病、神経芽腫、横紋筋肉腫、腎芽腫、

骨腫瘍、脳腫瘍などの悪性疾患まで幅広く診療しています。

当院は血友病診療連携地域中核病院であり、血友病包括外来

として血友病性関節症の評価を行っています。また、日本小

児がん研究グループ（JCCG）参加施設でもあり、様々な臨

床試験などに参加しています。造血幹細胞移植についても積

極的に実施しており、セカンドオピニオンも受け付けていま

す。

成長ホルモン治療とは？

低身長のうち成長ホルモン分泌不全症など

に行う治療ですが、適切な診断と治療が重

要なため専門施設の受診が勧められます。

小児科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

坂井　智行
サカイ　トモユキ

講師（学内）

丸尾　良浩
マルオ　ヨシヒロ 教授

小児科 科長

小児腎臓、透析、腎移植

小児内分泌・代謝、体質性黄疸
日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）
日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医・指導医）
日本内分泌学会（内分泌代謝科専門医・指導医）

阪上　由子
サカウエ　ユウコ

特任准教授 小児神経（発達障害）

日本小児科学会（小児科専門医）
日本小児精神神経学会（認定医）
子どものこころ専門医・指導医
日本小児心身医学会（認定医・指導医）

澤井　俊宏
サワイ　トシヒロ

講師 小児腎臓
日本腎臓学会（腎臓専門医・腎臓指導医）
日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）
日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）

越田　繁樹
コシ 　シゲキ 特任講師

（総合周産期母子医療

　セン ー）
未熟児・新生児

日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）
日本周産期・新生児医学会（新生児指導医）
日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）

柳　貴英
ヤナギ　 カヒデ

講師 未熟児・新生児

日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）
日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）
日本周産期・新生児医学会（新生児指導医）

澤井 ちひろ
サワイ　 ヒロ

特任講師 発達障害、発達支援

日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）
日本小児心身医学会（認定医・指導医）
日本小児精神神経学会（認定医）
子どものこころ専門医・指導医

星野　真介
ホシノ　シンスケ

講師（学内）
日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）
日本小児循環器学会（小児循環器専門医）

日本腎臓学会（腎臓専門医・腎臓指導医）
日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）
日本透析医学会（透析専門医・指導医）
日本移植学会（移植認定医）
日本臨床腎移植学会（日本臨床腎移植学会専門医）

多賀　崇
ガ　 カシ 病院教授

小児科 医局長

小児血液・腫瘍、自己免疫疾患、

造血幹細胞移植

日本血液学会（血液専門医・血液指導医）
日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）
日本がん認定医機構（暫定教育医・認定医）
日本小児血液・がん学会（認定小児血液・がん専門医・指導医）
日本造血細胞移植学会（造血細胞移植認定医）

特に紹介を受けたい疾患、症例
●高次医療・集中医療を必要とする小児内科疾患

●血液悪性腫瘍（白血病やリンパ腫）、固形腫瘍（神経芽腫、
脳腫瘍、ウィルムス腫瘍、横紋筋肉腫など）の小児がん全
般、造血幹細胞移植が必要な疾患全般、その他、血液疾患
（ITP、再生不良性貧血、血友病など）

●遺伝性非抱合型高ビリルビン血症（Crigler-Najjar症候群、
Gilbert症候群、母乳性黄疸）

●ネフローゼ症候群（ステロイド抵抗性、ステロイド依存性、
頻回再発型など）で免疫抑制剤の使用が必要な症例

●溶血性尿毒症症候群（ベロ毒素に関連するHUS、非典型溶血
性尿毒症症候群）

●小児糖尿病

主な検査・医療設備など
●心臓カテーテル検査

●心臓超音波検査

●腎生検

●骨髄検査・骨髄生検

●無菌室（1室）、無菌装置（3台）

●長時間ビデオ脳波モニ リング検査

●持続性血糖モニ リング

●内分泌負荷試験

診療実績（2023年度）

件数・数値等手術・検査・治療法等

（通院中の患者数）頻回再発型

抵抗性ネフローゼ症候群

新規小児がん診療

造血幹細胞移植

長時間ビデオ脳波モニ リング検査

心臓カテーテル検査

心臓カテーテル治療

心臓超音波検査

新生児重症心疾患受け入れ

（通院中の患者数）小児期発症1型糖尿病

（通院中の患者数）うちインスリンポンプ療法

血友病包括外来

23人

3人

74例

年間40-60例

年間5-10例

年間700－1000例

年間10-20例

地域に対する取り組み、最近の話題など
医師主導試験・臨床試験を積極的に行っています。

長井 静世
ナガイ シズヨ

助教 小児内分泌・代謝

日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）
日本内分泌学会（内分泌代謝科専門医・指導医）
日本糖尿病学会(糖尿病専門医小児科領域)
日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）

小児循環器（先天性心疾患、

不整脈、川崎病、心筋症、成人

先天性心疾患など）

43人

25人

9人

50人
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腫瘍内科小児科

今日のがん治療においては、病 の進行 に対 した レ

シ ョン医療と 職 ームによる総合的かつ全人的な医療が

められています。わが では れら先進的がん医療を担い臓

器 断的ながん診療の ネー ントができる腫瘍内科医（臨

床腫瘍医）や体と心の からがん特 の症状に対するケアを

行う 医療医が不 しています。また、 準的ながん治療の

果がなかった患者さんは新しい治療法を め、「がん難 」

という 的 が生 ています。 たちは高い 理性と科学

性に基 いた最新の 準的がん治療と ケアを提供し、さら

には新しいがん医療の開発を推進する とによって、 のよう

な患者さんへ医療を提供する とも大きな の一つと えて

います。 科は、がんと診断されたときから れ目なく続く質

の高いがん医療の推進をめざしています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 氏 名 役職／職位

醍醐　弥太郎
イ ロ 教

腫瘍内科 科長 住本　秀敏
ト トシ

特

寺本　晃治
テ ト 特

医 長、外来医長 高野　淳
カノ ア シ

特

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

西倉　紀子
ニシク ノリ 教

小児科 教育医長
小児神経

増田　俊樹
トシ

特 教 小児腎臓

日本小児科学 （小児科 医）

日本 医学 （ 医）

日本腎臓学 （腎臓 医）

松川　幸弘
カワ ユ ロ

医員（病院 教） 小児血液・腫瘍

日本小児科学 （小児科 医）

日本血液学 （血液 医・血液指導医）

日本 血細胞 学 （ 血細胞 定医）

佐藤　知実
ト ト 特 教

（医 臨床教育セン ー）
小児科・小児リ

日本小児科学 （小児科 医）

日本リ 学 （リ 医・指導医）

日本小児栄養消化器 臓学 （ 定医）

山本 かずな
ト カ

医員（病院 教）
日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本腎臓学 （腎臓 医・腎臓指導医）

産 定医

筒井　英美
イ

特 教 小児科一般（内分泌） 日本小児科学 （小児科 医）

池田　勇八
イケ ユ ハ 教

小児科 外来医長
小児血液・腫瘍 日本小児科学 （小児科 医）

吉田　大輔
シ イ ケ

特 教 児・新生児
日本小児科学 （小児科 医）

日本周産期・新生児医学 （新生児指導医）

塚村　篤史
カム ア シ

特 教 小児内分泌・ 日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

大島　理利
オオシ トシ

特 教 児・新生児 日本小児科学 （小児科 医）

小児腎臓

角　恵理子
リ

特 教

藤田　聖実
フ

診療 医
小児循環器（先 性心疾患・

心 疾患・ 病）

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本小児循環器学 （小児循環器 医）

一岡　聡子
イ オカ ト

非 勤 小児腎臓
日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本腎臓学 （腎臓 医）

中島　亮
カ リョ

非 勤 （診療）
日本小児科学 （小児科 医）

日本アレルギー学 （アレルギー 医）

弘田 由紀子
ロ ユ

非 勤 （診療） 小児リ 日本小児科学 （小児科 医）

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本小児神経学 （小児神経 医・指導医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本小児精神神経学 （ 定医）

日本てんかん学 （てんかん 医・指導医）

松井　克之
イ カ ユ

非 勤 （診療）

アレルギー

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本糖尿病協 （療養指導医）

小児内分泌・ 、糖尿病、

予 接

児・新生児 日本小児科学 （小児科 医）

傍島　宏貴
ロ

医員（病院 教）

西澤　侑香
ニシ ワ ユカ

医員（病院 教） 日本小児科学 （小児科 医）小児神経

井口　貴文
イ カフ

医員（病院 教） 日本小児科学 （小児科 医）
小児循環器（先 性心疾患、不

整脈、 病、心 症、成人先

性心疾患など）

小児神経 日本小児科学 （小児科 医）

古川 央樹
フルカワ   オ

教

小児循環器（成人先 性心疾患

）、新生児・ 児、新生児

集中治療、胎児診断（先 性心

疾患）

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）
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皮膚科

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

2023年度 疾患 入院患者

手術

皮膚 性腫瘍手術

アレルギー検査

皮膚病理組 検査

1

1

高 化の進展に い、 年皮膚 性腫瘍の 患患者が  

しています。 院はがん診療連携拠点病院であり、県の がん

情報によると、県内の皮膚 性腫瘍治療 の40

度を 院が めています。滋賀県全域から紹介を受け入れ

ており、また、 症や基 疾患などから手術が 難な症

なども 的に治療を行っています。皮膚 性腫瘍が わし

い症 などありましたら、是非 院を御紹介ください。

また、 の10年ほどで皮膚科 域でも生 学的 剤による 

治療が急速に広がってきています。 やアトピー性皮膚 、 

難治性 んましんや 性 皮症、 病 疾患など、各

疾患に対して 保 用 能な薬剤は、ほ 全て 院で

治療 能となっています。通 の治療で難治となっている患

者さんなど、お りの症 がありましたら 院をご紹介くだ

さい。生 学的 剤を め最先 の治療で対 させていただ

きます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

悪性腫瘍
211件

良性腫瘍
141件

感染症 9件

膠原病 23件

水疱症 72件

脱毛症 16件
薬疹 23件

その他 70件

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

塚本　雄大
カ ト ユ イ

非 勤 （診療） レー ー

小林　佳道
シ シ

医 （非 勤） レー ー

高橋　聡文
カハシ トシフ

皮膚科 科長
皮膚科 病 医長

アレルギー
日本皮膚科学 （皮膚科 医）

生 働 （臨床研 指導医）

速水　拓真
ハ ク 教

皮膚科 医 長
皮膚科一般、

小池　隆弘
イケ カ ロ

教
皮膚科一般、皮膚腫瘍、
皮膚外科

前田　泰広
ロ

教 皮膚科一般

平野　慎悟
ノ シン

医員 皮膚科一般

杉浦　周嗣
ギ シ

非 勤 （診療） 症

生野　泰彬
イクノ ア

教 皮膚科一般、 皮膚医学

藤井　紀和
フ イ ノリカ

非 勤 （診療） レー ー 日本皮膚科学 （皮膚科 医、皮膚 性腫瘍指導 医）

山口　明彦
ア 教

皮膚科 外来医長
皮膚科一般、

日本皮膚科学 （皮膚科 医）
生 働 （臨床研 指導医）

日本皮膚科学 （皮膚科 医）

若林 麻記子
ワカ シ

非 勤 （診療） レー ー
日本皮膚科学
（皮膚科 医、 皮膚科・レー ー指導 医）

荒川　明子
ア カワ ア

教 、 、 菌 ンヘン大学 員 教

藤本　徳毅
フ ト ノリ 教

皮膚科 科長
病、皮膚外科

日本皮膚科学 （皮膚科 医、皮膚 性腫瘍指導 医）
日本アレルギー学 （アレルギー 医）
日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

生 働 （臨床研 指導医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

加藤　威
カト ケシ

非 勤 （診療） 症、皮膚外科

日本皮膚科学 （皮膚科 医）
生 働 （臨床研 指導医）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本 生医療学 （ 生医療 定医）

診療科 イト

精神科 科長

尾関　祐二

概要・特色
精神科が対 とする疾患は脳の生理学的機能に関連したもの

であり、科学的に き めて える とがとても大 です。し

かし同 に、 の病という表 に られるように、 理的

機 的に理 整 と対 するだけでは上手く行かない も

あります。 科ではどちらかに りす る とがないように

をして、患者さん ご 関係者の皆さんが ている さ

大 さを 消して行く とを目 としています。

では、そうした い 持ち 大 さは実 どのようになって

いるのでし うか。精神科の疾患は外 でその内 がわからな

い とが 々あります。病 になってしまう と 体が大 な

上に、周 にその さを上手く伝え、その本質を理 してもら

う とも難しい疾患が いため、その さはさらに くなって

しまう場合があります。また、場合によっては 分が てい

る大 さの理 を 分ではっきり する とが難しかった

り、 には 分が大 な状 にある とを するのが難し

かったりする場合もあります。

うした状 から しでも さを らげる方法は か。それ

は環 を えて く とであったり、生活を支援したり、上手

く対 できるような え 行動を に ける と、もしくは薬

を 用する とであったりします。患者さんが持っている 人

の特徴と疾患を え、どのようなかかわり方が状 を しでも

良いものに えて けるのかが、精神科診療の基 にありま

す。 うした えの基、 々は日々の診療にあたっています。

診療内容
対 とする疾患は、うつ病や 症（ うつ病）、 合 調

症、不安症、 症、 症など にわたります。 うした

疾患の中でも特に最 は の重要性が く されています

が、 院では 無呼吸症 やレム 行動 害をは

めとした 害の診療に 的に取り組んでおり、 学

定 設Aを取 しています。また、 分 害等では難治性疾

患にも な けいれん療法を実 しています。 合 調症

に対しては、治療 性 合 調症に対する治療薬クロ ピン

（ クロ リル）を 用できる 設です。

年 といった 点で ますと、精神科では 症など高 者

を対 とした疾患から小児 期にわたるまで、 広い年 層

の患者さんに対 しています。また、 年は精神疾患を う患

者さんにおける 体疾患への取り組 の重要性が めて さ

れています。 科でも妊産 の ン ルヘル 、 体疾患と精

神疾患の合 症 （ ン ルテーション リ ン）、 ケ

アなどの診療を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など
診療科では滋賀県からの下 の を受け、他診療科

などと 同で各 研 や医療の 状調査 報告などの活動を

行っています。

神経発 症 児 期に対する一次医療体制 化

院小児科と 同

・ 医等うつ病治療向上研 （妊産 の ン ルヘル

）滋賀県産科 人科医 と 同

滋賀医科大学における精神疾患合 妊産 の向精神薬 薬状

とその に関する が されました。 院母子女性

科と 、F   T  S   M    M -

 T   .    N  . 

2024

特に紹介を受けたい疾患、症例
無呼吸症

レム 行動 害（ 中に なく行動してしまう）

合 調症（難治性の場合、クロ リルを導入します）

うつ病、 症（ うつ病）（ けいれん療法 症 ）

主な検査・医療設備など
精神科病床 34床（開放12床 22床）

夜 ポリ ムノ フィー検査

検査（MSLT）

ル 治療器 イ トロン（ けいれん療法治療器）

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

夜 ポリ フ検査（ S 検査）

検査（MSLT検査）

小児・ 期症 初診

新 精神科合 妊産

症ケア ーム活動実

精神科急性期医 置 にかかる実

精神科リ ン ーム活動実

185

84

466

74

42

539

82

48

192

408

B （レム 行動 害）外来通院患者
（ 中に なく行動してしまう）

ケア 外来での
がん患者さん 外来での診察

けいれん療法
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診療科 イト

概要・特色

皮膚科 科長

藤本　徳毅

科は地域の基 病院となりうる、総合病院の一部 として 

の性 を した を行っています。すなわち、医学的な  

点から皮膚科学を 的にカ ーできる とを 一の目 とし

ています。 れにより、地域のさまざまな病院、診療所などか

らの診断依頼や治療依頼に える とができると えており、

あら る皮膚科疾患に対して 準治療を提供する とが 一の

目 です。 年の治療法の進 により、 イド インに

されている 準治療を 実に提供するには、高い 術力が

要となります。 症性疾患（アトピー性皮膚 、 など）で

も腫瘍性疾患（良性・ 性の皮膚腫瘍、皮膚 性リン 腫）で

も ・ 症性疾患（ 病、水 症など）でも 準

治療を提供できるよう、 ・ 術の維持と向上に努めていま

す。

また、 勤務している ッフの疾病に対する関心度の  

に て、それ れが ペシャリティを持つようにして 

います。 ペシャリティ 域の 医 を各医 が取  

し、大学病院として相 しい 的治療を提供できるよう努め 

ています。

外来は 日から 日まで 日 ないし 診を開設してい 

ます。予約制ですので予約のある患者さんを 先しています。 

新来患者さんは、 紹介状をお持ちの方の を診察します。 

各患者さんの臨床経 を的 に できるように、外来 治医 

制をとっています。

診療内容
・アトピー性皮膚 、 んましん、 アレルギー

・ 化症と 症性 化症、特に ・水 症、 症

・腫瘍性疾患（良性腫瘍、皮膚 性腫瘍、母 など）、皮膚外 

科を 要とする疾患 、なら に皮膚 性リン 腫

・ 病（ リテ トー 、全 性 皮症、皮膚 ）や

病 疾患（シ ー レン症 、成人 ティル病、 ー

ット病、全 性血管 など）

・ 症性疾患（ 性地中 など）

・ 形 症（一部 診療を ）

・ 性 皮症（手術、生 学的 剤）

・重症細菌 症（ 性 、 など）

・ 菌 症（ ルーリ 瘍など）

・医療 皮膚科（レー ー治療など）

【接触皮膚炎、アトピー性皮膚炎、じんましん、薬疹】
ッ テ ト（ ）・光 ッ テ ト（光 ） 

や リックテ トなどを行い、接 皮膚 ・薬 の や外  

性 んましんの 質を す検査をしています。重症の  

やアトピー性皮膚 では、 度の入院 療を行う とも 

あります。生 学的 剤、 A 害薬などによるアトピー性皮

膚 や んましんの治療も行っています。

【乾癬】
生 学的 剤は 設 と 人 の 方が っている 設 

での められていますが、 科はその 者の を取 して 

おり、各 生 学的 剤による治療が 能です。光線治療も 

行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
・関 リ を く 病、 病 疾患、血管

・皮膚腫瘍（良 性、大小、部 を いません）

・難治性アトピー性皮膚 、 んましん

・ アレルギー

・重症

主な検査・医療設備など
・ ッ テ ト 薬 属 薬 各

属アレルギーの診断に用います。

・ ッ テ ト 薬 薬 ッ テ ト ネル（S）

度の高い各 アレルギーの診断に用います。

・ 診断シ テム ニカ ノル S S2

・ ー カ カシオ 100

・ 外線 射 置CAN A 3 S  N   

   全 にUVAと  UV を 射 能

・ 外線 射 置 中医療器機 ル レイ 200 

   所にUVAとUV を 射 能

・ レー ー イ ック S IT 

   性病 の治療に用いるレー ー

・色 レー ー ャン V  II 

   いア の治療に用いるレー ー

・ルビーレー ー M C ・ルビー 1ネク

   いア の治療に用いるレー ー

・ 血小 血 用器機 MS セル イド イ

生医療の1 である 血小 血 置に用います。

・ 形 症に対する 所 療法 C

  （ ）を用います。

【水疱症】
水 症の治療法は くの があります。 科では な治 

療法のほとんどを行います。 テロイド、血 換、 ロ 

リン大 療法、 制剤などの全てに経 があり、  

れまで くの症 の治療を行ってきました。

【皮膚外科・腫瘍】
良性、 性にかかわら 各 腫瘍性疾患の治療を行っていま 

す。難治性の 瘍性病 は皮膚 性腫瘍の とがあり、 が

 要です。 ー ピー検査や皮膚生検（病理組 診断）で

 定診断をした後に、 な治療を行います。皮膚 性腫瘍に

対 しては、外科的治療、放射線治療、 がん剤、 ック

ポ イント 害薬などを組 合わせて治療します。その他、 入

 の外科的治療や、皮膚 瘍に対する 皮術、 形成術等も 

行っています。小 の皮膚腫瘍に対しては日 り手術を行って 

います。 性であったり 皮、皮弁、リン などが 要

な患者さんには、入院で手術を 行しています。高 者でも

的に手術を 行しています。

【美容皮膚科】
保 内で いア 、 いア 、 いア のレー 治療

をしています。

【膠原病・自己炎症性疾患】
関 リ を く 病、 病 疾患、血管 、不  

などを 的に紹介してください。他科と協力して基本的に 

は 科で治療しています。不 の が皮膚病 から す 

る とが 々あります。

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

角谷　寛
カド ニ ロシ

特 教 害

増田　史
フ 教

精神科 外来医長
精神医学

生 働 （精神保健指定医）
日本精神神経学 （ 医・指導医）
日本医 （ 定産 医）
日本児 年精神医学 （ 定医）
子どもの 医（子どもの 医機構）

山崎　遥
 ハルカ

医員（ 医） 精神医学

松田　有史
アリ カ

教

日本 学 （ 医）
日本 歯科学 （ 定医・指導医）
日本総合病院精神医学 （特定指導医）
日本医 （ 定産 医）
日本 ポー 協 （ ポー ドク ー）

藤井 久彌子
フ イ ク

教

精神科 科長 

精神科 医 長

精神科 教育医長

精神医学、 合 調症

生 働 （精神保健指定医・精神保健 定医・臨床研 指導医）
日本精神神経学 （ 医・指導医）
日本総合病院精神医学 （特定指導医）
日本医 （ 定産 医）
日本 ポー 協 （ ポー ドク ー）

吉村　篤
シム ア シ

非 勤 （診療） 精神医学

生 働 （精神保健指定医・精神保健 定医・臨床研 指導医）
日本精神神経学 （ 医・指導医）
日本 年精神医学 （ 医・指導医）
日本 学 （ 医）
日本臨床精神神経薬理学 （ 医）
日本総合病院精神医学 （ 医・指導医）

森田　幸代
リ 特

（腫瘍セン ー）

精神医学、 イ オン ロ ー、

臨床精神薬理、 医療

生 働 （精神保健指定医）
日本精神神経学 （ 医・指導医）
日本臨床精神神経薬理学 （ 医・指導医）
日本医 （ 定産 医）
日本総合病院精神医学 （特定指導医）
日本 医療学 （ 定医）
日本 ー 療法学 （ 定 ー 療法 ）

尾関　祐二
オ ユ 教

精神科 科長

精神医学、臨床精神薬理、

合 調症

生 働 （精神保健指定医・精神保健 定医・臨床研 指導医）
日本精神神経学 （ 医・指導医）
日本臨床精神神経薬理学 （ 医）
日本総合病院精神医学 （特定指導医）

精神医学

須藤　智志
ド トシ 教

精神科 病 医長
精神医学

有田 江里佳
アリ リカ

医員（ 医） 精神医学

藤川　涼子
フ カワ リョ

医員（ 医） 精神医学

河原　早苗
カワハ

医員（ 医） 精神医学

河津　公祐
カワ ケ

医員（ 医） 精神医学

朝倉　大志
ア ク イ

医員（ 医） 精神医学

岩井　修平
イワイ シ ヘイ

医員（ 医） 精神医学

宇野　辰悟
ノ シン

医員（ 医） 精神医学

柴田　和輝
シ カ

医員（ 医） 精神医学

椿尾 太加志
オ カシ

医員（ 医） 精神医学

村上 純一
ム カ ンイ

非 勤 （診療）
医学、

精神科リハビリテーション

生 働 （精神保健指定医）
日本精神神経学 （ 医・指導医）

日本精神神経学 （ 医

生 働 （精神保健指定医）

精神科
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診療科 イト

概要・特色

皮膚科 科長

藤本　徳毅

科は地域の基 病院となりうる、総合病院の一部 として 

の性 を した を行っています。すなわち、医学的な  

点から皮膚科学を 的にカ ーできる とを 一の目 とし

ています。 れにより、地域のさまざまな病院、診療所などか

らの診断依頼や治療依頼に える とができると えており、

あら る皮膚科疾患に対して 準治療を提供する とが 一の

目 です。 年の治療法の進 により、 イド インに

されている 準治療を 実に提供するには、高い 術力が

要となります。 症性疾患（アトピー性皮膚 、 など）で

も腫瘍性疾患（良性・ 性の皮膚腫瘍、皮膚 性リン 腫）で

も ・ 症性疾患（ 病、水 症など）でも 準

治療を提供できるよう、 ・ 術の維持と向上に努めていま

す。

また、 勤務している ッフの疾病に対する関心度の  

に て、それ れが ペシャリティを持つようにして 

います。 ペシャリティ 域の 医 を各医 が取  

し、大学病院として相 しい 的治療を提供できるよう努め 

ています。

外来は 日から 日まで 日 ないし 診を開設してい 

ます。予約制ですので予約のある患者さんを 先しています。 

新来患者さんは、 紹介状をお持ちの方の を診察します。 

各患者さんの臨床経 を的 に できるように、外来 治医 

制をとっています。

診療内容
・アトピー性皮膚 、 んましん、 アレルギー

・ 化症と 症性 化症、特に ・水 症、 症

・腫瘍性疾患（良性腫瘍、皮膚 性腫瘍、母 など）、皮膚外 

科を 要とする疾患 、なら に皮膚 性リン 腫

・ 病（ リテ トー 、全 性 皮症、皮膚 ）や

病 疾患（シ ー レン症 、成人 ティル病、 ー

ット病、全 性血管 など）

・ 症性疾患（ 性地中 など）

・ 形 症（一部 診療を ）

・ 性 皮症（手術、生 学的 剤）

・重症細菌 症（ 性 、 など）

・ 菌 症（ ルーリ 瘍など）

・医療 皮膚科（レー ー治療など）

【接触皮膚炎、アトピー性皮膚炎、じんましん、薬疹】
ッ テ ト（ ）・光 ッ テ ト（光 ） 

や リックテ トなどを行い、接 皮膚 ・薬 の や外  

性 んましんの 質を す検査をしています。重症の  

やアトピー性皮膚 では、 度の入院 療を行う とも 

あります。生 学的 剤、 A 害薬などによるアトピー性皮

膚 や んましんの治療も行っています。

【乾癬】
生 学的 剤は 設 と 人 の 方が っている 設 

での められていますが、 科はその 者の を取 して 

おり、各 生 学的 剤による治療が 能です。光線治療も 

行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
・関 リ を く 病、 病 疾患、血管

・皮膚腫瘍（良 性、大小、部 を いません）

・難治性アトピー性皮膚 、 んましん

・ アレルギー

・重症

主な検査・医療設備など
・ ッ テ ト 薬 属 薬 各

属アレルギーの診断に用います。

・ ッ テ ト 薬 薬 ッ テ ト ネル（S）

度の高い各 アレルギーの診断に用います。

・ 診断シ テム ニカ ノル S S2

・ ー カ カシオ 100

・ 外線 射 置CAN A 3 S  N   

   全 にUVAと  UV を 射 能

・ 外線 射 置 中医療器機 ル レイ 200 

   所にUVAとUV を 射 能

・ レー ー イ ック S IT 

   性病 の治療に用いるレー ー

・色 レー ー ャン V  II 

   いア の治療に用いるレー ー

・ルビーレー ー M C ・ルビー 1ネク

   いア の治療に用いるレー ー

・ 血小 血 用器機 MS セル イド イ

生医療の1 である 血小 血 置に用います。

・ 形 症に対する 所 療法 C

  （ ）を用います。

【水疱症】
水 症の治療法は くの があります。 科では な治 

療法のほとんどを行います。 テロイド、血 換、 ロ 

リン大 療法、 制剤などの全てに経 があり、  

れまで くの症 の治療を行ってきました。

【皮膚外科・腫瘍】
良性、 性にかかわら 各 腫瘍性疾患の治療を行っていま 

す。難治性の 瘍性病 は皮膚 性腫瘍の とがあり、 が

 要です。 ー ピー検査や皮膚生検（病理組 診断）で

 定診断をした後に、 な治療を行います。皮膚 性腫瘍に

対 しては、外科的治療、放射線治療、 がん剤、 ック

ポ イント 害薬などを組 合わせて治療します。その他、 入

 の外科的治療や、皮膚 瘍に対する 皮術、 形成術等も 

行っています。小 の皮膚腫瘍に対しては日 り手術を行って 

います。 性であったり 皮、皮弁、リン などが 要

な患者さんには、入院で手術を 行しています。高 者でも

的に手術を 行しています。

【美容皮膚科】
保 内で いア 、 いア 、 いア のレー 治療

をしています。

【膠原病・自己炎症性疾患】
関 リ を く 病、 病 疾患、血管 、不  

などを 的に紹介してください。他科と協力して基本的に 

は 科で治療しています。不 の が皮膚病 から す 

る とが 々あります。

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

角谷　寛
カド ニ ロシ

特 教 害

増田　史
フ 教

精神科 外来医長
精神医学

生 働 （精神保健指定医）
日本精神神経学 （ 医・指導医）
日本医 （ 定産 医）
日本児 年精神医学 （ 定医）
子どもの 医（子どもの 医機構）

山崎　遥
 ハルカ

医員（ 医） 精神医学

松田　有史
アリ カ

教

日本 学 （ 医）
日本 歯科学 （ 定医・指導医）
日本総合病院精神医学 （特定指導医）
日本医 （ 定産 医）
日本 ポー 協 （ ポー ドク ー）

藤井 久彌子
フ イ ク

教

精神科 科長 

精神科 医 長

精神科 教育医長

精神医学、 合 調症

生 働 （精神保健指定医・精神保健 定医・臨床研 指導医）
日本精神神経学 （ 医・指導医）
日本総合病院精神医学 （特定指導医）
日本医 （ 定産 医）
日本 ポー 協 （ ポー ドク ー）

吉村　篤
シム ア シ

非 勤 （診療） 精神医学

生 働 （精神保健指定医・精神保健 定医・臨床研 指導医）
日本精神神経学 （ 医・指導医）
日本 年精神医学 （ 医・指導医）
日本 学 （ 医）
日本臨床精神神経薬理学 （ 医）
日本総合病院精神医学 （ 医・指導医）

森田　幸代
リ 特

（腫瘍セン ー）

精神医学、 イ オン ロ ー、

臨床精神薬理、 医療

生 働 （精神保健指定医）
日本精神神経学 （ 医・指導医）
日本臨床精神神経薬理学 （ 医・指導医）
日本医 （ 定産 医）
日本総合病院精神医学 （特定指導医）
日本 医療学 （ 定医）
日本 ー 療法学 （ 定 ー 療法 ）

尾関　祐二
オ ユ 教

精神科 科長

精神医学、臨床精神薬理、

合 調症

生 働 （精神保健指定医・精神保健 定医・臨床研 指導医）
日本精神神経学 （ 医・指導医）
日本臨床精神神経薬理学 （ 医）
日本総合病院精神医学 （特定指導医）

精神医学

須藤　智志
ド トシ 教

精神科 病 医長
精神医学

有田 江里佳
アリ リカ

医員（ 医） 精神医学

藤川　涼子
フ カワ リョ

医員（ 医） 精神医学

河原　早苗
カワハ

医員（ 医） 精神医学

河津　公祐
カワ ケ

医員（ 医） 精神医学

朝倉　大志
ア ク イ

医員（ 医） 精神医学

岩井　修平
イワイ シ ヘイ

医員（ 医） 精神医学

宇野　辰悟
ノ シン

医員（ 医） 精神医学

柴田　和輝
シ カ

医員（ 医） 精神医学

椿尾 太加志
オ カシ

医員（ 医） 精神医学

村上 純一
ム カ ンイ

非 勤 （診療）
医学、

精神科リハビリテーション

生 働 （精神保健指定医）
日本精神神経学 （ 医・指導医）

日本精神神経学 （ 医

生 働 （精神保健指定医）

精神科
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皮膚科

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

2023年度 疾患 入院患者

手術

皮膚 性腫瘍手術

アレルギー検査

皮膚病理組 検査

1

1

高 化の進展に い、 年皮膚 性腫瘍の 患患者が  

しています。 院はがん診療連携拠点病院であり、県の がん

情報によると、県内の皮膚 性腫瘍治療 の40

度を 院が めています。滋賀県全域から紹介を受け入れ

ており、また、 症や基 疾患などから手術が 難な症

なども 的に治療を行っています。皮膚 性腫瘍が わし

い症 などありましたら、是非 院を御紹介ください。

また、 の10年ほどで皮膚科 域でも生 学的 剤による 

治療が急速に広がってきています。 やアトピー性皮膚 、 

難治性 んましんや 性 皮症、 病 疾患など、各

疾患に対して 保 用 能な薬剤は、ほ 全て 院で

治療 能となっています。通 の治療で難治となっている患

者さんなど、お りの症 がありましたら 院をご紹介くだ

さい。生 学的 剤を め最先 の治療で対 させていただ

きます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

悪性腫瘍
211件

良性腫瘍
141件

感染症 9件

膠原病 23件

水疱症 72件

脱毛症 16件
薬疹 23件

その他 70件

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

塚本　雄大
カ ト ユ イ

非 勤 （診療） レー ー

小林　佳道
シ シ

医 （非 勤） レー ー

高橋　聡文
カハシ トシフ

皮膚科 科長
皮膚科 病 医長

アレルギー
日本皮膚科学 （皮膚科 医）

生 働 （臨床研 指導医）

速水　拓真
ハ ク 教

皮膚科 医 長
皮膚科一般、

小池　隆弘
イケ カ ロ

教
皮膚科一般、皮膚腫瘍、
皮膚外科

前田　泰広
ロ

教 皮膚科一般

平野　慎悟
ノ シン

医員 皮膚科一般

杉浦　周嗣
ギ シ

非 勤 （診療） 症

生野　泰彬
イクノ ア

教 皮膚科一般、 皮膚医学

藤井　紀和
フ イ ノリカ

非 勤 （診療） レー ー 日本皮膚科学 （皮膚科 医、皮膚 性腫瘍指導 医）

山口　明彦
ア 教

皮膚科 外来医長
皮膚科一般、

日本皮膚科学 （皮膚科 医）
生 働 （臨床研 指導医）

日本皮膚科学 （皮膚科 医）

若林 麻記子
ワカ シ

非 勤 （診療） レー ー
日本皮膚科学
（皮膚科 医、 皮膚科・レー ー指導 医）

荒川　明子
ア カワ ア

教 、 、 菌 ンヘン大学 員 教

藤本　徳毅
フ ト ノリ 教

皮膚科 科長
病、皮膚外科

日本皮膚科学 （皮膚科 医、皮膚 性腫瘍指導 医）
日本アレルギー学 （アレルギー 医）
日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

生 働 （臨床研 指導医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

加藤　威
カト ケシ

非 勤 （診療） 症、皮膚外科

日本皮膚科学 （皮膚科 医）
生 働 （臨床研 指導医）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本 生医療学 （ 生医療 定医）

診療科 イト

精神科 科長

尾関　祐二

概要・特色
精神科が対 とする疾患は脳の生理学的機能に関連したもの

であり、科学的に き めて える とがとても大 です。し

かし同 に、 の病という表 に られるように、 理的

機 的に理 整 と対 するだけでは上手く行かない も

あります。 科ではどちらかに りす る とがないように

をして、患者さん ご 関係者の皆さんが ている さ

大 さを 消して行く とを目 としています。

では、そうした い 持ち 大 さは実 どのようになって

いるのでし うか。精神科の疾患は外 でその内 がわからな

い とが 々あります。病 になってしまう と 体が大 な

上に、周 にその さを上手く伝え、その本質を理 してもら

う とも難しい疾患が いため、その さはさらに くなって

しまう場合があります。また、場合によっては 分が てい

る大 さの理 を 分ではっきり する とが難しかった

り、 には 分が大 な状 にある とを するのが難し

かったりする場合もあります。

うした状 から しでも さを らげる方法は か。それ

は環 を えて く とであったり、生活を支援したり、上手

く対 できるような え 行動を に ける と、もしくは薬

を 用する とであったりします。患者さんが持っている 人

の特徴と疾患を え、どのようなかかわり方が状 を しでも

良いものに えて けるのかが、精神科診療の基 にありま

す。 うした えの基、 々は日々の診療にあたっています。

診療内容
対 とする疾患は、うつ病や 症（ うつ病）、 合 調

症、不安症、 症、 症など にわたります。 うした

疾患の中でも特に最 は の重要性が く されています

が、 院では 無呼吸症 やレム 行動 害をは

めとした 害の診療に 的に取り組んでおり、 学

定 設Aを取 しています。また、 分 害等では難治性疾

患にも な けいれん療法を実 しています。 合 調症

に対しては、治療 性 合 調症に対する治療薬クロ ピン

（ クロ リル）を 用できる 設です。

年 といった 点で ますと、精神科では 症など高 者

を対 とした疾患から小児 期にわたるまで、 広い年 層

の患者さんに対 しています。また、 年は精神疾患を う患

者さんにおける 体疾患への取り組 の重要性が めて さ

れています。 科でも妊産 の ン ルヘル 、 体疾患と精

神疾患の合 症 （ ン ルテーション リ ン）、 ケ

アなどの診療を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など
診療科では滋賀県からの下 の を受け、他診療科

などと 同で各 研 や医療の 状調査 報告などの活動を

行っています。

神経発 症 児 期に対する一次医療体制 化

院小児科と 同

・ 医等うつ病治療向上研 （妊産 の ン ルヘル

）滋賀県産科 人科医 と 同

滋賀医科大学における精神疾患合 妊産 の向精神薬 薬状

とその に関する が されました。 院母子女性

科と 、F   T  S   M    M -

 T   .    N  . 

2024

特に紹介を受けたい疾患、症例
無呼吸症

レム 行動 害（ 中に なく行動してしまう）

合 調症（難治性の場合、クロ リルを導入します）

うつ病、 症（ うつ病）（ けいれん療法 症 ）

主な検査・医療設備など
精神科病床 34床（開放12床 22床）

夜 ポリ ムノ フィー検査

検査（MSLT）

ル 治療器 イ トロン（ けいれん療法治療器）

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

夜 ポリ フ検査（ S 検査）

検査（MSLT検査）

小児・ 期症 初診

新 精神科合 妊産

症ケア ーム活動実

精神科急性期医 置 にかかる実

精神科リ ン ーム活動実

185

84

466

74

42

539

82

48

192

408

B （レム 行動 害）外来通院患者
（ 中に なく行動してしまう）

ケア 外来での
がん患者さん 外来での診察

けいれん療法
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消化器外科

診療科 イト

概要・特色

消化器外科 科長

谷  眞 至

消化器外科は 部の疾患に対する手術治療を行っている診療科
です。上部消化管外科・下部消化管外科・ 外科の 部 によ
る 診療を行っています。最新の 準治療を基 に患者さん一人
一人に な治療方法を える とに 力しています。

また、消化器内科など他の診療科と に連携をとりながら、
の 医が を し合って、治療方針を めるようにしています。
さらに、消化器内科医・放射線科医およ 病理医との合同の検

も行っており、どの診療科を受診しても同 病 ・同 病 であ
れ 同 治療方針となるように 通しの良い病院内の連携を行っ
ています。

消化器外科が う疾患は、 がんや 域のがんなど、非
に 性度が高く、手術侵襲も高度な が 要な疾患から、

症やヘルニア、 など一般的な疾患まで、 にわたりま
す。消化器外科全員で、す ての患者さん・す ての疾患に対し、全
力で取り組んでいます。

診療内容
【食道疾患】

の外科的 は、 腔鏡や 腔鏡を利用した最新の低侵
襲手術を提供しています。 ビ ン に基 いた 治療を行い、

不能と えられた が 能になれ 、 ル ー 手術（救
手術）を 的に行っています。さらに、 を した に、通
は をロール状にした 管で の通り を 成（ ）しますが、
不 能な場合は結 を 用します。結 での は滋賀県内の他
の病院ではあまり行っていませんが、 たちは な経 と実 を

しています。その他、 下腫瘍、 発性 、 ア
カ シア、 ヘルニアなどの手術も行っています。
【胃十二指腸疾患】

の のうち約 を める 期 や 下腫瘍に対
しては、 腔鏡下 術を、進行 に対してはロボット支援手術
に取り組んでいます。 の入り り （ ）の がんが 年
えてきています。 は 全 が行われる とが かったですが、

たちは を温存する を 的に取り組んでおり、
良 な成 を ています。また進行 には、手術だけでなく がん
薬治療が重要です。予後向上を目指した集学的治療を行っています。
【病的肥満症】

果の なら 、 ボリック症 に対して、 な
果をもつ 腔鏡下 リー 状 を保 診療として行っていま

す。本治療は、内科・精神科・麻酔科・集中治療部など くの診療
科と、NSTや心理療法 、各 看護 からなる ームを 成し、

症治療の一環として行っています。
【大腸疾患】

初発の結 ・直 の約95%は 腔鏡下手術を行っています。
下部直 では、 約 温存手術である内 約 術・
結 合により、 めて に い腫瘍についても
を す手術が 能となっています。さらに からの鏡視下手術を

用する とで今まで 上に精度の高い手術を安全に行う とに
取り組んでいます。 たちは の手術方法により直 の 所 発
率を下げる とが 能と えています。高度進行大 、 や

発症 については、 がん薬や放射線治療と外科手術を 用す
る とで 治をめざした治療を行っています。
【炎症性腸疾患】

症性 疾患は日本では している疾患です。薬 療法が基
本ですが、手術が 要となる場合があります。 たちは消化器内科
と連携して 瘍性大 ・クローン病などの 症性疾患の手術を
行っています。 瘍性大 は大 をす て し、小 と を

合する手術が 要ですが、経 の い病院は ないのが 状
です。 たちは れまでの経 が で くのノ ハ を持ってい
ます。またクローン病は手術後の 発が い疾患であり、 狭窄を

特に紹介を受けたい疾患、症例

大 とくに直 や
がん 大 が 要な （ 管 ・ ）

管
・血管合 を う 術など、病院の総合力が

われる疾患はご紹介ください。

主な検査・医療設備など
腔鏡や ・ヴィン ロボット支援シ テムを用いた低侵

襲手術を行っています。また、がん遺伝子 ネル検査による
化治療を推進しています。

来しにくい 合法を導入しています。その他の良性疾患の手術も
な治療実 があります。

【肝、胆、膵疾患】
発性 、 性 などの 腫瘍に対し、 を行ってい

ます。最 は、 腔鏡下 が を えています。 細胞 で
は 臓 体が 性的に 症を っている とがよくあるため、
に 臓の力（ 予 能）を して治療にあたっています。すなわ
ち、 細胞 の治療は消化器外科だけでなく消化器内科や放射線
科とともに病院としての総合力が重要です。

頭部 、 管 、 指 乳頭部 に対し、 全 温存 頭
指 術を実 しています。とくに は予後不良な ですが、

の外科治療は化学療法により大きく わりつつあります。術
化学療法を めた集学的治療が重要な疾患です。化学療法と外科
治療の 合に えて、化学療法に した に対する ン ー

ョン手術にも消化器内科と合同で取り組んでいます。また 体へ
の侵襲を低下させるために 腔鏡下 体 部 術も 行してい
ます。

その他、 腔鏡下 術、 性 に対する 管 合
術（ 手術、F 手術など）、重 急性 に対するドレ

ー 術なども行います。
院は日本 外科学 高度 能医 設に 定されてお

り、 域においても特に 性の高い高難度手術を中心に
行っています。 域の手術は合 症発生率が高い とが特
徴ですが、病院の総合力が大 である とがわかってきました。手
術後の病 管理能力が不 している 設で手術する とは命にか
かわる です。 院は、消化器外科だけでなく各科の「24
体制」に基 く病院全体の総合力で、速やかに対 できる とが特
徴の一つとなっています。

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

手術 （内、 腔鏡下 2６ ）

（内、ロボット支援下
腔鏡下 ）

大 手術

症性 疾患手術 （内、鏡視下 ）

（内、 腔鏡下 ）

手術 （内、ロボット支援下 ６ 、
腔鏡下 1 ）

診療科 イト

概要・特色

乳腺・小児・一般外科 科長

石 川  原

診療内容

各臓器 に 医が担 し、きめ細かい診療を心 けています。

科は、乳腺外科・小児外科・一般外科の診療を行っています。

対部

乳腺外科部

小児外科部

一般外科部

乳腺疾患の診療を行っています。

から15 までのほ す ての小児

外科疾患の診療を行っています。

ヘルニアの診療を行っています。

【乳腺外科】
乳がんについては、手術・薬 療法・放射線治療を組 合わ

せた集学的治療を行っています。形成外科、放射線科、病理診

断科、臨床遺伝相談 、化学療法室などと連携し、 職 によ

る ーム体 で患者さんを支援していきます。

乳がんに対する 術は年 約100 を行っています。乳が

んの手術は、乳 部分 術（温存術）、乳 全 術（全

術）に大 されますが、高性能の乳 イ ックM Iにより、

がんの取り しのない術 を提案しています。乳 全 術で

は、一次（乳がん手術と同 ）・ 次（乳がん手術と の

期） わ 各 術が保 診療で 能です。セン ネルリン

生検では放射線 くがなく、同定率の高い 光法 を

用しています。また、乳 部分 術では、 院後 に

わたって放射線治療を行いますが、お くの総合病院の放射線

科で受ける とも 能です。通院の 担を するように

しています。

化学療法（ がん剤治療）では、術後だけでなく術 化学療

法も 的に行い、乳 温存率の向上と術後 発率の低下を

っています。進行 発乳がんに対しての内分泌療法、化学療

法、分子 的治療等については ビ ン に基 いた治療を

しておりますが、最 的な 定においては、患者さんの

「 分らしく生きる」を 重しております（   

）。

そのほか、若年の乳がん患者さんの妊よう

性温存（妊 するための力を しておく 置

など）や、妊 中の乳がん治療にも対 して

おります。

性腫瘍外来（乳がん）を開設していま

す。対 の患者さんには遺伝性乳がん が

ん症 の遺伝子検査をご案内し、保 となったうえでご

の方には、予 的乳 ・ 術を行います。また、予

的 管 術を乳がん手術と同 に行う ともあります。

乳腺良性腫瘍では、 しい乳 とその機能を すための手術

手 に努めています。

【小児外科】
科では小児外科 医がす ての診療を担 し、脳神経

外科・整形外科・心臓血管外科 域を く、16 の小児

の外科的疾患を受け入れ、年 約130 150 の手術を行っ

ています。

小児外科で最も い疾患である ヘルニア（ ）や、

・精 水腫、 ヘルニア（で そ）、 精 などにつ

いては、一 日での手術を行っています。特に ヘルニ

アに対しては、 部小 開で行う 来法に え、 腔鏡下

ヘルニア 術（ C法）を導入しています。 腔内か

ら 察する とで、対 のヘルニアの 無を し、予 的

に対 の手術を行う とが 能です。また、重症便 や

周 瘍や ・ 核など、治療に難 する症 や、どの診

療科が診れ よいか分からない小児症 についても、ご相談

ください。

や などの 部救急疾患や、小児外科特 の

疾患、先 性 胞性疾患、消化管 形、小児腫瘍な

ど 広く治療しております。 性腫瘍については、小児腫瘍

科医を中心とした ーム医療を行っており、腫瘍 や治療

に 要な め込め 中心 脈カテーテルの 置は小児外科が

担 します。腫瘍 外にも、診断目的の各 生検（リン

・ ・腎など）や、重症心 害児に対する ・

設術なども行っています。

院は総合周産期母子医療セン ーに 定されています。

小児科・産 人科医 と に連携し診療を行っています。胎

児診断 については、 産 から 生後に 定される病状な

どを に させていただき、 しでも不安を し、

生後の治療も に進 よう心がけています。先 性疾患だ

けでなく、 ・ 低 生体重児、 産児の 、消化管

などに対する外科的治療も行っています。

手術を受ける子供たちの心 での成長・発 を 分に

し、ご にとっても 来る限り 担の ない診療を行

うように努めております。

HPのご紹介
【講座HP＞診療案内＞乳腺外科】

. . . 1

2002.

【講座HP＞診療案内＞小児外科】
. . . 1

2071.

【一般外科】
成人 部ヘルニアは、 のかからない手術を行ってい

るため、術後の の引きつれ がなく、 期 院が 能に

なっています。その他に、 ヘルニア、 （ くへ

きはん ん）ヘルニアなどに対する手術も行っています。
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消化器外科消化器外科

【がん遺伝子パネル検査】
がん遺伝子 ネル検査は、がんの遺伝子の を調 、その

後の治療に役 てる とを目的としています。
がん遺伝子 ネル検査により遺伝子 に基 いた治療につ

ながる割合はおよそ10 とされており、 して できる結
果ではありませんが、 れまでの検査ではわからなかった新し
い治療の発 につながる 能性があります。がん遺伝子 ネル
検査は された 設での 受けていただける検査です。滋賀
医科大学医学部附属病院は2023年度から全 に32 設しか

定されていないがんゲノム医療拠点病院になりました。

【家族性腫瘍関連遺伝子検査（リンチ症候群）について】
大 がんのなかに、遺伝性に発症するリン 症  

（ N CC、遺伝性非ポリポーシ 大 がん）と呼 れるもの
があります。リン 症 は大 がんだけでなく、その他のが
んを発症するリ クが高い とが られています。 院では、
検査の内 、結果を 来に役 てていただくための遺伝カ ン
セリン とともに、 性腫瘍関連遺伝子検査を導入しました。

細は 下のU をご ください。
(http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/feature/
 .
消化器がんでは、遺伝子に基 いた治療が今後の になり

つつあります。わたしたちも 的に関わっています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

わたしたち消化器外科医は外科治療が 要なす ての消化器疾患に対し、 トな治療を
提供できるように日々がん っています。どのような症 でも、 なくご紹介ください。

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

谷　眞至
ニ

教

病院長

消化器外科 科長

病 部長

手術部長

栄養治療部長

消化器外科、

外科

日本外科学 （ 定医・外科 医・指導医）
日本消化器外科学 （ 定医・ 医・指導医・消化器がん外科治療 定医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医・ 定教育医）
日本消化器病学 （ 定医・ 医・指導医）
日本 外科学 （ 外科高度 能指導医）
日本消化器内視鏡学 （ 医）
日本 臓学 （ 定指導医）
日本 学 （指導医）
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消化器外科消化器外科

【がん遺伝子パネル検査】
がん遺伝子 ネル検査は、がんの遺伝子の を調 、その

後の治療に役 てる とを目的としています。
がん遺伝子 ネル検査により遺伝子 に基 いた治療につ

ながる割合はおよそ10 とされており、 して できる結
果ではありませんが、 れまでの検査ではわからなかった新し
い治療の発 につながる 能性があります。がん遺伝子 ネル
検査は された 設での 受けていただける検査です。滋賀
医科大学医学部附属病院は2023年度から全 に32 設しか

定されていないがんゲノム医療拠点病院になりました。

【家族性腫瘍関連遺伝子検査（リンチ症候群）について】
大 がんのなかに、遺伝性に発症するリン 症  

（ N CC、遺伝性非ポリポーシ 大 がん）と呼 れるもの
があります。リン 症 は大 がんだけでなく、その他のが
んを発症するリ クが高い とが られています。 院では、
検査の内 、結果を 来に役 てていただくための遺伝カ ン
セリン とともに、 性腫瘍関連遺伝子検査を導入しました。

細は 下のU をご ください。
(http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/feature/
 .
消化器がんでは、遺伝子に基 いた治療が今後の になり

つつあります。わたしたちも 的に関わっています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

わたしたち消化器外科医は外科治療が 要なす ての消化器疾患に対し、 トな治療を
提供できるように日々がん っています。どのような症 でも、 なくご紹介ください。
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日本外科学 （ 定医・外科 医・指導医）
日本消化器外科学 （ 定医・ 医・指導医・消化器がん外科治療 定医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医・ 定教育医）
日本内視鏡外科学 （ 術 定医、消化器・一般外科）
日本 学 （ 科 定医）
日本ハイ ー ー ア学 （ 定医）

日本外科学 （外科 医）
日本 臓学 （ 定 臓 医）
日本消化器外科学 （ 医・消化器がん外科治療 定医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本 外科学 （高度 能 医）
日本 部救急医学 （ 部救急 定医）
日本麻酔科学 （ 医）
日本内視鏡外科学 （ 術 定医 臓）
日本 臓学 （ 定指導医）
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消化器外科

診療科 イト

概要・特色

消化器外科 科長

谷  眞 至

消化器外科は 部の疾患に対する手術治療を行っている診療科
です。上部消化管外科・下部消化管外科・ 外科の 部 によ
る 診療を行っています。最新の 準治療を基 に患者さん一人
一人に な治療方法を える とに 力しています。

また、消化器内科など他の診療科と に連携をとりながら、
の 医が を し合って、治療方針を めるようにしています。
さらに、消化器内科医・放射線科医およ 病理医との合同の検

も行っており、どの診療科を受診しても同 病 ・同 病 であ
れ 同 治療方針となるように 通しの良い病院内の連携を行っ
ています。

消化器外科が う疾患は、 がんや 域のがんなど、非
に 性度が高く、手術侵襲も高度な が 要な疾患から、

症やヘルニア、 など一般的な疾患まで、 にわたりま
す。消化器外科全員で、す ての患者さん・す ての疾患に対し、全
力で取り組んでいます。

診療内容
【食道疾患】

の外科的 は、 腔鏡や 腔鏡を利用した最新の低侵
襲手術を提供しています。 ビ ン に基 いた 治療を行い、

不能と えられた が 能になれ 、 ル ー 手術（救
手術）を 的に行っています。さらに、 を した に、通
は をロール状にした 管で の通り を 成（ ）しますが、
不 能な場合は結 を 用します。結 での は滋賀県内の他
の病院ではあまり行っていませんが、 たちは な経 と実 を

しています。その他、 下腫瘍、 発性 、 ア
カ シア、 ヘルニアなどの手術も行っています。
【胃十二指腸疾患】

の のうち約 を める 期 や 下腫瘍に対
しては、 腔鏡下 術を、進行 に対してはロボット支援手術
に取り組んでいます。 の入り り （ ）の がんが 年
えてきています。 は 全 が行われる とが かったですが、

たちは を温存する を 的に取り組んでおり、
良 な成 を ています。また進行 には、手術だけでなく がん
薬治療が重要です。予後向上を目指した集学的治療を行っています。
【病的肥満症】

果の なら 、 ボリック症 に対して、 な
果をもつ 腔鏡下 リー 状 を保 診療として行っていま

す。本治療は、内科・精神科・麻酔科・集中治療部など くの診療
科と、NSTや心理療法 、各 看護 からなる ームを 成し、

症治療の一環として行っています。
【大腸疾患】

初発の結 ・直 の約95%は 腔鏡下手術を行っています。
下部直 では、 約 温存手術である内 約 術・
結 合により、 めて に い腫瘍についても
を す手術が 能となっています。さらに からの鏡視下手術を

用する とで今まで 上に精度の高い手術を安全に行う とに
取り組んでいます。 たちは の手術方法により直 の 所 発
率を下げる とが 能と えています。高度進行大 、 や

発症 については、 がん薬や放射線治療と外科手術を 用す
る とで 治をめざした治療を行っています。
【炎症性腸疾患】

症性 疾患は日本では している疾患です。薬 療法が基
本ですが、手術が 要となる場合があります。 たちは消化器内科
と連携して 瘍性大 ・クローン病などの 症性疾患の手術を
行っています。 瘍性大 は大 をす て し、小 と を

合する手術が 要ですが、経 の い病院は ないのが 状
です。 たちは れまでの経 が で くのノ ハ を持ってい
ます。またクローン病は手術後の 発が い疾患であり、 狭窄を

特に紹介を受けたい疾患、症例

大 とくに直 や
がん 大 が 要な （ 管 ・ ）

管
・血管合 を う 術など、病院の総合力が

われる疾患はご紹介ください。

主な検査・医療設備など
腔鏡や ・ヴィン ロボット支援シ テムを用いた低侵

襲手術を行っています。また、がん遺伝子 ネル検査による
化治療を推進しています。

来しにくい 合法を導入しています。その他の良性疾患の手術も
な治療実 があります。

【肝、胆、膵疾患】
発性 、 性 などの 腫瘍に対し、 を行ってい

ます。最 は、 腔鏡下 が を えています。 細胞 で
は 臓 体が 性的に 症を っている とがよくあるため、
に 臓の力（ 予 能）を して治療にあたっています。すなわ
ち、 細胞 の治療は消化器外科だけでなく消化器内科や放射線
科とともに病院としての総合力が重要です。

頭部 、 管 、 指 乳頭部 に対し、 全 温存 頭
指 術を実 しています。とくに は予後不良な ですが、

の外科治療は化学療法により大きく わりつつあります。術
化学療法を めた集学的治療が重要な疾患です。化学療法と外科
治療の 合に えて、化学療法に した に対する ン ー

ョン手術にも消化器内科と合同で取り組んでいます。また 体へ
の侵襲を低下させるために 腔鏡下 体 部 術も 行してい
ます。

その他、 腔鏡下 術、 性 に対する 管 合
術（ 手術、F 手術など）、重 急性 に対するドレ

ー 術なども行います。
院は日本 外科学 高度 能医 設に 定されてお

り、 域においても特に 性の高い高難度手術を中心に
行っています。 域の手術は合 症発生率が高い とが特
徴ですが、病院の総合力が大 である とがわかってきました。手
術後の病 管理能力が不 している 設で手術する とは命にか
かわる です。 院は、消化器外科だけでなく各科の「24
体制」に基 く病院全体の総合力で、速やかに対 できる とが特
徴の一つとなっています。

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

手術 （内、 腔鏡下 2６ ）

（内、ロボット支援下
腔鏡下 ）

大 手術

症性 疾患手術 （内、鏡視下 ）

（内、 腔鏡下 ）

手術 （内、ロボット支援下 ６ 、
腔鏡下 1 ）

診療科 イト

概要・特色

乳腺・小児・一般外科 科長

石 川  原

診療内容

各臓器 に 医が担 し、きめ細かい診療を心 けています。

科は、乳腺外科・小児外科・一般外科の診療を行っています。

対部

乳腺外科部

小児外科部

一般外科部

乳腺疾患の診療を行っています。

から15 までのほ す ての小児

外科疾患の診療を行っています。

ヘルニアの診療を行っています。

【乳腺外科】
乳がんについては、手術・薬 療法・放射線治療を組 合わ

せた集学的治療を行っています。形成外科、放射線科、病理診

断科、臨床遺伝相談 、化学療法室などと連携し、 職 によ

る ーム体 で患者さんを支援していきます。

乳がんに対する 術は年 約100 を行っています。乳が

んの手術は、乳 部分 術（温存術）、乳 全 術（全

術）に大 されますが、高性能の乳 イ ックM Iにより、

がんの取り しのない術 を提案しています。乳 全 術で

は、一次（乳がん手術と同 ）・ 次（乳がん手術と の

期） わ 各 術が保 診療で 能です。セン ネルリン

生検では放射線 くがなく、同定率の高い 光法 を

用しています。また、乳 部分 術では、 院後 に

わたって放射線治療を行いますが、お くの総合病院の放射線

科で受ける とも 能です。通院の 担を するように

しています。

化学療法（ がん剤治療）では、術後だけでなく術 化学療

法も 的に行い、乳 温存率の向上と術後 発率の低下を

っています。進行 発乳がんに対しての内分泌療法、化学療

法、分子 的治療等については ビ ン に基 いた治療を

しておりますが、最 的な 定においては、患者さんの

「 分らしく生きる」を 重しております（   

）。

そのほか、若年の乳がん患者さんの妊よう

性温存（妊 するための力を しておく 置

など）や、妊 中の乳がん治療にも対 して

おります。

性腫瘍外来（乳がん）を開設していま

す。対 の患者さんには遺伝性乳がん が

ん症 の遺伝子検査をご案内し、保 となったうえでご

の方には、予 的乳 ・ 術を行います。また、予

的 管 術を乳がん手術と同 に行う ともあります。

乳腺良性腫瘍では、 しい乳 とその機能を すための手術

手 に努めています。

【小児外科】
科では小児外科 医がす ての診療を担 し、脳神経

外科・整形外科・心臓血管外科 域を く、16 の小児

の外科的疾患を受け入れ、年 約130 150 の手術を行っ

ています。

小児外科で最も い疾患である ヘルニア（ ）や、

・精 水腫、 ヘルニア（で そ）、 精 などにつ

いては、一 日での手術を行っています。特に ヘルニ

アに対しては、 部小 開で行う 来法に え、 腔鏡下

ヘルニア 術（ C法）を導入しています。 腔内か

ら 察する とで、対 のヘルニアの 無を し、予 的

に対 の手術を行う とが 能です。また、重症便 や

周 瘍や ・ 核など、治療に難 する症 や、どの診

療科が診れ よいか分からない小児症 についても、ご相談

ください。

や などの 部救急疾患や、小児外科特 の

疾患、先 性 胞性疾患、消化管 形、小児腫瘍な

ど 広く治療しております。 性腫瘍については、小児腫瘍

科医を中心とした ーム医療を行っており、腫瘍 や治療

に 要な め込め 中心 脈カテーテルの 置は小児外科が

担 します。腫瘍 外にも、診断目的の各 生検（リン

・ ・腎など）や、重症心 害児に対する ・

設術なども行っています。

院は総合周産期母子医療セン ーに 定されています。

小児科・産 人科医 と に連携し診療を行っています。胎

児診断 については、 産 から 生後に 定される病状な

どを に させていただき、 しでも不安を し、

生後の治療も に進 よう心がけています。先 性疾患だ

けでなく、 ・ 低 生体重児、 産児の 、消化管

などに対する外科的治療も行っています。

手術を受ける子供たちの心 での成長・発 を 分に

し、ご にとっても 来る限り 担の ない診療を行

うように努めております。

HPのご紹介
【講座HP＞診療案内＞乳腺外科】

. . . 1

2002.

【講座HP＞診療案内＞小児外科】
. . . 1

2071.

【一般外科】
成人 部ヘルニアは、 のかからない手術を行ってい

るため、術後の の引きつれ がなく、 期 院が 能に

なっています。その他に、 ヘルニア、 （ くへ

きはん ん）ヘルニアなどに対する手術も行っています。
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乳腺・小児・一般外科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

河合　由紀
カワイ ユ

非 勤 （診療） 乳腺・一般外科

坂井　幸子
カイ

教
乳腺・小児・一般外科 病 医長
乳腺・小児・一般外科 外来医長
乳腺・小児・一般外科 教育医長

小児外科

日本外科学 （外科 医）
日本小児外科学 （小児外科指導医・ 医）
日本周産期・新生児医学 （ 定外科医）
小児 性特定疾病（指定医）

北村　美奈
ム

非 勤 （診療） 乳腺・一般外科

日本外科学 （外科 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本乳 学 乳腺 医・ 定医）

ン フィ検診制度管理中 員 （ ン フィー検診 定医）

冨田　香
ト カオリ

教

乳腺・小児・一般外科 外来 医長

乳腺・小児・一般外科 病 医長

乳腺・一般外科

日本外科学 （外科 医）
日本乳 学 乳腺 医・ 定医）

ン フィ検診制度管理中 員 （ ン フィー検診 定医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

久保田 良浩
クボ シ ロ

非 勤 （診療） 小児外科

日本外科学 （外科 医・指導医）
日本小児外科学 （ 医・指導医）
日本小児血液・がん学 （小児がん 定外科医）

 辰巳　征浩
ロ

 医員（病院 教）  乳腺 一般外科 日本 医機構（外科 医）

森　毅
リ シ

非 勤 （診療） 乳腺・一般外科
日本外科学 （外科 医・指導医）
日本乳 学 乳腺 医・指導医）

ン フィ検診制度管理中 員 （ ン フィー検診 定医）

日本外科学 （ 定医・外科 医）
日本乳 学 （ 定医・乳腺 医・指導医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

ン フィ検診制度管理中 員 （ ン フィー検診 定医）
日本臨床腫瘍学 （がん薬 療法 医・指導医）
日本遺伝性腫瘍学 （遺伝性腫瘍 医）

梅田　朋子
ト 教

（地域医療教育研究拠点）

日本外科学 （ 定医・外科 医） 
日本消化器外科学 （ 医・指導医・消化器がん外科治療 定医）
日本乳 学 （ 定医・乳腺 医・指導医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

ン フィ検診制度管理中 員 （ ン フィー検診 定医）

特に紹介を受けたい疾患、症例
乳腺外科 乳 、乳腺疾患

小児外科 小児 ヘルニア、 水腫、 ヘルニア、 精

、急性 症（ 、 など）、小児腫瘍、

新生児外科疾患

一般外科 成人 部ヘルニア、 ヘルニア、 ヘル

ニア

主な検査・医療設備など
【超音波検査】

乳腺 検査は、 科外来で年 500 に んでいま

す。腫瘍の ー下 による検査（ ン トーム生検） 

などを行っています。

【家族性腫瘍関連遺伝子検査（乳がん・卵巣がん）】
乳がん・ がんには遺伝性のものがあります。

院では、検査の内 や検査結果をよく理 し、 来に役

てていただくための遺伝カ ンセリン とともに、 性

腫瘍関連遺伝子検査を導入しました。

しくは 下のU をご ください。

https://www.shiga-med.ac.jp/

hospital/doc/feature/hboc.html?

80 339 7011 2 07 0 3

診療実績（2023年度）

手術・検査・治療法等

化学療法 （内 を く）

乳がん手術

セン ネルリン 生検

同 乳

乳 良性腫瘍手術

腫瘍関連遺伝子検査 （保 診療内）

小児外科年 総手術

小児ヘルニア 治術・精 定術

新生児手術

性疾患関連手術
（ 込 カテーテル 入を ）

６

14

6

34

144

69

3

16

乳腺・一般外科

石川 原
イシカワ ハ

（消化器外科）

乳腺・小児・一般外科 科長

日本外科学 （ 医・指導医） 
日本消化器外科学 （ 医・指導医） 
日本消化器病学 （ 医） 
日本 外科学 （高度 能 医） 
日本 臓学 （ 医） 
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

外科

診療科 イト

概要・特色

心臓血管外科 科長

鈴木　友彰

診療内容

動下 動脈 イ 術を行っています。人工心 を 用する

手術よりも、術後の回 が く、入院期 が できます。

【僧帽弁閉鎖不全症】
弁手術には、人工弁 と弁形成術があります。特に、

弁 不全症に対しては、 弁を温存できる弁形成術を

一 としており、長期的に ても生命予後を し、合

症発生も える とができます。 存疾患さえなけれ 、内

が不要となるため、患者さんの （生活の質）も向上させる

とができます。
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ご高 のため体力が低下した方や、 存疾患のため開 手術

のリ クが非 に高い患者さんに対しては、経カテーテル大動
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や急性心 に対して、 動脈 イ

術を行っています。 れは、患者さん
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診療内容

工 ）を用いた を行っています。乳腺外科としっかりと

連携をとり、患者さんに トの治療法を提供します。

【リンパ浮腫】
乳がんや子 がん 後に発症し、 性的に や手が く

とで日 生活に支 を来たす難治性の病 です。リン 腫

外来と連携し、保存的治療に えて、 イクロ ー ャリーの

術を し、 脈と れの くなったリン 管を 合する手

術（リン 管細 脈 合術）を 的に行う とで症状の

を っています。本手術は1 に たない管腔どうしを 合

する 術を要する 細な手術であり、全ての形成外科 設が対

している ではありません。

【醜状変形に対する治療】
治 したあとの が目 ったり、 形したり、 きつった

りすると 生活に支 をきたす とがあります。 科では

、 性 、ケロイドなどにより生 た機能的、整

的な に対し、きれいな 合により、 させる治療を提供

しています。

【皮膚皮下腫瘍、軟部腫瘍】
良性皮膚・皮下腫瘍（ほく 、 性 化症、 など）、

性皮膚腫瘍、 部腫瘍（ 腫など）に対して な を

行い、かつ整 を した手術を行っています。

【あざに対するレーザー治療】
血管腫、 所性 、 田母 、外 性色 などは、

レー ー治療により色調を くしていていく とが 能です。

生まれたての ち んから高 の方まで治療対 となる年 層

は 広いですが、 期に治療を開始した方がよい場合もありま

すので、あざが になれ お めに受診してください。

院では 生 働 より されたレー ー治療機器（

イッ ルビーレー ー・Vビーム）を し、安全なレー ー治

療を心がけています。

【診療方針】
先 性（生まれつき）、外 （けが）、腫瘍などで生 た

「機能」や「 た目」の により、 を ている患者

さんは なくありません。形成外科では、機能的・整 的に

まれている方々が しでも で 生活を とがで

きるように、 度の高い医療を目指します。 や手 な

ど、人目につく部 を う とが いため、 術を取り

入れたきめ細やかな治療を提供します。

【対象疾患】
眼 形成（眼 下 ・ 内 ）、 ・手 外 （ ・

神経麻 ）、先 （ ・手 ・体 ）、皮膚 瘍、乳

、皮膚皮下 部腫瘍、

【先天性疾患】
手 の先 は 科で 的に取り組んでいる分野の一つ

です。特に 指症に対しては整 を重視した の治療を行

なっています。 口 も 的 度の高い疾患であり、乳

児期から学 期にかけて 回の手術を 要としますが、 科

では全ての 期の手術に対 しています。また、小耳症・

耳・ 耳などの耳介 形や ヘルニア、大 といった体

の先 に対しては、外 機能の を行っていま

す。

【眼瞼下垂・睫毛内反】
眼 下 は、上眼 が より れ下がり、 が にくくな

る疾患です。 ・ハード ン クトが となる ともあれ

、生まれつきの場合もあります。症状に た手術方法を

します。 くは 所麻酔で手術 能です。

・眼 内 （逆まつげ）に対しては、 を外 させる

とにより、 による眼 への を させます。

【顔面、手足外傷・顔面神経麻痺】
・手 の外 により や神経麻 が生 る とがあり

ます。 な 期に手術を 行しなけれ 、 続的な 形を

す とがあります。 科では初期治療の なら 、 の外

により生 た 形に対しても、 り術、神経 行などの

術を行なっています。 小血管 合（ イクロ ー ャリー）

を としており、 断指の 接 や指の も行っていま

す。

神経麻 に対しても、 、眼 、口 などの 形に対

し形成術を行なっています。 により動きを する

とも 能です。 れらは の と呼 れています。

【乳房再建】
乳がんにより乳 を受けた方に、乳 の を行って

います。 組 による と、シリ ンイン ント（人

特に紹介を受けたい疾患、症例
先 性疾患（ 指症、手 の 指・合指症、 口 、耳

介 形、 ヘルニア）

眼 下 、 内

・手 外

形、 神経麻

乳がん 後、頭頸部がん 後の組

リン 腫

主な検査・医療設備など
超音波診断装置（ARITTA750LE:HITACHI）

最新 の高性能な 診断 置を導入し、 組

術などの に 要な 細な血管の が 能となりました。

脂肪吸引・注入機器（Tulip®）
吸引、 が 能となりました。

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

荒田　順
ア ン 特 教

形成外科 科長

教育医長

外科、小児形成

（ ・手 ）

眼 形成、乳 、

手外科、

イクロ ー ャリー、

レー ー、 外科

日本形成外科学 （形成外科 医・小児形成外科分野指導医・

イクロ ー ャリー分野指導医・レー ー分野指導医、 員）

日本 外科学 （ 医）

日本手外科学 （ 医、 員）

日本頭 外科学 （ 医）

日本乳 オン ティック ー ャリー学 （乳 用

ン ー・イン ント責 医 ）

日本 ポー 協 ポー ドク ー

生 働 （臨床研 指導医）

岡野　純子
オカノ ン

病院 教 形成外科一般

日本形成外科学 （形成外科 医、小児形成外科分野指導医、

・ イクロ ー ャリー分野指導医、 員）

日本 外科学 （ 医）

日本 生医療学 （ 生医療 定医）

日本乳 オン ティック ー ャリー学 （責 医 ）

生 働 （臨床研 指導医）

荻野　秀一
オギノ シ イ

教 外科（乳 、頭頸部）

日本形成外科学 （形成外科 医、皮膚腫瘍外科分野指導医、

・ イクロ ー ャリー分野指導医）

日本 外科学 （ 医）

日本乳 オン ティック ー ャリー学 （責 医 ）

生 働 （臨床研 指導医）

荒川　篤宏
ア カワ ア ロ 特 教

形成外科 病 医長

眼 形成、眼 下

山下　輝世
シ テル 特 教

形成外科 外来医長

頭 部 ・ イクロ ー

ャリー、リン 腫

日本形成外科学 （形成外科 医、 域指導医、レー ー分野指

導医、皮膚腫瘍外科分野指導医）

日本 外科学 （ 医）

日本乳 オン ティック ー ャリー学 （責 医 ）

生 働 （臨床研 指導医）

日本形成外科学 （形成外科 医）

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

乳がん 後の乳

（ 組 シリ ン ）

口 ・ 合指（ ）症

眼 下

性腫瘍後の （乳 く）

リン 腫（リン 管細 脈 合）

・ケロイドに対する手術

10

92

48

29

14

50

地域に対する取り組み、最近の話題など

30

乳がんのイン ントによる乳 が 開され、 、人

工 およ 組 での が 能です。

形成外科学 導となる 外科治療が発展しており、形成

外科疾患においても眼 、鼻を中心に を した治療が進

しており、 科でも取り組んでいます。

滋賀医科大学医学部附属病院形成外科は2022年 日よ

り科長が し、 イクロ ー ャリーの 術を した高度

な治療が 能となり、 断指 接 を 組 ・ 接 術

を行っています。今まで 上に地域連携を大 にしていきなが

ら、滋賀県の医療の発展に貢献していきたいと います。

2023年4 より、 あざ、 あざ、し （ ）などの色

病 に対するレー ー治療を開始しております。
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日本形成外科学 （形成外科 医、皮膚腫瘍外科分野指導医、

・ イクロ ー ャリー分野指導医）

日本 外科学 （ 医）

日本乳 オン ティック ー ャリー学 （責 医 ）

生 働 （臨床研 指導医）

荒川　篤宏
ア カワ ア ロ 特 教

形成外科 病 医長

眼 形成、眼 下

山下　輝世
シ テル 特 教

形成外科 外来医長

頭 部 ・ イクロ ー

ャリー、リン 腫

日本形成外科学 （形成外科 医、 域指導医、レー ー分野指

導医、皮膚腫瘍外科分野指導医）

日本 外科学 （ 医）

日本乳 オン ティック ー ャリー学 （責 医 ）

生 働 （臨床研 指導医）

日本形成外科学 （形成外科 医）

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

乳がん 後の乳

（ 組 シリ ン ）

口 ・ 合指（ ）症

眼 下

性腫瘍後の （乳 く）

リン 腫（リン 管細 脈 合）

・ケロイドに対する手術

10

92

48

29

14

50

地域に対する取り組み、最近の話題など

30

乳がんのイン ントによる乳 が 開され、 、人

工 およ 組 での が 能です。

形成外科学 導となる 外科治療が発展しており、形成

外科疾患においても眼 、鼻を中心に を した治療が進

しており、 科でも取り組んでいます。

滋賀医科大学医学部附属病院形成外科は2022年 日よ

り科長が し、 イクロ ー ャリーの 術を した高度

な治療が 能となり、 断指 接 を 組 ・ 接 術

を行っています。今まで 上に地域連携を大 にしていきなが

ら、滋賀県の医療の発展に貢献していきたいと います。

2023年4 より、 あざ、 あざ、し （ ）などの色

病 に対するレー ー治療を開始しております。
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乳腺・小児・一般外科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

河合　由紀
カワイ ユ

非 勤 （診療） 乳腺・一般外科

坂井　幸子
カイ

教
乳腺・小児・一般外科 病 医長
乳腺・小児・一般外科 外来医長
乳腺・小児・一般外科 教育医長

小児外科

日本外科学 （外科 医）
日本小児外科学 （小児外科指導医・ 医）
日本周産期・新生児医学 （ 定外科医）
小児 性特定疾病（指定医）

北村　美奈
ム

非 勤 （診療） 乳腺・一般外科

日本外科学 （外科 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本乳 学 乳腺 医・ 定医）

ン フィ検診制度管理中 員 （ ン フィー検診 定医）

冨田　香
ト カオリ

教

乳腺・小児・一般外科 外来 医長

乳腺・小児・一般外科 病 医長

乳腺・一般外科

日本外科学 （外科 医）
日本乳 学 乳腺 医・ 定医）

ン フィ検診制度管理中 員 （ ン フィー検診 定医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

久保田 良浩
クボ シ ロ

非 勤 （診療） 小児外科

日本外科学 （外科 医・指導医）
日本小児外科学 （ 医・指導医）
日本小児血液・がん学 （小児がん 定外科医）

 辰巳　征浩
ロ

 医員（病院 教）  乳腺 一般外科 日本 医機構（外科 医）

森　毅
リ シ

非 勤 （診療） 乳腺・一般外科
日本外科学 （外科 医・指導医）
日本乳 学 乳腺 医・指導医）

ン フィ検診制度管理中 員 （ ン フィー検診 定医）

日本外科学 （ 定医・外科 医）
日本乳 学 （ 定医・乳腺 医・指導医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

ン フィ検診制度管理中 員 （ ン フィー検診 定医）
日本臨床腫瘍学 （がん薬 療法 医・指導医）
日本遺伝性腫瘍学 （遺伝性腫瘍 医）

梅田　朋子
ト 教

（地域医療教育研究拠点）

日本外科学 （ 定医・外科 医） 
日本消化器外科学 （ 医・指導医・消化器がん外科治療 定医）
日本乳 学 （ 定医・乳腺 医・指導医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

ン フィ検診制度管理中 員 （ ン フィー検診 定医）

特に紹介を受けたい疾患、症例
乳腺外科 乳 、乳腺疾患

小児外科 小児 ヘルニア、 水腫、 ヘルニア、 精

、急性 症（ 、 など）、小児腫瘍、

新生児外科疾患

一般外科 成人 部ヘルニア、 ヘルニア、 ヘル

ニア

主な検査・医療設備など
【超音波検査】

乳腺 検査は、 科外来で年 500 に んでいま

す。腫瘍の ー下 による検査（ ン トーム生検） 

などを行っています。

【家族性腫瘍関連遺伝子検査（乳がん・卵巣がん）】
乳がん・ がんには遺伝性のものがあります。

院では、検査の内 や検査結果をよく理 し、 来に役

てていただくための遺伝カ ンセリン とともに、 性

腫瘍関連遺伝子検査を導入しました。

しくは 下のU をご ください。

https://www.shiga-med.ac.jp/

hospital/doc/feature/hboc.html?

80 339 7011 2 07 0 3

診療実績（2023年度）

手術・検査・治療法等

化学療法 （内 を く）

乳がん手術

セン ネルリン 生検

同 乳

乳 良性腫瘍手術

腫瘍関連遺伝子検査 （保 診療内）

小児外科年 総手術

小児ヘルニア 治術・精 定術

新生児手術

性疾患関連手術
（ 込 カテーテル 入を ）

６

14

6

34

144

69

3

16

乳腺・一般外科

石川 原
イシカワ ハ

（消化器外科）

乳腺・小児・一般外科 科長

日本外科学 （ 医・指導医） 
日本消化器外科学 （ 医・指導医） 
日本消化器病学 （ 医） 
日本 外科学 （高度 能 医） 
日本 臓学 （ 医） 
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

外科

診療科 イト

概要・特色

心臓血管外科 科長

鈴木　友彰

診療内容

動下 動脈 イ 術を行っています。人工心 を 用する

手術よりも、術後の回 が く、入院期 が できます。

【僧帽弁閉鎖不全症】
弁手術には、人工弁 と弁形成術があります。特に、

弁 不全症に対しては、 弁を温存できる弁形成術を

一 としており、長期的に ても生命予後を し、合

症発生も える とができます。 存疾患さえなけれ 、内

が不要となるため、患者さんの （生活の質）も向上させる

とができます。

【大動脈弁狭窄症に対する人工弁置換、
　経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）】

高 となり、 向にあるのが大動脈弁狭窄症です。

科では、 来の大動脈弁置換術を 一 として、良 な成

を してきました。

ご高 のため体力が低下した方や、 存疾患のため開 手術

のリ クが非 に高い患者さんに対しては、経カテーテル大動

脈弁置換術（TAVI）も できます。治療は、循環器内科と

協力し、ハイ リッド手術室で行います。

【低侵襲心臓手術（MICS）】
小開 （6 8 度）による低侵襲心臓手術（MICS）

も行っています。通 の 中 開に 、術後の上 の

動制限が なく、回 が く、 期 院、 期 など、

患者さんの 担 が期待できます。日本では MICS（日本

低侵襲心臓手術学 ）という学 が ち上がっており、安全性

や 性などが検 され、 されたものとして保 定もさ

れています。

MICSで行える症 は、 の 弁手術や大動脈弁手術、

心 中 （AS ）、 動脈 イ 術などですが、患者さ

んの やリ クに て臨機 に対 いたします。 科の

心臓手術は安全 一を心がけております。MICS手術を さ

れる方は にご相談いただけれ と えます。

【緊急手術対応】
急性大動脈 、大動脈 、急性心 などは 発

症し、 分で生命を とす 能性のある 急疾患です。 高

となり、その発症 度も しています。

一 も く手術をする とが救命に重要であるため、 科で

は他院で診断された患者さんを救急で し、そのまま手術室

に 入する方法をとっています。

【大動脈疾患に対するステントグラフト内挿術】
テントといわれる 属 と フトといわれる人工血管

を組 合わせた イ を、 の け から 入し、大動脈内

に 置します。それにより、 内に直接血 がかからないよう

になり、 が予 できます。また、最 では大動脈 の

ントリー にも 用し、 腔の 期 に活用しています。

滋賀県の心臓血管外科診療をリードするとともに、地域医療

に した診療科として活動しています。循環器内科・麻酔

科・救急集中治療部などの診療科や、看護部・リハビリテー

ション部・臨床工学部などとも連携して、「ハート ーム」を

形成し、患者さんに質の高い医療を提供できるように努力して

います。

患者さんと病 を し、 な をもとに医療を提供し、

不安や から 放されるよう、「 （ま は患者

さんのために）」の精神で診療を行います。

心臓血管外科の場合、 急手術症 が一定の割合で発生し

ます。心臓血管外科を る 上、いかなる も患者さんを受

け入れる とが重要と えています。

特に 急を要する場合は、 下の ット インにご連 くだ

さい。24 365日、心臓血管外科 ッフが待機していま

す。

心臓血管外科 ット イン 077 548 3524

（心臓血管外科医 直通）

心臓血管外科 ール . . .

【虚血性心疾患】
動脈に狭窄や が生 、 れや を す、狭心症

や急性心 に対して、 動脈 イ

術を行っています。 れは、患者さん

ご の血管（内 動脈、 大 動脈、

下 の大 脈）を 用して、新しく

血液の通り （ イ ）を 成する手

術です。特に、 科では人工心 を 用

せ 、心臓を動かしたまま手術をする心
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心臓血管外科

特に紹介を受けたい疾患、症例
すべての成人心臓血管疾患を受け入れています。高齢や併存

疾患が多いため、紹介・受診をためらわれる方もおられるか

もしれませんが、まずは話だけでも構いませんので、紹介い

ただけましたら心臓血管外科専門医が対応いたします。

〈対象疾患〉
◦虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）

◦弁膜症（大動脈弁狭窄症、大動脈弁閉鎖不全症、僧帽弁閉

鎖不全症、三尖弁閉鎖不全症など）

◦胸部大動脈疾患（急性大動脈解離、胸部大動脈瘤など）

◦腹部大動脈瘤

◦弁膜症に伴う心房細動

◦心臓腫瘍

◦成人先天性心疾患（心房中隔欠損、心室中隔欠損など）

◦下肢閉塞性動脈硬化症

◦外傷などによる動脈損傷

◦そのほか、心臓血管に関するすべての疾患

診療実績（2023年1月～12月）

件数手術・検査・治療法等

4１１

６２

１３３

４９

１５９

５４

５７

８

７２

※同一症例内で重複あり

心臓胸部大動脈手術総数

冠動脈バイパス術

外科的大動脈弁置換術

外科的僧帽弁手術

胸部大動脈手術

弓部大動脈置換術

急性大動脈解離手術

ベントール手術

腹部大動脈瘤手術

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

髙島　範之
カシマ　ノリユキ

講師

心臓血管外科 副科長

心臓血管外科 医局長

心臓血管外科 病棟医長

心臓血管外科 教育医長

心臓血管外科 外来副医長

心臓血管外科全般

日本外科学会（外科専門医）

日本心臓血管外科学会（心臓血管外科専門医）

心臓血管外科専門医認定機構修練指導者

日本ステントグラフト実施基準管理委員会（腹部ステントグラフト指

導医・胸部ステントグラフト指導医）

下肢静脈瘤血管内焼灼術実施管理委員会（下肢静脈瘤血管内焼灼術指導医）

宮下　史寛
ミヤシ 　フミヒロ

助教

心臓血管外科 病棟副医長

心臓血管外科 外来医長

心臓血管外科全般

日本外科学会（外科専門医）

日本心臓血管外科学会（心臓血管外科専門医）

日本ステントグラフト実施基準管理委員会（腹部ステントグラフト指

導医・胸部ステントグラフト実施医）

下肢静脈瘤血管内焼灼術実施管理委員会（下肢静脈瘤血管内焼灼術指導医）

日本ステントグラフト実施基準管理委員会（腹部ステントグラフト実

施医・胸部ステントグラフト実施医）

鈴木　友彰
スズキ　トモアキ 教授

心臓血管外科 科長

心臓血管外科（心拍動下冠動

脈バイパス、僧帽弁再建、弁

置換、大動脈疾患）、末梢血

管外科（閉塞性動脈硬化症、

下肢静脈瘤）

三輪　駿太
シュン

助教 心臓血管外科全般

心臓血管外科全般

心臓血管外科全般

心臓血管外科全般

松林　優児
マツバヤシ　ユウジ

助教

島田 ゆうじ
ユウジ

特任助教

奥田 進太郎
オク  シン ロウ

助教

日本外科学会（外科専門医・外科指導医）

日本心臓血管外科学会（心臓血管外科専門医）

心臓血管外科専門医認定機構修練指導者

診療科ウェブサイト

概要・特色

整形外科　科長

今井　晋二

診療内容

を行っています。腫瘍摘出後には、顕微鏡手術技術を駆使し

た高度な技術を要する腫瘍摘出後再建術を実施しています。

その他、腕神経叢損傷の神経再建・機能再建、末梢神経障害

に対する小侵襲手術や機能再建などを手がけています。
救急医療の場では欠かせない骨折や脊髄損傷、QOL（生活の

質）の向上に伴い多様化しつづけるスポーツ障害、高齢化に伴

い増え続ける運動器障害。整形外科疾患の分野は拡大し続けて

います。「国民生活基礎調査の概況」でも、男女とも 痛・肩

こり・手足の関節痛などの四肢・体幹の整形外科関連の愁訴が

圧倒的に多く、整形外科領域の疾病の重要性が伺われます。

整形外科は、四肢、脊椎を含んだ運動器の広汎な範囲を包括

する診療科です。脊椎・脊髄疾患、リウマ 性疾患、末梢神経

障害、上肢の疾患、変形性関節症などの退行性関節疾患、ス

ポーツ外傷・障害、骨軟部腫瘍、骨折・脱臼などの外傷性疾患

の保存的および外科的治療を行う運動器の総合診療科です。

WHOは、21世紀の初頭を「骨・関節の10年」として骨・

関節疾患の予防・治療が全世界的に重要であると活動を展開し

ています。我が国でも高齢社会を迎えてQOLの向上に関心が寄

せられています。私たちの診療科では、診療においては患者さ

んの立場と心をよく理解し、一人でも多くの方の機能の回復が

得られるように努めております。

当科では、過去40年にわたる実績のあるリウマ 性疾患に

対する外科的治療（人工関節、滑膜切除、関節変形の矯正な

ど）の活動を温存しつつ、骨・軟骨移植術、関節鏡手術にもそ

の活動域を拡大しています。また、スポーツ外傷性疾患や関節

疾患、脊椎疾患などの増加による需要に対応するため、それぞ

れの分野に十分な技量を持った専門医を配置しています。

総手術件数では、令和５年（2023年）は878件にのぼりま

す。特に関節鏡手術、人工関節の手術数が多く、令和５年には

82件の関節鏡手術、229件の人工関節手術、13０件の脊椎外

科手術が実施されています。関節疾患、骨軟部腫瘍、脊椎疾患、

肩関節・スポーツ疾患が主な症例です。

【スポーツ傷害外来】
骨軟骨移植術（モザイク形成術）や鏡視下十字靭帯再建をは

じめ、関節鏡を用いた小侵襲治療を数多く手がけています。早

期のスポーツや社会復帰を可能にしています。

【関節外科外来】
変形性関節症を中心に患者さんに適した治療法（保存療

法・手術療法）の提供を行っています。関節鏡手術や人工関

節手術を主としています。

【リウマチ外来】
薬物療法において、生物学的製剤を含めた治療法の提供を

行っています。高度に破壊・変形した関節に対して、人工関

節を用いた再建を多く行っています。

【脊椎外来】
高度に変形した症例を始め、広範な脊椎疾患の手術療法を

手がけています。特に高度な技術を要する上位頸椎固定術は

本院で導入された３Dナビゲーションシステムでの手術を実現

しています。

【肩・肘関節外科外来】
板断裂や反復性脱臼に対する一般的な鏡視下手術をはじ

め、修復不可能な広範囲 板断裂には広背筋移行術や鏡視下

パッ 形成術、上方関節包形成術、リバース型人工肩関節置

換術を行っています。

【手外科・腫瘍再建外科外来】
腫瘍切除、化学療法、放射線療法など一連の腫瘍外科治療

特に紹介を受けたい疾患、症例
●スポーツ傷害（膝半月・靭帯損傷、投球肩）

●変形性関節症および関節軟骨損傷：軟骨移植や低侵襲人工関

節手術症例

●関節リウマ

●脊柱管狭窄症

●頚椎症、リウマ 性脊椎炎

●反復性肩関節脱臼、投球障害肩（SLAP障害）

●高度変形性肩関節症、広範囲肩 板断裂

診療実績（2023年）

件数・数値等手術・検査・治療法等

悪性骨軟部腫瘍手術

膝関節周囲骨切り手術

リバース型人工肩関節置換手術

ーツ型人工手関節置換手術

上位頚椎固定手術

側弯症手術
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従来治療が困難とされてきた関節軟骨損傷に対する軟骨移

植術（モザイク形成術）は、多くの症例を手がけております。

板がなくても肩拳上が可能なリバース人工関節置換術の認

可が平成25年４月に本邦で初めて下りた事は、人工肩関節を

要する患者さんにとって画期的なニュースでした。当院およ

び関連施設ではこの手術を導入しています。

変形性膝関節症に対しては、出血量も少なく、術後に深い

屈曲が可能な人工関節手術を行っています。その結果、術後

の痛みの軽減や早期のリハビリテーションが可能になってい

ます。

脊椎圧迫骨折後の高度変形や脊椎変形、側背を伴った高度

脊椎変形に対し、脊椎骨切りと脊椎インスツルメンテーショ

ンを併用した手術を行っています。また、ナビゲーション技

術を利用した脊椎手術を導入しています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

シマ

ミワ 日本ステントグラフト実施基準管理委員会（腹部ステントグラフト実施医）

下肢静脈瘤血管内焼灼術実施管理委員会（下肢静脈瘤血管内焼灼術実施医）

日本ステントグラフト実施基準管理委員会（腹部ステントグラフト実

施医・胸部ステントグラフト実施医）
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呼吸器外科

診療科 イト

概要・特色

呼吸器外科 科長

花 岡  淳

診療内容

【縦隔腫瘍】
腫瘍は良性から 性まで 々の腫瘍が まれており、手

術により診断およ 治療を行います。 的大きい腫瘍も

め、ほとんどの症 は鏡視下手術（ロボット支援下手術も

能）を行っています。 等が られる場合は、術 ・術後の

薬 療法や放射線治療を 用した開 下の 大 術にも取り

組んでいます。

【重症筋無力症】
脳神経内科と協力し、 があれ 腔鏡下 大 腺 術

（ロボット支援下手術も 能）を行っています。

【漏斗胸】
低侵襲かつ にも れたN 法を用いて の

を行っています。一般的には小児期の治療が基本ですが、一部

の成人 も工 を える とで対 しています。

その他の外科治療の がある 部疾患にも対 しておりま

す。治療についてお の方は、セカンドオピニオンも行って

おりますので、お にご相談ください。

滋賀医科大学医学部附属病院呼吸器外科では、 に呼吸に関

連する 、 管・ 管支に発生する疾患に対して外科手術を中

心とした治療を行っています。また、心臓・大血管・ を

く 腔内臓器（ 、 腺、神経など）や ・ も め

た 部疾患も取り っています。

生命を維持するために 要不 な「呼吸」という機能を行

う臓器に対する医療には、 な と 術が 要不

です。さらに、術後管理においても な ときめ細やかな

経 察が 要となります。 科では、 な経 と 術を

えた ッフと、関連各科との良 な関係により、最 ・最良

な医療をご提供します。

【肺癌】
は も 向にある 性腫瘍であり、 （ 治）

するために手術療法が 要な疾患です。 科では病状に て

準手術から 小・ 大手術に取り組んでおります。

期

ほ 全 で低侵襲な 腔鏡下手術（ロボット支援下手術・

手術も 能）を行っています。

小

機能の温存・ 治性を した 腔鏡下 域 術を

行っています。

進行

周術期に薬 放射線による

療法を 用し を行って

います。大血管など周 構

に がある場合、他科と協力

し 治性を高めた 大手術も

行っています。

病 を合 した 所進行

の 保を目的とした 性 性 管支鏡下での腫瘍

およ テント 置などの対症療法も 的に行っています。

【転移性肺腫瘍】
発 から または におよ 発症 まで対 してい

ます。鏡視下手術を に行っていますが、 の 率が高

まるように病状に合わせて手術術 を しています。

【悪性胸膜中皮腫】
診断症 には 生検による診断、手術 のある症 に

は外科 （ 全 術や 術）およ 術 ・術後の

薬 療法や放射線治療など、集学的治療を行っています。

【気胸／嚢胞性肺疾患】
若年者には、 発 目的に吸 性シートを 用した鏡視下

手術を行っています。また、 腫などの基 疾患のある 次

性 や高 者症 では、病状により手術の でなく

術あるいは 管支充 術などの保存的治療も行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
部 を指 され 部外科手術が 要な症 は の

と、 診断をは め診断 難症 や治療難 症 など、様々

な患者さんをご紹介ください。

に対する鏡視下手術（ロボット支援下手術・ 手

術）あるいは 大手術、 病 （狭窄・ 血・ など）に

対する 管支イン ー ンション、 に対する 手術な

どにも広く対 しています。また、他院からのセカンドオピニ

オンも 的に受け入れております。

主な検査・医療設備など
管支鏡検査 ・水 日

所麻酔下 腔鏡検査

所麻酔下生検（CT イド下生検）

基本的には入院で行っています。

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

呼吸器外科手術

発性 手術

145

59

胞性 疾患 7

腫瘍 20

10

55
9
13

腔鏡下 手術
うちロボット支援下 手術
うち 手術

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

大塩　恭彦
オオシオ

呼吸器外科 医 長

呼吸器外科 教育医長

花岡　淳
ハ オカ ン 病院教

呼吸器外科 科長

呼吸器外科一般

（ 手術など）

部外科一般（ 、

腫瘍、 胞性疾患、

腫瘍、 性 疾

患等々）

日本外科学 （外科指導医・外科 医・外科 定医）
日本 部外科学 （ 部外科指導医・ 部外科 定医）
日本呼吸器外科学 （呼吸器外科指導医・呼吸器外科 医・
腔鏡安全 術 定）
日本呼吸器学 （呼吸器 医）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡指導医・ 管支鏡 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

がんCT検診 定機構（ がんCT検診 定医 ）
日本結核・非結核性 菌症学 （結核 菌症 定医）
C    V  C  S （手術支援ロボット

 V  定 ）
生 働 （臨床研 指導医）

シ トリ ク 教

呼吸器外科 外来医長
呼吸器外科一般

日本外科学 （外科 医）
日本呼吸器外科学 （呼吸器外科 医）
TC （日本外 診療研究機構） AT C ー

日本外科学 （外科指導医・外科 医）
日本呼吸器外科学 （呼吸器外科 医・ 腔鏡安全 術 定）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡指導医・ 管支鏡 医）
C    V  C  S （手術支援ロボット

 V  定 ）
生 働 （臨床研 指導医）

片岡　瑛子
カ オカ

教 呼吸器外科一般

日本外科学 （外科指導医・外科 医）
日本呼吸器外科学 （呼吸器外科 医・ 腔鏡安全 術 定）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡指導医・ 管支鏡 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本内科学 （ 定内科医） 

生 働 （臨床研 指導医）

川口　庸
カワ 教

呼吸器外科 病 医長
呼吸器外科一般

日本外科学 （外科指導医・外科 医）
日本呼吸器外科学 （呼吸器外科 医）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡指導医・ 管支鏡 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
 生 働 （臨床研 指導医）

岡本　圭伍
オカ ト ケイ （学内）

呼吸器外科 病 医長
呼吸器外科一般

日本外科学 （外科 医）
日本呼吸器外科学 （呼吸器外科 医・ 腔鏡安全 術 定）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡指導医・ 管支鏡 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
C    V  C  S （手術支援ロボット

 V  定 ）
生 働 （臨床研 指導医）

科では 滋の くの病院に呼吸器外科医 を していま

す（ ）。お いに連携を にとり、患者さんに最 ・

最良の治療が提供できるようにしております。

地域に対する取り組み、最近の話題など 医療法人 光 医療セン ー 呼吸器外科

白鳥　琢也

滋賀医科大学呼吸器外科　手術症例推移
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医 田総合病院 呼吸器外科

滋賀医科大学医学部附属病院
呼吸器外科
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を行っています。一般的には小児期の治療が基本ですが、一部

の成人 も工 を える とで対 しています。

その他の外科治療の がある 部疾患にも対 しておりま

す。治療についてお の方は、セカンドオピニオンも行って

おりますので、お にご相談ください。
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連する 、 管・ 管支に発生する疾患に対して外科手術を中

心とした治療を行っています。また、心臓・大血管・ を

く 腔内臓器（ 、 腺、神経など）や ・ も め

た 部疾患も取り っています。

生命を維持するために 要不 な「呼吸」という機能を行

う臓器に対する医療には、 な と 術が 要不

です。さらに、術後管理においても な ときめ細やかな

経 察が 要となります。 科では、 な経 と 術を

えた ッフと、関連各科との良 な関係により、最 ・最良

な医療をご提供します。

【肺癌】
は も 向にある 性腫瘍であり、 （ 治）

するために手術療法が 要な疾患です。 科では病状に て

準手術から 小・ 大手術に取り組んでおります。

期
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手術も 能）を行っています。

小

機能の温存・ 治性を した 腔鏡下 域 術を
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進行

周術期に薬 放射線による

療法を 用し を行って
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に がある場合、他科と協力

し 治性を高めた 大手術も

行っています。

病 を合 した 所進行

の 保を目的とした 性 性 管支鏡下での腫瘍

およ テント 置などの対症療法も 的に行っています。
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発 から または におよ 発症 まで対 してい

ます。鏡視下手術を に行っていますが、 の 率が高

まるように病状に合わせて手術術 を しています。
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診断症 には 生検による診断、手術 のある症 に
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若年者には、 発 目的に吸 性シートを 用した鏡視下

手術を行っています。また、 腫などの基 疾患のある 次

性 や高 者症 では、病状により手術の でなく

術あるいは 管支充 術などの保存的治療も行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
部 を指 され 部外科手術が 要な症 は の

と、 診断をは め診断 難症 や治療難 症 など、様々
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に対する鏡視下手術（ロボット支援下手術・ 手
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どにも広く対 しています。また、他院からのセカンドオピニ
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管支鏡検査 ・水 日

所麻酔下 腔鏡検査

所麻酔下生検（CT イド下生検）

基本的には入院で行っています。
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腔鏡安全 術 定）
日本呼吸器学 （呼吸器 医）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡指導医・ 管支鏡 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

がんCT検診 定機構（ がんCT検診 定医 ）
日本結核・非結核性 菌症学 （結核 菌症 定医）
C    V  C  S （手術支援ロボット

 V  定 ）
生 働 （臨床研 指導医）

シ トリ ク 教

呼吸器外科 外来医長
呼吸器外科一般

日本外科学 （外科 医）
日本呼吸器外科学 （呼吸器外科 医）
TC （日本外 診療研究機構） AT C ー

日本外科学 （外科指導医・外科 医）
日本呼吸器外科学 （呼吸器外科 医・ 腔鏡安全 術 定）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡指導医・ 管支鏡 医）
C    V  C  S （手術支援ロボット

 V  定 ）
生 働 （臨床研 指導医）

片岡　瑛子
カ オカ

教 呼吸器外科一般

日本外科学 （外科指導医・外科 医）
日本呼吸器外科学 （呼吸器外科 医・ 腔鏡安全 術 定）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡指導医・ 管支鏡 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本内科学 （ 定内科医） 

生 働 （臨床研 指導医）

川口　庸
カワ 教

呼吸器外科 病 医長
呼吸器外科一般

日本外科学 （外科指導医・外科 医）
日本呼吸器外科学 （呼吸器外科 医）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡指導医・ 管支鏡 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
 生 働 （臨床研 指導医）

岡本　圭伍
オカ ト ケイ （学内）

呼吸器外科 病 医長
呼吸器外科一般

日本外科学 （外科 医）
日本呼吸器外科学 （呼吸器外科 医・ 腔鏡安全 術 定）
日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡指導医・ 管支鏡 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
C    V  C  S （手術支援ロボット

 V  定 ）
生 働 （臨床研 指導医）

科では 滋の くの病院に呼吸器外科医 を していま

す（ ）。お いに連携を にとり、患者さんに最 ・

最良の治療が提供できるようにしております。

地域に対する取り組み、最近の話題など 医療法人 光 医療セン ー 呼吸器外科

白鳥　琢也

滋賀医科大学呼吸器外科　手術症例推移
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発性 がん 性 腫瘍 胞性 疾患 腫瘍 呼吸器外科手術総

病院 呼吸器外科

病院
呼吸器外科

益 法人 ヴ ーリ 念病院
呼吸器外科

病院機構 病院
呼吸器外科

病院機構 医療セン ー
呼吸器外科

病院機構 医療セン ー
呼吸器外科

賀病院 呼吸器外科

医 田総合病院 呼吸器外科

滋賀医科大学医学部附属病院
呼吸器外科
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心臓血管外科

特に紹介を受けたい疾患、症例
す ての成人心臓血管疾患を受け入れています。高齢や併存

疾患が多いため、紹介・受診をためら れる方もおられるか

もしれま んが、ま は だけでも構いま んので、紹介い

ただけましたら心臓血管外科専門医が対応いたします。

〈対象疾患〉
血性心疾患（ 心症、心筋 ）

膜症（大動脈 症、大動脈 閉 不全症、 閉

不全症、 閉 不全症など）

部大動脈疾患（急性大動脈 、 部大動脈 など）

腹部大動脈

膜症に う心 細動

心臓腫瘍

成人先天性心疾患（心 中 欠 、心室中 欠 など）

閉 性動脈 症

外 などによる動脈

その か、心臓血管に関するす ての疾患

診療実績（2023年1月～12月）

件数手術・検査・治療法等

4１１

１

１

同 症例内で重複あり

心臓 部大動脈手術総数

動脈 イパス術

外科的大動脈 置 術

外科的 手術

部大動脈手術

部大動脈置 術

急性大動脈 手術

ベントール手術

腹部大動脈 手術

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

髙島　範之
カシマ　ノリユキ

講師

心臓血管外科 科長

心臓血管外科 医局長

心臓血管外科 病棟医長

心臓血管外科 教育医長

心臓血管外科 外来 医長

心臓血管外科全般

日本外科学会（外科専門医）

日本心臓血管外科学会（心臓血管外科専門医）

心臓血管外科専門医認定機構 指導者

日本ステントグラフト実施 管理 会（腹部ステントグラフト指

導医・ 部ステントグラフト指導医）

脈 血管内 術実施管理 会（ 脈 血管内 術指導医）

宮下　史寛
ミヤシ 　フミヒロ

助教

心臓血管外科 病棟 医長

心臓血管外科 外来医長

心臓血管外科全般

日本外科学会（外科専門医）

日本心臓血管外科学会（心臓血管外科専門医）

日本ステントグラフト実施 管理 会（腹部ステントグラフト指

導医・ 部ステントグラフト実施医）

脈 血管内 術実施管理 会（ 脈 血管内 術指導医）

日本ステントグラフト実施 管理 会（腹部ステントグラフト実

施医・ 部ステントグラフト実施医）

鈴木　友彰
スズキ　トモアキ 教授

心臓血管外科 科長

心臓血管外科（心 動 動

脈 イパス、 再 、

置 、大動脈疾患）、 血

管外科（閉 性動脈 症、

脈 ）

三輪　駿太
シ ン

助教 心臓血管外科全般

心臓血管外科全般

心臓血管外科全般

心臓血管外科全般

松林　優児
マ ヤシ　ユウ

助教

島田 ゆうじ
ユウ

特任助教

奥田 進太郎
オク  シン ロウ

助教

日本外科学会（外科専門医・外科指導医）

日本心臓血管外科学会（心臓血管外科専門医）

心臓血管外科専門医認定機構 指導者

診療科ウェブサイト

概要・特色

整形外科　科長

今井　晋二

診療内容

を行っています。腫瘍 出後には、 手術 術を 使し

た高 な 術を要する腫瘍 出後再 術を実施しています。

その他、 神経 の神経再 ・機 再 、 神経障害

に対する小 手術や機 再 などを手がけています。
急医療の では欠か ない骨 や 髄 、 （生 の

質）の向 に い多様 しつ けるスポー 障害、高齢 に

い 続ける 動器障害。整形外科疾患の分野は 大し続けて

います。 国 生 査の でも、 とも ・

こり・手 の関節 などの ・体幹の整形外科関連の が

的に多く、整形外科領域の疾病の重要性が れます。

整形外科は、 、 を んだ 動器の広 な を包括

する診療科です。 ・ 髄疾患、リウマ 性疾患、 神経

障害、 の疾患、変形性関節症などの 行性関節疾患、ス

ポー 外 ・障害、骨 部腫瘍、骨 ・ などの外 性疾患

の保存的およ 外科的治療を行う 動器の総合診療科です。

は、21 の初 を 骨・関節の10年 として骨・

関節疾患の予 ・治療が全 的に重要であると 動を 開し

ています。 が国でも高齢社会を て の向 に関心が

られています。 たちの診療科では、診療においては患者さ

んの立 と心をよく理 し、 人でも多くの方の機 の回 が

られるように めております。

当科では、 40年に たる実 のあるリウマ 性疾患に

対する外科的治療（人 関節、 膜切 、関節変形の な

ど）の 動を 存しつつ、骨・ 骨移植術、関節 手術にもそ

の 動域を 大しています。また、スポー 外 性疾患や関節

疾患、 疾患などの 加による 要に対応するため、それ

れの分野に 分な を持った専門医を配置しています。

総手術件数では、 年（2023年）は 7 件にの りま

す。特に関節 手術、人 関節の手術数が多く、 年には

2件の関節 手術、229件の人 関節手術、13 件の 外

科手術が実施されています。関節疾患、骨 部腫瘍、 疾患、

関節・スポー 疾患が主な症例です。

【スポーツ傷害外来】
骨 骨移植術（モ イク形成術）や 再 をは

じめ、関節 を用いた小 治療を数多く手がけています。

期のスポー や社会 を にしています。

【関節外科外来】
変形性関節症を中心に患者さんに適した治療法（保存療

法・手術療法）の提供を行っています。関節 手術や人 関

節手術を主としています。

【リウマチ外来】
物療法において、生物学的 剤を めた治療法の提供を

行っています。高 に ・変形した関節に対して、人 関

節を用いた再 を多く行っています。

【脊椎外来】
高 に変形した症例を始め、広 な 疾患の手術療法を

手がけています。特に高 な 術を要する 固定術は

本院で導入された ナビゲーシ ンシステムでの手術を実

しています。

【肩・肘関節外科外来】
板断 や 性 に対する 般的な 手術をはじ

め、 不 な広 板断 には広 筋移行術や

パッ 形成術、 方関節包形成術、リ ース型人 関節置

術を行っています。

【手外科・腫瘍再建外科外来】
腫瘍切 、 学療法、 療法など 連の腫瘍外科治療

特に紹介を受けたい疾患、症例
●スポー 害（ 月・ 、 ）

●変形性関節症およ 関節 骨 骨移植や低 人 関

節手術症例

●関節リウマ

● 管 症

● 症、リウマ 性 炎

● 性 関節 、 障害 （S P障害）

●高 変形性 関節症、広 板断

診療実績（2023年）

件数・数値等手術・検査・治療法等

悪性骨 部腫瘍手術

関節周 骨切り手術

リ ース型人 関節置 手術

固定手術

症手術

１

来治療が 難とされてきた関節 骨 に対する 骨移

植術（モ イク形成術）は、多くの症例を手がけております。

板がなくても が なリ ース人 関節置 術の認

が 成25年 月に本 で初めて りた は、人 関節を

要する患者さんにとって 期的なニ ースでした。当院およ

関連施設ではこの手術を導入しています。

変形性 関節症に対しては、出血 も少なく、術後に い

が な人 関節手術を行っています。その 、術後

の の 減や 期のリハビリテーシ ンが になってい

ます。

骨 後の高 変形や 変形、 を った高

変形に対し、 骨切りと インス ル ンテーシ

ンを併用した手術を行っています。また、ナビゲーシ ン

術を 用した 手術を導入しています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

シマ

ミワ 日本ステントグラフト実施 管理 会（腹部ステントグラフト実施医）

脈 血管内 術実施管理 会（ 脈 血管内 術実施医）

日本ステントグラフト実施 管理 会（腹部ステントグラフト実

施医・ 部ステントグラフト実施医）
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整形外科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

熊谷　康佑
ク イ ケ 特

整形外科 病 医長
関 外科、リ 性疾患

竹村　宜記
ケム シノリ

教
手の外科、 の外科、腫瘍、

神経疾患

今井　晋二
イ イ シン 教

整形外科 科長

関 外科（内視鏡手術
人工 関 置換術）、

害（ 症）、 神経
と 動器の 性疾患、 動
器・脳血管リハビリテーション

日本整形外科学 （整形外科 医）
日本リハビリテーション医学
（リハビリテーション科 医・指導医）

川崎　拓
カワ ク 病院教

（医 臨床教育セン ー）

動器リハビリ

リ 性疾患の治療

人工関 手術

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定 動器リハビリテーション医
・ 定 ポー 医・ 定リ 医）
日本リハビリテーション医学 （リハビリテーション科 医・指導医）
日本リ 学 （リ 指導医）
日本リ （ 医）日本 関 学 （ 関 鏡 術 定取 医）

児玉　成人
リ ト 教

（リハビリテーション科）

手の外科、 の外科、腫瘍、

神経疾患

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医・ 定 病医・
定 動器リハビリテーション医）  日本リ 学 （リ 医）

日本手外科学 （手外科 医）
日本リハビリテーション医学 （リハビリテーション科 医）
日本整形外科学 定 ・ 部腫瘍医
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

彌山　峰史
カフ

外科

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定 動器リハビリテーション医・
定 病医）  日本リ 学 （リ 指導医）

日本リハビリテーション医学 （リハビリテーション科 定臨床医）
日本 ポー 協 （ ポー ドク ー）
日本 病学 （ 外科指導医）

齋藤　英貴
イト

教 外科

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医・ 定 病医）
日本リ 学 （リ 医）
日本 ポー 協 （ ポー ドク ー）

生 働 （ 等 合 定医）
滋賀県 力向上対 本部（医 科学 ポート ッフ・ ポー ド
ク ー部 ッフ）

森　幹士
リ カン 教

整形外科 科長
外科

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医・ 定 動
器リハビリテーション医・ 定 病医）
日本リ 学 （リ 医）
日本 病学 （ 外科指導医）
日本リ （ 医）
日本リハビリテーション医学 （リハビリテーション科指導医）

米田　真悟
ネ シン

非 勤 （診療）

古屋　佑樹
フル ユ

教 関 外科（ 関 ）

関 外科

野坂　佑樹
ノ カ ユ

医員

尾木　祐子
オギ ユ

非 勤 （診療） 小児整形外科

上中　一泰
カ カ ロ

非 勤 （診療） 整形外科

石澤　命仁
イシ ワ ト

非 勤 （診療） 部腫瘍

関 外科（ 関 ）

奥村　法昭
オクム ノリア

非 勤 （診療） リ 性疾患、関 外科
日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医）
日本リ 学 （リ 医・リ 指導医）

久保　充彦
クボ 特 教

（ ポー ・ 動器科
学 同研究 ）

ポー 医学、 関 外科
日本整形外科学 （整形外科 医・ 定 ポー 医・ 定 病医）
日本人工関 学 （ 定医）

三村　朋大
ム ト ロ 特 教

（ ・関 機能 学 ）
関 外科（ 関 ）

リ

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定 動器リハビリテーション医
・ 定リ 医）  日本人工関 学 （ 定医）

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医）
日本リ 学 （リ 指導医）日本リ （ 医）

安藤　厚生
アンド セイ 教

（リハビリテーション科）
リハビリテーション

腫瘍

日本整形外科学 （整形外科 医）
がん治療 定医

日本整形外科学 （整形外科 医）日本手外科学 （手外科 医）
がん治療 定医  定・ 部腫瘍医

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定 ポー 医）

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定 ポー 医・ 定リ
医）  定 動器リハビリテーション医 日本人工関 学 定医

天野　泰孝
ア ノ カ

教 関 外科、リ 性疾患
日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医・ 定 動器
リハビリテーション医）日本リ 学 （リ 医）

日本整形外科学 （整形外科 医）

梅田　康平
ヘイ

医員
日本整形外科学 （整形外科 医）
日本 ポー 協 （ ポー ドク ー）

日本整形外科学 （整形外科 医）

日本整形外科学 （整形外科 医）

日本整形外科学 （整形外科 医）

関 外科（ 関 ）

診療科 イト

概要・特色

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 科長

大脇　成広

診療内容

2021年 より 科の が耳鼻咽喉科・頭頸部外科に

なりました。 科では 来の中耳 、咽喉頭 、 鼻腔 な

どの一般的な耳鼻咽喉科疾患、難 、めまい、アレルギー性

鼻 などの内科的疾患の診療とともに口腔・咽喉頭や 状腺を

頭頸部 に対して外科手術を中心とした集学的治療を行っ

ています。

外来診療では、初診・ 診外来とともに 外来を設けて、

手術や 的な検査、長期 の経 察を 要とする症 につ

いて、より高度な診療を実 しています。 下の 外来を開

設しています。

難 ・めまい

器

人工内耳

性中耳

アレルギー性鼻

鼻 鼻腔・ 外

無呼吸

下

頭頸部腫瘍・ 状腺

入院診療では手術治療を中心に、中耳 手術は 期 の入院

で耳 、 力 を 成しています。 鼻腔 は 性

鼻腔 など難治性症 に内視鏡を用いた低侵襲手術を実 し

ています。

頭頸部 治療は 治性の高さだけでなく、構 、発 、 下

機能など を重視した治療を心 け、手術治療だけでなく、

放射線治療・化学療法を組 合わせた集学的治療を行っていま

す。 期咽頭 には外 開を えない低侵襲な経口的腫瘍

術を取り入れ、進行口腔・咽頭 には 組 による

手術を行っています。化学療法では 来の がん剤治療に

え、 年分子 的薬や ックポイント 害剤などの新し

い薬剤治療も導入しています。

難

準 力検査他各 的 力検査、 力検査、

性脳 、各 他 的 力検査、 器 合検査、人工

内耳関連検査、耳管機能検査

めまい

機能検査

神経検査

N 、N T

基準 力検査、 検査、 定 検査

喉頭フ イ ー ー 、 トロボ ー 、 機能

検査

下

下内視鏡検査、 下 検査

頭頸部腫瘍・ 状腺

頸部 検査、 細胞診

無呼吸

夜 ポリ フィー、簡 検査

鼻・ 鼻腔

CTによる ビゲーションシ テムを用いた手術

特に紹介を受けたい疾患、症例
手術治療を要する中耳 疾患

人工内耳の となる 高度 難

アレルギー性鼻 に対する 下 療法

性 鼻腔 など難治性 鼻腔

無呼吸症

ポリー や 回神経麻 などに対する 手術症

手術、放射線、 がん剤治療による集学的治療が 要な頭頸

部

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

室形成術

・ 外来新 患者

無呼吸外来新 患者

めまい・難 外来新 患者

器外来新 患者

鼻科手術

頭頸部 新 入院患者

頭頸部 （口腔 を ）手術

人工内耳 め込 術・ア 手術・内耳

術・ 神経管開放術

下 療法新 導入患者 （アレルギー

外来）

63

10

44

204

63

178

160

148

26

25

滋賀県下 一の大学病院であるため、特定の疾患の に特化

する となく、す ての耳鼻咽喉科疾患の治療に対 しま

す。

鼻 血やめまい、頸部 瘍や急性喉頭 など耳鼻咽喉科救

急疾患に24 対 します。

地域に対する取り組み、最近の話題など

主な検査・医療設備など
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脳神経外科

診療科 イト

脳神経外科 科長

吉田　和道

概要・特色
1979年に開設 来40年 に 13 000 を える入院

患者さんの治療にあたってきました。その内 は約 が脳

血管 害、 が脳腫瘍で、 疾患や小児先 形、

機能的疾患、 水頭症、外 の治療にも成果をあげていま

す。それ れの疾患 に の ッフがおり、 く脳神経

外科疾患に対し診断治療が 能です。

科では24 救急に対 しております。2021年度から

は脳卒中に対する診療機能をさらに充実させるため、SCU（脳

卒中ケアユニット）を開設しました。脳卒中が われる場合や

急手術を要する場合は下 にご連 ください。

077 548 2111（ 日8 30〜17 15）

077 548 2770（ 日17 15〜 8 30、 日）

患者さんの機能予後を最も重視し、同 に 治性を高めるた

めに脳機能イ ー ン 、術中 生理学 ニ リン 、 ビ

ゲーションシ テム、 下手術、内視鏡下手術、術中脳血管

検査（ハイ リッド手術室）などを し、治療 難な大

脳動脈 、脳動 脈 形、 部・頭 脳腫瘍、 性脳腫瘍

などの集学的治療を提供しています。また、他科との連携を

的に行う とでそれ れの患者さんに最 な医療を提供でき

るように努めております。

診療内容

対 疾患

脳腫瘍

神経 腫、 腫、 神経腫瘍、頭 腫瘍、 果体部腫

瘍、下 体腫瘍など

脳血管 害

脳動脈 、脳動 脈 形、 動脈狭窄・ 、もやもや病、

動 脈 、脳 血などに対する外科治療・血管内治療

疾患

腫瘍、 血管 形、 症、 形性 症、

ヘルニア、 形性 症、 ヘルニア、

管狭窄症など

機能疾患

神経 、 、 性対麻 、てんかんの外科治療な

ど

先 形

水頭症、 、 分 、 アリ 形など

小児脳神経外科

小児の脳腫瘍や水頭症、 分 などの小児先 形につい

て小児科や泌尿器科と協働して診療しています。

無症 性脳

中年 、症状の ない無症 性脳 が つかる とが

主な検査・医療設備など
SCU（脳卒中ケアユニット）、術中脳血管 置（ハイ リ

ッド手術室）、 MRI、CT、 PET CT、 脳血管 置、核医

学検査、術中 生理学 ニ リン 、 術中脳腫瘍 光診断、

術中 ビゲーションシ テム

対象疾患

診療実績（2022/2023年度）

2022年 2023年手術・検査・治療法等

開頭腫瘍 術

うち 下脳腫瘍 術

内視鏡下経鼻手術

開頭脳動脈 部クリッピン 術

脳動脈 イル 術（ ・ ）

脳動 脈 形 術

脳動 脈 形 術

STA MCA イ 手術

動脈 テント 置術

小血管 術

頸動脈内 術

血 回 療法（急性期脳 ）

液シャント術

38

0

14

7

24

6

10

2

10

6

5

36

30

43

3

17

7

27

3

1

2

0

33

21

くなります。 年ごとの検診、予 的治療などを行っており

ます。

水頭症

高 になって次 に くのが くなり、 が小 で、す

り のような き方となり、よく するようになった、

えて れや 発性の低下（ 機能 害）や尿 れ（尿

）が てきて、年のせいと めてしまっている方の中に

は、特発性 水頭症が れている 能性があります。

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

高木　健治
カギ ケン

教

・ 外科、小児脳神

経外科、 性麻 、脳

液 症

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本 外科学 （ 定医）

日本小児神経外科学 （ 定医）

河野　浩人
カワノ ロト

教 脳血管 害

深見　忠輝
フカ テル

教

脳腫瘍、 脳下 体、

内視鏡手術、 下手術、

化学療法

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本神経内視鏡学 （ 術 定医）

日本がん治療 定医機構（ 定医）

日本小児神経外科学 （ 定医）

吉田　和道
シ カ 教

脳神経外科 科長

脳血管 害、脳血管外科、

脳血管内治療、頭 腫瘍

機能的脳外科

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本脳神経血管内治療学 （ 医）

日本脳卒中学 （ 医・指導医）

日本脳卒中の外科学 （ 術指導医）

北村　智章
ム ト ア 教

脳神経外科 病 医長
小児脳神経外科

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本脳神経血管内治療学 （ 医）

藤本　優貴
フ ト ユ

教

二宮　楓太
ニノ フ

医員（ 医）

水頭症
日本脳神経外科学 （ 医）

日本脳神経血管内治療学 （ 医）

新田　直樹
ニッ オ

脳神経外科 外来医長

脳神経外科学、てんかん、

脳腫瘍、 下手術

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本がん治療 定医機構（ 定医）

日本神経内視鏡学 （ 術 定医）

日本てんかん学 （ 医・指導医）

日本臨床神経生理学 （ 医（脳 ））

設楽　智史
シ トシ 教

脳神経外科 病 医長

脳血管 害、脳血管外科

脳血管内治療

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本脳神経血管内治療学 （ 医・指導医）

日本脳卒中学 （ 医・指導医）

日本脳卒中の外科学 （ 術 定医）

日本神経内視鏡学 （ 術 定医）

日本がん治療 定機構（ 定医）

脳機能温存を目指した 下手術

脳 機能温存のため 下手術を行っております。 れ

は、脳の手術の最中に患者さんに してもらい、手術部

の機能 を行いながら、手術を行うものです。

動脈 に対するフロー イ ー ー 置術

まで治療 難であった大 動脈 に対する最新治療とし

てフロー イ ー ー 置を導入しています。 目の細かい

特 な テントを 置する とで、動脈 の血 化と動脈

の を期待する画期的な治療方法です。

地域に対する取り組み、最近の話題など
特発性 水頭症の診断・治療

ッ テ トやシャント手術 後にリハビリ室でiPhoneア

リケーションを った最先 の 行・ 動機能の計 や、

機能検査を行っています。画 検査では、 テ MRI

と ワーク テーションVINCENTを って、 次 的な

脳室やくも 下腔の形や 液の動きを 察して診断に役 て

ています。

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本脳神経血管内治療学 （ 医）

日本脳卒中学 （ 医）

日本神経内視鏡学 （ 術 定医）
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脳神経外科

診療科 イト

脳神経外科 科長

吉田　和道

概要・特色
1979年に開設 来40年 に 13 000 を える入院

患者さんの治療にあたってきました。その内 は約 が脳

血管 害、 が脳腫瘍で、 疾患や小児先 形、

機能的疾患、 水頭症、外 の治療にも成果をあげていま

す。それ れの疾患 に の ッフがおり、 く脳神経

外科疾患に対し診断治療が 能です。

科では24 救急に対 しております。2021年度から

は脳卒中に対する診療機能をさらに充実させるため、SCU（脳

卒中ケアユニット）を開設しました。脳卒中が われる場合や

急手術を要する場合は下 にご連 ください。

077 548 2111（ 日8 30〜17 15）

077 548 2770（ 日17 15〜 8 30、 日）

患者さんの機能予後を最も重視し、同 に 治性を高めるた

めに脳機能イ ー ン 、術中 生理学 ニ リン 、 ビ

ゲーションシ テム、 下手術、内視鏡下手術、術中脳血管

検査（ハイ リッド手術室）などを し、治療 難な大

脳動脈 、脳動 脈 形、 部・頭 脳腫瘍、 性脳腫瘍

などの集学的治療を提供しています。また、他科との連携を

的に行う とでそれ れの患者さんに最 な医療を提供でき

るように努めております。

診療内容

対 疾患

脳腫瘍

神経 腫、 腫、 神経腫瘍、頭 腫瘍、 果体部腫

瘍、下 体腫瘍など

脳血管 害

脳動脈 、脳動 脈 形、 動脈狭窄・ 、もやもや病、

動 脈 、脳 血などに対する外科治療・血管内治療

疾患

腫瘍、 血管 形、 症、 形性 症、

ヘルニア、 形性 症、 ヘルニア、

管狭窄症など

機能疾患

神経 、 、 性対麻 、てんかんの外科治療な

ど

先 形

水頭症、 、 分 、 アリ 形など

小児脳神経外科

小児の脳腫瘍や水頭症、 分 などの小児先 形につい

て小児科や泌尿器科と協働して診療しています。

無症 性脳

中年 、症状の ない無症 性脳 が つかる とが

主な検査・医療設備など
SCU（脳卒中ケアユニット）、術中脳血管 置（ハイ リ

ッド手術室）、 MRI、CT、 PET CT、 脳血管 置、核医

学検査、術中 生理学 ニ リン 、 術中脳腫瘍 光診断、

術中 ビゲーションシ テム

対象疾患

診療実績（2022/2023年度）

2022年 2023年手術・検査・治療法等

開頭腫瘍 術

うち 下脳腫瘍 術

内視鏡下経鼻手術

開頭脳動脈 部クリッピン 術

脳動脈 イル 術（ ・ ）

脳動 脈 形 術

脳動 脈 形 術

STA MCA イ 手術

動脈 テント 置術

小血管 術

頸動脈内 術

血 回 療法（急性期脳 ）

液シャント術

38

0

14

7

24

6

10

2

10

6

5

36

30

43

3

17

7

27

3

1

2

0

33

21

くなります。 年ごとの検診、予 的治療などを行っており

ます。

水頭症

高 になって次 に くのが くなり、 が小 で、す

り のような き方となり、よく するようになった、

えて れや 発性の低下（ 機能 害）や尿 れ（尿

）が てきて、年のせいと めてしまっている方の中に

は、特発性 水頭症が れている 能性があります。

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

高木　健治
カギ ケン

教

・ 外科、小児脳神

経外科、 性麻 、脳

液 症

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本 外科学 （ 定医）

日本小児神経外科学 （ 定医）

河野　浩人
カワノ ロト

教 脳血管 害

深見　忠輝
フカ テル

教

脳腫瘍、 脳下 体、

内視鏡手術、 下手術、

化学療法

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本神経内視鏡学 （ 術 定医）

日本がん治療 定医機構（ 定医）

日本小児神経外科学 （ 定医）

吉田　和道
シ カ 教

脳神経外科 科長

脳血管 害、脳血管外科、

脳血管内治療、頭 腫瘍

機能的脳外科

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本脳神経血管内治療学 （ 医）

日本脳卒中学 （ 医・指導医）

日本脳卒中の外科学 （ 術指導医）

北村　智章
ム ト ア 教

脳神経外科 病 医長
小児脳神経外科

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本脳神経血管内治療学 （ 医）

藤本　優貴
フ ト ユ

教

二宮　楓太
ニノ フ

医員（ 医）

水頭症
日本脳神経外科学 （ 医）

日本脳神経血管内治療学 （ 医）

新田　直樹
ニッ オ

脳神経外科 外来医長

脳神経外科学、てんかん、

脳腫瘍、 下手術

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本がん治療 定医機構（ 定医）

日本神経内視鏡学 （ 術 定医）

日本てんかん学 （ 医・指導医）

日本臨床神経生理学 （ 医（脳 ））

設楽　智史
シ トシ 教

脳神経外科 病 医長

脳血管 害、脳血管外科

脳血管内治療

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本脳神経血管内治療学 （ 医・指導医）

日本脳卒中学 （ 医・指導医）

日本脳卒中の外科学 （ 術 定医）

日本神経内視鏡学 （ 術 定医）

日本がん治療 定機構（ 定医）

脳機能温存を目指した 下手術

脳 機能温存のため 下手術を行っております。 れ

は、脳の手術の最中に患者さんに してもらい、手術部

の機能 を行いながら、手術を行うものです。

動脈 に対するフロー イ ー ー 置術

まで治療 難であった大 動脈 に対する最新治療とし

てフロー イ ー ー 置を導入しています。 目の細かい

特 な テントを 置する とで、動脈 の血 化と動脈

の を期待する画期的な治療方法です。

地域に対する取り組み、最近の話題など
特発性 水頭症の診断・治療

ッ テ トやシャント手術 後にリハビリ室でiPhoneア

リケーションを った最先 の 行・ 動機能の計 や、

機能検査を行っています。画 検査では、 テ MRI

と ワーク テーションVINCENTを って、 次 的な

脳室やくも 下腔の形や 液の動きを 察して診断に役 て

ています。

日本脳神経外科学 （ 医・指導医）

日本脳神経血管内治療学 （ 医）

日本脳卒中学 （ 医）

日本神経内視鏡学 （ 術 定医）
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整形外科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

熊谷　康佑
ク イ ケ 特

整形外科 病 医長
関 外科、リ 性疾患

竹村　宜記
ケム シノリ

教
手の外科、 の外科、腫瘍、

神経疾患

今井　晋二
イ イ シン 教

整形外科 科長

関 外科（内視鏡手術
人工 関 置換術）、

害（ 症）、 神経
と 動器の 性疾患、 動
器・脳血管リハビリテーション

日本整形外科学 （整形外科 医）
日本リハビリテーション医学
（リハビリテーション科 医・指導医）

川崎　拓
カワ ク 病院教

（医 臨床教育セン ー）

動器リハビリ

リ 性疾患の治療

人工関 手術

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定 動器リハビリテーション医
・ 定 ポー 医・ 定リ 医）
日本リハビリテーション医学 （リハビリテーション科 医・指導医）
日本リ 学 （リ 指導医）
日本リ （ 医）日本 関 学 （ 関 鏡 術 定取 医）

児玉　成人
リ ト 教

（リハビリテーション科）

手の外科、 の外科、腫瘍、

神経疾患

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医・ 定 病医・
定 動器リハビリテーション医）  日本リ 学 （リ 医）

日本手外科学 （手外科 医）
日本リハビリテーション医学 （リハビリテーション科 医）
日本整形外科学 定 ・ 部腫瘍医
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

彌山　峰史
カフ

外科

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定 動器リハビリテーション医・
定 病医）  日本リ 学 （リ 指導医）

日本リハビリテーション医学 （リハビリテーション科 定臨床医）
日本 ポー 協 （ ポー ドク ー）
日本 病学 （ 外科指導医）

齋藤　英貴
イト

教 外科

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医・ 定 病医）
日本リ 学 （リ 医）
日本 ポー 協 （ ポー ドク ー）

生 働 （ 等 合 定医）
滋賀県 力向上対 本部（医 科学 ポート ッフ・ ポー ド
ク ー部 ッフ）

森　幹士
リ カン 教

整形外科 科長
外科

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医・ 定 動
器リハビリテーション医・ 定 病医）
日本リ 学 （リ 医）
日本 病学 （ 外科指導医）
日本リ （ 医）
日本リハビリテーション医学 （リハビリテーション科指導医）

米田　真悟
ネ シン

非 勤 （診療）

古屋　佑樹
フル ユ

教 関 外科（ 関 ）

関 外科

野坂　佑樹
ノ カ ユ

医員

尾木　祐子
オギ ユ

非 勤 （診療） 小児整形外科

上中　一泰
カ カ ロ

非 勤 （診療） 整形外科

石澤　命仁
イシ ワ ト

非 勤 （診療） 部腫瘍

関 外科（ 関 ）

奥村　法昭
オクム ノリア

非 勤 （診療） リ 性疾患、関 外科
日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医）
日本リ 学 （リ 医・リ 指導医）

久保　充彦
クボ 特 教

（ ポー ・ 動器科
学 同研究 ）

ポー 医学、 関 外科
日本整形外科学 （整形外科 医・ 定 ポー 医・ 定 病医）
日本人工関 学 （ 定医）

三村　朋大
ム ト ロ 特 教

（ ・関 機能 学 ）
関 外科（ 関 ）

リ

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定 動器リハビリテーション医
・ 定リ 医）  日本人工関 学 （ 定医）

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医）
日本リ 学 （リ 指導医）日本リ （ 医）

安藤　厚生
アンド セイ 教

（リハビリテーション科）
リハビリテーション

腫瘍

日本整形外科学 （整形外科 医）
がん治療 定医

日本整形外科学 （整形外科 医）日本手外科学 （手外科 医）
がん治療 定医  定・ 部腫瘍医

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定 ポー 医）

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定 ポー 医・ 定リ
医）  定 動器リハビリテーション医 日本人工関 学 定医

天野　泰孝
ア ノ カ

教 関 外科、リ 性疾患
日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医・ 定 動器
リハビリテーション医）日本リ 学 （リ 医）

日本整形外科学 （整形外科 医）

梅田　康平
ヘイ

医員
日本整形外科学 （整形外科 医）
日本 ポー 協 （ ポー ドク ー）

日本整形外科学 （整形外科 医）

日本整形外科学 （整形外科 医）

日本整形外科学 （整形外科 医）

関 外科（ 関 ）

診療科 イト

概要・特色

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 科長

大脇　成広

診療内容

2021年 より 科の が耳鼻咽喉科・頭頸部外科に

なりました。 科では 来の中耳 、咽喉頭 、 鼻腔 な

どの一般的な耳鼻咽喉科疾患、難 、めまい、アレルギー性

鼻 などの内科的疾患の診療とともに口腔・咽喉頭や 状腺を

頭頸部 に対して外科手術を中心とした集学的治療を行っ

ています。

外来診療では、初診・ 診外来とともに 外来を設けて、

手術や 的な検査、長期 の経 察を 要とする症 につ

いて、より高度な診療を実 しています。 下の 外来を開

設しています。

難 ・めまい

器

人工内耳

性中耳

アレルギー性鼻

鼻 鼻腔・ 外

無呼吸

下

頭頸部腫瘍・ 状腺

入院診療では手術治療を中心に、中耳 手術は 期 の入院

で耳 、 力 を 成しています。 鼻腔 は 性

鼻腔 など難治性症 に内視鏡を用いた低侵襲手術を実 し

ています。

頭頸部 治療は 治性の高さだけでなく、構 、発 、 下

機能など を重視した治療を心 け、手術治療だけでなく、

放射線治療・化学療法を組 合わせた集学的治療を行っていま

す。 期咽頭 には外 開を えない低侵襲な経口的腫瘍

術を取り入れ、進行口腔・咽頭 には 組 による

手術を行っています。化学療法では 来の がん剤治療に

え、 年分子 的薬や ックポイント 害剤などの新し

い薬剤治療も導入しています。

難

準 力検査他各 的 力検査、 力検査、

性脳 、各 他 的 力検査、 器 合検査、人工

内耳関連検査、耳管機能検査

めまい

機能検査

神経検査

N 、N T

基準 力検査、 検査、 定 検査

喉頭フ イ ー ー 、 トロボ ー 、 機能

検査

下

下内視鏡検査、 下 検査

頭頸部腫瘍・ 状腺

頸部 検査、 細胞診

無呼吸

夜 ポリ フィー、簡 検査

鼻・ 鼻腔

CTによる ビゲーションシ テムを用いた手術

特に紹介を受けたい疾患、症例
手術治療を要する中耳 疾患

人工内耳の となる 高度 難

アレルギー性鼻 に対する 下 療法

性 鼻腔 など難治性 鼻腔

無呼吸症

ポリー や 回神経麻 などに対する 手術症

手術、放射線、 がん剤治療による集学的治療が 要な頭頸

部

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

室形成術

・ 外来新 患者

無呼吸外来新 患者

めまい・難 外来新 患者

器外来新 患者

鼻科手術

頭頸部 新 入院患者

頭頸部 （口腔 を ）手術

人工内耳 め込 術・ア 手術・内耳

術・ 神経管開放術

下 療法新 導入患者 （アレルギー

外来）

63

10

44

204

63

178

160

148

26

25

滋賀県下 一の大学病院であるため、特定の疾患の に特化

する となく、す ての耳鼻咽喉科疾患の治療に対 しま

す。

鼻 血やめまい、頸部 瘍や急性喉頭 など耳鼻咽喉科救

急疾患に24 対 します。

地域に対する取り組み、最近の話題など

主な検査・医療設備など
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耳鼻咽喉科・頭頸部外科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

大脇 成広
オオワ シゲ ロ 教

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

診療科長

、頭頸部腫瘍、 状腺
日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本 管 科学 （ 管 科 医）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

戸嶋　一郎
ト イ ロ

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

外来医長・教育医長

鼻・ 鼻腔疾患、

アレルギー性鼻

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本アレルギー学 （アレルギー 医・指導医）

日本鼻科学 定鼻科手術 定指導医

大江 祐一郎
オオ  ユ イ ロ 教

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

病 医長

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

神前　英明
ア

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

医 長

頭頸部腫瘍、 状腺、人工内耳、

アレルギー性鼻

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本頭頸部外科学 （頭頸部 医・指導医）

日本アレルギー学 （アレルギー 医・指導医）

日本めまい 医学 （めまい相談医）

中山　潤
カ ン

非 勤 （診療）
めまい・難 、 器、小児難

、遺伝性難

松本　晃治
ト

教

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

病 医長

耳鼻咽喉科一般、中耳

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医）中村　圭吾
カム ケイ

教 耳鼻咽喉科一般、鼻・ 鼻腔

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本アレルギー学 （アレルギー 医）

新井　宏幸
ア イ ロユ 教

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

病 医長

頭頸部腫瘍、 状腺、 下

めまい、 無呼吸

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

伊藤　千尋
イト ロ

非 勤 （診療） 日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医）

教 耳鼻咽喉科一般、 日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医）

医員（ 医）
耳鼻咽喉科一般

状腺・頭頸部腫瘍 下

医員（ 医）
耳鼻咽喉科一般

・ 下

医員（ 医） 耳鼻咽喉科一般、難 ・めまい

非 勤 （診療） 耳鼻咽喉科一般、難 ・めまい

駒田　一郎
イ ロ

非 勤 （診療） 呼吸 害

無呼吸

医員（ 医） 耳鼻咽喉科一般 無呼吸

非 勤 （診療）

非 勤 （診療）

非 勤 （診療） 状腺・頸部 ー検査

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医・

性難 担 医）

日本 学 （ 定医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本めまい 医学 （めまい相談医）

日本 管 科学 （ 管 科 医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本めまい 医学 （めまい相談医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

須藤　智之
ド ト ユ

川北　憲人
カワ ケント

久保　良仁
クボ シ ト

西口　達治
ニシ

山崎　開
カイ

医員（ 医） 耳鼻咽喉科一般 無呼吸池田　智紀
イケ ト ノリ

樋上　雅子
ノ

安岡 公美子
オカ ク

佐伯　紀子
ノリ

駒田　佳子
ケイ

難 ・めまい

耳鼻咽喉科一般

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医）

診療科 イト

概要・特色

診療内容

院は滋賀県の産 人科医療の最後の を担う基 病院で
ある とを ッフ全員が に 、女性に関する 広い疾
患、疾病に関して、いつでもど からでも 的に受け入れ
る体制を整えています。

ッフは各々、 人科腫瘍・不妊症・内視鏡・ 臓器
・尿 ・ 年期・ 期・ 経不順・ア リートの無

経などの 性を き、特に、進行 性腫瘍、難治性不妊症
やがんと診断された方の妊 性温存療法などに対しては、大
学病院としての総合力を結集して対 いたします。

もち ん、重大な疾患の患者さんだけでなく、子 腫や
などのよく られる疾患や、さらには子 がん検診や子

頸がんワク ン接 、接 後の などもご相談ください。

【婦人科悪性腫瘍】
人科 性腫瘍の治療として、子 頸がんに対する広 子

全 術や子 体がん、 がんに対する 大動脈リン
を 準手術の なら 、外科や泌尿器科などとも連携した

的な 治的手術療法を行っています。
また、子 頸がんや子 体がんに対する 腔鏡下手術やロ

ボット支援下手術といった低侵襲な治療も な症 を し
た上で 的に行っており、良 な治療成 を実 しておりま
す。さらに、2024年5 からは 期子 体 に対するセン
ネルリン 生検を開始しました。 来、 期子 体 に対す
る手術では リン リン を全てとる とが 要
でありましたが、術後のリン 腫や が合 症として
視されておりました。しかし、 のセン ネルリン 生検と
いう方法を用いる とにより、 するリン を最小限にす
る とができるので、 れら合 症が るリ クを低く え
る とができるようになりました。もち ん、リン と
同等の治療 果がある とも の の研究で実 されてお
ります。一方で、セン ネルリン 生検の とならない
方々には、神経温存手術やリン ッ ー 指導など、術後後
遺症の予 も行っています。進行や 発子 頸がんに対しては
放射線療法、化学放射線同 療法を 行しています。また患者
さんそれ れに最 な治療（ 化治療）を提供するため の
遺伝子検査や ネル検査も 的に行っています。

【婦人科良性腫瘍】
子 腫や 腫など良性の 人科腫瘍に対しては 腔鏡

下手術、ロボット支援下手術などの低侵襲手術を取り入れてい
ます。また2021年からは、症 を んで全く 部に ができ
ない経 的 腔鏡手術（ N T も導入しました。

【不妊治療】
イ ン 法や人工 精による一般不妊治療と、体外受精な

どの生殖 医療およ 、妊 率の向上を目指した手術療法も
的に行っています。生殖 医療では、「 による子 内
床能への 」は 科の長年の研究テー であり、そ か

らS T法（子 内 法）といった新しい治療法が 生し、
医学の発展に大きく してきました。その他、 床 害を
発する 性子 内 に対する 床能 や、 予 能低下
に対する 胞発育・ 質 などに 的に取り組んでいます。
また、不妊症の となる子 内 症や子 腫に対する 腔
鏡下手術、 床不全の となる 下子 腫や子 内 ポ
リー に対する子 鏡下手術、 管 に対する 管鏡手術な
ど、 がある患者さんには、内視鏡手術を一般不妊治療や生
殖 医療に組 合わせる とで、より高い妊 率が期待でき
ます。また、生殖 医療と先進医療とを組 合わせた治療を

する とも 能です。

女性診療科 科長

村 上  節

粘性茶色帯下

帝王切開瘢痕部

【妊孕性温存療法】
がんなどに対する手術療法や がん剤治療、放射線治療に

よって、妊 するための能力（妊 能）が低下・ する と
があります。妊 能な年 やそれよりも若い患者さんでは、
妊 能を温存するために、治療開始 または治療中にそれ れ
の に （受精 ） 結・ 子 結・精子 結・ 組

の 結保存を行っています。 結保存を行う とで、 疾患
の治療後に妊 する 能性が せます。特に 組 結保存
を 院では2013年1 から開始し、日本でトッ ク の実

（50 上）があります。

【帝王切開子宮瘢痕症（Cesarean Scar Disorder; CSDi）】
－帝王切開が原因で不妊に!?－

開によってできた子
の が、 部として子

に り、 長 経や不 性器
血 に 経 後に 色の
血が断続的に続くが 日で

治まる 、 経 難症や、 性
の 、不妊症などを引き

す病 を 開 症
といいます。

治療として、薬 療法や手術療法がありますが、われわれが
導した全 調査の結果、特に 経 などの を う不妊症

では体外受精を めた一般不妊治療（約25%）より手術療法
が妊 率が高い（約55%） とがわかってきました。手術療
法には、開 手術、 腔鏡下手術、子 鏡下手術などがありま
すが、 院では、より低侵襲手術と えられる子 鏡下手
術を として 行しています。 部 から 血を める症

や、 部に不妊の となる子 内 症病 を してお
り、本手術で 部を する とは妊 率の向上に する
と えております。

院において 能であった70症 を検 すると49症
（75.6%）が妊 に り30 が 産に っております。
は術 を 良しさらなる妊 率の向上を目指しております。

【粘膜下子宮筋腫】
下子 腫に対する子 鏡下手術、子 内 症や子 外

妊 などに対する 腔鏡下手術、 管 に対する 管鏡下手
術に取り組 、入院期 の や手術 の 小に努めています。

【子宮内膜症・子宮腺筋症】
経にまつわる い症状や不妊・不育などお の い子

内 症・子 腺 症に対して、2011年 より子 内 症外
来を開設し、ご相談に ています。

【骨盤臓器脱】
高 化とともに、 をかかえる患者さんの えている分野

です。初期の方には生活指導を 保存的管理、進んだ症状の
方には 腔鏡下 ロボット支援下 定術や 子 全
を 臓器支持組 の を行う手術を行っています。産

人科 外の診療科と 同して、合 症（いわ る持病）のあ
る方の手術にも対 します。

【思春期・アスリート】
期 女子、特に女性 ポー 手の中には 経不順、

無 経が く られます。無 経は、利用 能 ネルギーの
不 が一 である とが く、無 経を経 して の低下、

症につながっていきます。 院では 外来にて ル
ン検査や 定 を行いながら、 生活にあわせて 経

を ントロールして ポー の フ ー ン をあげる と
を 援しています。また 経 難症、 経 症 で生活や

が げられている場合のご相談にも ています。
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診療科 イト

母子診療科 科長

村 上  節

概要・特色
年、 子 産化という 情 の 化を に高 産な

ど妊 が 的に するリ クが しています。しかし、

その一方で 産に対する安全神 が に広く し、妊 ・

産に対する 性を める妊 のニー の 様化という

が生 ています。

のような 状を 、 科では大学病院として各科 医

らと連携して 々の合 症を するハイリ ク妊 の妊 ・

分 管理を行うため、高度周産期医療 ームとして重症疾患を

する母体に対して集中治療部・救急部・麻酔科・外科などの

他科の 医 と協力して高度な集学的治療を提供し、県下の

機的状 の妊産 の救命に務めています。 れに えて

2006年 からは各医療機関の協力のもと滋賀医科大学医学

部附属病院産科オー ンシ テム（セ オー ンシ テム）を、

2010年 からは院内 産を開設し、安全性と 性を

するような母児管理を推進しております。

院は、2013年 より総合周産期母子医療セン ーの

定を受けており、2018年 にはNICU（新生児集中治療

室） を 床 床し、 MFICU（母児胎児集中治療室）６床、

NICU12床、 CU（回 治療室）12床で24 体制で母体

送の受け入れはもち ん、 生後から 置が 要な新生児に

対しても、胎児診断を行い、小児科、小児外科およ 形成外科

と連携をとりながら な母体・胎児管理から 産後の新生児

管理・治療につなげています。

また、2012年より胎児の状 が急速に 化し、一 も く

児を する 要がある場合に、 開の 定から児 ま

でを約15分とする 急 開術（ レードA）という院内

救急シ テムを し 急 の胎児救命に 力しています。

診療内容
妊 健診

妊 合 症、合 症妊 の管理

胎妊 の管理

胎児診断と管理、胎児治療

生 診断（ クリーニン 、NT計 、NI T、 水

検査）

遺伝カ ンセリン

胎児 外回 術（成 率は2023年4 82%です）

経 脈的患者 調 法を用いた 分

NT計 を 妊 初期 クリーニン は妊 11から13

頃にご紹介ください。

下 を たした場合、 開後妊 の経 分

（T AC）も行っております。

主な検査・医療設備など
胎児 検査、NI T、 水検査、NT検査等

MFICU6床、NICU12床、 CU12床

（ abor-Delivery-Recove ） 室

当院におけるTOLAC許可条件
母体年 40 、 MI 35

開が 回かつ 年 上 であり、 層 合の子

下部 開子 体部 層まで する手術 がない。

子 の がない。

胎 や胎児発育不全といった経 分 の 害となる合

症のない 胎

妊 合 症

高 妊 、 胎妊 、重症妊 、 産、

産、妊 高血 症 、 置胎 、 水 、

水 、胎 腫瘍、胎児発育不全、

胎児疾患（胎児構 、胎児 水、胎児 血等）

合 症妊

循環器 疾患（心疾患、不整脈、高血 等）

血液疾患（血小 、 生不良性 血、 血病等）

腎尿 疾患（腎不全、ネフロー 症 、 腎等）

内分泌 疾患（糖尿病、 状腺機能 等）

性疾患（全 性 リテ トー 、 リン 質

体症 、シ ー レン症 、リ 等）

呼吸器疾患（ 管支 等）

精神疾患（ 合 調症、 うつ病、 ニック 害等）

神経疾患（てんかん、脳動 脈 形、脳腫瘍、脳 等）

特に紹介を受けたい疾患、症例

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

総分

総 生

胎妊

水検査

外回 術

胎児 外来

胎児治療（ オ 術、 水 入）

子 頸管 術

開 （ 開率）

急 開術（ eA）

救急 送受け入れ （産後 ）

218（47 ）

母子診療科

2016年10 より母体血中 NAを用いた無侵襲

的 生 遺伝学的検査（NI T検査）を行っております。

受検についての 細は 院 をご ください。 

2007年 より胎児 外来を開設し、胎児 の

クリーニン や治療相談を行っています。

2017年より に対する外回 術を開始しました。妊

34 35 で であった場合にご紹介いただき、妊

36 で 院にて 置を行います。（ として一 入

院）

地域に対する取り組み、最近の話題など

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

村上　節
ム カ カシ 教

母子診療科 科長 産科、 人科

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （ 医・指導医）

日本生殖医学 （ 医・指導医）

日本内視鏡外科学 （ 術 定医）

日本産科 人科内視鏡学 （ 術 定医）

日本女性医学学 （女性ヘル ケア 医）

稲富　絢子
イ ト ア

教 周産期
日本産科 人科学 （ 医）

日本周産期・新生児医学 （周産期（母体・胎児） 医）

笠原 真木子
カ ハ

医員（病院 教） 周産期 日本産科 人科学 （ 医）

岡田 奈津実
オカ

医員（病院 教） 周産期

小川 智恵美
オ ワ

医員（病院 教） 周産期 日本産科 人科学 （ 医）

大谷　遼子
オオ ニ リョ

医員（病院 教） 周産期 日本産科 人科学 （ 医）

大橋　瑞紀
オオハシ

非 勤 （診療） 周産期 日本産科 人科学 （産 人科 医）

日本産科 人科学 （ 医）

喜多　伸幸
ノ ユ 教

（臨床看護学 ）
周産期、尿 、 年期 日本産科 人科学 （ 医）

辻　俊一郎
 シ ンイ ロ 教

母子診療科 教育医長 周産期、生殖医学

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （ 医・指導医）

日本周産期新生児医学 （周産期（母体・胎児） 医・指導医）

日本遺伝カ ンセリン 学 （臨床遺伝 医）

所　伸介
ト ロ シン ケ

教 周産期

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （ 医・指導医）

日本周産期・新生児医学 （周産期（母体・胎児） 医）

胎児心 ー 医

桂　大輔
カ イ ケ （学内）

母子診療科 病 医長
周産期

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （ 医・指導医）

日本周産期 新生児医学 （周産期（母体・胎児） 医）

日本 医

胎児心 ー 医

日本産科 人科遺伝診療学 定医（周産期）

髙橋　顕雅
カハシ ア

母子診療科 外来医長

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （ 医・指導医）

日本産科 人科内視鏡学 （ 術 定医）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

日本 人科腫瘍学 医

日本遺伝カ ンセリン 学 （臨床遺伝 医）

日本女性医学 （女性ヘル ケア 医）

日本 医療学 （ 定医）

日本ロボット外科学 （  定 内 ）    

日本周産期・新生児医学 （周産期（母体・胎児） 医）

日本遺伝性腫瘍学 （ 医）

石河　顕子
イシ ア

非 勤 （診療）

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （産 人科 医）

日本遺伝カ ンセリン 学 （臨床遺伝 医）

人科腫瘍

内視鏡手術

ロボット支援下手術

遺伝性腫瘍

周産期

無心体双胎妊娠に対する経皮的ラジオ波焼灼療法とは？
麻酔をした妊 さんのお から無心体（心臓や

頭部が形成 されていない存 ）へ細い針を し、

高周 を す とで、血 を める手術です。

胎児胸腔羊水腔シャント術とは？
お の中の ち んの 腔と 水腔に ー を 置する

とで、 に まった水が持続的に 水腔の方に れていくため、

水で されていた が ら 、心臓の機能が します。
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でを約15分とする 急 開術（ レードA）という院内
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胎児診断と管理、胎児治療

生 診断（ クリーニン 、NT計 、NI T、 水

検査）

遺伝カ ンセリン

胎児 外回 術（成 率は2023年4 82%です）

経 脈的患者 調 法を用いた 分

NT計 を 妊 初期 クリーニン は妊 11から13

頃にご紹介ください。

下 を たした場合、 開後妊 の経 分
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診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

総分

総 生

胎妊

水検査

外回 術

胎児 外来

胎児治療（ オ 術、 水 入）

子 頸管 術

開 （ 開率）

急 開術（ eA）

救急 送受け入れ （産後 ）

218（47 ）

母子診療科
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的 生 遺伝学的検査（NI T検査）を行っております。

受検についての 細は 院 をご ください。 

2007年 より胎児 外来を開設し、胎児 の

クリーニン や治療相談を行っています。

2017年より に対する外回 術を開始しました。妊

34 35 で であった場合にご紹介いただき、妊

36 で 院にて 置を行います。（ として一 入

院）

地域に対する取り組み、最近の話題など

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

村上　節
ム カ カシ 教

母子診療科 科長 産科、 人科

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （ 医・指導医）

日本生殖医学 （ 医・指導医）

日本内視鏡外科学 （ 術 定医）

日本産科 人科内視鏡学 （ 術 定医）

日本女性医学学 （女性ヘル ケア 医）

稲富　絢子
イ ト ア

教 周産期
日本産科 人科学 （ 医）

日本周産期・新生児医学 （周産期（母体・胎児） 医）

笠原 真木子
カ ハ

医員（病院 教） 周産期 日本産科 人科学 （ 医）

岡田 奈津実
オカ

医員（病院 教） 周産期

小川 智恵美
オ ワ

医員（病院 教） 周産期 日本産科 人科学 （ 医）

大谷　遼子
オオ ニ リョ

医員（病院 教） 周産期 日本産科 人科学 （ 医）

大橋　瑞紀
オオハシ

非 勤 （診療） 周産期 日本産科 人科学 （産 人科 医）

日本産科 人科学 （ 医）

喜多　伸幸
ノ ユ 教

（臨床看護学 ）
周産期、尿 、 年期 日本産科 人科学 （ 医）

辻　俊一郎
 シ ンイ ロ 教

母子診療科 教育医長 周産期、生殖医学

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （ 医・指導医）

日本周産期新生児医学 （周産期（母体・胎児） 医・指導医）

日本遺伝カ ンセリン 学 （臨床遺伝 医）

所　伸介
ト ロ シン ケ

教 周産期

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （ 医・指導医）

日本周産期・新生児医学 （周産期（母体・胎児） 医）

胎児心 ー 医

桂　大輔
カ イ ケ （学内）

母子診療科 病 医長
周産期

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （ 医・指導医）

日本周産期 新生児医学 （周産期（母体・胎児） 医）

日本 医

胎児心 ー 医

日本産科 人科遺伝診療学 定医（周産期）

髙橋　顕雅
カハシ ア

母子診療科 外来医長

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （ 医・指導医）

日本産科 人科内視鏡学 （ 術 定医）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

日本 人科腫瘍学 医

日本遺伝カ ンセリン 学 （臨床遺伝 医）

日本女性医学 （女性ヘル ケア 医）

日本 医療学 （ 定医）

日本ロボット外科学 （  定 内 ）    

日本周産期・新生児医学 （周産期（母体・胎児） 医）

日本遺伝性腫瘍学 （ 医）

石河　顕子
イシ ア

非 勤 （診療）

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （産 人科 医）

日本遺伝カ ンセリン 学 （臨床遺伝 医）

人科腫瘍

内視鏡手術

ロボット支援下手術

遺伝性腫瘍

周産期

無心体双胎妊娠に対する経皮的ラジオ波焼灼療法とは？
麻酔をした妊 さんのお から無心体（心臓や

頭部が形成 されていない存 ）へ細い針を し、

高周 を す とで、血 を める手術です。

胎児胸腔羊水腔シャント術とは？
お の中の ち んの 腔と 水腔に ー を 置する

とで、 に まった水が持続的に 水腔の方に れていくため、

水で されていた が ら 、心臓の機能が します。
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耳鼻咽喉科・頭頸部外科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

大脇 成広
オオワ シゲ ロ 教

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

診療科長

、頭頸部腫瘍、 状腺
日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本 管 科学 （ 管 科 医）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

戸嶋　一郎
ト イ ロ

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

外来医長・教育医長

鼻・ 鼻腔疾患、

アレルギー性鼻

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本アレルギー学 （アレルギー 医・指導医）

日本鼻科学 定鼻科手術 定指導医

大江 祐一郎
オオ  ユ イ ロ 教

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

病 医長

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

神前　英明
ア

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

医 長

頭頸部腫瘍、 状腺、人工内耳、

アレルギー性鼻

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本頭頸部外科学 （頭頸部 医・指導医）

日本アレルギー学 （アレルギー 医・指導医）

日本めまい 医学 （めまい相談医）

中山　潤
カ ン

非 勤 （診療）
めまい・難 、 器、小児難

、遺伝性難

松本　晃治
ト

教

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

病 医長

耳鼻咽喉科一般、中耳

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医）中村　圭吾
カム ケイ

教 耳鼻咽喉科一般、鼻・ 鼻腔

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本アレルギー学 （アレルギー 医）

新井　宏幸
ア イ ロユ 教

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

病 医長

頭頸部腫瘍、 状腺、 下

めまい、 無呼吸

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

伊藤　千尋
イト ロ

非 勤 （診療） 日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医）

教 耳鼻咽喉科一般、 日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医）

医員（ 医）
耳鼻咽喉科一般

状腺・頭頸部腫瘍 下

医員（ 医）
耳鼻咽喉科一般

・ 下

医員（ 医） 耳鼻咽喉科一般、難 ・めまい

非 勤 （診療） 耳鼻咽喉科一般、難 ・めまい

駒田　一郎
イ ロ

非 勤 （診療） 呼吸 害

無呼吸

医員（ 医） 耳鼻咽喉科一般 無呼吸

非 勤 （診療）

非 勤 （診療）

非 勤 （診療） 状腺・頸部 ー検査

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医・

性難 担 医）

日本 学 （ 定医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本めまい 医学 （めまい相談医）

日本 管 科学 （ 管 科 医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本めまい 医学 （めまい相談医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器相談医）

須藤　智之
ド ト ユ

川北　憲人
カワ ケント

久保　良仁
クボ シ ト

西口　達治
ニシ

山崎　開
カイ

医員（ 医） 耳鼻咽喉科一般 無呼吸池田　智紀
イケ ト ノリ

樋上　雅子
ノ

安岡 公美子
オカ ク

佐伯　紀子
ノリ

駒田　佳子
ケイ

難 ・めまい

耳鼻咽喉科一般

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 （耳鼻咽喉科 医）

診療科 イト

概要・特色

診療内容

院は滋賀県の産 人科医療の最後の を担う基 病院で
ある とを ッフ全員が に 、女性に関する 広い疾
患、疾病に関して、いつでもど からでも 的に受け入れ
る体制を整えています。

ッフは各々、 人科腫瘍・不妊症・内視鏡・ 臓器
・尿 ・ 年期・ 期・ 経不順・ア リートの無

経などの 性を き、特に、進行 性腫瘍、難治性不妊症
やがんと診断された方の妊 性温存療法などに対しては、大
学病院としての総合力を結集して対 いたします。

もち ん、重大な疾患の患者さんだけでなく、子 腫や
などのよく られる疾患や、さらには子 がん検診や子

頸がんワク ン接 、接 後の などもご相談ください。

【婦人科悪性腫瘍】
人科 性腫瘍の治療として、子 頸がんに対する広 子

全 術や子 体がん、 がんに対する 大動脈リン
を 準手術の なら 、外科や泌尿器科などとも連携した

的な 治的手術療法を行っています。
また、子 頸がんや子 体がんに対する 腔鏡下手術やロ

ボット支援下手術といった低侵襲な治療も な症 を し
た上で 的に行っており、良 な治療成 を実 しておりま
す。さらに、2024年5 からは 期子 体 に対するセン
ネルリン 生検を開始しました。 来、 期子 体 に対す
る手術では リン リン を全てとる とが 要
でありましたが、術後のリン 腫や が合 症として
視されておりました。しかし、 のセン ネルリン 生検と
いう方法を用いる とにより、 するリン を最小限にす
る とができるので、 れら合 症が るリ クを低く え
る とができるようになりました。もち ん、リン と
同等の治療 果がある とも の の研究で実 されてお
ります。一方で、セン ネルリン 生検の とならない
方々には、神経温存手術やリン ッ ー 指導など、術後後
遺症の予 も行っています。進行や 発子 頸がんに対しては
放射線療法、化学放射線同 療法を 行しています。また患者
さんそれ れに最 な治療（ 化治療）を提供するため の
遺伝子検査や ネル検査も 的に行っています。

【婦人科良性腫瘍】
子 腫や 腫など良性の 人科腫瘍に対しては 腔鏡

下手術、ロボット支援下手術などの低侵襲手術を取り入れてい
ます。また2021年からは、症 を んで全く 部に ができ
ない経 的 腔鏡手術（ N T も導入しました。

【不妊治療】
イ ン 法や人工 精による一般不妊治療と、体外受精な

どの生殖 医療およ 、妊 率の向上を目指した手術療法も
的に行っています。生殖 医療では、「 による子 内
床能への 」は 科の長年の研究テー であり、そ か

らS T法（子 内 法）といった新しい治療法が 生し、
医学の発展に大きく してきました。その他、 床 害を
発する 性子 内 に対する 床能 や、 予 能低下
に対する 胞発育・ 質 などに 的に取り組んでいます。
また、不妊症の となる子 内 症や子 腫に対する 腔
鏡下手術、 床不全の となる 下子 腫や子 内 ポ
リー に対する子 鏡下手術、 管 に対する 管鏡手術な
ど、 がある患者さんには、内視鏡手術を一般不妊治療や生
殖 医療に組 合わせる とで、より高い妊 率が期待でき
ます。また、生殖 医療と先進医療とを組 合わせた治療を

する とも 能です。

女性診療科 科長

村 上  節

粘性茶色帯下

帝王切開瘢痕部

【妊孕性温存療法】
がんなどに対する手術療法や がん剤治療、放射線治療に

よって、妊 するための能力（妊 能）が低下・ する と
があります。妊 能な年 やそれよりも若い患者さんでは、
妊 能を温存するために、治療開始 または治療中にそれ れ
の に （受精 ） 結・ 子 結・精子 結・ 組

の 結保存を行っています。 結保存を行う とで、 疾患
の治療後に妊 する 能性が せます。特に 組 結保存
を 院では2013年1 から開始し、日本でトッ ク の実

（50 上）があります。

【帝王切開子宮瘢痕症（Cesarean Scar Disorder; CSDi）】
－帝王切開が原因で不妊に!?－

開によってできた子
の が、 部として子

に り、 長 経や不 性器
血 に 経 後に 色の
血が断続的に続くが 日で

治まる 、 経 難症や、 性
の 、不妊症などを引き

す病 を 開 症
といいます。

治療として、薬 療法や手術療法がありますが、われわれが
導した全 調査の結果、特に 経 などの を う不妊症

では体外受精を めた一般不妊治療（約25%）より手術療法
が妊 率が高い（約55%） とがわかってきました。手術療
法には、開 手術、 腔鏡下手術、子 鏡下手術などがありま
すが、 院では、より低侵襲手術と えられる子 鏡下手
術を として 行しています。 部 から 血を める症

や、 部に不妊の となる子 内 症病 を してお
り、本手術で 部を する とは妊 率の向上に する
と えております。

院において 能であった70症 を検 すると49症
（75.6%）が妊 に り30 が 産に っております。
は術 を 良しさらなる妊 率の向上を目指しております。

【粘膜下子宮筋腫】
下子 腫に対する子 鏡下手術、子 内 症や子 外

妊 などに対する 腔鏡下手術、 管 に対する 管鏡下手
術に取り組 、入院期 の や手術 の 小に努めています。

【子宮内膜症・子宮腺筋症】
経にまつわる い症状や不妊・不育などお の い子

内 症・子 腺 症に対して、2011年 より子 内 症外
来を開設し、ご相談に ています。

【骨盤臓器脱】
高 化とともに、 をかかえる患者さんの えている分野

です。初期の方には生活指導を 保存的管理、進んだ症状の
方には 腔鏡下 ロボット支援下 定術や 子 全
を 臓器支持組 の を行う手術を行っています。産

人科 外の診療科と 同して、合 症（いわ る持病）のあ
る方の手術にも対 します。

【思春期・アスリート】
期 女子、特に女性 ポー 手の中には 経不順、

無 経が く られます。無 経は、利用 能 ネルギーの
不 が一 である とが く、無 経を経 して の低下、

症につながっていきます。 院では 外来にて ル
ン検査や 定 を行いながら、 生活にあわせて 経

を ントロールして ポー の フ ー ン をあげる と
を 援しています。また 経 難症、 経 症 で生活や

が げられている場合のご相談にも ています。
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女性診療科

地域に対する取り組み、最近の話題など診療実績（2023年度）

手術・検査・治療法等

99

267

68

40.5

開 手術

腔鏡下手術（ ロボット手術）

手術（ 子 鏡下手術）

結 胞 あたりの妊 （ ）

【専門外来と相談窓口】
科では、妊 と薬外来のほか滋賀県と連携して レ ンセ

ション外来や不妊・不育 相談セン ーを設置していま
す。病院 ームペー 診療科一 外来等、をご くだ
さい。不妊・不育 相談セン ーでは ール相談を受 けて
おり、予約制となる 談や 相談は 用フ ームからお申し
込 いただけます。

なお、水 日の 、直通 077 548 9083でもご相談
いただけます（ 00〜16 00）。

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

村上　節
ム カ カシ 教

女性診療科 科長
産科、 人科

母体保護法指定医
日本産科 人科学 （ 医・指導医）
日本生殖医学 （生殖医療 医）
日本内視鏡外科学 （ 術 定医）
日本産科 人科内視鏡学 （ 術 定医）
日本女性医学学 （女性ヘル ケア 医）

V  S  S   S   

辻　俊一郎
 シ ンイ ロ 教

女性診療科 科長
周産期、生殖医学

母体保護法指定医
日本産科 人科学 （ 医・指導医）
日本周産期新生児医学 （周産期（母体・胎児） 医・指導医）
日本生殖医学 生殖医療 医
日本遺伝カ ンセリン 学 （臨床遺伝 医）

V  S  S   S  

天野　創
ア ノ クル

女性診療科 病 医長

人科腫瘍

ロボット支援下手術

遺伝性腫瘍

日本産科 人科学 （ 医・指導医）
日本 人科腫瘍学 （ 医・指導医）
日本 人科ロボット手術学 （ ロク ー）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

 

田中　佑治
カ ユ

特 教
人科腫瘍

内視鏡手術

竹林　明枝
ケ シ ア

（学内） 生殖医学

出口　真理
リ

教 産 人科 日本産科 人科学 （ 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

中村　暁子
カム ア

特 教 産 人科 日本産科 人科学 （ 医）
日本産科 人科内視鏡学 （ 術 定医）

山中　弘之
カ ロユ

教 産 人科 日本産科 人科学 （ 医）
 V     S  

松田　淑恵
シ

医員（病院 教） 産 人科 日本産科 人科学 （ 医）     

賀勢　諒
カセイ リョ

医員（病院 教） 産 人科 日本産科 人科学 （ 医）

村頭　温
カ ア シ

非 勤 （診療） 人科腫瘍
日本産 人科学 医
日本 人科腫瘍学 医
日本がん治療 定医機構がん治療 定医

平田 貴美子 非 勤 （診療） 生殖医学 日本産科 人科学 （ 医）
日本生殖医学 （生殖医療 医）

花田　哲郎
ハ テ ロ

教 生殖医学

母体保護法指定医
日本産科 人科学 （ 医・指導医）
日本女性医学学 （女性ヘル ケア 医）
日本がん・生殖医療学 （がん・生殖医療 ビゲー ー）
日本生殖医学 （生殖医療 医）
難病指定医

米岡　完
ネオカ ユ カ

特 教 人科腫瘍

日本 医機構産 人科 医 日本産 人科学 （指導医）
日本 人科腫瘍学 （ 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

 V     S   

信田　侑里
ノ ユリ

特 教 人科
日本 医機構産 人科 医 日本産 人科学 （指導医）
日本産科 人科内視鏡学 （ 腔鏡 術 定医）

 

日本 医機構産 人科 医 日本産 人科学 （指導医）
日本 人科腫瘍学 （ 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本臨床細胞学 （細胞診 医）
日本産科 人科内視鏡学 （ 腔鏡 術 定医）
日本内視鏡外科学 （ 術 定医）
日本遺伝性腫瘍学 （ 医）

 V     S   

母体保護法指定医   日本産科 人科学 （ 医・指導医）
日本生殖医学 （生殖医療 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本がん・生殖医療学 （ 定がん生殖医療 ビゲー ー）

診療科 イト

概要・特色

眼科 科長

澤 田  修

人は外 からの情報の約80 を「 る」 とから ていま

す。高いQ V の ・維持を通 て、高いQ a

L （QO ）を提供する とが眼科の 命です。 内

などの一般診療を高い水準で提供する とに えて、大学病

院の 命として重症眼疾患・難治性眼疾患の治療にも重点を

おき、患者さんに り添い、不安を取り く医療を目指してい

ます。

診療内容
一般外来は紹介または予約患者さんを 先に診察していま

す。

長期にわたり治療が 要な疾患や、 性の高い治療を要す

る疾患を対 とした 外来を開設しており、 子体、

内 、 視 視、眼 症、神経眼科、色 についてはそれ

れ 医 が担 し、最先 の診療を行なっています。重症

眼疾患の診療を充実させるためにも、病診連携を重視し、

の病院や診療所との連携をさらに めていきます。

【網膜硝子体外来】
、糖尿病 症、 、 上 などを中心

に、経 な術者が手術を行っています。

性、糖尿病 腫、 脈 症に う

腫、 視性脈 新生血管などの 疾患に対しては、

V F療法などの薬 治療を行っています。

【斜視・弱視外来】
外 視や内 視、外眼 麻 による 視を診ています。小

児・成人を わ くの 視手術を行っています。

また、小児を対 とした 視の検査や治療も行っています。

【緑内障外来】
点眼薬、内 薬による眼 ントロール不良の方や、視野

害の進行する方には、経 な術者がレー ー手術を

の手術を 的に行っています。

【ロービジョン外来】
低視力の方に対して、 大鏡や 光眼鏡の 方、 大 書

器、書 上げ器などの紹介を行っています。

【色覚外来】
先 色 の診断、 度分 を行っています。色 の特性

を し、 生活で不利が生 ないように対 を てるよう

にしています。遺伝子の にも取り組んでいます。

特に紹介を受けたい疾患、症例
【網膜硝子体】

性、 脈 症、 、 上 、糖尿

病 症、 、

【眼炎症】
どう 一般

【緑内障】
開放 内 、 内 、 テロイド 内

【弱視・斜視】
視一般、急性内 視、乳児内 視、 視

【神経眼科】
視神経 、 血性視神経症

【色覚異常】
先 色 、後 色

鏡画 をカ で取り込 、 ル化して の信

を ニ ーに し します。術者は の眼鏡を 用して

手術を行います。画 を ル 理する とで、 の光

を低くしても 察が 能になるため、 来の 鏡下での

手術に対し、低侵襲な手術が 能になります。

最先端の治療

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年度）

【Heads Up Surgery】

子体手術

内 手術

内 手術

視眼 手術

その他の手術

子体内 射

437

1 173

185

146

24

3 041
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診療科 イト

概要・特色

泌尿器科 科長

影 山  進

高 を え、泌尿器科疾患に 患する患者さんも

し、泌尿器科の存 が益々重要となってきています。

科は、県内 一の大学病院の泌尿器科として、より高度な

医療を患者さんに提供する とを 命としております。特に 

2013年から導入したロボット支援内視鏡下手術においては

泌尿器科 域の保 術 のほ 全てを行っており、 術

水準も年々上がっていると しております。2022年から

は 産手術支援ロボットである も導入し、2 体制

で手術を行っております。小児 域診療は 科の特色の一つ

であり、尿 下 手術や 手術などの高難度術 を実

しております。女性泌尿器診療では 臓器 ・ 性尿

の ッシ 手術・ロボット手術を く手がけております。

がん薬 治療では、 年次々と開発されている 療法薬

や分子 的薬などをいち く導入し、最新の治療を提供でき

る体制にしております。

診療内容
【ロボット支援手術（ダヴィンチ、ヒノトリ）】

腺全 術、腎部分 術、腎全 術、腎尿管全 術、  

全 術、腎 形成術、 定術

【小児腹腔鏡手術】
腎 形成術、腎 術、

精 手術、内視鏡下（

下）尿管 新 合術

【人工尿道括約筋手術】
腺手術後の 性尿 に

対する人工尿 約

（AMS800）手術

【光力学診断を用いた経尿道的膀胱腫瘍切除術】
他にも一般的な 腔鏡手術、開放手術、経尿 手術、結 治

療、小児手術なども行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
腎腫瘍外来

担 医 田 後

対 腎 に対する手術治療（ 腔鏡手術、ロボット手術

など）、分子 的薬、 ックポイント 害薬

治療

前立腺腫瘍
担 医 田

対 所 腺 に対する手術治療（放射線治療、ロ

ボット手術など）、 性 腺 に対する ル

ン治療、 性 腺 に対する新 ル ン

剤や ン ニオン診断を用いた A 害薬治療

小児外来
担 医 上 、 小

対 先 性水腎症、 精 、尿 下 、 尿管逆

症をは めとする尿 性器 や夜尿症の診断・治

療

小線源外来
担 医 田 後

対 腺 に対する小線 治療

膀胱腫瘍外来
担 医 水

対 がんなどの尿 上皮 に対する手術治療（経尿

手術、ロボット手術など）や化学療法、

ックポイント 害薬治療

神経因性膀胱外来
担 医 田

対 尿 害をきたす疾患に対する各 治療（薬 治

療、 腺 大症手術、術後高度尿 手術、難治

性 活動 に対するボ リ 治療）

女性泌尿器外来
担 医 後

対 臓器 （性器 ）、 性尿 に対するロ

ボット支援 定術およ ポリ ロピレン性

テー を用いた手術療法（T T手術）

腎移植外来
担 医 中  水 後

対 性腎不全（生体腎 もしくは献腎 ）

不妊外来
担 医   後

対 性不妊、精液検査、精 脈 、精 内精子 取

術 （T S ）

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

ロボット支援腎部分 術

ロボット支援腎 形成術

ロボット支援 全 術

ロボット支援 腺全 術

ロボット支援 定術

腔鏡下 腎 術

経尿 的 腫瘍 術

尿 手術（T T）

腺 に対する 小線 療法

経尿 的 腺核 術（ ）

精 手術

尿 下 形成術

下逆 術

６

６

泌尿器科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

教

泌尿器科 病 医長
尿 害、女性泌尿器

日本泌尿器科学 （泌尿器科 医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器 腔鏡 術 定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器ロボット支援手術 ロク ー）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

日本 尿機能学 （ 医）

中川　翔太
カ ワ ショ

医員（病院 教） 泌尿器一般
日本泌尿器科学 （泌尿器科 医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器 腔鏡 術 定医）

森　友莉
リ ユリ

医員（病院 教） 泌尿器一般、小児泌尿器 日本泌尿器科学 （泌尿器科 医）

奥末　理知
オク リ

医員（病院 教） 泌尿器一般、女性泌尿器 日本泌尿器科学 （泌尿器科 医）

上仁　数義
ョ ニン カ シ 教

泌尿器科 科長

外来医長

小児泌尿器科、小児 腔鏡

下手術、夜尿症、 方医学

日本泌尿器科学 （泌尿器科 医・泌尿器科指導医）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

日本小児泌尿器科学 （ 定医）

日本 医学 （ 方 医・指導医）

永澤　誠之
ワ ユ 教

泌尿器科 病 医長

ロボット手術、 腔鏡下手

術、 性不妊症

日本泌尿器科学 （泌尿器科 医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器 腔鏡 術 定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器ロボット支援手術 ロク ー）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

影山　進
カゲ ム 教

泌尿器科 科長

ロボット手術、 腔鏡下手

術、 、 腺

日本泌尿器科学 （泌尿器科 医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器 腔鏡 術 定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器ロボット支援手術 ロク ー）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

日本性 症学 （ 定医）

日本泌尿器科学 （泌尿器科 医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器 腔鏡 術 定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器ロボット支援手術 ロク ー）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

ご紹介いただいた患者さんの状 が安定している場合は

的に紹介 の先生に逆紹介させていただくようにしていま

す。また最 では光力学診断を用いた経尿 的 腫瘍

地域に対する取り組み、最近の話題など
術が ィアで紹介されました。新たな取り組 や手術治療に

ついて発信する とで くの患者さんが を受けられるよう

心 けています。

日本泌尿器科学 （泌尿器科 医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器 腔鏡 術 定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器ロボット支援手術 ロク ー）

窪田　成寿
クボ シゲ

医員（病院 教） 泌尿器一般
日本泌尿器科学 （泌尿器科 医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器ロボット支援手術 ロク ー）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）西田　将成
ニシ リ

特 教

泌尿器科

小児泌尿器科、小児 腔鏡

下手術

日本泌尿器科学 （泌尿器科 医・泌尿器科指導医）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

日本小児泌尿科学 （ 定医）
小林　憲市

シ ケンイ

吉田　哲也
シ テ

泌尿器科 医 長

ロボット手術、 腔鏡下手

術、腎

日本泌尿器科学 （泌尿器科 医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティク 学 （泌尿器 腔鏡 術 定医）

日本 学 （ 定医）

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

日本臨床腎 学 （ 定医）

IC 制度協 （インフ クション ントロールドク ー）

日本化学療法学 （ 菌薬化学療法 定医）

山中　和明
カ カ ア 腎 、 腔鏡下手術、

症

和田　晃典
ワ ア ノリ （学内）

泌尿器科

ロボット手術、 腔鏡下手

術、 腺 、小線 治療
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診療科ウェブサイト

概要・特色

器科　科長

影 山  進

高齢社会を迎え、 器科疾患に 患する患者さんも増

加し、 器科の存 が 重要となってきています。

当科は、 内 一の大学病院の 器科として、より高度な

医療を患者さんに提供することを使 としております。特に 

2013年から導入したロ ット 内視鏡下手術においては

器科領域の保 適応術 のほぼ全てを行っており、技術

準も年 上がっていると しております。2022年から

は国 手術 ロ ットである も導入し、2 体

で手術を行っております。小 領域診療は当科の特 の一つ

であり、 下裂手術や 手術などの高難度術 を実施

しております。女性 器診療では骨 臓器脱・腹圧性

のメッシュ手術・ロ ット手術を数多く手がけております。

がん薬物治療では、 年 と開 されている 療法薬

や分 的薬などをいち早く導入し、 の治療を提供でき

る体 にしております。

診療内容
【ロボット支援手術（ダヴィンチ、ヒノトリ）】

立 全摘術、 部分切除術、 全摘術、 管全摘術、  

全摘術、 形成術、 骨 固定術

【小児腹腔鏡手術】
形成術、 摘除術、

手術、内視鏡下（

下） 管 合術

【人工尿道括約筋手術】
立 手術後の男性 に

対する人工 括

（A S800）手術

【光力学診断を用いた経尿道的膀胱腫瘍切除術】
他にも一般的な腹 鏡手術、開放手術、経 手術、結 治

療、小 手術なども行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
腎腫瘍外来

当医： 　月 後

対　 ： に対する手術治療（腹 鏡手術、ロ ット手術

など）、分 的薬、 ェックポイント 害薬

治療

前立腺腫瘍
当医：和 　月

対　 ：局 立 に対する手術治療（放射線治療、ロ

ット手術など）、 移性 立 に対する ルモ

ン治療、去 性 立 に対する ルモン

剤や ンパニオン診断を用いたPA P 害薬治療

小児外来
当医：上 　月 、 　小 　

対　 ：先天性 症、 、 下裂、 管

症をはじめとする 性器 や 症の診断・治

療

小線源外来
当医：和 　 後

対　 ： 立 に対する小線 治療

膀胱腫瘍外来
当医： 　

対　 ： がんなどの 上 に対する手術治療（経

手術、ロ ット手術など）や化学療法、

ェックポイント 害薬治療

神経因性膀胱外来
当医： 　

対　 ： 障害をきたす疾患に対する 治療（薬物治

療、 立 大症手術、術後高度 手術、難治

性過活動 に対する ツリ ス治療）

女性泌尿器外来
当医： 末　 後

対　 ：骨 臓器脱（性器脱）、腹圧性 に対するロ

ット 骨 固定術およびポリ ロ ン性

テー を用いた手術療法（ O 手術）

腎移植外来
当医： 中  後

対　 ： 性 不全（生体 移植もしくは 移植 ）

不妊外来
当医：   後

対　 ：男性不 、 検査、 静脈瘤、 内

術 （ S ）

診療実績（2023年度）

件数・数値等手術・検査・治療法等

ロ ット 部分切除術

ロ ット 形成術

ロ ット 全摘除術

ロ ット 立 全摘除術

ロ ット 骨 固定術

腹 鏡下副 摘除術

経 的 腫瘍切除術

手術（ O ）

立 に対する 小線 療法

経 的 立 出術（H L P）

手術

下裂形成術

下 防 術

３４

６

１３

２６

２８

９

８９

３

２９

１８

３３

２０

１５

器科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

助教

器科 病棟医長
障害、女性 器

日本 器科学会（ 器科専門医・ 器科指導医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器腹 鏡技術認定医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器ロ ット 手術 ロク ー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本 機能学会（専門医）

中川　翔太
ナカ ワ　ショウ

医員（病院助教） 器一般
日本 器科学会（ 器科専門医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器腹 鏡技術認定医）

森　友莉
モリ　ユリ

医員（病院助教） 器一般、小 器 日本 器科学会（ 器科専門医）

奥末　理知
オクス 　リ

医員（病院助教） 器一般、女性 器 日本 器科学会（ 器科専門医）

上仁　数義
ジョウニン カズ シ 教授

器科 副科長

外来医長

小 器科、小 腹 鏡

下手術、 症、 方医学

日本 器科学会（ 器科専門医・ 器科指導医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本小 器科学会（認定医）

日本 医学会（ 方専門医・指導医）

永澤　誠之
ナ サワ マサユキ 助教

器科 副病棟医長

ロ ット手術、腹 鏡下手

術、男性不 症

日本 器科学会（ 器科専門医・ 器科指導医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器腹 鏡技術認定医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器ロ ット 手術 ロク ー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

影山　進
カゲヤマ　ススム 教授

器科 科長

ロ ット手術、腹 鏡下手

術、 、 立

日本 器科学会（ 器科専門医・ 器科指導医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器腹 鏡技術認定医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器ロ ット 手術 ロク ー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本性 症学会（認定医）

日本 器科学会（ 器科専門医・ 器科指導医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器腹 鏡技術認定医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器ロ ット 手術 ロク ー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

紹介いただいた患者さんの が 定している場合は

的に紹介 の先生に 紹介させていただくようにしていま

す。また では 学診断を用いた経 的 腫瘍切除

地域に対する取り組み、最近の話題など
術がメ アで紹介されました。 たな り みや手術治療に

ついて することで多くの患者さんが を受けられるよう

心 けています。

日本 器科学会（ 器科専門医・ 器科指導医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器腹 鏡技術認定医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器ロ ット 手術 ロク ー）

窪田　成寿
ク 　シゲヒサ

医員（病院助教） 器一般
日本 器科学会（ 器科専門医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器ロ ット 手術 ロク ー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）西田　将成
ニシ 　マサナリ

特任 教授

器科

小 器科、小 腹 鏡

下手術

日本 器科学会（ 器科専門医・ 器科指導医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本小 科学会（認定医）
小林　憲市
バヤシ　 ンイ

吉田　哲也
シ 　テツヤ 講師

器科 医局長

ロ ット手術、腹 鏡下手

術、

日本 器科学会（ 器科専門医・ 器科指導医）

日本 器内視鏡・ロ テ クス学会（ 器腹 鏡技術認定医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本移植学会（認定医）

日本 移植学会（認定医）

D 度 会（インフェクション ントロール ク ー）

日本化学療法学会（ 薬化学療法認定医）

山中　和明
ヤマナカ カズアキ

講師
移植、腹 鏡下手術、

症

和田　晃典
ワ 　アキノリ 講師（学内）

器科

ロ ット手術、腹 鏡下手

術、 立 、小線 治療
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女性診療科

地域に対する取り組み、最近の話題など診療実績（2023年度）

手術・検査・治療法等

99

267

68

40.5

開 手術

腔鏡下手術（ ロボット手術）

手術（ 子 鏡下手術）

結 胞 あたりの妊 （ ）

【専門外来と相談窓口】
科では、妊 と薬外来のほか滋賀県と連携して レ ンセ

ション外来や不妊・不育 相談セン ーを設置していま
す。病院 ームペー 診療科一 外来等、をご くだ
さい。不妊・不育 相談セン ーでは ール相談を受 けて
おり、予約制となる 談や 相談は 用フ ームからお申し
込 いただけます。

なお、水 日の 、直通 077 548 9083でもご相談
いただけます（ 00〜16 00）。

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

村上　節
ム カ カシ 教

女性診療科 科長
産科、 人科

母体保護法指定医
日本産科 人科学 （ 医・指導医）
日本生殖医学 （生殖医療 医）
日本内視鏡外科学 （ 術 定医）
日本産科 人科内視鏡学 （ 術 定医）
日本女性医学学 （女性ヘル ケア 医）

V  S  S   S   

辻　俊一郎
 シ ンイ ロ 教

女性診療科 科長
周産期、生殖医学

母体保護法指定医
日本産科 人科学 （ 医・指導医）
日本周産期新生児医学 （周産期（母体・胎児） 医・指導医）
日本生殖医学 生殖医療 医
日本遺伝カ ンセリン 学 （臨床遺伝 医）

V  S  S   S  

天野　創
ア ノ クル

女性診療科 病 医長

人科腫瘍

ロボット支援下手術

遺伝性腫瘍

日本産科 人科学 （ 医・指導医）
日本 人科腫瘍学 （ 医・指導医）
日本 人科ロボット手術学 （ ロク ー）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

 

田中　佑治
カ ユ

特 教
人科腫瘍

内視鏡手術

竹林　明枝
ケ シ ア

（学内） 生殖医学

出口　真理
リ

教 産 人科 日本産科 人科学 （ 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

中村　暁子
カム ア

特 教 産 人科 日本産科 人科学 （ 医）
日本産科 人科内視鏡学 （ 術 定医）

山中　弘之
カ ロユ

教 産 人科 日本産科 人科学 （ 医）
 V     S  

松田　淑恵
シ

医員（病院 教） 産 人科 日本産科 人科学 （ 医）     

賀勢　諒
カセイ リョ

医員（病院 教） 産 人科 日本産科 人科学 （ 医）

村頭　温
カ ア シ

非 勤 （診療） 人科腫瘍
日本産 人科学 医
日本 人科腫瘍学 医
日本がん治療 定医機構がん治療 定医

平田 貴美子 非 勤 （診療） 生殖医学 日本産科 人科学 （ 医）
日本生殖医学 （生殖医療 医）

花田　哲郎
ハ テ ロ

教 生殖医学

母体保護法指定医
日本産科 人科学 （ 医・指導医）
日本女性医学学 （女性ヘル ケア 医）
日本がん・生殖医療学 （がん・生殖医療 ビゲー ー）
日本生殖医学 （生殖医療 医）
難病指定医

米岡　完
ネオカ ユ カ

特 教 人科腫瘍

日本 医機構産 人科 医 日本産 人科学 （指導医）
日本 人科腫瘍学 （ 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

 V     S   

信田　侑里
ノ ユリ

特 教 人科
日本 医機構産 人科 医 日本産 人科学 （指導医）
日本産科 人科内視鏡学 （ 腔鏡 術 定医）

 

日本 医機構産 人科 医 日本産 人科学 （指導医）
日本 人科腫瘍学 （ 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本臨床細胞学 （細胞診 医）
日本産科 人科内視鏡学 （ 腔鏡 術 定医）
日本内視鏡外科学 （ 術 定医）
日本遺伝性腫瘍学 （ 医）

 V     S   

母体保護法指定医   日本産科 人科学 （ 医・指導医）
日本生殖医学 （生殖医療 医）
日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）
日本がん・生殖医療学 （ 定がん生殖医療 ビゲー ー）

診療科 イト

概要・特色

眼科 科長

澤 田  修

人は外 からの情報の約80 を「 る」 とから ていま

す。高いQ V の ・維持を通 て、高いQ a

L （QO ）を提供する とが眼科の 命です。 内

などの一般診療を高い水準で提供する とに えて、大学病

院の 命として重症眼疾患・難治性眼疾患の治療にも重点を

おき、患者さんに り添い、不安を取り く医療を目指してい

ます。

診療内容
一般外来は紹介または予約患者さんを 先に診察していま

す。

長期にわたり治療が 要な疾患や、 性の高い治療を要す

る疾患を対 とした 外来を開設しており、 子体、

内 、 視 視、眼 症、神経眼科、色 についてはそれ

れ 医 が担 し、最先 の診療を行なっています。重症

眼疾患の診療を充実させるためにも、病診連携を重視し、

の病院や診療所との連携をさらに めていきます。

【網膜硝子体外来】
、糖尿病 症、 、 上 などを中心

に、経 な術者が手術を行っています。

性、糖尿病 腫、 脈 症に う

腫、 視性脈 新生血管などの 疾患に対しては、

V F療法などの薬 治療を行っています。

【斜視・弱視外来】
外 視や内 視、外眼 麻 による 視を診ています。小

児・成人を わ くの 視手術を行っています。

また、小児を対 とした 視の検査や治療も行っています。

【緑内障外来】
点眼薬、内 薬による眼 ントロール不良の方や、視野

害の進行する方には、経 な術者がレー ー手術を

の手術を 的に行っています。

【ロービジョン外来】
低視力の方に対して、 大鏡や 光眼鏡の 方、 大 書

器、書 上げ器などの紹介を行っています。

【色覚外来】
先 色 の診断、 度分 を行っています。色 の特性

を し、 生活で不利が生 ないように対 を てるよう

にしています。遺伝子の にも取り組んでいます。

特に紹介を受けたい疾患、症例
【網膜硝子体】

性、 脈 症、 、 上 、糖尿

病 症、 、

【眼炎症】
どう 一般

【緑内障】
開放 内 、 内 、 テロイド 内

【弱視・斜視】
視一般、急性内 視、乳児内 視、 視

【神経眼科】
視神経 、 血性視神経症

【色覚異常】
先 色 、後 色

鏡画 をカ で取り込 、 ル化して の信

を ニ ーに し します。術者は の眼鏡を 用して

手術を行います。画 を ル 理する とで、 の光

を低くしても 察が 能になるため、 来の 鏡下での

手術に対し、低侵襲な手術が 能になります。

最先端の治療

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年度）

【Heads Up Surgery】

子体手術

内 手術

内 手術

視眼 手術

その他の手術

子体内 射

437

1 173

185

146

24

3 041
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診療科 イト

概要・特色

ペインクリニック科 科長

北川　裕利

ペインクリニック科は 性の高い診療を行うため、2007

年６ から附属病院の麻酔科から をしました。外来 務

は、特 教 上の 勤医およ の非 勤 で行ってい

ます。 として 全予約制としています。初めて受診される

方は紹介状を持 していただく と、患者支援セン ーを通し

て受診の予約をしていただくようにお願いいたします。

様々な の患者さんに対して、神経 ロック療法、薬 療

法を ン よく組 込 、各々の患者さんにあった治療を提

供しています。

性の の医療では、患者さんの精神心理状 、 生活

の状 、日 生活の活動度を して、 を向上する とを

目 としています。また、様々な先進医療に準 る治療や先進

的医療を実 しています。

診療内容

特に紹介を受けたい疾患、症例
、 下 などの 疾患、 状 後神経 、 急

性期の 状 、術後 （手術後に長引く ）。 状

後神経 に対しては、神経 害性 イド インに った

最新の 薬治療も行っています。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年度）

■ X線透視下神経ブロック

■ 局所麻酔薬を用いた神経ブロック治療

頸部の神経 ロック、 神経 ロック等

部の神経 ロック、 フ セット ロック
（後内 ロック）等

ー イド下神経 ロック

部の神経 ロック、 フ セット ロック
（後内 ロック）等

頸部の神経 ル 高周 法

部の神経 、 フ セット（後内 ）、
ル 高周 法、高周 等

部神経 ル 高周 法

■ パルス高周波法、高周波熱凝固法

６

件数・数値等手術・検査・治療法等

■ 理学療法士による機能的診断、運動療法の
　指導

６

６

ペインクリニック科・学際的痛みセンターでの
チーム医療（2023年4月～2024年3月）

眼科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

澤田　修
ワ オ ム

眼科 科長

眼科 医 長

子体疾患、 内
日本眼科学 （眼科 医・眼科指導医）

眼科 研究 （眼科 定医）

南川　貴之
カワ カユ 教

眼科 病 医長
内 、 内 日本眼科学 （眼科 医・眼科指導医）

小幡　峻平
オ シ ンペイ 子体疾患、 内

児 症
日本眼科学 （眼科 医・眼科指導医）

西野　紗千
ニシノ 教

眼科 病 医長

視、 視、神経眼科、色 、

内 、 内
日本眼科学 （眼科 医・眼科指導医）

松本　理子
ト リ

医員（病院 教） 子体疾患、 内
日本眼科学 （眼科 医）

眼科 T研究 （眼科 T 定医）

西　佑樹
ニシ ユ

医員（ 医） 内 、 内

原田　有理
ハ ユリ

子体疾患

山出　新一
シンイ

非 勤 （診療） 色 、色 日本眼科学 （眼科 医）

袖川　智大
ワ ロ

医員（ 医）
どう 、色 、

ロービ ョン、 内

村木　早苗
ム

非 勤 （診療） 色 、色 日本眼科学 （眼科 医）

「病診連携の会」
2016年に「病診連携の 」を ち上げ、 年に一度地域の

先生方とともに を開 しています。

病診連携の では、 性や糖尿病 症などに対す

る最新の治療についての の を り、今後の病診連携の

あり方について活発な 換を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など 「滋賀県版スマートサイト：びわこ瞳ネット」
ート イトとは、眼科医が、ロービ ョンケアに関した

情報を、それを 要としている患者さんに対し提供する とを

目的としたリーフレットです。

滋賀県のロービ ョンケアについて、滋賀県内の眼科医療機

関へアンケート調査を行い、それをもとに滋賀県眼科医 を

めた各方 の協力を て、滋賀県 ート イトである「

わ ネット」を りました。

https://shiga-med-ganka.jp/

docs/common/biwako_ eyenet-leaflet.pdf

教

眼科 外来医長

疾患

性 、頸 ・ の ヘルニア、 管狭窄症、

形性 症、 手術後の 、など。

神経 害性

状 、 状 後神経 、開

手術後 、 など。

その他

神経 、CR S（ 合性 所 症 ）、 性頭 、

の など。

線 視下の神経 ロックを中心とした低侵襲治療

イド下の神経 ロック治療

方療法

学 的 治療セン ー

日に初診受 をし、 の治療の ートが、

の 体的、精神的、 的な相 関係を 方 から

し、各 医学 域と連携して、患者さん一人 とりに し

た治療を する とで、集学的なア ロー を行っていく

とを目的としており、総合的に体と心の を して、

生活の質（ ）を向上する とを目指しています。

2011年度から始まった

生 働 の「 性の

対 」の指定研究に基

いて、滋賀医科大学を

めた全 の拠点大学病院33

設が、 性 の治療に対

して診療科を 断した学

的な セン ーを構築し

ています。
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診療科 イト

概要・特色

麻酔科 科長

北川　裕利

診療内容

術 に持病のある方や麻酔に がある方を対 に、外科

医 からの紹介により麻酔 ン ルトを行っています。さらに

手術 日には手術を受けるす ての方を対 に麻酔科医による

術 と麻酔の 同 を行っています。また、周術期管理

ームによる術 の医療介入を行い、術後 期回 に努めてい

ます。

麻酔科は小児から高 者まで、手術における全 管理、麻酔

管理を行っております。手術 の麻酔科的 、術中管理、さ

らには術後管理、特に術後 管理まで めた周術期管理を対

としています。また、手術における麻酔管理 かりではな

く、検査における全 管理、 も 要に て行っていま

す。また、麻酔科外来では麻酔科的 がある症 での術

とアド イ を行っています。

院は、日本麻酔科学 定指導病院であり、麻酔指導医の

な 視のもとで研 医とともに麻酔を担 する とで、

来の麻酔 医を育成しています。さらに、県内の救急救命

を対 に 管 管実 を実 し、地域救急医療を支えていま

す。

滋賀県における地域中核病院の麻酔部 として、手術麻酔の

他に 管理もペインクリニック科にて行っています。

院内で行うす ての手術診療分野を対 とした麻酔を行って

おります。特に麻酔を受ける に のある方、 え の

麻酔 に が生 た とがある方、 など呼吸器 疾患、

心不全、 所麻酔アレルギー、神経・精神的 害を する方に

も 性をもって対 できるよう 全の体制を整えています。

さらに、M I室における麻酔、イン ー ンション（カテーテ

ルを血管に 入して行う治療法）の麻酔など手術室外にも麻酔

医を しております。

診療実績（2023年度）

総手術件数 麻酔科管理症 内、全 麻酔症

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

北川　裕利
ワ ロトシ 教

麻酔科 科長 全 麻酔、心臓麻酔

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本心臓血管麻酔学 （指導医）

日本ペインクリニック学 （ 医）

日本集中治療医学 （ 医）

今宿　康彦
イ シ ク （学内）

麻酔科 科長
周術期管理

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本心臓血管麻酔学 （指導医）

日本ペインクリニック学 （ 医）

日本集中治療医学 （ 医）

日本 生学 （指導医）

小嶋 亜希子
ア

麻酔科医 長

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本 年麻酔学 （ 定医）

日本集中治療医学 （ 医）

手術麻酔

小牧　史明
フ ア

病院 教

臨床工学部 部長

医 臨床教育セン ー セン ー長

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本医 （ 定産 医）
手術麻酔、医学教育

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

湯浅 真由美
ユア ユ

教 手術麻酔

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本心臓血管麻酔学 （ 医・日本周術期経 心 ー 定医）

岩﨑　愛
イワ アイ

教 一般手術麻酔
生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （ 医）

清水　盛浩
シ リ ロ 教

麻酔科 病 医長

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本心臓血管麻酔学 （日本周術期経 心 ー 定医）

日本内科学 （ 定内科医）

一般麻酔

石原 真理子
イシハ リ

特 教

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本小児麻酔学 （ 定医）

手術麻酔

ペインクリニック

大岡　直哉
オオオカ オ

特 教

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （ 定医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本心臓血管麻酔学 （日本周術期経 心 ー 定医）

手術麻酔

7756
7018 7352

4951
4763 4883

3910
4183 4380

0

2000

4000

6000

8000

2021年度 2022年度 2023年度

麻酔科



75滋賀医科大学医学部附属病院診療案内74 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

診療科 イト

概要・特色

麻酔科 科長

北川　裕利

診療内容

術 に持病のある方や麻酔に がある方を対 に、外科

医 からの紹介により麻酔 ン ルトを行っています。さらに

手術 日には手術を受けるす ての方を対 に麻酔科医による

術 と麻酔の 同 を行っています。また、周術期管理

ームによる術 の医療介入を行い、術後 期回 に努めてい

ます。

麻酔科は小児から高 者まで、手術における全 管理、麻酔

管理を行っております。手術 の麻酔科的 、術中管理、さ

らには術後管理、特に術後 管理まで めた周術期管理を対

としています。また、手術における麻酔管理 かりではな

く、検査における全 管理、 も 要に て行っていま

す。また、麻酔科外来では麻酔科的 がある症 での術

とアド イ を行っています。

院は、日本麻酔科学 定指導病院であり、麻酔指導医の

な 視のもとで研 医とともに麻酔を担 する とで、

来の麻酔 医を育成しています。さらに、県内の救急救命

を対 に 管 管実 を実 し、地域救急医療を支えていま

す。

滋賀県における地域中核病院の麻酔部 として、手術麻酔の

他に 管理もペインクリニック科にて行っています。

院内で行うす ての手術診療分野を対 とした麻酔を行って

おります。特に麻酔を受ける に のある方、 え の

麻酔 に が生 た とがある方、 など呼吸器 疾患、

心不全、 所麻酔アレルギー、神経・精神的 害を する方に

も 性をもって対 できるよう 全の体制を整えています。

さらに、M I室における麻酔、イン ー ンション（カテーテ

ルを血管に 入して行う治療法）の麻酔など手術室外にも麻酔

医を しております。

診療実績（2023年度）

総手術件数 麻酔科管理症 内、全 麻酔症

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

北川　裕利
ワ ロトシ 教

麻酔科 科長 全 麻酔、心臓麻酔

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本心臓血管麻酔学 （指導医）

日本ペインクリニック学 （ 医）

日本集中治療医学 （ 医）

今宿　康彦
イ シ ク （学内）

麻酔科 科長
周術期管理

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本心臓血管麻酔学 （指導医）

日本ペインクリニック学 （ 医）

日本集中治療医学 （ 医）

日本 生学 （指導医）

小嶋 亜希子
ア

麻酔科医 長

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本 年麻酔学 （ 定医）

日本集中治療医学 （ 医）

手術麻酔

小牧　史明
フ ア

病院 教

臨床工学部 部長

医 臨床教育セン ー セン ー長

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本医 （ 定産 医）
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清水　盛浩
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診療科 イト

概要・特色

ペインクリニック科 科長

北川　裕利

ペインクリニック科は 性の高い診療を行うため、2007

年６ から附属病院の麻酔科から をしました。外来 務

は、特 教 上の 勤医およ の非 勤 で行ってい

ます。 として 全予約制としています。初めて受診される

方は紹介状を持 していただく と、患者支援セン ーを通し

て受診の予約をしていただくようにお願いいたします。

様々な の患者さんに対して、神経 ロック療法、薬 療

法を ン よく組 込 、各々の患者さんにあった治療を提

供しています。

性の の医療では、患者さんの精神心理状 、 生活

の状 、日 生活の活動度を して、 を向上する とを

目 としています。また、様々な先進医療に準 る治療や先進

的医療を実 しています。

診療内容

特に紹介を受けたい疾患、症例
、 下 などの 疾患、 状 後神経 、 急

性期の 状 、術後 （手術後に長引く ）。 状

後神経 に対しては、神経 害性 イド インに った

最新の 薬治療も行っています。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年度）

■ X線透視下神経ブロック

■ 局所麻酔薬を用いた神経ブロック治療

頸部の神経 ロック、 神経 ロック等

部の神経 ロック、 フ セット ロック
（後内 ロック）等

ー イド下神経 ロック

部の神経 ロック、 フ セット ロック
（後内 ロック）等

頸部の神経 ル 高周 法

部の神経 、 フ セット（後内 ）、
ル 高周 法、高周 等

部神経 ル 高周 法

■ パルス高周波法、高周波熱凝固法

６

件数・数値等手術・検査・治療法等

■ 理学療法士による機能的診断、運動療法の
　指導

６

６

ペインクリニック科・学際的痛みセンターでの
チーム医療（2023年4月～2024年3月）

眼科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

澤田　修
ワ オ ム

眼科 科長

眼科 医 長

子体疾患、 内
日本眼科学 （眼科 医・眼科指導医）

眼科 研究 （眼科 定医）

南川　貴之
カワ カユ 教

眼科 病 医長
内 、 内 日本眼科学 （眼科 医・眼科指導医）

小幡　峻平
オ シ ンペイ 子体疾患、 内

児 症
日本眼科学 （眼科 医・眼科指導医）

西野　紗千
ニシノ 教

眼科 病 医長

視、 視、神経眼科、色 、

内 、 内
日本眼科学 （眼科 医・眼科指導医）

松本　理子
ト リ

医員（病院 教） 子体疾患、 内
日本眼科学 （眼科 医）

眼科 T研究 （眼科 T 定医）

西　佑樹
ニシ ユ

医員（ 医） 内 、 内

原田　有理
ハ ユリ

子体疾患

山出　新一
シンイ

非 勤 （診療） 色 、色 日本眼科学 （眼科 医）

袖川　智大
ワ ロ

医員（ 医）
どう 、色 、

ロービ ョン、 内

村木　早苗
ム

非 勤 （診療） 色 、色 日本眼科学 （眼科 医）

「病診連携の会」
2016年に「病診連携の 」を ち上げ、 年に一度地域の

先生方とともに を開 しています。

病診連携の では、 性や糖尿病 症などに対す

る最新の治療についての の を り、今後の病診連携の

あり方について活発な 換を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など 「滋賀県版スマートサイト：びわこ瞳ネット」
ート イトとは、眼科医が、ロービ ョンケアに関した

情報を、それを 要としている患者さんに対し提供する とを

目的としたリーフレットです。

滋賀県のロービ ョンケアについて、滋賀県内の眼科医療機

関へアンケート調査を行い、それをもとに滋賀県眼科医 を

めた各方 の協力を て、滋賀県 ート イトである「

わ ネット」を りました。

https://shiga-med-ganka.jp/

docs/common/biwako_ eyenet-leaflet.pdf

教

眼科 外来医長

疾患

性 、頸 ・ の ヘルニア、 管狭窄症、

形性 症、 手術後の 、など。

神経 害性

状 、 状 後神経 、開

手術後 、 など。

その他

神経 、CR S（ 合性 所 症 ）、 性頭 、

の など。

線 視下の神経 ロックを中心とした低侵襲治療

イド下の神経 ロック治療

方療法

学 的 治療セン ー

日に初診受 をし、 の治療の ートが、

の 体的、精神的、 的な相 関係を 方 から

し、各 医学 域と連携して、患者さん一人 とりに し

た治療を する とで、集学的なア ロー を行っていく

とを目的としており、総合的に体と心の を して、

生活の質（ ）を向上する とを目指しています。

2011年度から始まった

生 働 の「 性の

対 」の指定研究に基

いて、滋賀医科大学を

めた全 の拠点大学病院33

設が、 性 の治療に対

して診療科を 断した学

的な セン ーを構築し

ています。
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ペインクリニック科

生 働

性 診療シ テム てん化

地

年、 性の に対して、集学的な 性 診療と診療連

携の重要性が されるようになってきました。 生 働 の

性 診療体制構築 ル が日本全 地域で ち上が

り、地域の実情に た診療シ テムを構築し、人 育成が始

まっています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

北川　裕利
ワ ロトシ 教

ペインクリニック科 科長
全 麻酔、心臓麻酔

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本心臓血管麻酔学 （指導医）

日本ペインクリニック学 （ 医）

日本集中治療医学 （ 医）

中西　美保
カニシ

麻酔科 外来医長

ペインクリニック科 教育医長

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本ペインクリニック学 （ 医）

日本 医学 （ 方指導医・ 医）

瀧　康彦 特 教 手術麻酔、 動器

生 働 （麻酔科 ）

日本 医機構（整形外科 医）

日本整形外科学 （ 定リ 医・ 定 動器リハビリ

テーション医）

岩下　成人
イワシ リ ト ペインクリニック科 科長

ペインクリニック科 病 医長

ペインクリニック科 外来医長

ペインクリニック、

視下神経 ロック療法、

性 、 の脳機能画 、

の 方

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本ペインクリニック学 （ 医）

日本臨床薬理学 （指導医）

日本 医学 （ 方 医）

日本 ポー 協 （ ポー ドク ー）

岩本　貴志
イワ ト カシ

非 勤 （診療）

ペインクリニック

視下神経 ロック療法

ケア

清水　覚司
シ トシ

非 勤 （診療）

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本ペインクリニック学 （ 医）

手術麻酔、ペインクリニック

松本　富吉
ト ト

非 勤 （診療） 日本ペインクリニック学 （ 医）

石原 真理子
イシハ リ

特 教 手術麻酔、ペインクリニック

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本小児麻酔学 （ 定医）

ペインクリニック、

視下 ー イド下神経 ロッ

ク、 性 の集学的診療、

の 方治療、 性 の脳内 カ

ニ ム（ペインイ ー ン ）、

方薬の 機

たちは集学的 セン ーを各地域

に構築し、さらに地域医療機関との連携

を める とで、 で し 皆さんの

（生活の質）がよくなるように取

り組 を進めています。

診療科 イト

概要・特色

歯科口腔外科 科長

髙岡　一樹

歯科口腔外科では口腔、 およ その周 の 、頸部の
疾患を診療対 とし、総合病院の機能を生かした診療を行って
います。

口腔と口腔周 の疾患を全 との関わりでとらえ、 ビ ン
に基 いた診断を行い、 分なインフ ームド ンセントを
て治療を進めています。
また、全 疾患を する患者さんへの対 も関係各科と連携

して行っています。
、地域医療機関の先生方のご協力にて くのご紹介を

いていますが、今後は、 科から地域医療機関の先生方への
逆紹介率をさらに向上させ、「 方向性のある連携シ テム」
の を目 にしています。

地域医療機関と に連携し、歯科・口腔外科医療の機能分担
とレ ルの向上を 進していきたいと えています。

診療内容

紹介を受けている主な疾患、症例
形症

口腔がん

口腔イン ント

胞、良性腫瘍

関 症

歯（入院・全 麻酔下の 歯 歯、 歯 歯）

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年度）

外来新患患者

外来受診患者

外来手術

周術期口腔機能管理を行った患者

4,411

19,120

822

2,324
歯の疾患（抜歯）：

歯・ 歯などの 歯を行っています。また、重 な
全 疾患を する患者さんの 歯については関係各科と連携
した上で行っています。 期入院下での 歯 歯や全 麻
酔下での 置も行っています。

顎骨の疾患：
形症に対して 歯科医と に連携しながら手術治療を

行っています。その他の 疾患に対する治療も行ってい
ます。

顎顔面領域の外傷・骨折：
、 口腔 、歯 、歯 に対して、

的にかつ 合機能を重視した治療を行っています。

顎口腔領域の感染症：
歯が となる 症、 、 に対して
的な治療を行っています。場合によっては入院下に治療を
行っています。

嚢胞および良性腫瘍：
胞、 良性腫瘍、 部組 胞、 部組 良性腫

瘍、 液 胞に対し、患者様の を重視した外科的治療を
行っています。

口腔粘膜疾患：
症、 （へん いたいせん）、難治性口内 など

の 疾患に対して 的な治療を行っています。

口腔がん：
外科的治療、化学療法、放射線療法など、他科と連携した集
学的治療を行っています。また、口腔がんの 期発 にも力
を入れています。

顎関節症：
リント治療などの保存的治療から外科的治療まで、 広

く対 しています。

インプラント治療：
かかりつけ歯科との連携でイン ント治療を行っておりま
す。また、 （ 生 導療法）、上 上術（ イ

リフト）などの高難 度の 成手術も行っています。
腫瘍や 通外 などで広 におよ 歯・ に対する
イン ント治療は保 用で広 支持 置による治
療と呼 れており、 科で対 能です。

▶地域連携インプラントシステム
2006年度より地域連携イン ントシ テムを開始し、

くの患者さんから「良く めるようになった」と んでいただ
いています。

のイン ント地域連携シ テムは、 生などリ クを
う外科 置は 科が行い、その後の 置は紹介 で行う
とを基本としています（症 により、す ての治療を 科

で行う、 生の 科で行うなど様々な対 が 能 で
す）。本シ テムの症 について直接紹介 とカンフ レン

を行い、 接に連携した治療を行う とを特徴としていま
す。

細は 下のU をご ください。
http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/medical_  
institution/systems/implant.html

▶地域連携顎矯正システム
の の大きさの不調 により、うまく めない患者さん

（ 形症）に対しては、2006年度より地域連携 シ
テムとして、 の 歯科 医と連携して、 手術を
行っています。

治療により た目の だけではなく、良く めるようにな
る とから、日 生活において大きな が められます。

下 症、上 症など 形に対して外科的 治療
を行っています。

細は 下のU をご ください。
http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/medical_  
institution/systems/othognathics.html

▶周術期口腔機能管理
全 麻酔で手術を行う患者さんは、 ムー に全 麻酔を行

うため、また術後の 予 のためにも術 に口腔内を ッ
クする とが重要です。 院に存 する周術期 ームと に連
携しながら、手術 後の患者さんの口腔内管理を行っていま
す。

地域に対する取り組み、最近の話題など
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診療科ウェブサイト

放射線科　科長

渡邉　嘉之

概要・特色
放射線科専門医が画像診断および放射線治療を担当していま

す。画像診断部門では、単純X線写真、CT、MR、超音波、消

化管や尿路の造影検査等、大部分の画像診断検査の画像診断を

担当し、PACS（画像保存通信システム）によって画像とレ

ポートを院内に配信しています。他院からの画像診断検査の依

頼にも患者支援センターを介して対応しています。

また、IVR-CTを使用し、各診療科からの血管造影やイン

ターべンショナル・ラジオロジー（IVR）の依頼に対応してい

ます。当放射線科のIVRの特徴として、新しい治療材料や治療

手技の開発に重点を置き、そのための基礎研究を続けながら、

臨床応用を目指している点を挙げることができます。

一方、放射線治療部門では、CTや治療計画用コンピュータ

を駆使した高精度放射線治療や小線源治療を実施しています。

画像診断部門、放射線治療部門、ともに各診療科と緊密に連

携、合同カンファレンスを定期的に開催し、診療にあたってい

ます。

診療内容
【IVR（インターベンショナル・ラジオロジー：画像下治療）】

肝腫瘍に対しては、CTアンギオなどの精密な画像診断とと

もに、選択的肝動脈塞栓術や抗がん剤動注、あるいはラジオ波

焼灼術を行っています。また、血管狭窄性病変に対する血管形

成術やステント留置術、下肢静脈血栓症に対する下大静脈フィ

ルター留置術、その他、交通外傷に対する止血術等、救急症例

を含め、IVRの適応症例には迅速に対応しています。IVR-CT

を用いた各種生検、膿瘍ドレナージ、経皮的椎体形成術などの

IVRも積極的に行っています。

【放射線治療】
頭頸部がん、肺がん、乳がん、泌尿生殖器がんなどの放射線

治療を行っています。特殊な治療として、脳腫瘍に対するリニ

アックを用いた定位放射線治療（エックスナイフ）、肺がんに

対する呼吸同期下での体幹部定位放射線治療、骨髄移植のため

の全身照射も行っています。前立腺がんに対しては、治療計画

用コンピュータを駆使した強度変調放射線治療（IMRT）や、

ヨウ素125密封小線源永久挿入療法を行っています。

診療実績（2023年度）

件数・数値等手術・検査・治療法等

放射線治療患者数（新患）

前立腺小線源治療

脳定位放射線治療

体幹部定位放射線治療

強度変調放射線治療

CT

MR

ＲＩ

418

21

25

54

157

27,562

10,835

2,037

緊急止血術

経皮的ドレナージ／生検術

27

96

門脈系（TIPS,BRTO）、静脈サンプリ
ング

18

肝動脈塞栓療法／肝動脈化学塞栓療法/ 
ラジオ波治療

37

インターベンショナルラジオロジー
（IVR）施行件数

241

●血管造影検査：

血管の造影像により、疾患の状態を診断する検査です。診断

のみならず、カテーテルからの薬剤注入、血管塞栓、血管拡張

なども行います。また、IVR-CTにより、更に正確な治療及び

臓器生検が確実に施行可能となっています。

●核医学（RI）検査：

少量の注射のみで、全身臓器の形態、機能診断が同時に行え

る非侵襲的検査です。PETやSPECTという方法により、X線

CTと同様にRI画像の断層像が得られ、より詳細な診断が可能

です。

●放射線治療：

リニアックによる外部からの照射を行っています。治療計画

専用のCTを用いて正確な治療を行っています。また、前立腺

がんに対しては、強度変調放射線治療や密封小線源永久刺入療

法といった医療ができる体制を整えています。

●X線CT検査：

３台のMDCT（320列CTが2台、高精細CTが1台）に

よって、横断像に加えて種々の三次元画像などを簡単に得るこ

とができ、心臓、肺、腹部など全身の詳細な画像診断が可能で

す。

●MR検査：

最新の1.5Tおよび３T-MR各2台を用いて、全身の臓器

を、多方向からコントラスト高く撮像することが可能です。

X線CTではわかりにくい機能的な画像も提供できます。

●超音波検査：

腹部、頚部、乳腺などの画像を非侵襲的に得ることが可能

で、ドップラー検査により血流の情報も容易に得ることができ

ます。超音波を用いて臓器の生検、腫瘍の薬剤注入も行ってい

ます。

主な検査・医療設備など

放射線科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

河野　直明
コウノ　ナオアキ

講師
日本医学放射線学会（放射線治療専門医）

日本放射線腫瘍学会（専門医）

日本インターベンショナルラジオロジー学会（専門医）

放射線治療

インターベンショナルラジオロジー

村上　陽子
ムラカミ　ヨウコ

助教
日本医学放射線学会（放射線診断専門医）

日本インターベンショナルラジオロジー学会（専門医）

日本核医学会（核医学専門医）

画像診断

インターベンショナルラジオロジー

津川　拓也
ツガワ　タクヤ 助教

放射線科 外来医長
放射線治療

日本医学放射線学会（放射線治療専門医）

日本放射線腫瘍学会（専門医）

青木　健
アオキ　ケン 特任助教

放射線科 病棟医長
放射線治療

放射線治療

日本医学放射線学会（放射線治療専門医）

日本放射線腫瘍学会（専門医）

友澤　裕樹
トモザワ　ユウキ

助教
画像診断（特に腹部領域）

インターベンショナルラジオロジー

日本医学放射線学会（放射線診断専門医）

日本インターベンショナルラジオロジー学会（専門医）

園田　明永
ソノダ　アキナガ

准教授
画像診断（特に胸部領域）

インターベンショナルラジオロジー

日本医学放射線学会（放射線診断専門医）

日本インターベンショナルラジオロジー学会（専門医）

田上　佳英
タノウエ　ヨシヒデ

医員（病院助教）
日本医学放射線学会（放射線治療専門医）

日本放射線腫瘍学会（専門医）

特に紹介を受けたい疾患、症例
全身の画像検査全般（CT、MR、核医学、PET-CT（FDG

）、各種X線検査マンモグラフィーなど）。検査画像と放射線

科診断専門医による検査報告書を紹介元の医療機関にお返しし

ます。（※ 検査の内容により、絶食などが必要となります。お

問い合わせください。）

〈インターベンショナルラジオロジー（IVR）治療〉
まず当該科に紹介して頂いてからの治療となることがありま
すので、事前に放射線科外来にお問い合わせください。

●動脈系
頭頸部腫瘍に対する抗がん剤注入・塞栓術

難治性鼻出血・難治性喀血の塞栓術

肺動脈AVF塞栓術

肝細胞がん、転移性多血腫瘍の塞栓術

脾機能亢進に対する脾動脈塞栓

腎血管性高血圧症のIVR

腎動静脈奇形の塞栓術

胸部・腹部外傷のIVR

下肢の難治性潰瘍治療

腸骨〜下肢の動脈狭窄に対するPTA

●静脈系
ガイドワイヤーなどの血管内異物除去

腫瘍浸潤による静脈閉塞に対するステント留置術

透析患者のシャントPTA

下肢静脈瘤の治療

●門脈系
門脈圧亢進症に対するTIPS、BRTOなどの治療

副腎静脈サンプリング

●非血管系
乳び胸治療目的のリンパ管造影

腫瘍生検、腫瘍のラジオ波、マイクロウェーブ焼灼術

膿瘍ドレナージや経皮的胆道ドレナージ

【放射線治療】
脳腫瘍に対する定位放射線治療（SRS）

肺腫瘍（φ３cm以下１〜２個）に対する体幹部定位放射線

治療

限局性前立腺がんに対するヨード125密封小線源永久刺入治

療

（※まず本院泌尿器科に紹介ください）

限局性前立腺がんに対する強度変調放射線治療（IMRT）

（※まず本院泌尿器科に紹介ください）

限局性前立腺がんに対する体幹部定位放射線治療

（※まず本院泌尿器科に紹介ください）

●令和３年から前立腺がんへの体幹部定位照射を開始しまし

た。

●令和3年度に新規MR装置2台を導入し、既存のMR装置2台 

も最新のソフトに更新し、高画質の画像を提供しています。

●令和4年度に血管造影装置が更新され、高精細な画像を低被

ばくで得ることが可能となっています。

●令和5年度に放射線治療装置を最新のものに更新し、新棟に

移転しています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

放射線治療
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診療科 イト

放射線科 科長

渡邉　嘉之

概要・特色
放射線科 医が画 診断およ 放射線治療を担 していま

す。画 診断部 では、 線 、CT、MR、 、消

化管や尿 の 検査等、大部分の画 診断検査の画 診断を

担 し、PACS（画 保存通信シ テム）によって画 とレ

ポートを院内に 信しています。他院からの画 診断検査の依

頼にも患者支援セン ーを介して対 しています。

また、IVR-CTを 用し、各診療科からの血管 やイン

ー ンショ ル・ オロ ー（IV ）の依頼に対 してい

ます。 放射線科のIVRの特徴として、新しい治療 や治療

手 の開発に重点を置き、そのための基 研究を続けながら、

臨床 用を目指している点を げる とができます。

一方、放射線治療部 では、CTや治療計画用 ンピ ー

を した高精度放射線治療や小線 治療を実 しています。

画 診断部 、放射線治療部 、ともに各診療科と に連

携、合同カンフ レン を定期的に開 し、診療にあたってい

ます。

診療内容
【IVR（インターベンショナル・ラジオロジー：画像下治療）】

腫瘍に対しては、CTアンギオなどの精 な画 診断とと

もに、 的 動脈 術や がん剤動 、あるいは オ

術を行っています。また、血管狭窄性病 に対する血管形

成術や テント 置術、下 脈血 症に対する下大 脈フィ

ル ー 置術、その他、 通外 に対する 血術等、救急症

を め、IV の 症 には迅速に対 しています。IV CT

を用いた各 生検、 瘍ドレ ー 、経皮的 体形成術などの

IV も 的に行っています。

【放射線治療】
頭頸部がん、 がん、乳がん、泌尿生殖器がんなどの放射線

治療を行っています。特 な治療として、脳腫瘍に対するリニ

アックを用いた定 放射線治療（ ック イフ）、 がんに

対する呼吸同期下での体 部定 放射線治療、 のため

の全 射も行っています。 腺がんに対しては、治療計画

用 ンピ ー を した 度 調放射線治療（IM T）や、

125 小線 入療法を行っています。

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

放射線治療患者 （新患）

腺小線 治療

脳定 放射線治療

体 部定 放射線治療

度 調放射線治療

CT

MR

IRI

418

21

25

54

157

27 562

10 835

2 037

急 血術

経皮的ドレ ー 生検術

27

96

脈 （TIPS BRT ）、 脈 ン リ
ン

18

動脈 療法 動脈化学 療法/ 
オ 治療

37

イン ー ンショ ル オロ ー
（IVR） 行

241

血管 検査

血管の により、疾患の状 を診断する検査です。診断

の なら 、カテーテルからの薬剤 入、血管 、血管

なども行います。また、IV CTにより、 に な治療

臓器生検が 実に 行 能となっています。

核医学（ I）検査

の 射の で、全 臓器の形 、機能診断が同 に行え

る非侵襲的検査です。 TやS CTという方法により、 線

CTと同様に I画 の断層 が られ、より 細な診断が 能

です。

放射線治療

リニアックによる外部からの 射を行っています。治療計画

用のCTを用いて な治療を行っています。また、 腺

がんに対しては、 度 調放射線治療や 小線 入療

法といった医療ができる体制を整えています。

線CT検査

のMDCT（320 CTが2 、高精細CTが1 ）に

よって、 断 に えて 々の 次 画 などを簡 に る

とができ、心臓、 、 部など全 の 細な画 診断が 能で

す。

M 検査

最新の1.5Tおよ T M 各2 を用いて、全 の臓器

を、 方向から ント ト高く する とが 能です。

線CTではわかりにくい機能的な画 も提供できます。

検査

部、 部、乳腺などの画 を非侵襲的に る とが 能

で、ドッ ー検査により血 の情報も に る とができ

ます。 を用いて臓器の生検、腫瘍の薬剤 入も行ってい

ます。

主な検査・医療設備など

放射線科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

河野　直明
ノ オア 日本医学放射線学 （放射線治療 医）

日本放射線腫瘍学 （ 医）

日本イン ー ンショ ル オロ ー学 （ 医）

放射線治療

イン ー ンショ ル オロ ー

村上　陽子
ム カ

教
日本医学放射線学 （放射線診断 医）

日本イン ー ンショ ル オロ ー学 （ 医）

日本核医学 （核医学 医）

画 診断

イン ー ンショ ル オロ ー

津川　拓也
ワ ク 教

放射線科 外来医長
放射線治療

日本医学放射線学 （放射線治療 医）

日本放射線腫瘍学 （ 医）

青木　健
アオ ケン 特 教

放射線科 病 医長
放射線治療

放射線治療

日本医学放射線学 （放射線治療 医）

日本放射線腫瘍学 （ 医）

友澤　裕樹
ト ワ ユ

教
画 診断（特に 部 域）

イン ー ンショ ル オロ ー

日本医学放射線学 （放射線診断 医）

日本イン ー ンショ ル オロ ー学 （ 医）

園田　明永
ノ ア

教
画 診断（特に 部 域）

イン ー ンショ ル オロ ー

日本医学放射線学 （放射線診断 医）

日本イン ー ンショ ル オロ ー学 （ 医）

田上　佳英
ノ シ

医員（病院 教）
日本医学放射線学 （放射線治療 医）

日本放射線腫瘍学 （ 医）

特に紹介を受けたい疾患、症例
全 の画 検査全般（CT、M 、核医学、 T CT（F

）、各 線検査 ン フィーなど）。検査画 と放射線

科診断 医による検査報告書を紹介 の医療機関にお返しし

ます。（  検査の内 により、 などが 要となります。お

い合わせください。）

〈インターベンショナルラジオロジー（IVR）治療〉
まず当該科に紹介して頂いてからの治療となることがありま

すので、事前に放射線科外来にお問い合わせください。

動脈系
頭頸部腫瘍に対する がん剤 入・ 術

難治性鼻 血・難治性 血の 術

動脈AVF 術

細胞がん、 性 血腫瘍の 術

機能 進に対する 動脈

腎血管性高血 症のIV

腎動 脈 形の 術

部・ 部外 のIV

下 の難治性 瘍治療

〜下 の動脈狭窄に対する TA

静脈系
イドワイ ーなどの血管内

腫瘍 による 脈 に対する テント 置術

患者のシャント TA

下 脈 の治療

門脈系
脈 進症に対するTI S、 T などの治療

腎 脈 ン リン

非血管系
乳 治療目的のリン 管

腫瘍生検、腫瘍の オ 、 イクロ ー 術

瘍ドレ ー や経皮的 ドレ ー

【放射線治療】
脳腫瘍に対する定 放射線治療（SRS）

腫瘍（ 下 〜 ）に対する体 部定 放射線

治療

限 性 腺がんに対する ード125 小線 入治

療

（ ま 本院泌尿器科に紹介ください）

限 性 腺がんに対する 度 調放射線治療（IM T）

（ ま 本院泌尿器科に紹介ください）

限 性 腺がんに対する体 部定 放射線治療

（ ま 本院泌尿器科に紹介ください）

年から 腺がんへの体 部定 射を開始しまし

た。

3年度に新 M 置2 を導入し、 存のM 置2  

も最新の フトに 新し、高画質の画 を提供しています。

4年度に血管 置が 新され、高精細な画 を低

くで る とが 能となっています。

5年度に放射線治療 置を最新のものに 新し、新 に

しています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

放射線治療
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ペインクリニック科

生 働

性 診療シ テム てん化

地

年、 性の に対して、集学的な 性 診療と診療連

携の重要性が されるようになってきました。 生 働 の

性 診療体制構築 ル が日本全 地域で ち上が

り、地域の実情に た診療シ テムを構築し、人 育成が始

まっています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

北川　裕利
ワ ロトシ 教

ペインクリニック科 科長
全 麻酔、心臓麻酔

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本心臓血管麻酔学 （指導医）

日本ペインクリニック学 （ 医）

日本集中治療医学 （ 医）

中西　美保
カニシ

麻酔科 外来医長

ペインクリニック科 教育医長

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本ペインクリニック学 （ 医）

日本 医学 （ 方指導医・ 医）

瀧　康彦 特 教 手術麻酔、 動器

生 働 （麻酔科 ）

日本 医機構（整形外科 医）

日本整形外科学 （ 定リ 医・ 定 動器リハビリ

テーション医）

岩下　成人
イワシ リ ト ペインクリニック科 科長

ペインクリニック科 病 医長

ペインクリニック科 外来医長

ペインクリニック、

視下神経 ロック療法、

性 、 の脳機能画 、

の 方

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本ペインクリニック学 （ 医）

日本臨床薬理学 （指導医）

日本 医学 （ 方 医）

日本 ポー 協 （ ポー ドク ー）

岩本　貴志
イワ ト カシ

非 勤 （診療）

ペインクリニック

視下神経 ロック療法

ケア

清水　覚司
シ トシ

非 勤 （診療）

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本ペインクリニック学 （ 医）

手術麻酔、ペインクリニック

松本　富吉
ト ト

非 勤 （診療） 日本ペインクリニック学 （ 医）

石原 真理子
イシハ リ

特 教 手術麻酔、ペインクリニック

生 働 （麻酔科 ）

日本麻酔科学 （指導医）

日本 医機構（麻酔科 医）

日本小児麻酔学 （ 定医）

ペインクリニック、

視下 ー イド下神経 ロッ

ク、 性 の集学的診療、

の 方治療、 性 の脳内 カ

ニ ム（ペインイ ー ン ）、

方薬の 機

たちは集学的 セン ーを各地域

に構築し、さらに地域医療機関との連携

を める とで、 で し 皆さんの

（生活の質）がよくなるように取

り組 を進めています。

診療科 イト

概要・特色

歯科口腔外科 科長

髙岡　一樹

歯科口腔外科では口腔、 およ その周 の 、頸部の
疾患を診療対 とし、総合病院の機能を生かした診療を行って
います。

口腔と口腔周 の疾患を全 との関わりでとらえ、 ビ ン
に基 いた診断を行い、 分なインフ ームド ンセントを
て治療を進めています。
また、全 疾患を する患者さんへの対 も関係各科と連携

して行っています。
、地域医療機関の先生方のご協力にて くのご紹介を

いていますが、今後は、 科から地域医療機関の先生方への
逆紹介率をさらに向上させ、「 方向性のある連携シ テム」
の を目 にしています。

地域医療機関と に連携し、歯科・口腔外科医療の機能分担
とレ ルの向上を 進していきたいと えています。

診療内容

紹介を受けている主な疾患、症例
形症

口腔がん

口腔イン ント

胞、良性腫瘍

関 症

歯（入院・全 麻酔下の 歯 歯、 歯 歯）

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年度）

外来新患患者

外来受診患者

外来手術

周術期口腔機能管理を行った患者

4,411

19,120

822

2,324
歯の疾患（抜歯）：

歯・ 歯などの 歯を行っています。また、重 な
全 疾患を する患者さんの 歯については関係各科と連携
した上で行っています。 期入院下での 歯 歯や全 麻
酔下での 置も行っています。

顎骨の疾患：
形症に対して 歯科医と に連携しながら手術治療を

行っています。その他の 疾患に対する治療も行ってい
ます。

顎顔面領域の外傷・骨折：
、 口腔 、歯 、歯 に対して、

的にかつ 合機能を重視した治療を行っています。

顎口腔領域の感染症：
歯が となる 症、 、 に対して
的な治療を行っています。場合によっては入院下に治療を
行っています。

嚢胞および良性腫瘍：
胞、 良性腫瘍、 部組 胞、 部組 良性腫

瘍、 液 胞に対し、患者様の を重視した外科的治療を
行っています。

口腔粘膜疾患：
症、 （へん いたいせん）、難治性口内 など

の 疾患に対して 的な治療を行っています。

口腔がん：
外科的治療、化学療法、放射線療法など、他科と連携した集
学的治療を行っています。また、口腔がんの 期発 にも力
を入れています。

顎関節症：
リント治療などの保存的治療から外科的治療まで、 広

く対 しています。

インプラント治療：
かかりつけ歯科との連携でイン ント治療を行っておりま
す。また、 （ 生 導療法）、上 上術（ イ

リフト）などの高難 度の 成手術も行っています。
腫瘍や 通外 などで広 におよ 歯・ に対する
イン ント治療は保 用で広 支持 置による治
療と呼 れており、 科で対 能です。

▶地域連携インプラントシステム
2006年度より地域連携イン ントシ テムを開始し、

くの患者さんから「良く めるようになった」と んでいただ
いています。

のイン ント地域連携シ テムは、 生などリ クを
う外科 置は 科が行い、その後の 置は紹介 で行う
とを基本としています（症 により、す ての治療を 科

で行う、 生の 科で行うなど様々な対 が 能 で
す）。本シ テムの症 について直接紹介 とカンフ レン

を行い、 接に連携した治療を行う とを特徴としていま
す。

細は 下のU をご ください。
http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/medical_  
institution/systems/implant.html

▶地域連携顎矯正システム
の の大きさの不調 により、うまく めない患者さん

（ 形症）に対しては、2006年度より地域連携 シ
テムとして、 の 歯科 医と連携して、 手術を
行っています。

治療により た目の だけではなく、良く めるようにな
る とから、日 生活において大きな が められます。

下 症、上 症など 形に対して外科的 治療
を行っています。

細は 下のU をご ください。
http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/medical_  
institution/systems/othognathics.html

▶周術期口腔機能管理
全 麻酔で手術を行う患者さんは、 ムー に全 麻酔を行

うため、また術後の 予 のためにも術 に口腔内を ッ
クする とが重要です。 院に存 する周術期 ームと に連
携しながら、手術 後の患者さんの口腔内管理を行っていま
す。

地域に対する取り組み、最近の話題など
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外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

辻　俊一郎
 シ ンイ ロ 教

（母子診療科）
周産期

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （産 人科 医・指導医）

日本周産期・新生児医学 （周産期 医（母体・

胎児）・周産期 医（母体・胎児）指導医）

日本遺伝カ ンセリン 学 （臨床遺伝 医）

西倉　紀子
ニシク ノリ 教

（小児科学 ） 小児神経

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本小児神経学 （小児神経 医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本小児精神神経学 （ 定医）

日本てんかん学 （てんかん 医・指導医）

寺島　智也
テ シ ト 教

（内科学  脳神経内科）

臨床遺伝相談科 外来医長

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医）

日本神経学 （ 医・指導医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医・指導医）

日本 生医療学 （ 生医療 定医）

神経内科学、臨床遺伝学、 生医学、

遺伝子細胞治療

柳　貴英
ギ カ

（小児科）

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本周産期・新生児医学 （新生児指導医）
児・新生児

茶野　徳宏
ャノ トク ロ 教

（臨床検査医学 ）

臨床遺伝相談科 科長

日本整形外科学 （整形外科 医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医・指導医）
遺伝子診療

丸尾　良浩
ルオ シ ロ 教

（小児科学 ）

臨床遺伝相談科 科長

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医・指導医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医・指導医）
小児内分泌・ 、体質性

越田　繁樹
シ シゲ 特

（総合周産期母子医療セン ー）

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本周産期・新生児医学 （新生児指導医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）
児・新生児

診療科 イト

概要・特色

臨床遺伝相談科 科長

丸尾　良浩

【診療方針】
臨床遺伝相談科では、臨床遺伝 医と遺伝カ ンセ ーに

よる遺伝カ ンセリン を行なっています。遺伝カ ンセリン

とは、遺伝に関する や不安などの相談ができる場所で

す。遺伝に関する情報提供をは め、今後の方針 定の支援を

させていただきます。また、遺伝性疾患は 診療科が関わる

要がある とも いため、 科では院内各診療科およ 地域診

療、他病院との連携にも力を入れています。

診療内容

他院からの紹介について

患者支援セン ー経 でご予約いただけます。臨床遺伝相談

科 に患者支援セン ーへ紹介状をFA してください。遺伝カ

ンセリン である いただくとより ムー です。

紹介状をいただいてから、担 医の調整・予定調整を行いま

すので、予約 定まで 日かかる場合があります。ご不 な点

がございましたらお にお い合わせください。

相談者本人から直接予約をいただく とも 能です。

外来受 （ ６ ）へご連 ください。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年度）

相談 年

相談 年

相談 年

相談 年

相談 年

【遺伝カウンセリング】
臨床遺伝 医と遺伝カ ンセ ーが遺伝に関する様々な不

安や の相談をお受けしています。各診療科と 同で 外

来を開設しており、 要に て遺伝学的検査の対 も行って

おります。

外来も めた診療内 細は診療科 ームペー （上

ードまたは下 アドレ ）をご ください。

http://www.shiga-

med.ac.jp/hospital/doc/department/

department/clinical_heredity/heredity

形症に対する治療は、手術（「外科的 手術」といい

ます。）を担 する 院の口腔外科 医と、歯 を整える

（「歯 治療」といいます。）を担 する地域の 歯科

医院の歯科 医とが連携して行います。

形症に対する治療への理 を めて く目的で 院 ー

ムペー に「 形症治療の手引き」を いたしました。

下のU をご ください。

http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/cms/-

. 3528 2284

（ 形症治療担 歯科医

日

日 ）

<口腔機能低下症対策地域連携推進事業>
（令和６年度）地域医療介護総合確保基金活用事業

科では口腔機能の維持向上のための地域医療連携体制の構

築を目指して県 や医療関係者に対して 活動を中心に

を行っております。地域の歯科医院においての滋賀医大と連携

能な歯科医院と協働するための、情報 を行います。

病院を受診する患者さんがシームレ に口腔機能低下症に対

する対 をうける とを推進し、地域全体でオー ルフレイル

に対 する とによって、要介護状 の重症化の予 に す

るだけでなく、人生の最後の まで「 る し 」を持ち続

けられる とを目的として活動を行っています。（担 歯科医

）

周術期口腔機能管理の連携推進

口腔機能低下症に関する連携推進

機能 害に関する連携推進

口腔ケアに関する連携推進

科では口腔がんの 期発 ・ 期治療およ 地域でがん治

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

髙岡 一樹
カオカ カ 教

歯科口腔外科 科長

口腔イン ント、 、

口腔腫瘍

日本口腔外科学 （ 医・指導医）

日本口腔イン ント学 （ 医・指導医）

日本口腔科学 （指導医）

日本がん治療 定医機構 がん治療 定医（歯科口腔外科）

口腔 神経機能学  口 ・ 定 定医

越沼 伸也
シ  シン

歯科口腔外科 医 長 

歯科口腔外科 病 医長

日本口腔外科学 （ 定医・ 医・指導医）

日本口腔イン ント学 （ 医）

日本口腔科学 （ 定医・指導医）

日本口腔ケア学 （ 定医）

口腔イン ント、 形症

家森　正志
リ シ

歯科口腔外科 外来医長

日本口腔外科学 （ 医・指導医）

日本口腔科学 （指導医）

日本小児口腔外科学 （指導医）

口腔腫瘍、 形症、 関 症、

口腔イン ント、 、

口腔内科

冨岡　大寛
ト オカ カ ロ 教

歯科口腔外科 教育医長

日本口腔外科学 （ 定医）

日本外 歯学 （ 定医）

療を 結できる医療連携体制の構築を目指して県 や医療関係

者に対して 活動を中心に を行っており、2020年より

口腔がん相談 口 を開設しています。滋賀県下の診療所の

先生方が診断に う口腔 疾患に したときに歯科口腔外

科 医に相談できるシ テムです。滋賀県下の医療情報連携

手 である「 わ あさがおネット」の ール機能を利用し、

患者さんの口腔内 などの ー をお送りいただいて、 科

の 医がその所 や対 について返信するものです。どう

お にご相談ください。（ただし 定診断を行うものではな

い とをご ください。）

細は 下のU をご ください。

. . . .  

352 2252

また、滋賀県口腔がん対 地域連携体制整 では、

T ャンネルを開設しております。

ちらも 、 下のU または ードからご くださ

い。

. . UCV M ６

F

（滋賀県下診療所向け口腔がん相談 口担 歯科医

）

口腔イン ント、口腔腫瘍

竹田 祐三
ケ ユ

医員 口腔外科一般、 病者歯科

井上 雅喜
イノ

医員 口腔外科一般、 病者歯科

平井　利奈
イ リ

医員 口腔外科一般、 病者歯科

安井　聡臣
イ トシ

医員 口腔外科一般、 病者歯科

村井　崇人
ム イ カト

医員 口腔外科一般、 病者歯科

若村　祐宏
ワカム ユ

医員 口腔外科一般、 病者歯科

鳴神　伊織
ルカ イオリ

医員 口腔外科一般、 病者歯科

歯科口腔外科

日本口腔外科学 （ 定医）

日本口腔外科学 （ 定医）
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診療科ウェブサイト

概要・特色

リハビリテーション科　科長

児玉　成人

近年、リハビリテーションという言葉は医療や福祉の分野で
盛んに用いられ、かなり一般の人にも知られるようになりまし
た。運動麻痺のリハビリテーション、失語症のリハビリテー
ション、スポーツ・リハビリテーションなど、リハビリテー
ションという言葉はさまざまな障害や事柄に対して使われてい
ますが、その本質は一体どこにあると言えるのでしょうか？

医療技術の進歩に伴い、救命・治癒できる疾患が増えてきて
いますが、一方ではいろいろな病気による後遺症や慢性疾患の
ために、ひとりで思うように動けず、日常生活が著しく制限さ
れた患者さんが増加しています。また、高齢社会を迎えて、転
倒などをきっかけにして、“寝たきり”となる患者さんの数も
増える傾向にあります。

従来の臓器別診療型の医療に対して、リハビリテーション医
療では、人間的復権を理念として、障害者の能力を最大限に発
揮させ自立を促し、生活の質（QOL）を高めることを目標とし
ます。本院では2008年にリハビリテーション科が新設されま
した。運動器、脳血管、心血管、がん患者、呼吸器の各分野リ
ハビリテーションにおいて施設基準（Ⅰ）の認定を得て、質の
高いリハビリテーション医療の提供に努めています。

診療内容

診療実績（2023年度）

リハビリテーション科の医師はバイオフィードバック筋時
計、呼気ガス分析装置などの物理医学的診断法を用いながら、
適切な障害の診断、残存機能の評価、機能回復の予測を行いま
す。さらに、薬の処方や運動療法・作業療法・言語療法の処
方、義肢・装具の作製にたずさわります。充分な診断・評価の
もとに、患者さんに効率のよいリハビリテーション・プログラ
ムを提供することができます。

リハビリテーション依頼件数合計

特に紹介を受けたい疾患、症例
原則として入院患者さんが対象ですが、一部の患者さんは

退院後、引き続き外来で経過を診させていただきます。外来
初診の方の紹介に際しては、紹介状（診療情報提供書）を持
参させてください。本院の他の診療科に受診中の場合は、外
来主治医より申込みをして外来初診（対診）の形を取ります。

リハビリテーション科では、当院の入院患者さんを中心
に、関連各科との連携を密にとりながら、骨関節疾患、脳血
管疾患、神経筋疾患、脊椎脊髄疾患、循環器疾患、心臓外科
術後、失語症、構音発声障害などに基づく障害の診断・評
価・治療を行っております。急性期治療対象疾患につきまし
ては、各関連診療科とご相談ください。

●足圧分布測定装置：
圧力を感知するシート上を歩行し、歩行解析行います。

●多機能筋力測定装置：
各筋の筋力を測定し、リハビリの効果を定期的に追うことが
できます。

主な検査・医療設備など

●トレッドミル：
ベルトコンベアーの上を歩いて、虚血性心疾患や閉塞性動脈
硬化症の有無を検査します。

●心肺運動負荷試験：
自転車をこいでいただき、酸素消費、
二酸化炭素排出を測定し、安全な運動
強度を求めます。

●標準失語症検査：
失語の型、重症度を評価します。

●日常生活評価：
ADL*の項目別評価を行い、リハビリテーションの効果を判
定します。

●経頭蓋磁気刺激装置：
磁気刺激による脳の障害の診断や予後判定に用います。

心肺運動負荷試験

*ADLとは？
日常生活を営む上での基本的な行動のことで、

具体的には食事・排泄・入浴等をさし、どの

程度自立的な生活が可能かを評価する指標と

して使われます。

診療科別のリハビリテーション処方数

リハビリテーション科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

児玉　成人
コ マ　ナリヒト 准教授

リハビリテーション科

科長

手の外科、足の外科、腫瘍、

末梢神経疾患

日本整形外科学会（整形外科専門医・認定リウマ 医・認定脊椎脊

髄病医・認定運動器リハビリテーション医）

日本リウマ 学会（リウマ 専門医）

日本手外科学会（手外科専門医）

日本リハビリテーション医学会（リハビリテーション科専門医）

日本整形外科学会認定骨・軟部腫瘍医

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

川口　民郎
カワグ 　 ミロウ

助教

リハビリテーション科

外来医長

リハビリテーション科

教育医長

内科学、循環器内科学、

心臓リハビリテーション

日本内科学会（認定内科医・指導医・総合内科専門医）

日本循環器学会（循環器専門医）

日本医師会（認定産業医・認定健康スポーツ医）

日本心臓リハビリテーション学会（心臓リハビリテーション指導士）

日本リハビリテーション医学会（リハビリテーション科専門医）

厚生労働省（義肢装具等適合判定医）

安藤　厚生
アンドウ　コウセイ 助教

リハビリテーション科

病棟医長

骨軟部腫瘍、手の外科、

末梢神経疾患
日本整形外科学会（整形外科専門医）

各療法士が実施する疾患別リハビリの割合（2023年度）

割合（%）診療報酬項目

理学療法士

脳血管疾患等リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテ－ション

運動器リハビリテーション

呼吸器リハビリテーション

廃用症候群リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

その他

25.2

20.1

15.8

14.5

11.2

10.9

2.3

割合（%）診療報酬項目

作業療法士

脳血管疾患等リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテ－ション

廃用症候群リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

運動器リハビリテーション

呼吸器リハビリテーション

42.0

36.4

6.9

6.5

5.6

2.6

割合（%）診療報酬項目

言語聴覚士

脳血管疾患等リハビリテーション

摂食機能療法

呼吸器リハビリテーション

廃用症候群リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

運動器リハビリテーション

66.6

13.0

8.8

6.2

3.2

2.3

地域に対する取り組み、最近の話題など
急性期病院として、急性期リハビリテーションを当院で実施

した後、連携施設、関連施設への回復期リハビリテーションあ

るいは維持期リハビリテーションの移行が支障なく速やかにで

きるように努めています。通所リハビリテーション、訪問リハ

ビリテーションなどの介護保険事業、地域リハビリテーション

等にも力を入れ、積極的に情報交換を行うことで、急性期から

回復期、維持期における医療・福祉分野にまたがる地域医

療・地域連携が円滑に進むよう取り組んでいます。

心臓リハビリテーションでは、「地域の運動施設との維持期

心臓リハビリテーション連携事業」に取り組んでいます。

心臓リハビリテーションの効果
１．運動耐容能の向上

２．精神面における改善

３．血管の内プラーク（こぶ）の退縮

４．自律神経のバランスの改善

５．耐糖能（ブドウ糖の処理能力）の改善

６．肥満の改善

７．高血圧症の改善

８．脂質異常の改善

2018年度よりス ートした新専門医制度では、リハビリ

テーション科は18基本診療科の一つに数えられています。滋

賀県では滋賀医科大学医学部附属病院リハビリテーション科を

基幹施設として専門医プログラムを展開し、地域医療に貢献で

きるリハビリテーション専門医の育成に力を入れています。ま

た、今後も基幹病院として診療を行い、患者さんの健康に大き

く寄与するとともに、今後のリハビリテーション診療に貢献す

る臨床、基礎研究に邁進していきます。
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旧総合診療部外科

腫瘍内科

ペインクリニック科

眼科

リハビリ科

歯科口腔外科

形成外科

乳腺・小児・一般外科

神経内科

糖尿病内分泌内科

母子診療科・女性診療科

精神科

皮膚科

泌尿器科

腎臓内科

呼吸器外科

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

血液内科

消化器内科

呼吸器内科

小児科

消化器外科

救急科

循環器内科

整形外科

脳神経外科

心臓血管外科

脳神経内科
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診療科 イト

概要・特色

リハビリテーション科 科長

児玉　成人

年、リハビリテーションという は医療や の分野で
んに用いられ、かなり一般の人にも られるようになりまし

た。 動麻 のリハビリテーション、 症のリハビリテー
ション、 ポー ・リハビリテーションなど、リハビリテー
ションという はさまざまな 害や に対して われてい
ますが、その本質は一体ど にあると えるのでし うか

医療 術の進 に い、救命・治 できる疾患が えてきて
いますが、一方ではい い な病 による後遺症や 性疾患の
ために、 とりで うように動け 、日 生活が しく制限さ
れた患者さんが しています。また、高 を えて、

などをきっかけにして、 たきり となる患者さんの も
える 向にあります。

来の臓器 診療 の医療に対して、リハビリテーション医
療では、人 的 を理念として、 害者の能力を最大限に発

させ を し、生活の質（ ）を高める とを目 とし
ます。本院では2008年にリハビリテーション科が新設されま
した。 動器、脳血管、心血管、がん患者、呼吸器の各分野リ
ハビリテーションにおいて 設基準（ ）の 定を て、質の
高いリハビリテーション医療の提供に努めています。

診療内容

診療実績（2023年度）

リハビリテーション科の医 は イオフィード ック
計、呼 分 置などの 理医学的診断法を用いながら、

な 害の診断、 存機能の 、機能回 の予 を行いま
す。さらに、薬の 方や 動療法・ 療法・ 療法の
方、 ・ の にた さわります。充分な診断・ の
もとに、患者さんに 率のよいリハビリテーション・ ロ
ムを提供する とができます。

リハビリテーション依頼 合計

特に紹介を受けたい疾患、症例
として入院患者さんが対 ですが、一部の患者さんは

院後、引き続き外来で経 を診させていただきます。外来
初診の方の紹介に しては、紹介状（診療情報提供書）を持

させてください。本院の他の診療科に受診中の場合は、外
来 治医より申込 をして外来初診（対診）の形を取ります。

リハビリテーション科では、 院の入院患者さんを中心
に、関連各科との連携を にとりながら、 関 疾患、脳血
管疾患、神経 疾患、 疾患、循環器疾患、心臓外科
術後、 症、構 発 害などに基 く 害の診断・

・治療を行っております。急性期治療対 疾患につきまし
ては、各関連診療科とご相談ください。

分 定 置
力を するシート上を 行し、 行 行います。
機能 力 定 置

各 の 力を 定し、リハビリの 果を定期的に う とが
できます。

主な検査・医療設備など

トレッド ル
ルト ン アーの上を いて、 血性心疾患や 性動脈
化症の 無を検査します。

心 動
を いでいただき、 消 、

化 を 定し、安全な 動
度を めます。
準 症検査

の 、重症度を します。
日 生活
AD の項目 を行い、リハビリテーションの 果を
定します。
経頭 置

による脳の 害の診断や予後 定に用います。

心肺運動負荷試験

*ADLとは？
日 生活を 上での基本的な行動の とで、

体的には ・ ・入 等をさし、どの

度 的な生活が 能かを する指 と

して われます。

診療科 のリハビリテーション 方
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リハビリテーション科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

児玉　成人
リ ト 教

リハビリテーション科

科長

手の外科、 の外科、腫瘍、

神経疾患

日本整形外科学 （整形外科 医・ 定リ 医・ 定

病医・ 定 動器リハビリテーション医）

日本リ 学 （リ 医）

日本手外科学 （手外科 医）

日本リハビリテーション医学 （リハビリテーション科 医）

日本整形外科学 定 ・ 部腫瘍医

日本がん治療 定医機構（がん治療 定医）

川口　民郎
カワ ロ

教

リハビリテーション科

外来医長

リハビリテーション科

教育医長

内科学、循環器内科学、

心臓リハビリテーション

日本内科学 （ 定内科医・指導医・総合内科 医）

日本循環器学 （循環器 医）

日本医 （ 定産 医・ 定健 ポー 医）

日本心臓リハビリテーション学 （心臓リハビリテーション指導 ）

日本リハビリテーション医学 （リハビリテーション科 医）

生 働 （ 等 合 定医）

安藤　厚生
アンド セイ 教

リハビリテーション科

病 医長

部腫瘍、手の外科、

神経疾患
日本整形外科学 （整形外科 医）

各療法士が実施する疾患別リハビリの割合（2023年度）

割合（%）診療報 項目

理学療法士

脳血管疾患等リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテ ション

動器リハビリテーション

呼吸器リハビリテーション

用症 リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

その他

25.2

20.1

15.8

14.5

11.2

10.9

2.3

割合（%）診療報 項目

作業療法士

脳血管疾患等リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテ ション

用症 リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

動器リハビリテーション

呼吸器リハビリテーション

42.0

36.4

6.9

6.5

5.6

2.6

割合（%）診療報 項目

言語聴覚士

脳血管疾患等リハビリテーション

機能療法

呼吸器リハビリテーション

用症 リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

動器リハビリテーション

66.6

13.0

8.8

6.2

3.2

2.3

地域に対する取り組み、最近の話題など
急性期病院として、急性期リハビリテーションを 院で実

した後、連携 設、関連 設への回 期リハビリテーションあ

るいは維持期リハビリテーションの 行が支 なく速やかにで

きるように努めています。通所リハビリテーション、 リハ

ビリテーションなどの介護保 、地域リハビリテーション

等にも力を入れ、 的に情報 換を行う とで、急性期から

回 期、維持期における医療・ 分野にまたがる地域医

療・地域連携が に進 よう取り組んでいます。

心臓リハビリテーションでは、「地域の 動 設との維持期

心臓リハビリテーション連携 」に取り組んでいます。

心臓リハビリテーションの効果
動 能の向上

精神 における

血管の内 ーク（ ）の

神経の ン の

糖能（ ド 糖の 理能力）の

６ の

高血 症の

質 の

2018年度より ートした新 医制度では、リハビリ

テーション科は18基本診療科の一つに えられています。滋

賀県では滋賀医科大学医学部附属病院リハビリテーション科を

基 設として 医 ロ ムを展開し、地域医療に貢献で

きるリハビリテーション 医の育成に力を入れています。ま

た、今後も基 病院として診療を行い、患者さんの健 に大き

く するとともに、今後のリハビリテーション診療に貢献す

る臨床、基 研究に 進していきます。

0 500 1 000 1 500 2 000
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外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

辻　俊一郎
 シ ンイ ロ 教

（母子診療科）
周産期

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （産 人科 医・指導医）

日本周産期・新生児医学 （周産期 医（母体・

胎児）・周産期 医（母体・胎児）指導医）

日本遺伝カ ンセリン 学 （臨床遺伝 医）

西倉　紀子
ニシク ノリ 教

（小児科学 ） 小児神経

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本小児神経学 （小児神経 医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本小児精神神経学 （ 定医）

日本てんかん学 （てんかん 医・指導医）

寺島　智也
テ シ ト 教

（内科学  脳神経内科）

臨床遺伝相談科 外来医長

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医）

日本神経学 （ 医・指導医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医・指導医）

日本 生医療学 （ 生医療 定医）

神経内科学、臨床遺伝学、 生医学、

遺伝子細胞治療

柳　貴英
ギ カ

（小児科）

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本周産期・新生児医学 （新生児指導医）
児・新生児

茶野　徳宏
ャノ トク ロ 教

（臨床検査医学 ）

臨床遺伝相談科 科長

日本整形外科学 （整形外科 医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医・指導医）
遺伝子診療

丸尾　良浩
ルオ シ ロ 教

（小児科学 ）

臨床遺伝相談科 科長

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医・指導医）

日本内分泌学 （内分泌 科 医・指導医）
小児内分泌・ 、体質性

越田　繁樹
シ シゲ 特

（総合周産期母子医療セン ー）

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本周産期・新生児医学 （新生児指導医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）
児・新生児

診療科 イト

概要・特色

臨床遺伝相談科 科長

丸尾　良浩

【診療方針】
臨床遺伝相談科では、臨床遺伝 医と遺伝カ ンセ ーに

よる遺伝カ ンセリン を行なっています。遺伝カ ンセリン

とは、遺伝に関する や不安などの相談ができる場所で

す。遺伝に関する情報提供をは め、今後の方針 定の支援を

させていただきます。また、遺伝性疾患は 診療科が関わる

要がある とも いため、 科では院内各診療科およ 地域診

療、他病院との連携にも力を入れています。

診療内容

他院からの紹介について

患者支援セン ー経 でご予約いただけます。臨床遺伝相談

科 に患者支援セン ーへ紹介状をFA してください。遺伝カ

ンセリン である いただくとより ムー です。

紹介状をいただいてから、担 医の調整・予定調整を行いま

すので、予約 定まで 日かかる場合があります。ご不 な点

がございましたらお にお い合わせください。

相談者本人から直接予約をいただく とも 能です。

外来受 （ ６ ）へご連 ください。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年度）

相談 年

相談 年

相談 年

相談 年

相談 年

【遺伝カウンセリング】
臨床遺伝 医と遺伝カ ンセ ーが遺伝に関する様々な不

安や の相談をお受けしています。各診療科と 同で 外

来を開設しており、 要に て遺伝学的検査の対 も行って

おります。

外来も めた診療内 細は診療科 ームペー （上

ードまたは下 アドレ ）をご ください。

http://www.shiga-

med.ac.jp/hospital/doc/department/

department/clinical_heredity/heredity

形症に対する治療は、手術（「外科的 手術」といい

ます。）を担 する 院の口腔外科 医と、歯 を整える

（「歯 治療」といいます。）を担 する地域の 歯科

医院の歯科 医とが連携して行います。

形症に対する治療への理 を めて く目的で 院 ー

ムペー に「 形症治療の手引き」を いたしました。

下のU をご ください。

http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/cms/-

. 3528 2284

（ 形症治療担 歯科医

日

日 ）

<口腔機能低下症対策地域連携推進事業>
（令和６年度）地域医療介護総合確保基金活用事業

科では口腔機能の維持向上のための地域医療連携体制の構

築を目指して県 や医療関係者に対して 活動を中心に

を行っております。地域の歯科医院においての滋賀医大と連携

能な歯科医院と協働するための、情報 を行います。

病院を受診する患者さんがシームレ に口腔機能低下症に対

する対 をうける とを推進し、地域全体でオー ルフレイル

に対 する とによって、要介護状 の重症化の予 に す

るだけでなく、人生の最後の まで「 る し 」を持ち続

けられる とを目的として活動を行っています。（担 歯科医

）

周術期口腔機能管理の連携推進

口腔機能低下症に関する連携推進

機能 害に関する連携推進

口腔ケアに関する連携推進

科では口腔がんの 期発 ・ 期治療およ 地域でがん治

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

髙岡 一樹
カオカ カ 教

歯科口腔外科 科長

口腔イン ント、 、

口腔腫瘍

日本口腔外科学 （ 医・指導医）

日本口腔イン ント学 （ 医・指導医）

日本口腔科学 （指導医）

日本がん治療 定医機構 がん治療 定医（歯科口腔外科）

口腔 神経機能学  口 ・ 定 定医

越沼 伸也
シ  シン

歯科口腔外科 医 長 

歯科口腔外科 病 医長

日本口腔外科学 （ 定医・ 医・指導医）

日本口腔イン ント学 （ 医）

日本口腔科学 （ 定医・指導医）

日本口腔ケア学 （ 定医）

口腔イン ント、 形症

家森　正志
リ シ

歯科口腔外科 外来医長

日本口腔外科学 （ 医・指導医）

日本口腔科学 （指導医）

日本小児口腔外科学 （指導医）

口腔腫瘍、 形症、 関 症、

口腔イン ント、 、

口腔内科

冨岡　大寛
ト オカ カ ロ 教

歯科口腔外科 教育医長

日本口腔外科学 （ 定医）

日本外 歯学 （ 定医）

療を 結できる医療連携体制の構築を目指して県 や医療関係

者に対して 活動を中心に を行っており、2020年より

口腔がん相談 口 を開設しています。滋賀県下の診療所の

先生方が診断に う口腔 疾患に したときに歯科口腔外

科 医に相談できるシ テムです。滋賀県下の医療情報連携

手 である「 わ あさがおネット」の ール機能を利用し、

患者さんの口腔内 などの ー をお送りいただいて、 科

の 医がその所 や対 について返信するものです。どう

お にご相談ください。（ただし 定診断を行うものではな

い とをご ください。）

細は 下のU をご ください。

. . . .  

352 2252

また、滋賀県口腔がん対 地域連携体制整 では、

T ャンネルを開設しております。

ちらも 、 下のU または ードからご くださ

い。

. . UCV M ６

F

（滋賀県下診療所向け口腔がん相談 口担 歯科医

）

口腔イン ント、口腔腫瘍

竹田 祐三
ケ ユ

医員 口腔外科一般、 病者歯科

井上 雅喜
イノ

医員 口腔外科一般、 病者歯科

平井　利奈
イ リ

医員 口腔外科一般、 病者歯科

安井　聡臣
イ トシ

医員 口腔外科一般、 病者歯科

村井　崇人
ム イ カト

医員 口腔外科一般、 病者歯科

若村　祐宏
ワカム ユ

医員 口腔外科一般、 病者歯科

鳴神　伊織
ルカ イオリ

医員 口腔外科一般、 病者歯科

歯科口腔外科

日本口腔外科学 （ 定医）

日本口腔外科学 （ 定医）
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臨床遺伝相談科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

中山　潤
カ ン

非 勤 （診療）

日本耳鼻咽喉科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器

相談医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本めまい 医学 （めまい相談医）

日本 管 科学 （ 管 科 医）

めまい・難 、 器、小児難 、

遺伝性難

寺本　晃治
テ ト

特 （臨床腫瘍学 ）

日本外科学 （外科 定医・ 定 医）

日本呼吸器学 （呼吸器 医・呼吸器指導医）

日本臨床腫瘍学 （がん薬 療法 医）

日本 医療学 （ 医療 医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本遺伝性腫瘍学 （遺伝性腫瘍 医）

日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡 医・ 管支

鏡指導医）

日本がん治療 定機構（がん治療 定医）

日本 生医療学 （ 生医療 定医）

日本呼吸器外科学 （ 定 医）

日本 イオインフ ティク 学 （ イオイン

フ ティク 術者）

腫瘍

遺伝性腫瘍

勝元 さえこ
カ ト 遺伝カ ンセ ー

産 看護

日本遺伝カ ンセリン 学

日本人 遺伝学 （ 定遺伝カ ンセ ー）
遺伝カ ンセリン

長井　静世
イ シ 特 教

（小児科）

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本内分泌学 （内分泌 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医小児科 域）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

小児内分泌・

石河　顕子
イシ ア 非 勤 （診療）

（母子診療科）

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （産 人科 医・指導医）

日本遺伝カ ンセリン 学 （臨床遺伝 医）
遺伝子診療

佐藤　智佳
ト カ 遺伝カ ンセ ー（非 勤）

臨床検査

日本遺伝カ ンセリン 学

日本人 遺伝学 （ 定遺伝カ ンセ ー）
遺伝カ ンセリン

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

上田　翔平
 ショ ヘイ

医員（ 医） 救急・集中治療

利光　真史
トシ  フ

医員（ 医） 救急・集中治療

カシ ロ
医員（ 医） 救急・集中治療中島　太郎

仲野　詩菜
カノ シイ

医員（ 医） 救急・集中治療

カワ ト
医員（ 医） 救急・集中治療山川　智理

救急科
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診療科 イト

病理診断科 科長

九嶋　亮治

概要・特色
【基本方針】

病理診断科・病理部は、各診療科から られる 々の情報に

基 いて、病理診断、細胞検査と細胞診断を日 務としてい

ます。さらに、病 の成り ちを、 に形 学的 より

する部 です。

な治療は な病理診断に基 いて行われます。病理診

断 は の一 ではありますが、病理診断を とする

「病理医」の不 は めて です。 科では大学内外、 内

外の 設と協力して病理 医、細胞診 医を育成・ し

たいと っております。また、形 学を基本とした研究を支

援・推進します。

診療内容
務内

病理 医、病理 医を目指す医 、細胞検査 と細胞検

査 を目指す臨床検査 を 置し、日々の病理検査・病理診

断 務に対 しています。組 検査は年 約9 000 、細胞診

検査は約6 000 、術中迅速診断検査は約800 実 してい

ます。

【病理診断（病理組織診と細胞診）について】
外来、病 、手術室から提 されるす ての検体（臓器、組

、細胞）を対 としています。組 検体は「ゲノム研究用・

診療用病理組 検体取 い 定（日本病理学 、2019）」に

したがって 理しています。いきなり 鏡で 本を るのは

病理診断ではなく て です。「病理診断」とは 分な臨床情

報のもと された臓器をレントゲンや内視鏡の画 と対 さ

せながら 眼的に 察する とから始まります。その後、臨床

検査 と臨床医の協力のもと、病理医 導で病 部やその周

部を り し、 本化します。病理 本の 成は、 （ヘ

ト シリン・ オ ン） 色 本が基本ですが、 要に

て特 色、 組 化学 色、さらに   

（IS 法）などの特 検査を えて 細に検 し報告する体制

を整えています。

々が ・ とする分野については外部医療機関から

ン ルテーションを 受け けていますし、 がんなど

科で 定診断が 難な症 に関しては せ 外部の に

ン ルテーションしています。 細胞診や 吸引細胞診な

どの細胞診も病理診断科の重要な 務であり、細胞検査 とと

もに で迅速な クリーニン 結果と診断を提供できるよう

日々努めており、細胞診 医と細胞検査 の研 設として

の役割も担っています。

診療実績（2023年度）

実施件数病理診断

組 診

術中迅速診断

細胞診

術中迅速診断（連携 設）

8717

566

5370

54

実施件数年 度

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

36

35

23

33

19

29

23

19

実施件数外部からのコンサルテーション

消化管 域

人科・乳腺 域

約 0

約 0

病理 （ 検）も病理診断科の大 な 務の とつです。

臨床診断・治療の 性を検 するとともに、学生の卒 ・卒

後医学教育にとっても めて重要な分野です。病理 は病理

学 （人体病理学部 、疾患制御病 学部 ）と協力して担

しています。

【精度向上・医療安全への取り組み】
診断をする に よりも重要な とは「医療安全」であり、

科では検体取り えを に 組 を構築し「 」を

しています。また、病理・細胞診断結果が であったか

どうか検 する 要があります。病理学的な所 と臨床 ー

との整合性を 分に対 ・検 するため臨床各科や院外とのカ

ンフ レン を 的に行っています。

【病理解剖件数の推移】
病理学 と合同で実

全 臨床病理検 （C C）を実

がん遺伝子パネル検査とは？
患者さんのがん組 や血液から NAなどを

し、「がん関連遺伝子」に があるかどうかを

調 る検査です。患者さん一人 とりに さわし

い治療を提供できる とが期待されています。

科ではがん遺伝子 ネル検査に提 する検体の

な に協力しています。

（全 、 ル ックまたはトリ ル ックを実 ） 外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

塩見　直人
シオ オト 教

救急科 科長

救急・集中治療部 部長

救急全般、頭部外 、

脳血管 害、神経集中治療

日本救急医学 （救急科 医、指導医）

日本集中治療医学 （ 医）

日本外 学 （ 医）

日本脳神経外科学 （ 医）

日本脳神経外 学 （ 医、指導医）

日本脳卒中学 （ 医、指導医）

日本頭 学 （ 医、指導医）

日本 医療学 （指導者）

日本 行医学 （ 定医）

日本 MAT（ ） 員

藤野　和典
フ ノ カ ノリ

救急、 発外 、一般外科

水村　直人
ム オト 教

救急・集中治療部病 医長
救急・集中治療、一般外科

診療科 イト

概要・特色

救急科 科長

塩見　直人

救急科では一次から 次救急までの救急 入患者と 外

外来受診患者に対 しており、24 体制で初期診療から重

症管理までを行っています。救急 ット インは救急担 医が

直接対 しており、院内だけでなく、院外からの集中治療を

要とする重症症 も 的に受け入れています。

診療内容
心 患者は心 生 イド インに基 いた治療を行

い、脳低温療法を 的に行っています。 次救命 置で

しない急性 疾患患者は、循環器内科、心臓血管外科と協力し

て C S（経皮的心 ）・IA （大動脈内 ルーン ン

ピン ）、 動脈カテーテル検査・血行 術、心 動下 動

脈 イ 術等を行い、 期での を目指しています。

【救急車・時間外外来】
救急 送およ 17 15分 30分まで

【救急科入院】
心 生後、 発外 、薬 中 、急性 、対 科が

特定 難な症 （ が不 な 血症、手術 の無い血

症、腎 腎 、循環が不安定な 、急性血液浄化 症

など）。

特に紹介を受けたい疾患、症例
発外 ・心 ・ショック

血症・ 臓器不全・

診療実績（2023年度）

人 ・ 等患者 ・症 等

救急科外来受診患者

救急 入患者

C A

3 456

うち、一次救急患者 2 472

（71.6 ）

次救急患者 669

（19.4 ）

次救急患者 315

（9.0 ）

3 151 （救急科対 の ）

97

最新の イド インに基 いた、救急疾患対 ・急 対

の教育、 生教育などにも取り組んでいます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

日本外科学 （外科 医）

日本救急医学 （救急科 医）

藤野　光洋
フ ノ ロ

教 救急・集中治療、一般外科

日本内科学 （ 定内科医）

日本救急医学 （救急科 医）

日本集中治療医学 （ 医）

日本 MAT 員

田中　智基
カ ト 教

教育医長
救急・集中治療

日本内科学 （ 定内科医）

日本救急医学 （救急科 医）

日本集中治療医学 （ 医）

日本 MAT 員

ト ユ 特 教

外来医長
救急・集中治療、一般外科

日本救急医学 （救急科 医）

日本 MAT 員 

日本外科学 （外科 定医・外科 医）

日本救急医学 （救急科 医・指導医）

松本　悠吾
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診療科 イト

病理診断科 科長

九嶋　亮治

概要・特色
【基本方針】

病理診断科・病理部は、各診療科から られる 々の情報に

基 いて、病理診断、細胞検査と細胞診断を日 務としてい

ます。さらに、病 の成り ちを、 に形 学的 より

する部 です。

な治療は な病理診断に基 いて行われます。病理診

断 は の一 ではありますが、病理診断を とする

「病理医」の不 は めて です。 科では大学内外、 内

外の 設と協力して病理 医、細胞診 医を育成・ し

たいと っております。また、形 学を基本とした研究を支

援・推進します。

診療内容
務内

病理 医、病理 医を目指す医 、細胞検査 と細胞検

査 を目指す臨床検査 を 置し、日々の病理検査・病理診

断 務に対 しています。組 検査は年 約9 000 、細胞診

検査は約6 000 、術中迅速診断検査は約800 実 してい

ます。

【病理診断（病理組織診と細胞診）について】
外来、病 、手術室から提 されるす ての検体（臓器、組

、細胞）を対 としています。組 検体は「ゲノム研究用・

診療用病理組 検体取 い 定（日本病理学 、2019）」に

したがって 理しています。いきなり 鏡で 本を るのは

病理診断ではなく て です。「病理診断」とは 分な臨床情

報のもと された臓器をレントゲンや内視鏡の画 と対 さ

せながら 眼的に 察する とから始まります。その後、臨床

検査 と臨床医の協力のもと、病理医 導で病 部やその周

部を り し、 本化します。病理 本の 成は、 （ヘ

ト シリン・ オ ン） 色 本が基本ですが、 要に

て特 色、 組 化学 色、さらに   

（IS 法）などの特 検査を えて 細に検 し報告する体制

を整えています。

々が ・ とする分野については外部医療機関から

ン ルテーションを 受け けていますし、 がんなど

科で 定診断が 難な症 に関しては せ 外部の に

ン ルテーションしています。 細胞診や 吸引細胞診な

どの細胞診も病理診断科の重要な 務であり、細胞検査 とと

もに で迅速な クリーニン 結果と診断を提供できるよう

日々努めており、細胞診 医と細胞検査 の研 設として

の役割も担っています。

診療実績（2023年度）

実施件数病理診断

組 診

術中迅速診断

細胞診

術中迅速診断（連携 設）

8717

566

5370

54

実施件数年 度

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

36

35

23

33

19

29

23

19

実施件数外部からのコンサルテーション

消化管 域

人科・乳腺 域

約 0

約 0

病理 （ 検）も病理診断科の大 な 務の とつです。

臨床診断・治療の 性を検 するとともに、学生の卒 ・卒

後医学教育にとっても めて重要な分野です。病理 は病理

学 （人体病理学部 、疾患制御病 学部 ）と協力して担

しています。

【精度向上・医療安全への取り組み】
診断をする に よりも重要な とは「医療安全」であり、

科では検体取り えを に 組 を構築し「 」を

しています。また、病理・細胞診断結果が であったか

どうか検 する 要があります。病理学的な所 と臨床 ー

との整合性を 分に対 ・検 するため臨床各科や院外とのカ

ンフ レン を 的に行っています。

【病理解剖件数の推移】
病理学 と合同で実

全 臨床病理検 （C C）を実

がん遺伝子パネル検査とは？
患者さんのがん組 や血液から NAなどを

し、「がん関連遺伝子」に があるかどうかを

調 る検査です。患者さん一人 とりに さわし

い治療を提供できる とが期待されています。

科ではがん遺伝子 ネル検査に提 する検体の

な に協力しています。

（全 、 ル ックまたはトリ ル ックを実 ） 外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

塩見　直人
シオ オト 教

救急科 科長

救急・集中治療部 部長

救急全般、頭部外 、

脳血管 害、神経集中治療

日本救急医学 （救急科 医、指導医）

日本集中治療医学 （ 医）

日本外 学 （ 医）

日本脳神経外科学 （ 医）

日本脳神経外 学 （ 医、指導医）

日本脳卒中学 （ 医、指導医）

日本頭 学 （ 医、指導医）

日本 医療学 （指導者）

日本 行医学 （ 定医）

日本 MAT（ ） 員

藤野　和典
フ ノ カ ノリ

救急、 発外 、一般外科

水村　直人
ム オト 教

救急・集中治療部病 医長
救急・集中治療、一般外科

診療科 イト

概要・特色

救急科 科長

塩見　直人

救急科では一次から 次救急までの救急 入患者と 外

外来受診患者に対 しており、24 体制で初期診療から重

症管理までを行っています。救急 ット インは救急担 医が

直接対 しており、院内だけでなく、院外からの集中治療を

要とする重症症 も 的に受け入れています。

診療内容
心 患者は心 生 イド インに基 いた治療を行

い、脳低温療法を 的に行っています。 次救命 置で

しない急性 疾患患者は、循環器内科、心臓血管外科と協力し

て C S（経皮的心 ）・IA （大動脈内 ルーン ン

ピン ）、 動脈カテーテル検査・血行 術、心 動下 動

脈 イ 術等を行い、 期での を目指しています。

【救急車・時間外外来】
救急 送およ 17 15分 30分まで

【救急科入院】
心 生後、 発外 、薬 中 、急性 、対 科が

特定 難な症 （ が不 な 血症、手術 の無い血

症、腎 腎 、循環が不安定な 、急性血液浄化 症

など）。

特に紹介を受けたい疾患、症例
発外 ・心 ・ショック

血症・ 臓器不全・

診療実績（2023年度）

人 ・ 等患者 ・症 等

救急科外来受診患者

救急 入患者

C A

3 456

うち、一次救急患者 2 472

（71.6 ）

次救急患者 669

（19.4 ）

次救急患者 315

（9.0 ）

3 151 （救急科対 の ）
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最新の イド インに基 いた、救急疾患対 ・急 対

の教育、 生教育などにも取り組んでいます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

日本外科学 （外科 医）

日本救急医学 （救急科 医）

藤野　光洋
フ ノ ロ

教 救急・集中治療、一般外科

日本内科学 （ 定内科医）

日本救急医学 （救急科 医）

日本集中治療医学 （ 医）

日本 MAT 員

田中　智基
カ ト 教

教育医長
救急・集中治療

日本内科学 （ 定内科医）

日本救急医学 （救急科 医）

日本集中治療医学 （ 医）

日本 MAT 員

ト ユ 特 教

外来医長
救急・集中治療、一般外科

日本救急医学 （救急科 医）

日本 MAT 員 

日本外科学 （外科 定医・外科 医）

日本救急医学 （救急科 医・指導医）

松本　悠吾
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臨床遺伝相談科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

中山　潤
カ ン

非 勤 （診療）

日本耳鼻咽喉科学 （耳鼻咽喉科 医・ 器

相談医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本めまい 医学 （めまい相談医）

日本 管 科学 （ 管 科 医）

めまい・難 、 器、小児難 、

遺伝性難

寺本　晃治
テ ト

特 （臨床腫瘍学 ）

日本外科学 （外科 定医・ 定 医）

日本呼吸器学 （呼吸器 医・呼吸器指導医）

日本臨床腫瘍学 （がん薬 療法 医）

日本 医療学 （ 医療 医）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

日本遺伝性腫瘍学 （遺伝性腫瘍 医）

日本呼吸器内視鏡学 （ 管支鏡 医・ 管支

鏡指導医）

日本がん治療 定機構（がん治療 定医）

日本 生医療学 （ 生医療 定医）

日本呼吸器外科学 （ 定 医）

日本 イオインフ ティク 学 （ イオイン

フ ティク 術者）

腫瘍

遺伝性腫瘍

勝元 さえこ
カ ト 遺伝カ ンセ ー

産 看護

日本遺伝カ ンセリン 学

日本人 遺伝学 （ 定遺伝カ ンセ ー）
遺伝カ ンセリン

長井　静世
イ シ 特 教

（小児科）

日本小児科学 （小児科 医・ 定指導医）

日本内分泌学 （内分泌 医・指導医）

日本糖尿病学 （糖尿病 医小児科 域）

日本人 遺伝学 （臨床遺伝 医）

小児内分泌・

石河　顕子
イシ ア 非 勤 （診療）

（母子診療科）

母体保護法指定医

日本産科 人科学 （産 人科 医・指導医）

日本遺伝カ ンセリン 学 （臨床遺伝 医）
遺伝子診療

佐藤　智佳
ト カ 遺伝カ ンセ ー（非 勤）

臨床検査

日本遺伝カ ンセリン 学

日本人 遺伝学 （ 定遺伝カ ンセ ー）
遺伝カ ンセリン

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

上田　翔平
 ショ ヘイ

医員（ 医） 救急・集中治療

利光　真史
トシ  フ

医員（ 医） 救急・集中治療

カシ ロ
医員（ 医） 救急・集中治療中島　太郎

仲野　詩菜
カノ シイ

医員（ 医） 救急・集中治療

カワ ト
医員（ 医） 救急・集中治療山川　智理

救急科
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概要・特色

診療内容
初診患者さんは として他の医療機関から紹介を受けて受診される方を対 としております。医療 接や 体診察を行い、 要と

断される検査を行ったうえで、診断や治療方針によって、状 に相 しい診療科や他の医療機関などに紹介する ととなります。

受診する患者さんの症状は、 も高 が続く不 や頭 、 や 、おなかや 中などの 、手 のし れ、 く 、めま

い、便 、下 、不 や不安症状など にわたります。 のような、どの科を受診したらよいかわからない症状をお持ちの方の診療

や、 な 科への紹介を行います。

なお、総合診療科は入院病床を しておりませんので、外来診察の で、救急対 およ 入院診療は行なっておりません。また診療

科の特性上、 科での定期通院は 行っておりません。

地域に対する取り組み、最近の話題など
総合診療科は地域医療において重要な役割を果たしています。地域への取り組 として、総合診療教育、全人的医療、地域クリニッ

クとの連携に 点を てています。

ま 、総合診療教育は、地域の医療ニー に合わせた医 の養成を目指しています。研 医が地域で実 的な医療を学 とで地域

医療に貢献できる医 となるよう、 地域、 賀地域などで研 を行っております。また、地域の医療機関との協力により、地域の

特性に た研 ロ ムを提供しています。

次に、全人的医療は、患者の 体的、精神的、 的な を した医療を提供する とを目指しています。そのために、学生

から実 の患者に れるよう滋賀県域のクリニックと協力して地域実 を行っております。その地域クリニックとのつながりは、地

域の医療 を理 する とにも役 ち、学生や研 医の から地域目線の医 となるのに重要と えます。

最後に総合診療科では、地域クリニックと連携し、地域の医療ニー に えるための取り組 を行っています。定期的な連 や

同研 などを通 て、地域の医療連携を 化しています。

たち総合診療科は、全人的な医療を し、疾患だけでなくその患者さんの を え、患者さんの心と生活に り添った医療

を目 にしております。 高 化 を かえ、一人の患者さんが の疾患を持っている とも なくない中で、 の疾患を

ン よく、総合的に 断して、患者さんの 点を整理し な 科への しする とも重要な診療として 置 けておりま

す。

特に 々が とする とは、患者さんからの をしっかり を取って く とです。次に 体診察を行い、症状を き を

め、 なさまのお役に てる診療を心がけたいと っております。

の 中に外来診療を行なっております。 な診療を行うために、 全予約制となっております。初診患者さまも、紹介 の

医療機関さまからの紹介状 診療情報提供書と医療機関さまを通しての 予約が 要です。また、不要な受診や通院による患者さん

の不利益を けるために、受診受 をする に患者さんのお を い、 院受診 外のより良いアド イ を行う場合もあります。

総合診療科  科長

辻　喜久

総合診療科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

 シ
診療科長 総合診療

眞部　建郎

辻　喜久

オ 病 医長

科長

医 長

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医）

日本神経学 （神経内科 医・指導医）

日本 年医学 （ 年科 医・指導医）

日本 イ リ・ケア連合学 （ 定医・指導医）

日本内科学 （ 定内科医）

日本 臓学 （ 定指導医）

日本 医機構 総合診療（特 指導医）

総合診療

神経内科学

年医学

部 イト

概要・特色

光学医療診療部 部長

中野    恭幸

光学医療診療部ではさまざまな内視鏡を用いて消化器疾患や

呼吸器疾患の診断や治療を行っています。 院は特定機能病院

であり、滋賀県下でも先進的な精査内視鏡検査や治療内視鏡検

査を 的に取り入れています。他院で対 が 難であった内

視鏡治療、セカンドオピニオンなどにも対 しています。上部

消化管内視鏡検査（ カ ）、下部消化管内視鏡検査（大

カ ）といった一般的な検査だけでなく、 や 臓の疾患

に対する内視鏡的逆行性 管 管 （ C ）や 内視

鏡検査、小 疾患に対しては小 内視鏡検査やカ セル内視鏡

検査などを行っております。また、呼吸器疾患の検査・治療の

ための 管支鏡検査も同診療部 で行っています。 管支鏡で

は通 の生検（細胞の検査）の なら 、 リン 腫 の

定診断などに対して 管支鏡 イド下生検を の小

腫 の診断向上を目的に イドシー 用 管支腔内

断層法を用いています。

診療内容

光学医療診療部で行われる消化器内視鏡検査は消化器内科

およ 光学医療診療部医 が担 し、 管支鏡検査は呼吸器

内科およ 呼吸器外科医 が担 しています。

上部消化管内視鏡検査は年 約3 900 、下部消化管内視

鏡検査は年 2 400 、小 内視鏡検査は年 290 、

の内視鏡検査は年 680 、 管支鏡検査は約150 で年

7 400 度の診断、治療を行っています。

検査実 の 細については、消化器内科診療実 呼吸

器内科診療実 をご ください。

診療・業務実績

院での内視鏡による精 検査や治療を される場合に

は、かかりつけ医からの紹介状を持って消化器内科・呼吸器内

科・呼吸器外科の外来を受診してください。患者さんから直接

光学医療診療部への検査の申込 は受け けておりませんので

ご ください。ご不 な点は患者支援セン ーにご相談くだ

さい。

者には 薬を用いた内視鏡検査を行っております。た

だし、その場合には検査 後一定 は病院内で待機してい

ただきます。検査 後は患者さん本人による の はでき

ません。また、病院から までの 動 に 添の方の同 を

お願いしております。

地域に対する取り組み、最近の話題など

【業務内容】
・早期癌（食道・胃・大腸）に対する内視鏡治療

期 に対する内視鏡的 下層

術（ S ）を 的に取り組ん

でおり、年 90 度実 しており

ます。治療方針は各学 から発 さ

れる治療 イド インに準拠して

定し、安全かつ な治療を心がけ

ています。

・小腸疾患の診断・治療
院は小 内視鏡の開発に携わっ

た経 より、いち くシン ル ルーン小 内視鏡を導入し、

診断や 入手 の に貢献してまいりました。また、小 カ

セル内視鏡検査も 期から導入しており、地域およ 次医

療 からの依頼も受けて検査を 行しております。上部消化管

内視鏡検査や下部消化管内視鏡検査を行っても 不 の消化

管 血（ I ）に対する 血 検 や 血 置に対 をして

います。また、 院消化器内科の特色である 症性 疾患の関

連で、クローン病患者に対するシン ル ルーン小 内視鏡を

用いた診断や内視鏡的 ルーン 術による小 狭窄の内視鏡

治療も実 を重 ています。

・胆膵疾患の診断・治療
小 や 期 性 、 管 などの 疾患は通 の画

検査では発 されにくい特徴があり、 院では 内視鏡

検査（ US）、 内視鏡を用いた針生検（ US FNA）、

鏡など最新の内視鏡機器を用いた診断を 的に実 して

います。また、進行がんの 性 に対して 内視鏡

下 内 管 合術（ US H S）や重症 の 性

早期胃癌に対する
内視鏡的粘膜下層剥離術

瘍に対する 内視鏡下ドレ ー 術など最新の高難度内

視鏡治療について の 行実 があります。

・重症COPDに対する新たな治療

超音波内視鏡下胆管-胃瘻孔形成術（EUS-HGS）

主な検査・医療設備など
上部内視鏡、下部内視鏡、 管支鏡、 ン ック

内視鏡、 アル 内視鏡、シン ル ルーン小 内視

鏡、 ル ルーン小 内視鏡、カ セル内視鏡検査、

鏡、経 内視鏡、内視鏡 入形状 置

薬剤治療を 用しても症状が

く るC 患者さんに対して、

管支 ル 治療を行う とにな

りました。経 管支鏡的に、

の のような一方弁の 子を

入し、 内に した を体外

に す とが目的です。
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救急・集中治療部 部長

塩見　直人

概要・特色
救急・集中治療部（ICU・CCU12床、救急科一般病 11 

床）は一次から 次までの救急患者、 外外来受診患者と集

中治療室入室患者に対 しており、24 体制で初期診療か

ら重症管理までを行っています。救急部（ ）と集中治療部

（ICU）に1 つの 直医を 置しています。

集中治療室では、外科術後、CCU、SCU（ 害、 A 

による血 後など）、脳低温療法、急性血液浄化法、小児

ICUなどの重症症 の治療を24 体制で担 しています。

重症患者は して対 しており、病院全体の医療レ

ルの維持に貢献しています。 カンフ レン を行って入院

患者の状 を するとともに、治療方針を 定しています。

ICUでは 2回 職 でカンフ レン を開 し、患者の全

状 およ 治療方針をきめ細やかに しています。

診療内容
心 患者は心 生 イド インに基 いた治療に え、

的に脳低温療法を行っています。 次救命 置で しな

い急性 疾患患者は、循環器内科、心臓血管外科と協力して

C S（経皮的心 ）・IA （大動脈内 ルーン ンピ

ン ）、 動脈カテーテル検査・血行 術、心 動下 動脈

イ 術等を行い、ICUで全 管理を行っています。

A S（急性呼吸 症 ）症 に対しては、 CM （体

外 人工 ）、 F （高 度 動換 ）、A V（

開放換 ）、N V（非侵襲的 換 療法）、N 療法

（一 化 吸入療法）を導入しています。一般病 における

人工呼吸器の管理・指導は、呼吸ケア ームと協力して行って

います。

血症性ショック・ IC（ 性血管内 症 ）・ 臓器

不全に対し 準に準拠した治療法に え、 IC対 の 化

とともに 々が開発し、2015年 より保 用となった

F （ F）法を 急性血液浄化

法を行っています。

急性血液浄化療法は、 不全、腎不全、重症 およ 血

症 の 治 療 と し て C F （ 持 続 的 血 液 ） 、

M （ ンドト シン吸 療法）、 （血 換）、

Fなどを 的に行っています。

診療実績（2023年度）

人 ・ 等患者 ・症 等

救急部外来受診患者

うち、一次救急患者

次救急患者

次救急患者

救急 入患者

3 456

2 472 （71.6 ）

669 （19.4 ）

315 （9.0 ）

急性血液浄化法

C F

M

F

252

208

25

18

1

4 114 （全科）

ヘリ ー 送

心 症

6

ICU・CCU入室症 937

C S（経皮的心 ）

VV CM

21

2

N 療法（一 化 吸入療法） 245

97

IA （大動脈内 ルーン ンピン ）

I

45

33

地域に対する取り組み、最近の話題など

特に紹介を受けたい疾患、症例
重症 血症、A S、 IC、 、重症 不全、重症腎不 

全、 発外 、 など

●集中治療室入室対象疾患
科入院患者を対

とし、呼吸、循環、

、その他重 かつ

逆的な急性機能不全

を するか、またはそ

の発生の れのある症

、特に C S（経皮

的心 ）、IA （大動脈内 ルーン ンピン ） 下

の 疾患症 、 Aによる血 療法や脳低温療法、 血

症性 臓器不全・ IC（ 性血管内 症 ）、およ 急

性血液浄化療法などに重点を置いています。
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部 イト

救急・集中治療部 部長

塩見　直人

概要・特色
救急・集中治療部（ICU・CCU12床、救急科一般病 11 

床）は一次から 次までの救急患者、 外外来受診患者と集

中治療室入室患者に対 しており、24 体制で初期診療か

ら重症管理までを行っています。救急部（ ）と集中治療部

（ICU）に1 つの 直医を 置しています。

集中治療室では、外科術後、CCU、SCU（ 害、 A 

による血 後など）、脳低温療法、急性血液浄化法、小児

ICUなどの重症症 の治療を24 体制で担 しています。

重症患者は して対 しており、病院全体の医療レ

ルの維持に貢献しています。 カンフ レン を行って入院

患者の状 を するとともに、治療方針を 定しています。

ICUでは 2回 職 でカンフ レン を開 し、患者の全

状 およ 治療方針をきめ細やかに しています。

診療内容
心 患者は心 生 イド インに基 いた治療に え、

的に脳低温療法を行っています。 次救命 置で しな

い急性 疾患患者は、循環器内科、心臓血管外科と協力して

C S（経皮的心 ）・IA （大動脈内 ルーン ンピ

ン ）、 動脈カテーテル検査・血行 術、心 動下 動脈

イ 術等を行い、ICUで全 管理を行っています。

A S（急性呼吸 症 ）症 に対しては、 CM （体

外 人工 ）、 F （高 度 動換 ）、A V（

開放換 ）、N V（非侵襲的 換 療法）、N 療法

（一 化 吸入療法）を導入しています。一般病 における

人工呼吸器の管理・指導は、呼吸ケア ームと協力して行って

います。

血症性ショック・ IC（ 性血管内 症 ）・ 臓器

不全に対し 準に準拠した治療法に え、 IC対 の 化

とともに 々が開発し、2015年 より保 用となった

F （ F）法を 急性血液浄化

法を行っています。

急性血液浄化療法は、 不全、腎不全、重症 およ 血

症 の 治 療 と し て C F （ 持 続 的 血 液 ） 、

M （ ンドト シン吸 療法）、 （血 換）、

Fなどを 的に行っています。

診療実績（2023年度）

人 ・ 等患者 ・症 等

救急部外来受診患者

うち、一次救急患者

次救急患者

次救急患者

救急 入患者

3 456

2 472 （71.6 ）

669 （19.4 ）

315 （9.0 ）

急性血液浄化法

C F

M

F

252

208

25

18

1

4 114 （全科）

ヘリ ー 送

心 症

6

ICU・CCU入室症 937

C S（経皮的心 ）

VV CM

21

2

N 療法（一 化 吸入療法） 245

97

IA （大動脈内 ルーン ンピン ）

I

45

33

地域に対する取り組み、最近の話題など

特に紹介を受けたい疾患、症例
重症 血症、A S、 IC、 、重症 不全、重症腎不 

全、 発外 、 など

●集中治療室入室対象疾患
科入院患者を対

とし、呼吸、循環、

、その他重 かつ

逆的な急性機能不全

を するか、またはそ

の発生の れのある症

、特に C S（経皮

的心 ）、IA （大動脈内 ルーン ンピン ） 下

の 疾患症 、 Aによる血 療法や脳低温療法、 血

症性 臓器不全・ IC（ 性血管内 症 ）、およ 急

性血液浄化療法などに重点を置いています。
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概要・特色

診療内容
初診患者さんは として他の医療機関から紹介を受けて受診される方を対 としております。医療 接や 体診察を行い、 要と

断される検査を行ったうえで、診断や治療方針によって、状 に相 しい診療科や他の医療機関などに紹介する ととなります。

受診する患者さんの症状は、 も高 が続く不 や頭 、 や 、おなかや 中などの 、手 のし れ、 く 、めま

い、便 、下 、不 や不安症状など にわたります。 のような、どの科を受診したらよいかわからない症状をお持ちの方の診療

や、 な 科への紹介を行います。

なお、総合診療科は入院病床を しておりませんので、外来診察の で、救急対 およ 入院診療は行なっておりません。また診療

科の特性上、 科での定期通院は 行っておりません。

地域に対する取り組み、最近の話題など
総合診療科は地域医療において重要な役割を果たしています。地域への取り組 として、総合診療教育、全人的医療、地域クリニッ

クとの連携に 点を てています。

ま 、総合診療教育は、地域の医療ニー に合わせた医 の養成を目指しています。研 医が地域で実 的な医療を学 とで地域

医療に貢献できる医 となるよう、 地域、 賀地域などで研 を行っております。また、地域の医療機関との協力により、地域の

特性に た研 ロ ムを提供しています。

次に、全人的医療は、患者の 体的、精神的、 的な を した医療を提供する とを目指しています。そのために、学生

から実 の患者に れるよう滋賀県域のクリニックと協力して地域実 を行っております。その地域クリニックとのつながりは、地

域の医療 を理 する とにも役 ち、学生や研 医の から地域目線の医 となるのに重要と えます。

最後に総合診療科では、地域クリニックと連携し、地域の医療ニー に えるための取り組 を行っています。定期的な連 や

同研 などを通 て、地域の医療連携を 化しています。

たち総合診療科は、全人的な医療を し、疾患だけでなくその患者さんの を え、患者さんの心と生活に り添った医療

を目 にしております。 高 化 を かえ、一人の患者さんが の疾患を持っている とも なくない中で、 の疾患を

ン よく、総合的に 断して、患者さんの 点を整理し な 科への しする とも重要な診療として 置 けておりま

す。

特に 々が とする とは、患者さんからの をしっかり を取って く とです。次に 体診察を行い、症状を き を

め、 なさまのお役に てる診療を心がけたいと っております。

の 中に外来診療を行なっております。 な診療を行うために、 全予約制となっております。初診患者さまも、紹介 の

医療機関さまからの紹介状 診療情報提供書と医療機関さまを通しての 予約が 要です。また、不要な受診や通院による患者さん

の不利益を けるために、受診受 をする に患者さんのお を い、 院受診 外のより良いアド イ を行う場合もあります。

総合診療科  科長

辻　喜久

総合診療科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

 シ
診療科長 総合診療

眞部　建郎

辻　喜久

オ 病 医長

科長

医 長

日本内科学 （ 定内科医・総合内科 医）

日本神経学 （神経内科 医・指導医）

日本 年医学 （ 年科 医・指導医）

日本 イ リ・ケア連合学 （ 定医・指導医）

日本内科学 （ 定内科医）

日本 臓学 （ 定指導医）

日本 医機構 総合診療（特 指導医）

総合診療

神経内科学

年医学

部 イト

概要・特色

光学医療診療部 部長

中野    恭幸

光学医療診療部ではさまざまな内視鏡を用いて消化器疾患や

呼吸器疾患の診断や治療を行っています。 院は特定機能病院

であり、滋賀県下でも先進的な精査内視鏡検査や治療内視鏡検

査を 的に取り入れています。他院で対 が 難であった内

視鏡治療、セカンドオピニオンなどにも対 しています。上部

消化管内視鏡検査（ カ ）、下部消化管内視鏡検査（大

カ ）といった一般的な検査だけでなく、 や 臓の疾患

に対する内視鏡的逆行性 管 管 （ C ）や 内視

鏡検査、小 疾患に対しては小 内視鏡検査やカ セル内視鏡

検査などを行っております。また、呼吸器疾患の検査・治療の

ための 管支鏡検査も同診療部 で行っています。 管支鏡で

は通 の生検（細胞の検査）の なら 、 リン 腫 の

定診断などに対して 管支鏡 イド下生検を の小

腫 の診断向上を目的に イドシー 用 管支腔内

断層法を用いています。

診療内容

光学医療診療部で行われる消化器内視鏡検査は消化器内科

およ 光学医療診療部医 が担 し、 管支鏡検査は呼吸器

内科およ 呼吸器外科医 が担 しています。

上部消化管内視鏡検査は年 約3 900 、下部消化管内視

鏡検査は年 2 400 、小 内視鏡検査は年 290 、

の内視鏡検査は年 680 、 管支鏡検査は約150 で年

7 400 度の診断、治療を行っています。

検査実 の 細については、消化器内科診療実 呼吸

器内科診療実 をご ください。

診療・業務実績

院での内視鏡による精 検査や治療を される場合に

は、かかりつけ医からの紹介状を持って消化器内科・呼吸器内

科・呼吸器外科の外来を受診してください。患者さんから直接

光学医療診療部への検査の申込 は受け けておりませんので

ご ください。ご不 な点は患者支援セン ーにご相談くだ

さい。

者には 薬を用いた内視鏡検査を行っております。た

だし、その場合には検査 後一定 は病院内で待機してい

ただきます。検査 後は患者さん本人による の はでき

ません。また、病院から までの 動 に 添の方の同 を

お願いしております。

地域に対する取り組み、最近の話題など

【業務内容】
・早期癌（食道・胃・大腸）に対する内視鏡治療

期 に対する内視鏡的 下層

術（ S ）を 的に取り組ん

でおり、年 90 度実 しており

ます。治療方針は各学 から発 さ

れる治療 イド インに準拠して

定し、安全かつ な治療を心がけ

ています。

・小腸疾患の診断・治療
院は小 内視鏡の開発に携わっ

た経 より、いち くシン ル ルーン小 内視鏡を導入し、

診断や 入手 の に貢献してまいりました。また、小 カ

セル内視鏡検査も 期から導入しており、地域およ 次医

療 からの依頼も受けて検査を 行しております。上部消化管

内視鏡検査や下部消化管内視鏡検査を行っても 不 の消化

管 血（ I ）に対する 血 検 や 血 置に対 をして

います。また、 院消化器内科の特色である 症性 疾患の関

連で、クローン病患者に対するシン ル ルーン小 内視鏡を

用いた診断や内視鏡的 ルーン 術による小 狭窄の内視鏡

治療も実 を重 ています。

・胆膵疾患の診断・治療
小 や 期 性 、 管 などの 疾患は通 の画

検査では発 されにくい特徴があり、 院では 内視鏡

検査（ US）、 内視鏡を用いた針生検（ US FNA）、

鏡など最新の内視鏡機器を用いた診断を 的に実 して

います。また、進行がんの 性 に対して 内視鏡

下 内 管 合術（ US H S）や重症 の 性

早期胃癌に対する
内視鏡的粘膜下層剥離術

瘍に対する 内視鏡下ドレ ー 術など最新の高難度内

視鏡治療について の 行実 があります。

・重症COPDに対する新たな治療

超音波内視鏡下胆管-胃瘻孔形成術（EUS-HGS）

主な検査・医療設備など
上部内視鏡、下部内視鏡、 管支鏡、 ン ック

内視鏡、 アル 内視鏡、シン ル ルーン小 内視

鏡、 ル ルーン小 内視鏡、カ セル内視鏡検査、

鏡、経 内視鏡、内視鏡 入形状 置

薬剤治療を 用しても症状が

く るC 患者さんに対して、

管支 ル 治療を行う とにな

りました。経 管支鏡的に、

の のような一方弁の 子を

入し、 内に した を体外

に す とが目的です。
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部 イト

血液浄化部 部長

金崎　雅美

概要・特色
が では、約35 人の患者さんが 性 療法を受けて

おられます。 年、医療の進 により、 患者さんの高 化

が進 とともに、 患者さんの 命も してきていま

す。そのため、 患者さんが、高度な手術や治療を受けられ

る機 も えています。滋賀医科大学医学部附属病院血液浄化

部では、 院に手術・治療のために入院された患者さんの血液

浄化療法を行います。周術期など重症患者さんの 療法を行

う とが く、人工呼吸器を した患者さんの 療法にも

対 しています。

重症患者さんに安全で な 療法を実 していくため、

様々な工 を行っています。その一つが 液のカリ ム

です。一般的に、 患者さんでは血中カリ ム 度が高い

とが いため、 中に 分なカリ ムを くために 液カ

リ ム 度を2.0 と低く設定しています。しかし、手

術や検査、体調不良のため が 取できない場合には、逆に

血中のカリ ム が低くなる とがあり、通 の ではさら

に血中のカリ ム が下がり、不整脈やけいれんの となり

ます。 院ではそういった患者さんには、患者さんの同 のも

と、 液のカリ ム 度を3.0 に調整しています。

また、 患者さんは心血管 害や脳血管 害などの動脈

化性疾患や下 動脈疾患を合 する 度が高い とが ら

れています。下 動脈疾患は の えや れ、 瘍形成の

となり、 を合 する ともあります。 の 瘍が重症

化すると、 の 断のリ クが非 に高まるため、 院入院中

の 患者さんの （生活の質）を維持・向上させるため

に、看護 が中心となって のト ルを に フットケ

アに 的に取り組んでいます。さらに、周術期や体調不良に

より、 中にご で に体 換できない患者さんのた

めに、高機能 ア ットレ を導入しています。 れは、 動

体 換機能を えており、体 を分 する とで を予

します。

のように 院では、患者さん 々の病状に た看護・

方法を工 し、より良い血液浄化医療を提供できるように取

り組んでいます。

透析療法とは？
腎臓は、尿を する とで、体液の ン （ 性）を

保っていますが、腎機能の低下した腎不全状 では、尿 や

水分を尿に できなくなるため 性が保たれなくなりま

す。 の状 を するために、腎機能を 行する治療（腎

療法）が 要となります。腎 療法には、血液 、

、腎 の つがあります。血液 は、 イア イ ー

と呼 れる （水や 質を 的に する ）を 用

して体液の を するもので、 回 度の治

療が 要です。 は、患者さんの を として利

用するもので、患者さん が一日に 回か 液の入れ

えを行います。 回の血液 と の 用療法を行

う場合もあり、 院でも対 しております。

なお、腎 療法のもう一つの である腎 について

は、今年度から 院でも実 できる体制となりますので、周術

期の や血液 不 合 の血 換療法など、泌尿器科

と連携して腎 医療にも 力させていただきます。

診療内容
血液浄化部では、初めて を受ける患者さんや、手術や治

療のために入院されている 患者さんの 療法を腎臓内科

と協力して担 しています。そのほか、大学病院で実 される

高度な手術や薬 療法により発症した急性腎 害への対 や、

臓疾患、神経疾患、 疾患、 症性 疾患などの治療

としての血 換・吸 療法等の血液浄化療法を行っていま

す。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年1月～12月）

血液 （オン イン F ）

血 吸 療法

2 329

77

14

24

46

28

院では、 用療法 外の維持血液 を実 し

ておりませんが、 性維持 療法を受けておられる患者さ

んを対 に、 フ ローアッ 入院（ ）を行ってい

ます。 れは、腎臓内科と協力して の 、 療

法などの生活指導、心機能や動脈 化病 の状 を し、

より良い 療法を 続していくための検査・教育入院であ

り、 年 くの患者さんにご利用 いております。そのほか

にも、 クリニックで動脈 化性疾患の検査等の実 が難

しい場合や、心機能やシャント血 の が 要な患者さ

んがいらっし いましたら、検査・教育入院が 能ですので

是非ご相談ください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

主な検査・医療設備など
ッド 10 床

血液 日（ 、水、 ） ・ 後の クール

日最大 能人 20

特 療法 、（血 換や 患者の血液 用療法）

血 換療法（ 的血 換・ 重
血 換療法を ）

吸 療法

水 法

アフ レーシ （吸 瘍治療法
）

部 イト

腫瘍セン ー セン ー長

醍醐　弥太郎

概要・特色
腫瘍セン ーは、附属病院と地域のがん医療を活性化し、高

度がん医療の推進と てん化 集約化を進める組 として活
動しており、 の要 であるがん 医・医療 ッフの育
成と先進的ながん医療の に貢献できる基 を構築していま
す。 セン ーは、がん医療を 的に支える 部 （化学療
法、 ケア（ ケア ーム）、がん 、がん相談支
援、診療連携、教育・研 、先進医療推進、がんゲノム医療の
各部 ）で構成され、関係する 員 （腫瘍セン ー 、
化学療法 ロト ール 査 員 、化学療法 員 、 ケア

員 、がん 員 ）とともに、本学のがん診療・教育・
研究を分野 断的に連携させ、県内外の医療機関と協力して、
がんと診断されたときから れ目なく続く質の高いがん医療の
推進をめざしています。また、本学の先進的がん医療に取り組
んでいます。

診療内容

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

外来化学療法室対

無菌調剤

入院 ケア介入 （ 非 ）

外来 ケア介入 （ 非 ）

リン 腫外来利用

・研 開 （ ・ ）

地域医療連携連 開

9 008

1 974

89

422

38

5

教育・啓発活動
医療 者対 の 、 開 を年 30回 度開
しています。（部 イト ）

化学療法室の活動展開
外来がん化学療法を受ける患者さんに対する、管理栄養 に

よる 続的な患者 々の状 に合わせた栄養管理や、地域の薬
薬剤 との連携体制の整 に取り組んでいます。

がん相談・支援部門（がん相談支援センター）
がん患者さんとご が治療を受ける上での不安や 、

や らしの とについて、がん 相談員がご相談をお
受けしています。

お い合わせ先
077-548 2859

ール soudan@bell .sh ed. .jp

がん看護外来
がん患者さんとご の不安や心 、 などが でき、

安心して療養生活を送れるように、 看護 や 定看護 が
ポートさせていただきます。（部 イト ）

リンパ浮腫外来
がん治療の で るリン 腫の支援を行っています。
の外来は、保 外診療となるため 診療となります。（一

部、対 疾患の 保 診療となります）（部 イト
）

地域に対する取り組み、最近の話題など

連携拠点病院およ 内外の大学・病院と連携したがんの新薬
と 化医療の開発に関わる各 の治 などを実 しています。
（ . . .

. ）

がんゲノム医療開発推進とエキスパートパネルの運営
がんゲノム医療拠点病院として、がんゲノム医療を担う全

の大学・病院と連携したがんの 化医療（ レシ ョン医
療）と遺伝性腫瘍に関わる医療の提供と診療支援を行っていま
す。腫瘍セン ーと腫瘍内科 がん診療科の医 、病理医、
分子遺伝学 、臨床遺伝 医、 定遺伝カ ンセ ー、
薬剤 、看護 、臨床検査 などで構成される ート

ネルを定期的に開 し、がん遺伝子 ネル検査を実 してい
ます
（ . . .

）

化学療法室の運営とがん薬物療法、高度集学的医療の提供
腫瘍セン ーと腫瘍内科のがん治療に携わる 医療 ーム

が化学療法室を しており、がん治療に関わる診療科と連携
して、質の高い高度がん医療を提供しています。

化学療法プロトコール審査委員会・化学療法委員会活動
腫瘍セン ーと腫瘍内科 がん診療科の医 、薬剤 、看

護 などが、本院で行うがん薬 療法と支持療法について、そ
の 性、安全性、最 な 用方法を 査、検 しています。

緩和ケア委員会・緩和ケアチーム・緩和ケアセンター活動
腫瘍セン ーと腫瘍内科 がん診療科の医 、薬剤 、看

護 、理学療法 、臨床心理 、 ーシャルワーカーなどで構
成される ケア ームが、がんの診断 より、がん性 と

体症状や患者・ が える精神的 への対 を行い、生
活の質（ ）の維持・向上に向けた ポートをしています。
また、 ケアセン ーが地域 医療連携を推進しています。

がん登録委員会活動・がん登録の実施
がん診療の向上や 等の行 機関ががん対 を 案するため

の情報を提供する とを目的として、本院で行った診断や治療
に関する情報を法 に基 いて しています。

キャンサーボードミーティングの開催
腫瘍セン ー、腫瘍内科 がん診療科の医 、放射線科医、

病理医、薬剤 、看護 、地域連携に関わる ッフなどが
的な病状 により治療 難症 の方針を検 しています。

がんプロフェッショナル養成プランの支援
がん 医療人を育成する「がん ロフ ッショ ル養成
ン」を実 しています。腫瘍セン ーはがん薬 療法、がん

ゲノム医療 ケアの実 と開発に臨床 研究 で活
する人 の養成に向けて、学内外より医療職・医療 学生・大
学院生を受け入れて地域のがん医療に貢献できる 医およ
医療 ッフを育成しています。（部 イト ）

がん拠点病院活動
生 働 地域がん診療連携拠点病院、がんゲノム医療拠点

病院、特定機能病院、滋賀県がん診療連携協 構成病院、滋
賀県がん診療連携拠点病院・がん診療高度中核拠点病院として、
がん 、最新のがん医療情報とセカンドオピニオンの提供、
がん診療連携クリニカル の 用、がん患者 ロンの 支
援、医療 者 向けの各 教育研 の開 、がんゲノ
ム医療の提供と支援、先 的がん薬 療法の提供と支援、地域

的 ケア活動支援などを行い、滋賀県の地域がん医療に
おける人 育成と てん化、高度医療の に関わる活動を
行っています。（部 イト ）

先進医療開発推進
滋賀県がん診療高度中核病院として、県内外の地域がん診療

外来化学療法室（病床 25床）、薬剤 室、 ケア室、
がん看護外来、リン 腫外来など

主な検査・医療設備など

入院 5 484
外来 28 606
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部 イト

概要・特色
本院は2013年 より総合周産期セン ーに 定され、大

病院、 総合医療セン ー、長 病

院とともに滋賀県の周産期医療体制の中核を担っております。

また、滋賀県 一の大学病院でもある とから、各 域の

医の協力を て、あら る症 に対 する とが 能であり、

24 体制で他の周産期医療機関からの救急患者等の受け入

れを行っております。本院では、産科医と新生児科医が合同で

症 検 を開 するなどして、 に連携をとりながらハイリ

ク妊 ・分 の管理 新生児治療を行っております。

NICU（新生児集中治療室）／GCU（継続保育室）
2003年にNICU６床、 CU 床として に を受けま

した。その後 床を経て、 NICU12床、 CU12床で稼

働しております。院内の小児科医 とも連携し、より 的な

診療体制を維持しています。特に、 急性の高い新生児先 性

心疾患に対する小児循環器 医 と連携した内科的管理は、

県内 の実 を ります。また、他の診療科（小児外科、眼

科、脳神経外科、形成外科など）と協力し、高度かつ集学的医

療の提供を行っています。

MFICU（母体胎児集中治療室）
院のMFICUは、総合周産期母子医療セン ーの 、

６床で 用されています。 に、 胎妊 、妊 高血 症 、

産、 置胎 、胎児 などハイリ ク妊 の方に高度

医療を提供しております。

診療内容
新生児搬送
新生児 、先 性心疾患、消化管 形など 急の対 を要

する疾患については、他院で 生した児も24 体制で 送

を受入れています。

さらに高度な医療（心臓手術など）を要する症 に関して

は、他県の高次医療機関へ 送しています。

胎児超音波外来
外来診療においては、地域の各周産期医療機関の先生方にも

ご利用いただけるよう、胎児 外来を開設し、胎児 の

クリーニン ・診断を行っております。胎児診断する とで

分 の 期や方法を め、 生後の な内科・外科的管理へ

つなげるなど治療環 を整えます。

NIPT外来
NI Tは母体血を用いて非侵襲的に胎児 色体を調 る検査

ですが、2015年まで 滋地 で検査ができるNI T 設

はありませんでした。 院では2015年に を受け、ま は

院内向けの検査としてNI Tを開始し、2016年からは広く院

外紹介を受 けて、遺伝カ ンセリン を重視した 生 診断

に取り組んできました。検査を行う年 基準がありましたが、

2022年4 からは年 基準を設け 、 分なカ ンセリン

を行った上でご に た対 を行っております。

診療実績（2023年度）

人NICU実

総入院

低 生体重児（<1000g）

低 生体重児（1000g-1500g）

院外 生

人工換 症

新生児 送受入

（新生児 ）

247

15

19

26

59

27

4 （2）

総分

総 生

開

急 開術（ adeA）

救急 送受け入れ （産後 ）

459

510

218

2

148

産科診療実

滋賀県新生児空床情報システム
イン ーネット上に滋賀県下のNICU 床状 を 開し、迅

速な母体新生児 送に しています。

滋賀県周産期死亡調査
県内の後期 産およ 新生児 全 を分 し、 回 の

方 を検 して滋賀県における周産期 の低下に貢献してい

ます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

総合周産期母子医療セン ー セン ー長

村 上  節

高度周産期医療チーム
産科DIC（ 性血管内 症 ）に 表される 急 の

母体救命のため、1994年に産科DIC救急 、2002年からは

高度周産期医療 ームを発 し、救急・集中治療部、麻酔科、

救急科、外科、などと協力し、重症母体 送を受け入れていま

す。また、2012年より胎児の状 が急速に 化し、一 も

く児を する 要がある場合に、 開の 定から児

までを約15分とする 急 開術（ レードA）とい

う院内救急シ テムを しました。

部 イト

概要・特色

診療内容
には、血液内科、小児科医 が たっており、 血 細

胞 を中心に無菌室を 用している他、 細胞の 取、

血 細胞の 取や分 、保存などの 理も行っています。

院は1991年日本 ンク発 来の非血 者 ・

血 細胞 定 設およ ・ 血 細胞 取 定

設です。血 ド ーおよ 非血 ド ーからの 、

血 細胞 、そして 血 を合わせ、年 20 ほど

の 血 細胞 を実 しています。

診療実績（2023年度）

治療

非血 者

非血 者 血 細胞

血

血 者

血 者 血 細胞

血 細胞

6

6

2

0

4

4

血 者

非血 者

血

0

2

1

治療

2020年度より 生 働 血 細胞 医療体制整

の 血 細胞 推進地域拠点病院となりました。

ームは、 ーム医療を ットーとしており、 カン

フ レン を 開 しています。す ての 患者さんに関

して、す ての ッフ（血液内科医 、小児科医 、病 看

護 、 ー ィネー ーなど）と病 特 の症状、治療内

、 果と 用、栄養、 、さらには 環 、 、学

などに関して患者さんの情報を し、一人 とりの患者さ

んを全人的に ポートしています。

また、 療法は、 する とが最 の ールではなく、

その後の患者さんの経 がとても大 です。そのような えか

ら、 後10年20年経った患者さんについて定期的に外来で

検診させていただくと同 に担 看護 によるカ ンセリン

を行う 後長期フ ローアッ 外来を実 しています。すな

わち、 に生存率を するのではなく、 を維持した上で

の生存率を大 に えています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

無菌治療部 部長

村 田  誠

重 になっています。外から 設内に入る方には手 いを

行っていただきます。

ク 100の無菌室（クリーンルーム） 床とク

10 000 の 室 リアからなります。

調は「 連 」で 浄度を維持しています。

設全体はク 10 000（IS ク ）の状 に

なっています。

ク 10 000とは、約30 の 方体の内の0.5 上の

子 が 下、通 の 室などは10 上の 子

があります。

無菌室（クリーンルーム）内は「 連 」でク

100（IS ク ）に維持された非 に な で

す。

主な検査・医療設備など

・日本 血・ 細胞療法学 血細胞 定医

・日本 血・ 細胞療法学 看護部 同 血細胞

後フ ローアッ のための研 看護

・日本 血・ 細胞療法学 定 血細胞 ー ィネー

ー

・日本輸血・細胞治療学 定医・細胞治療 定管理

・日本血液学 血液 医・指導医など

スタッフの主な資格など

小児科の2023年度造血幹細胞移植関連診療実績

血液内科の2023年度造血幹細胞移植関連診療実績

血 細胞 取
（内 非血 血 ド ー ）

10
（内 1 4 5）

無菌治療部は、1997年に設置された特 診療 設で、急

性 血病に対する化学療法や、 などの 血 細胞

を受ける患者さん、そのほか 度に 機能が低下した患

者さんが、無菌的な環 下で管理を受けるための 設（無菌

室 クリーンルーム）です。

制（ 力が しく低下した状 ）による を予

するため、病室内全体を 浄な になるように管理して

います。

2008年６ には病院 開発計画に

って、血液内科のある C病 に

築されました。

2024年度中には無菌室の 室を計

画しています。
6

（内 6 0）
取（内 非血 血 ド ー）
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部 イト

概要・特色
本院は2013年 より総合周産期セン ーに 定され、大

病院、 総合医療セン ー、長 病

院とともに滋賀県の周産期医療体制の中核を担っております。

また、滋賀県 一の大学病院でもある とから、各 域の

医の協力を て、あら る症 に対 する とが 能であり、

24 体制で他の周産期医療機関からの救急患者等の受け入

れを行っております。本院では、産科医と新生児科医が合同で

症 検 を開 するなどして、 に連携をとりながらハイリ

ク妊 ・分 の管理 新生児治療を行っております。

NICU（新生児集中治療室）／GCU（継続保育室）
2003年にNICU６床、 CU 床として に を受けま

した。その後 床を経て、 NICU12床、 CU12床で稼

働しております。院内の小児科医 とも連携し、より 的な

診療体制を維持しています。特に、 急性の高い新生児先 性

心疾患に対する小児循環器 医 と連携した内科的管理は、

県内 の実 を ります。また、他の診療科（小児外科、眼

科、脳神経外科、形成外科など）と協力し、高度かつ集学的医

療の提供を行っています。

MFICU（母体胎児集中治療室）
院のMFICUは、総合周産期母子医療セン ーの 、

６床で 用されています。 に、 胎妊 、妊 高血 症 、

産、 置胎 、胎児 などハイリ ク妊 の方に高度

医療を提供しております。

診療内容
新生児搬送
新生児 、先 性心疾患、消化管 形など 急の対 を要

する疾患については、他院で 生した児も24 体制で 送

を受入れています。

さらに高度な医療（心臓手術など）を要する症 に関して

は、他県の高次医療機関へ 送しています。

胎児超音波外来
外来診療においては、地域の各周産期医療機関の先生方にも

ご利用いただけるよう、胎児 外来を開設し、胎児 の

クリーニン ・診断を行っております。胎児診断する とで

分 の 期や方法を め、 生後の な内科・外科的管理へ

つなげるなど治療環 を整えます。

NIPT外来
NI Tは母体血を用いて非侵襲的に胎児 色体を調 る検査

ですが、2015年まで 滋地 で検査ができるNI T 設

はありませんでした。 院では2015年に を受け、ま は

院内向けの検査としてNI Tを開始し、2016年からは広く院

外紹介を受 けて、遺伝カ ンセリン を重視した 生 診断

に取り組んできました。検査を行う年 基準がありましたが、

2022年4 からは年 基準を設け 、 分なカ ンセリン

を行った上でご に た対 を行っております。

診療実績（2023年度）

人NICU実

総入院

低 生体重児（<1000g）

低 生体重児（1000g-1500g）

院外 生

人工換 症

新生児 送受入

（新生児 ）

247

15

19

26

59

27

4 （2）

総分

総 生

開

急 開術（ adeA）

救急 送受け入れ （産後 ）

459

510

218

2

148

産科診療実

滋賀県新生児空床情報システム
イン ーネット上に滋賀県下のNICU 床状 を 開し、迅

速な母体新生児 送に しています。

滋賀県周産期死亡調査
県内の後期 産およ 新生児 全 を分 し、 回 の

方 を検 して滋賀県における周産期 の低下に貢献してい

ます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

総合周産期母子医療セン ー セン ー長

村 上  節

高度周産期医療チーム
産科DIC（ 性血管内 症 ）に 表される 急 の

母体救命のため、1994年に産科DIC救急 、2002年からは

高度周産期医療 ームを発 し、救急・集中治療部、麻酔科、

救急科、外科、などと協力し、重症母体 送を受け入れていま

す。また、2012年より胎児の状 が急速に 化し、一 も

く児を する 要がある場合に、 開の 定から児

までを約15分とする 急 開術（ レードA）とい

う院内救急シ テムを しました。

部 イト

概要・特色

診療内容
には、血液内科、小児科医 が たっており、 血 細

胞 を中心に無菌室を 用している他、 細胞の 取、

血 細胞の 取や分 、保存などの 理も行っています。

院は1991年日本 ンク発 来の非血 者 ・

血 細胞 定 設およ ・ 血 細胞 取 定

設です。血 ド ーおよ 非血 ド ーからの 、

血 細胞 、そして 血 を合わせ、年 20 ほど

の 血 細胞 を実 しています。

診療実績（2023年度）

治療

非血 者

非血 者 血 細胞

血

血 者

血 者 血 細胞

血 細胞

6

6

2

0

4

4

血 者

非血 者

血

0

2

1

治療

2020年度より 生 働 血 細胞 医療体制整

の 血 細胞 推進地域拠点病院となりました。

ームは、 ーム医療を ットーとしており、 カン

フ レン を 開 しています。す ての 患者さんに関

して、す ての ッフ（血液内科医 、小児科医 、病 看

護 、 ー ィネー ーなど）と病 特 の症状、治療内

、 果と 用、栄養、 、さらには 環 、 、学

などに関して患者さんの情報を し、一人 とりの患者さ

んを全人的に ポートしています。

また、 療法は、 する とが最 の ールではなく、

その後の患者さんの経 がとても大 です。そのような えか

ら、 後10年20年経った患者さんについて定期的に外来で

検診させていただくと同 に担 看護 によるカ ンセリン

を行う 後長期フ ローアッ 外来を実 しています。すな

わち、 に生存率を するのではなく、 を維持した上で

の生存率を大 に えています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

無菌治療部 部長

村 田  誠

重 になっています。外から 設内に入る方には手 いを

行っていただきます。

ク 100の無菌室（クリーンルーム） 床とク

10 000 の 室 リアからなります。

調は「 連 」で 浄度を維持しています。

設全体はク 10 000（IS ク ）の状 に

なっています。

ク 10 000とは、約30 の 方体の内の0.5 上の

子 が 下、通 の 室などは10 上の 子

があります。

無菌室（クリーンルーム）内は「 連 」でク

100（IS ク ）に維持された非 に な で

す。

主な検査・医療設備など

・日本 血・ 細胞療法学 血細胞 定医

・日本 血・ 細胞療法学 看護部 同 血細胞

後フ ローアッ のための研 看護

・日本 血・ 細胞療法学 定 血細胞 ー ィネー

ー

・日本輸血・細胞治療学 定医・細胞治療 定管理

・日本血液学 血液 医・指導医など

スタッフの主な資格など

小児科の2023年度造血幹細胞移植関連診療実績

血液内科の2023年度造血幹細胞移植関連診療実績

血 細胞 取
（内 非血 血 ド ー ）

10
（内 1 4 5）

無菌治療部は、1997年に設置された特 診療 設で、急

性 血病に対する化学療法や、 などの 血 細胞

を受ける患者さん、そのほか 度に 機能が低下した患

者さんが、無菌的な環 下で管理を受けるための 設（無菌

室 クリーンルーム）です。

制（ 力が しく低下した状 ）による を予

するため、病室内全体を 浄な になるように管理して

います。

2008年６ には病院 開発計画に

って、血液内科のある C病 に

築されました。

2024年度中には無菌室の 室を計

画しています。
6

（内 6 0）
取（内 非血 血 ド ー）
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部 イト

血液浄化部 部長

金崎　雅美

概要・特色
が では、約35 人の患者さんが 性 療法を受けて

おられます。 年、医療の進 により、 患者さんの高 化

が進 とともに、 患者さんの 命も してきていま

す。そのため、 患者さんが、高度な手術や治療を受けられ

る機 も えています。滋賀医科大学医学部附属病院血液浄化

部では、 院に手術・治療のために入院された患者さんの血液

浄化療法を行います。周術期など重症患者さんの 療法を行

う とが く、人工呼吸器を した患者さんの 療法にも

対 しています。

重症患者さんに安全で な 療法を実 していくため、

様々な工 を行っています。その一つが 液のカリ ム

です。一般的に、 患者さんでは血中カリ ム 度が高い

とが いため、 中に 分なカリ ムを くために 液カ

リ ム 度を2.0 と低く設定しています。しかし、手

術や検査、体調不良のため が 取できない場合には、逆に

血中のカリ ム が低くなる とがあり、通 の ではさら

に血中のカリ ム が下がり、不整脈やけいれんの となり

ます。 院ではそういった患者さんには、患者さんの同 のも

と、 液のカリ ム 度を3.0 に調整しています。

また、 患者さんは心血管 害や脳血管 害などの動脈

化性疾患や下 動脈疾患を合 する 度が高い とが ら

れています。下 動脈疾患は の えや れ、 瘍形成の

となり、 を合 する ともあります。 の 瘍が重症

化すると、 の 断のリ クが非 に高まるため、 院入院中

の 患者さんの （生活の質）を維持・向上させるため

に、看護 が中心となって のト ルを に フットケ

アに 的に取り組んでいます。さらに、周術期や体調不良に

より、 中にご で に体 換できない患者さんのた

めに、高機能 ア ットレ を導入しています。 れは、 動

体 換機能を えており、体 を分 する とで を予

します。

のように 院では、患者さん 々の病状に た看護・

方法を工 し、より良い血液浄化医療を提供できるように取

り組んでいます。

透析療法とは？
腎臓は、尿を する とで、体液の ン （ 性）を

保っていますが、腎機能の低下した腎不全状 では、尿 や

水分を尿に できなくなるため 性が保たれなくなりま

す。 の状 を するために、腎機能を 行する治療（腎

療法）が 要となります。腎 療法には、血液 、

、腎 の つがあります。血液 は、 イア イ ー

と呼 れる （水や 質を 的に する ）を 用

して体液の を するもので、 回 度の治

療が 要です。 は、患者さんの を として利

用するもので、患者さん が一日に 回か 液の入れ

えを行います。 回の血液 と の 用療法を行

う場合もあり、 院でも対 しております。

なお、腎 療法のもう一つの である腎 について

は、今年度から 院でも実 できる体制となりますので、周術

期の や血液 不 合 の血 換療法など、泌尿器科

と連携して腎 医療にも 力させていただきます。

診療内容
血液浄化部では、初めて を受ける患者さんや、手術や治

療のために入院されている 患者さんの 療法を腎臓内科

と協力して担 しています。そのほか、大学病院で実 される

高度な手術や薬 療法により発症した急性腎 害への対 や、

臓疾患、神経疾患、 疾患、 症性 疾患などの治療

としての血 換・吸 療法等の血液浄化療法を行っていま

す。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年1月～12月）

血液 （オン イン F ）

血 吸 療法

2 329

77

14

24

46

28

院では、 用療法 外の維持血液 を実 し

ておりませんが、 性維持 療法を受けておられる患者さ

んを対 に、 フ ローアッ 入院（ ）を行ってい

ます。 れは、腎臓内科と協力して の 、 療

法などの生活指導、心機能や動脈 化病 の状 を し、

より良い 療法を 続していくための検査・教育入院であ

り、 年 くの患者さんにご利用 いております。そのほか

にも、 クリニックで動脈 化性疾患の検査等の実 が難

しい場合や、心機能やシャント血 の が 要な患者さ

んがいらっし いましたら、検査・教育入院が 能ですので

是非ご相談ください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

主な検査・医療設備など
ッド 10 床

血液 日（ 、水、 ） ・ 後の クール

日最大 能人 20

特 療法 、（血 換や 患者の血液 用療法）

血 換療法（ 的血 換・ 重
血 換療法を ）

吸 療法

水 法

アフ レーシ （吸 瘍治療法
）

部 イト

腫瘍セン ー セン ー長

醍醐　弥太郎

概要・特色
腫瘍セン ーは、附属病院と地域のがん医療を活性化し、高

度がん医療の推進と てん化 集約化を進める組 として活
動しており、 の要 であるがん 医・医療 ッフの育
成と先進的ながん医療の に貢献できる基 を構築していま
す。 セン ーは、がん医療を 的に支える 部 （化学療
法、 ケア（ ケア ーム）、がん 、がん相談支
援、診療連携、教育・研 、先進医療推進、がんゲノム医療の
各部 ）で構成され、関係する 員 （腫瘍セン ー 、
化学療法 ロト ール 査 員 、化学療法 員 、 ケア

員 、がん 員 ）とともに、本学のがん診療・教育・
研究を分野 断的に連携させ、県内外の医療機関と協力して、
がんと診断されたときから れ目なく続く質の高いがん医療の
推進をめざしています。また、本学の先進的がん医療に取り組
んでいます。

診療内容

診療実績（2023年度）

・ 等手術・検査・治療法等

外来化学療法室対

無菌調剤

入院 ケア介入 （ 非 ）

外来 ケア介入 （ 非 ）

リン 腫外来利用

・研 開 （ ・ ）

地域医療連携連 開

9 008

1 974

89

422

38

5

教育・啓発活動
医療 者対 の 、 開 を年 30回 度開
しています。（部 イト ）

化学療法室の活動展開
外来がん化学療法を受ける患者さんに対する、管理栄養 に

よる 続的な患者 々の状 に合わせた栄養管理や、地域の薬
薬剤 との連携体制の整 に取り組んでいます。

がん相談・支援部門（がん相談支援センター）
がん患者さんとご が治療を受ける上での不安や 、

や らしの とについて、がん 相談員がご相談をお
受けしています。

お い合わせ先
077-548 2859

ール soudan@bell .sh ed. .jp

がん看護外来
がん患者さんとご の不安や心 、 などが でき、

安心して療養生活を送れるように、 看護 や 定看護 が
ポートさせていただきます。（部 イト ）

リンパ浮腫外来
がん治療の で るリン 腫の支援を行っています。
の外来は、保 外診療となるため 診療となります。（一

部、対 疾患の 保 診療となります）（部 イト
）

地域に対する取り組み、最近の話題など

連携拠点病院およ 内外の大学・病院と連携したがんの新薬
と 化医療の開発に関わる各 の治 などを実 しています。
（ . . .

. ）

がんゲノム医療開発推進とエキスパートパネルの運営
がんゲノム医療拠点病院として、がんゲノム医療を担う全

の大学・病院と連携したがんの 化医療（ レシ ョン医
療）と遺伝性腫瘍に関わる医療の提供と診療支援を行っていま
す。腫瘍セン ーと腫瘍内科 がん診療科の医 、病理医、
分子遺伝学 、臨床遺伝 医、 定遺伝カ ンセ ー、
薬剤 、看護 、臨床検査 などで構成される ート

ネルを定期的に開 し、がん遺伝子 ネル検査を実 してい
ます
（ . . .

）

化学療法室の運営とがん薬物療法、高度集学的医療の提供
腫瘍セン ーと腫瘍内科のがん治療に携わる 医療 ーム

が化学療法室を しており、がん治療に関わる診療科と連携
して、質の高い高度がん医療を提供しています。

化学療法プロトコール審査委員会・化学療法委員会活動
腫瘍セン ーと腫瘍内科 がん診療科の医 、薬剤 、看

護 などが、本院で行うがん薬 療法と支持療法について、そ
の 性、安全性、最 な 用方法を 査、検 しています。

緩和ケア委員会・緩和ケアチーム・緩和ケアセンター活動
腫瘍セン ーと腫瘍内科 がん診療科の医 、薬剤 、看

護 、理学療法 、臨床心理 、 ーシャルワーカーなどで構
成される ケア ームが、がんの診断 より、がん性 と

体症状や患者・ が える精神的 への対 を行い、生
活の質（ ）の維持・向上に向けた ポートをしています。
また、 ケアセン ーが地域 医療連携を推進しています。

がん登録委員会活動・がん登録の実施
がん診療の向上や 等の行 機関ががん対 を 案するため

の情報を提供する とを目的として、本院で行った診断や治療
に関する情報を法 に基 いて しています。

キャンサーボードミーティングの開催
腫瘍セン ー、腫瘍内科 がん診療科の医 、放射線科医、

病理医、薬剤 、看護 、地域連携に関わる ッフなどが
的な病状 により治療 難症 の方針を検 しています。

がんプロフェッショナル養成プランの支援
がん 医療人を育成する「がん ロフ ッショ ル養成
ン」を実 しています。腫瘍セン ーはがん薬 療法、がん

ゲノム医療 ケアの実 と開発に臨床 研究 で活
する人 の養成に向けて、学内外より医療職・医療 学生・大
学院生を受け入れて地域のがん医療に貢献できる 医およ
医療 ッフを育成しています。（部 イト ）

がん拠点病院活動
生 働 地域がん診療連携拠点病院、がんゲノム医療拠点

病院、特定機能病院、滋賀県がん診療連携協 構成病院、滋
賀県がん診療連携拠点病院・がん診療高度中核拠点病院として、
がん 、最新のがん医療情報とセカンドオピニオンの提供、
がん診療連携クリニカル の 用、がん患者 ロンの 支
援、医療 者 向けの各 教育研 の開 、がんゲノ
ム医療の提供と支援、先 的がん薬 療法の提供と支援、地域

的 ケア活動支援などを行い、滋賀県の地域がん医療に
おける人 育成と てん化、高度医療の に関わる活動を
行っています。（部 イト ）

先進医療開発推進
滋賀県がん診療高度中核病院として、県内外の地域がん診療

外来化学療法室（病床 25床）、薬剤 室、 ケア室、
がん看護外来、リン 腫外来など

主な検査・医療設備など

入院 5 484
外来 28 606
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部 イト

概要・特色

診療内容
検査部は、 血、検体検査（血液・尿など）と生体検査（心

・呼吸機能・ ・脳 など）を行い、迅速かつ精 な

検査 ー を提供して、診療を支援しています。

診療・業務実績

・ 等
手術・検査・治療法等

血

尿定性・ 査・ 液

血 計 ・血液 等

・線 検査

生化学

内分泌・腫瘍 ーカー

症・ 学的検査

生 検査・C VI 19

呼吸機能

心

脳

83,909

69,199

269,489

158,124

2,533,561

114,981

195,598

35,308

11,301

22,760

6,819

869

83,526

62,139

260,660

157,591

2,426,712

111,668

185,401

43,677

10,915

23,019

6,511

1,295

検査部 部長

九嶋　亮治

▶検体検査
化学検査室では、 機能や腎機能を調 る生化学検査、

症検査、内分泌検査、腫瘍 ーカーなど、血液学検査室では、

血 定・血液 、 ・線 検査、 、フロー イト

トリー検査など、一般検査室では尿定性・ 、 液検査を

実 しています。検体検査では くの 動分 置や 鏡な

どを って検査を実 しています。

▶微生物検査
細菌検査室では、 、尿、 便などを検査 として検査

を行い、 症の 菌の同定や な薬剤を検 します。ま

た脳 や を引き す 生 の遺伝子検査、 々の細菌

イル 迅速診断検査を実 しています。 制御部のICT

（インフ クション ントロール ーム） ン ーの一員とし

て、院内 対 を 化する役割も担っています。

▶生理機能検査
生理機能検査室では、心 検査（ 部12 導心 、

心 、 ル ー心 、血 脈 、トレッド ル検査
など）、呼吸機能検査（ 機能検査、呼吸 検査、一 化

度 定検査）、 検査（心臓、頸動脈）、脳 、大脳
発 検査を実 しています。

主な検査・医療設備など

検査部は、輸血・細胞治療部およ 病理部と合同 を行

い、医 臨床検査 の ッフが臨床検査 務（検体検査

生理機能検査）に しています。

臨床検査は、病 の診断、治療方針の 定 経 察など

を行う上で重要な指 となります。検査部 ッフは診療支援

患者 ービ の向上に努めており、診療支援を通して特定

機能病院である本学が果たす地域医療にも貢献しています。教

下医 ッフは、特に病理組 診およ 細胞診に精通し

ており、検査の なら 、臨床医の要 に て ン ルテー

ションにも対 しています。また、高い 術や を につけ

た 定 取 が大学病院での学生教育や研究も支援して

います。

検査部では、診療科 の特 検査を き、外来およ 入院

患者さんの検査全般を受け持っており、 急検体検査や救急外

来患者の輸血検査（血液 検査およ 合 ）について

は、24 対 で検査しています。 急検体検査については 

60分 内に結果を報告しています。

検査部 輸血・細胞治療部は、2018年 に、病理部 は

2021年 に臨床検査室の であるIS 15189の

定を取 しました。IS 15189

は、臨床検査室の質と 術的能力

に関する です。検査部 輸

血・細胞治療部 病理部が報告する

検査結果は、 に通用する臨床

検査 として 質保 されていま

す。検査部 輸血・細胞治療部 病

理部の臨床検査に関わるす ての

ッフは、IS 15189の 質

ネ ントシ テムを活かし、

なる診療支援およ 患者 ービ

の向上に努めています。

2023年度 2022年度

部 イト

リハビリテーション部 部長

今井　晋二

概要・特色
院リハビリテーション部は附属病院の開設とともに設置 

されました。しかし、 初の は所 新設の医科大学とし 
て理学療法 度からなる非 に んまりとした組  
でありました。それから 成18年に始まった病院 開発にお 
ける 部長のご指導のもと、大きく しました。それ 
は まだ しかった心臓リハビリテーションをいち く取 
り入れ、心臓外科術後に特化した全 でも な形 の心臓 
リハビリテーション 設が 来上がりました。その後、心臓 
リハビリテーション部 はますます 大し、 も くの患 
者さんを治療しています。リハビリテーション部の ッフ
も、理学療法 外に 療法 ・ が わり、大
きく が えました。

病院 開発 では脳血管リハビリテーションや 動器リ 
ハビリテーションが大きな イトを めていましたが、  

ではそれ 外の診療科・診療部 とも の連携を持つよ 
うになり、院内にある10の 職 ームにリハビリテーショ 
ン ッフが しています。 れは、ややもすると 割り 
になりがちな大学附属病院内での診療に、 本もの大きな診 
療の「 」が組 込まれている とになります。その中心 
がリハビリテーション部 ッフであると えています。今 
後も の 断的 職 連携の を維持し、また健全な病院 

にも す く の 率化・連携の 率化に努めてい 
きたいと えています。

診療内容
院は大学病院であり特定機能病院でもあります。その 命 

からリハビリテーション部では高度先進医療に した質の高い 
リハビリテーション ービ が提供できる とを目 としてい 
ます。 ッフは理学療法 、 療法 、 の 職 

からなり、また、 的で患者さんにとって最 なア ロー 
が行えるよう疾患 ルー 置制をとっています。 動器 
ルー 、脳血管 ルー 、呼吸・がん ルー 、心臓リハビ 

リテーション ルー の計 ルー がありますが、それ れ 
の分野の を め 人の 術を高める とはもち んです 
が、関連診療科や病 ッフとの「 」を重ん 、 機的に 

ームア ロー が実 できるよう んでいます。

れらの他にも、体組成分 機器や低周 治療機器、
治療機器、 ニケーション関連機器などを 用して診療を
行っております。

リハビリテーション部の地域に対する取り組 として、心臓 
リハビリテーション（ 下、心リハ） ームの活動の一つに地 
域医療との連携 化があります。 年度からは、脳卒中・ 
循環器病対 基本法に関連した滋賀県地域医療介護総合 保基 

として「地域の 動 設との維持期心リハ連携 」や
「心不全 療養支援体制整 」に 画しています。循環
器内科 導の下、心リハ ームが 用する 院の心臓病手 を 
滋賀県や医療関連の各職能 体と協力し、県全域で急性期から
維持期まで 用 能な心臓病手 へとアッ ートしました。 

のように地域医療への貢献も重要な役割と えております。
また、 院では 急性期脳卒中診療に特化した脳卒中ケアユ

ニットを展開し、脳卒中 ームの一員として 急性期から 
的なリハビリテーションを行い、機能 ・日 生活の向 

上に努めています。また、 治治療法がない神経難病である  
性 化症（A S）・ 小脳 性症において、脳神経 

内科と 同し 伝 置や手指 動の支援機器を導入してい 
ます。 の神経リハビリテーション ロ ムは、 期から 
の進行 制・機能 に成果を上げ、さらに神経難病連携 ー 
ムの一員として、難病患者さんとご に り添える医療に努 
めています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療・業務実績

2023年度 疾患別リハビリテーション実施件数

脳血管疾患等リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテーション

動器リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

用症 リハビリテーション

呼吸器リハビリテーション

・ 下機能療法

合 計

23,564

9,163

8,475

6,273

5,316

5,310

4,679

62,780

疾患 リハビリテーション

主な検査・医療設備など

リハビリテーション実 の推

心 動 は 消 、

化 を 定し、安全

な 動 度を 定します。検査

結果を に、 な 動 方

動療法と患者指導を実 してい

ます。

ド イ シ レー ーは

生活 や に し、

動 の 開が 要となる

方を対 に検査を行っています。

状の脳機能と 体機能の状 、

特性・ 性等の に役

てています。

療法 療法 理学療法
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部 イト

放射線部 部長

渡邉　嘉之

概要・特色
は、本院の理念「信頼と を する全人的医療」を

成するため、「放射線医療の質と安全を担保した診療支援を
目指します。」を 部の理念としています。患者さんの健 回

を願い、日々、質の高い診療と新しい放射線の 術の提供を
目指しています。また、 に安全な放射線診療の提供と放射線

くの低 に心がけ、安心して検査を受けて ける とを
んでいます。

放射線部の ッフは、 務職員、看護 、診療放射線 、
放射線科医 （画 診断医と放射線治療医）で組 されており、
相 連携して検査や治療を行っています。 くの検査や治療は
予約検査として行われますが、急を要する救命救急的な検査・
治療への対 も行っており、24 365日の え ない医療
ニー に える組 として、診療を行う体制にあります。

また、部内設置の機器を用いて、あら る診療科の医 が
置・治療を行います。各診療科や他の部 と連係して、患者さ
んの 場に った診療を目指しています。

放射線部は附属病院の に 置し、大きな のため、
検査 に受 を設けております。検査や治療の により
検査場所が なります。予約票や検査 書で御案内をしてい
ますが、不 点があれ 、 ッフにお ください。

診療内容
放射線部は、大きく画 診断部 と放射線治療部 に分かれ

ています。画 診断部 では、生体情報を画 化して、体内の状
を推定して診断を行っています。 の画 情報は、他の生化学、

生理、病理の各 ー や臨床症状と合わせて診断に用いられま
す。それらは、最 な治療法の への情報 となるため、 細
で な生体情報を提供する とが画 診断に められます。

各 画 診断法の特徴を活かした画 診断結果が られ、
な治療に貢献するため、 様な画 診断 置を えています。
放射線治療部 では、 定診断された病 に対して、 速器

で発生させた高い ネルギーを持つ 線や 子線を精度よく目
的部 に 射して、病 に ー を える とにより、がん治
療を行っています。放射線治療には、外部から 射するものと体
内に入れた放射線線 を用いた体の内部からの 射があります。

放射線診療では、放射線を用いて体を ら して体内の状
を る（推察する） とで診断や治療ができ、患者さんには 益
ですが、そ には放射線 くが います。 は、「A A A
の 」（ 護 員 の1977年 告）の下、 用する放射
線の を合理的に 成 能な限り低くする とを目指し、
の 置 新、線 管理、 教育を通 て ない放射線での検
査の実 （医療放射線の最 化）に努力しています。

来の医学発展・診療の質の向上に貢献するため、臨床研究
や治 をは め、 くの研究に協力・ しています。

来の医療供 体制を展 して、地域医療構 の実 、医
の 化の 消への対 と医 と医療 者の働き方 の推
進に向けて、実 性 実性を重視した への 画を目指
していきます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療実績（2023年度）

放射線治療患者 （新患）

腺小線 治療

脳定 放射線治療

体 部定 放射線治療

度 調放射線治療

放射性同 内用療法

418

21

25

54

157

7

患者 ・治療放射線治療

CT

M

PET-CT

PET-CT 外の核医学検査

一般

血管 （うちIV ）

27 562

10 835

969

902

94 963

1 436（394）

画 診断

主な検査・医療設備など
放射線部には、画 診断 置は28 置と放射線治療関連
置 置を保 しています（2023年 ）。画 診断 置

から発生したす ての画 は一 的に管理し、画 診断報告
書とともに、診療に 要な場 でオン
ンドにて する とができます。また、
れらの情報は関連の医療機関や紹介先医
療機関と する とができ、 率的な医
療 の活用に貢献しています。 な検査
室 は、一般 室 、乳
定 室 、 線 視 室 、 線CT
室 、M 室 、血 管 検 査 室 、

TCT 室 、核 医学 検 査 室 です。
2022年12 には、検査室内の検査環
の を合わせて脳血管 置が最新

置に 新されました。
本 置と イ の発展によって、 急血

管内治療の 行が えています。その手
に不 な画 の 集と表 がより血管視

性の高い画 が提供できるようになりま
した。

放射線治療では、治療室（医療用直線
速 置） 2、 小線 腺 入
室 1、治療計画用CT室 1を しています。

病院 （新 ）1 への し機器
新を行いました。

では2024年2 より最新の高精度
放射線治療を開始しています。

最新の医療用直線 速 置や、治療計画
シ テムにAIを導入しました。高い精度で
の 置 性が 能な 置 合シ テムの

化に カ 、 ー ルカ 等の最新
の放射線治療の提供が行えるシ テムも

導入し、体表 シ テムにより皮膚 ー
カーレ を実 しています。

部 イト

概要・特色
─診療方針─

輸血・細胞治療部には、 田 （部長、血液内科教 ）、

口 （ 部長、輸血・細胞治療部病院 教 ）、 理

（輸血・細胞治療部特 教）ら3 の医 と2 の臨床検査

およ 1 の 血細胞 ー ィネー ーが 置されて

おり、血液 剤の 用、輸血検査、血液 剤や 生医療等

（ 細胞など）の管理 供 、 血 血などの

務を行っています。

血液 剤は ンピ ー ーによる一 管理を行い、 率的な

血液 剤の供 を行っています。また、 年 が えつつあ

る 生医療等 に対 できるよう ンピ ー ー一 管理シ

テムを導入しました。

臨床 では、 血 血 血や、各診療科からの輸血や化

学療法に関する相談、血液疾患や小児 形腫瘍に対する 血

細胞 、 療法におけるリン 取などを行っています。

また、 定 血細胞 ー ィネー ー、 血細胞

定医、細胞治療 定管理 およ 日本 ンク調整医 とし

て、 院で実 する 、 血 細胞 、 血 、

取、 血 細胞 取およ 生医療に携わっています。

─適正かつ安全な輸血医療を目指して─
輸血検査は、 ビー 法による 動検査機器を 期に導

入し、 外や 日においても精度の高い検査結果を報告して

います。

2002年６ より ンピ ー ークロ ッ を導入し、検

査 務の 力化、血液 剤準 の大 な 、 な準

血液 剤の を実 しています。また、検査部の臨床検査

と合同で輸血 務の24 体制を築き、 な輸血医療に

努めています。

2006年 より輸血用血液 剤のオー ーリン シ テム

を導入し、 ッド イドでは医療情報 を用いた 合シ

テムを利用し、輸血 に努めています。

輸血部は、日本輸血・細胞治療学 I A 定 設であり、

2018年 にIS 15189の 定を取 し、より安全な輸血

管理に向けて 続的な を っています。

診療内容

診療実績（2023年度）

輸血・細胞治療部は、日本輸血・細胞治療学 定 設で

あり、 定医・ 定輸血検査 ・ 定輸血看護 の研 受

け入れを行っており、細胞治療 定管理 の育成も行ってお

ります。

地域に対する取り組み、最近の話題など

輸血・細胞治療部 部長

村 田  誠

血液 検査、不 体 クリーニン およ 同定

合

直接クーム

血液 剤保管管理およ 供

生医療等 の管理およ 供

血 取およ 保管管理

血 細胞 取およ 分 、保管管理

細胞の分 およ 保管管理

リン 取

血 細胞の定

フィ リン 調

主な検査・医療設備など

・日本輸血・細胞治療学 定医

・ 血細胞 定医

・細胞治療 定管理

・ 定 血細胞 ー ィネー ー

・ 定輸血検査

スタッフの資格

クームス試験とは？
血 の表 に な 体が結合していない

かを調 る検査で、輸血の に行われる重要な

輸血検査の つです。

輸血検査

血液 検査

不 体検査

血液 剤 用

血 剤

新 結血

血小 剤

血（全血）

9 161

12 603

10 556

4 952

18 500
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部 イト

放射線部 部長

渡邉　嘉之

概要・特色
は、本院の理念「信頼と を する全人的医療」を

成するため、「放射線医療の質と安全を担保した診療支援を
目指します。」を 部の理念としています。患者さんの健 回

を願い、日々、質の高い診療と新しい放射線の 術の提供を
目指しています。また、 に安全な放射線診療の提供と放射線

くの低 に心がけ、安心して検査を受けて ける とを
んでいます。

放射線部の ッフは、 務職員、看護 、診療放射線 、
放射線科医 （画 診断医と放射線治療医）で組 されており、
相 連携して検査や治療を行っています。 くの検査や治療は
予約検査として行われますが、急を要する救命救急的な検査・
治療への対 も行っており、24 365日の え ない医療
ニー に える組 として、診療を行う体制にあります。

また、部内設置の機器を用いて、あら る診療科の医 が
置・治療を行います。各診療科や他の部 と連係して、患者さ
んの 場に った診療を目指しています。

放射線部は附属病院の に 置し、大きな のため、
検査 に受 を設けております。検査や治療の により
検査場所が なります。予約票や検査 書で御案内をしてい
ますが、不 点があれ 、 ッフにお ください。

診療内容
放射線部は、大きく画 診断部 と放射線治療部 に分かれ

ています。画 診断部 では、生体情報を画 化して、体内の状
を推定して診断を行っています。 の画 情報は、他の生化学、

生理、病理の各 ー や臨床症状と合わせて診断に用いられま
す。それらは、最 な治療法の への情報 となるため、 細
で な生体情報を提供する とが画 診断に められます。

各 画 診断法の特徴を活かした画 診断結果が られ、
な治療に貢献するため、 様な画 診断 置を えています。
放射線治療部 では、 定診断された病 に対して、 速器

で発生させた高い ネルギーを持つ 線や 子線を精度よく目
的部 に 射して、病 に ー を える とにより、がん治
療を行っています。放射線治療には、外部から 射するものと体
内に入れた放射線線 を用いた体の内部からの 射があります。

放射線診療では、放射線を用いて体を ら して体内の状
を る（推察する） とで診断や治療ができ、患者さんには 益
ですが、そ には放射線 くが います。 は、「A A A
の 」（ 護 員 の1977年 告）の下、 用する放射
線の を合理的に 成 能な限り低くする とを目指し、
の 置 新、線 管理、 教育を通 て ない放射線での検
査の実 （医療放射線の最 化）に努力しています。

来の医学発展・診療の質の向上に貢献するため、臨床研究
や治 をは め、 くの研究に協力・ しています。

来の医療供 体制を展 して、地域医療構 の実 、医
の 化の 消への対 と医 と医療 者の働き方 の推
進に向けて、実 性 実性を重視した への 画を目指
していきます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療実績（2023年度）

放射線治療患者 （新患）

腺小線 治療

脳定 放射線治療

体 部定 放射線治療

度 調放射線治療

放射性同 内用療法

418

21

25

54

157

7

患者 ・治療放射線治療

CT

M

PET-CT

PET-CT 外の核医学検査

一般

血管 （うちIV ）

27 562

10 835

969

902

94 963

1 436（394）

画 診断

主な検査・医療設備など
放射線部には、画 診断 置は28 置と放射線治療関連
置 置を保 しています（2023年 ）。画 診断 置

から発生したす ての画 は一 的に管理し、画 診断報告
書とともに、診療に 要な場 でオン
ンドにて する とができます。また、
れらの情報は関連の医療機関や紹介先医
療機関と する とができ、 率的な医
療 の活用に貢献しています。 な検査
室 は、一般 室 、乳
定 室 、 線 視 室 、 線CT
室 、M 室 、血 管 検 査 室 、

TCT 室 、核 医学 検 査 室 です。
2022年12 には、検査室内の検査環
の を合わせて脳血管 置が最新

置に 新されました。
本 置と イ の発展によって、 急血

管内治療の 行が えています。その手
に不 な画 の 集と表 がより血管視

性の高い画 が提供できるようになりま
した。

放射線治療では、治療室（医療用直線
速 置） 2、 小線 腺 入
室 1、治療計画用CT室 1を しています。

病院 （新 ）1 への し機器
新を行いました。

では2024年2 より最新の高精度
放射線治療を開始しています。

最新の医療用直線 速 置や、治療計画
シ テムにAIを導入しました。高い精度で
の 置 性が 能な 置 合シ テムの

化に カ 、 ー ルカ 等の最新
の放射線治療の提供が行えるシ テムも

導入し、体表 シ テムにより皮膚 ー
カーレ を実 しています。

部 イト

概要・特色
─診療方針─

輸血・細胞治療部には、 田 （部長、血液内科教 ）、

口 （ 部長、輸血・細胞治療部病院 教 ）、 理

（輸血・細胞治療部特 教）ら3 の医 と2 の臨床検査

およ 1 の 血細胞 ー ィネー ーが 置されて

おり、血液 剤の 用、輸血検査、血液 剤や 生医療等

（ 細胞など）の管理 供 、 血 血などの

務を行っています。

血液 剤は ンピ ー ーによる一 管理を行い、 率的な

血液 剤の供 を行っています。また、 年 が えつつあ

る 生医療等 に対 できるよう ンピ ー ー一 管理シ

テムを導入しました。

臨床 では、 血 血 血や、各診療科からの輸血や化

学療法に関する相談、血液疾患や小児 形腫瘍に対する 血

細胞 、 療法におけるリン 取などを行っています。

また、 定 血細胞 ー ィネー ー、 血細胞

定医、細胞治療 定管理 およ 日本 ンク調整医 とし

て、 院で実 する 、 血 細胞 、 血 、

取、 血 細胞 取およ 生医療に携わっています。

─適正かつ安全な輸血医療を目指して─
輸血検査は、 ビー 法による 動検査機器を 期に導

入し、 外や 日においても精度の高い検査結果を報告して

います。

2002年６ より ンピ ー ークロ ッ を導入し、検

査 務の 力化、血液 剤準 の大 な 、 な準

血液 剤の を実 しています。また、検査部の臨床検査

と合同で輸血 務の24 体制を築き、 な輸血医療に

努めています。

2006年 より輸血用血液 剤のオー ーリン シ テム

を導入し、 ッド イドでは医療情報 を用いた 合シ

テムを利用し、輸血 に努めています。

輸血部は、日本輸血・細胞治療学 I A 定 設であり、

2018年 にIS 15189の 定を取 し、より安全な輸血

管理に向けて 続的な を っています。

診療内容

診療実績（2023年度）

輸血・細胞治療部は、日本輸血・細胞治療学 定 設で

あり、 定医・ 定輸血検査 ・ 定輸血看護 の研 受

け入れを行っており、細胞治療 定管理 の育成も行ってお

ります。

地域に対する取り組み、最近の話題など

輸血・細胞治療部 部長

村 田  誠

血液 検査、不 体 クリーニン およ 同定

合

直接クーム

血液 剤保管管理およ 供

生医療等 の管理およ 供

血 取およ 保管管理

血 細胞 取およ 分 、保管管理

細胞の分 およ 保管管理

リン 取

血 細胞の定

フィ リン 調

主な検査・医療設備など

・日本輸血・細胞治療学 定医

・ 血細胞 定医

・細胞治療 定管理

・ 定 血細胞 ー ィネー ー

・ 定輸血検査

スタッフの資格

クームス試験とは？
血 の表 に な 体が結合していない

かを調 る検査で、輸血の に行われる重要な

輸血検査の つです。

輸血検査

血液 検査

不 体検査

血液 剤 用

血 剤

新 結血

血小 剤

血（全血）

9 161

12 603

10 556

4 952

18 500
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部 イト

概要・特色

診療内容
検査部は、 血、検体検査（血液・尿など）と生体検査（心

・呼吸機能・ ・脳 など）を行い、迅速かつ精 な

検査 ー を提供して、診療を支援しています。

診療・業務実績

・ 等
手術・検査・治療法等

血

尿定性・ 査・ 液

血 計 ・血液 等

・線 検査

生化学

内分泌・腫瘍 ーカー

症・ 学的検査

生 検査・C VI 19

呼吸機能

心

脳

83,909

69,199

269,489

158,124

2,533,561

114,981

195,598

35,308

11,301

22,760

6,819

869

83,526

62,139

260,660

157,591

2,426,712

111,668

185,401

43,677

10,915

23,019

6,511

1,295

検査部 部長

九嶋　亮治

▶検体検査
化学検査室では、 機能や腎機能を調 る生化学検査、

症検査、内分泌検査、腫瘍 ーカーなど、血液学検査室では、

血 定・血液 、 ・線 検査、 、フロー イト

トリー検査など、一般検査室では尿定性・ 、 液検査を

実 しています。検体検査では くの 動分 置や 鏡な

どを って検査を実 しています。

▶微生物検査
細菌検査室では、 、尿、 便などを検査 として検査

を行い、 症の 菌の同定や な薬剤を検 します。ま

た脳 や を引き す 生 の遺伝子検査、 々の細菌

イル 迅速診断検査を実 しています。 制御部のICT

（インフ クション ントロール ーム） ン ーの一員とし

て、院内 対 を 化する役割も担っています。

▶生理機能検査
生理機能検査室では、心 検査（ 部12 導心 、

心 、 ル ー心 、血 脈 、トレッド ル検査
など）、呼吸機能検査（ 機能検査、呼吸 検査、一 化

度 定検査）、 検査（心臓、頸動脈）、脳 、大脳
発 検査を実 しています。

主な検査・医療設備など

検査部は、輸血・細胞治療部およ 病理部と合同 を行

い、医 臨床検査 の ッフが臨床検査 務（検体検査

生理機能検査）に しています。

臨床検査は、病 の診断、治療方針の 定 経 察など

を行う上で重要な指 となります。検査部 ッフは診療支援

患者 ービ の向上に努めており、診療支援を通して特定

機能病院である本学が果たす地域医療にも貢献しています。教

下医 ッフは、特に病理組 診およ 細胞診に精通し

ており、検査の なら 、臨床医の要 に て ン ルテー

ションにも対 しています。また、高い 術や を につけ

た 定 取 が大学病院での学生教育や研究も支援して

います。

検査部では、診療科 の特 検査を き、外来およ 入院

患者さんの検査全般を受け持っており、 急検体検査や救急外

来患者の輸血検査（血液 検査およ 合 ）について

は、24 対 で検査しています。 急検体検査については 

60分 内に結果を報告しています。

検査部 輸血・細胞治療部は、2018年 に、病理部 は

2021年 に臨床検査室の であるIS 15189の

定を取 しました。IS 15189

は、臨床検査室の質と 術的能力

に関する です。検査部 輸

血・細胞治療部 病理部が報告する

検査結果は、 に通用する臨床

検査 として 質保 されていま

す。検査部 輸血・細胞治療部 病

理部の臨床検査に関わるす ての

ッフは、IS 15189の 質

ネ ントシ テムを活かし、

なる診療支援およ 患者 ービ

の向上に努めています。

2023年度 2022年度

部 イト

リハビリテーション部 部長

今井　晋二

概要・特色
院リハビリテーション部は附属病院の開設とともに設置 

されました。しかし、 初の は所 新設の医科大学とし 
て理学療法 度からなる非 に んまりとした組  
でありました。それから 成18年に始まった病院 開発にお 
ける 部長のご指導のもと、大きく しました。それ 
は まだ しかった心臓リハビリテーションをいち く取 
り入れ、心臓外科術後に特化した全 でも な形 の心臓 
リハビリテーション 設が 来上がりました。その後、心臓 
リハビリテーション部 はますます 大し、 も くの患 
者さんを治療しています。リハビリテーション部の ッフ
も、理学療法 外に 療法 ・ が わり、大
きく が えました。

病院 開発 では脳血管リハビリテーションや 動器リ 
ハビリテーションが大きな イトを めていましたが、  

ではそれ 外の診療科・診療部 とも の連携を持つよ 
うになり、院内にある10の 職 ームにリハビリテーショ 
ン ッフが しています。 れは、ややもすると 割り 
になりがちな大学附属病院内での診療に、 本もの大きな診 
療の「 」が組 込まれている とになります。その中心 
がリハビリテーション部 ッフであると えています。今 
後も の 断的 職 連携の を維持し、また健全な病院 

にも す く の 率化・連携の 率化に努めてい 
きたいと えています。

診療内容
院は大学病院であり特定機能病院でもあります。その 命 

からリハビリテーション部では高度先進医療に した質の高い 
リハビリテーション ービ が提供できる とを目 としてい 
ます。 ッフは理学療法 、 療法 、 の 職 

からなり、また、 的で患者さんにとって最 なア ロー 
が行えるよう疾患 ルー 置制をとっています。 動器 
ルー 、脳血管 ルー 、呼吸・がん ルー 、心臓リハビ 

リテーション ルー の計 ルー がありますが、それ れ 
の分野の を め 人の 術を高める とはもち んです 
が、関連診療科や病 ッフとの「 」を重ん 、 機的に 

ームア ロー が実 できるよう んでいます。

れらの他にも、体組成分 機器や低周 治療機器、
治療機器、 ニケーション関連機器などを 用して診療を
行っております。

リハビリテーション部の地域に対する取り組 として、心臓 
リハビリテーション（ 下、心リハ） ームの活動の一つに地 
域医療との連携 化があります。 年度からは、脳卒中・ 
循環器病対 基本法に関連した滋賀県地域医療介護総合 保基 

として「地域の 動 設との維持期心リハ連携 」や
「心不全 療養支援体制整 」に 画しています。循環
器内科 導の下、心リハ ームが 用する 院の心臓病手 を 
滋賀県や医療関連の各職能 体と協力し、県全域で急性期から
維持期まで 用 能な心臓病手 へとアッ ートしました。 

のように地域医療への貢献も重要な役割と えております。
また、 院では 急性期脳卒中診療に特化した脳卒中ケアユ

ニットを展開し、脳卒中 ームの一員として 急性期から 
的なリハビリテーションを行い、機能 ・日 生活の向 

上に努めています。また、 治治療法がない神経難病である  
性 化症（A S）・ 小脳 性症において、脳神経 

内科と 同し 伝 置や手指 動の支援機器を導入してい 
ます。 の神経リハビリテーション ロ ムは、 期から 
の進行 制・機能 に成果を上げ、さらに神経難病連携 ー 
ムの一員として、難病患者さんとご に り添える医療に努 
めています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療・業務実績

2023年度 疾患別リハビリテーション実施件数

脳血管疾患等リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテーション

動器リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

用症 リハビリテーション

呼吸器リハビリテーション

・ 下機能療法

合 計

23,564

9,163

8,475

6,273

5,316

5,310

4,679

62,780

疾患 リハビリテーション

主な検査・医療設備など

リハビリテーション実 の推

心 動 は 消 、

化 を 定し、安全

な 動 度を 定します。検査

結果を に、 な 動 方

動療法と患者指導を実 してい

ます。

ド イ シ レー ーは

生活 や に し、

動 の 開が 要となる

方を対 に検査を行っています。

状の脳機能と 体機能の状 、

特性・ 性等の に役

てています。

療法 療法 理学療法
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概要・特色

栄養治療部 部長

谷  眞 至

ロン

小 の げ

栄養治療部は栄養 ポートを担 する臨床栄養部 と栄養教

育・病院 管理を担 する栄養教育管理部 の 部 から成

り っています。

【臨床栄養部門】
病院での栄養サポートチーム活動

院では2003年より栄養 ポート

ーム（NST）を稼働し、入院患者さ

んの栄養 ポートに 的に関わっています。NSTは、医 ・

歯科医 ・管理栄養 ・看護 ・薬剤 ・ ・臨床検

査 ・歯科 生 ・ 務職員など 職 から構成され、各病

のリンク ー も めると約50 が しています。 体

的には、入院患者さんの栄養状 を し、 々の病 にあっ

た栄養治療を 治医にアド イ し、 脈栄養や経 栄養にお

ける ポートなど、安全で質の高い栄養治療が提供できるため

の ーム医療を推進しています。

なかでも、滋賀医科大学NSTの特徴の

つは、 接 定を用いて、 ネル

ギー の を実 している とです。

ネルギー消 のほかに、 水化 や

質の消 も する とができます。

集中治療室での人工呼吸器管理中でも

定する とができ、高度侵襲症 、低体温療法 行症 、 症

性 疾患、消化器 、C 、 害、心不全、神経難病な

どが対 疾患となっています。 々の病 に た ネルギー

の設定に、 めて 用な方法です。また、い い な病

の ネルギー の 化についても る とができます。

院内NSTから地域一体型NSTへ
滋賀医科大学NSTは、2003年に 滋で初のNSTとして稼

働し、すでに15 000 上の入院患者さんの栄養 ポートに

関わってきました。しかし、入院患者さんの栄養管理は入院期

中だけで するものではなく、外来での治療、 院先での

治療、 での治療へと引き がれていきます。まさに、栄養

管理における地域連携が重要となってきます。各病院でのNST

活動の連携が ムー に展開されるように、 院 ・ 院 に

栄養情報提供を行い、今後は栄養管理に関わる地域連携がさら

に充実したものになるように努めたいと えております。

また、NST 療法 の 定教育機関として、 くの研 生

を受け入れております。滋賀県の なら 、 や大 の医療

機関からも研 に されています。 ィカル ッフへの

栄養教育についても、 的に関わってまいります。

集中治療室における早期栄養介入管理
院では集中治療室（ICU）に 管理栄養 を 置してい

ます。管理栄養 が ・ のカンフ レン に し、栄養に

関する情報提供を行い、ICU医 ・看護 ・薬剤 と協力して、

急性期の栄養管理の充実に努めています。

【栄養教育管理部門】
栄養管理計画書
栄養管理計画書は、入院患者さん一人 とりについて に

栄養状 を し、栄養計画の 案（入院 の や経 栄養

剤の提案など）、 、実 を行うために、 日 上の入院患

者さんに対して に管理栄養 が 成しております。入院 に

栄養状 を する とで、高度の栄養不良や治療により栄養

状 が 化する 能性のある患者さんに対して 期よりNSTの

介入を提案しています。また、栄養指導の 要な患者さんに対

して 治医に提案した上で栄養指導を行っています。

栄養指導
栄養教育として、入院・外来患者さんを対 に、生活 病

をは めとする各 疾患に対する栄養 指導を 日 に

行っています。また、糖尿病教室（入院は 回・外来は年  

回開 ）は医 、看護 、薬剤 など本院の医療 ッフと

同して行っています。 院 には患者さんが ムー に 療

法に取り組めるよう、 方 （レシピ）をお しする と

もあります。

管理栄養士臨地実習施設
内外からの管理栄養 の臨地実 先として を受け入れて

います。

受け入れ

滋賀県 大学・ 大学・滋賀 期大学・ 女子大学・

同 女子大学・光 女子大学・ 栄養医療 学 ・

大学

滋賀県の食材を生かした病院食
2010年 より、 で地 の特産 を病院 で提供し

を ています。

の

のすき き

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年度）

栄養 ポート

外来栄養指導 人

入院栄養指導 人

247.0

218.2

286.8

175.3
期栄養介入管理 （ICU）

（特定集中治療室管理 ）

部 イト

臨床研究開発セン ー セン ー長

笠 間   周

業務内容
治 や臨床研究は「他に治療法がない患者さんにとって新しい医療を提供する」という一 はあるものの、本来の診療行 とは に

研究としての な目的があります。そのため、患者さんへの 理的 、安全性、研究の 性・信頼性の 保などに関する を

定めた法 や 理指針に って実 されています。 セン ーでは、治 や臨床研究に く患者さんの人 や安全を り、治 や

研究が で に行われ、かつ信頼性の高い結果が られるように支援を行っております。そして、 来医療の に がる質の高

い ビ ン の のお手伝いをしています。

、 室10部 からなり、それ れ下 に す 務にあたっています。構成 ッフは、医 1 、看護 7 、検査 2 、 

その他生 計 など 職5 の計15 の臨床研究 職に え、 務職7 の合計22 の 職員と1 の 職員、 に外

部 のC C（臨床研究 ー ィネー ー）で しています。また、 セン ーは本学の研究 推進室と連携して産学連携によ

る新 医療の開発推進にも 的に取り組んでいます。

セン ーでは学内研究者の研究支援の なら 、患者さん向けの治 ・臨床研究に関する広報、 向けの治 ・ 後調査

に関する相談や開発における学術指導も実 していますので是非ご活用下さい。

お問い合わせ先

連 先 T   077 548 3665 FA   077 548 2388

.
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臨床工学部 部長

中川　義久

概要・特色
の医療において、患者さんに高度で質の高い医療を提供

するために医療機器の活用は不 であります。本院でも部

長、 部長の指導の下、19 の臨床工学 が医学と工学の

を せ持ち、さらなる 性への要 にお えできるよう

日々 術研 に んでおります。

最 の医療 術・医療機器の発展は目を るものがあり、

次々と新しいものが開発され医療機器として4 000 上のもの

が存 しています。 のような状 の中、医 、看護 やその

他の医療 者とともに ーム医療の一員として臨床工学部は

患者さんに安全で信頼・安心・ を える、より良い医療を

提供できるよう努めてまいります。

診療内容
所属 ッフは 域の 取 や関連学 が 定する

定 を取 するなど最先 の情報・ 術を し診療支援への

術提供を心 けています。24 365日院内に する体制

をとっております。

血液 、血 換、血液吸 療法などの血液浄化 務。持

続 血液 などのICU 務。レ イト入院におけ

る 呼吸器の管理、呼吸ケア ーム や呼吸 ンドなど

の人工呼吸器 務。心臓カテーテル検査、治療の介 務。

ペー ーカー外来フ ローアッ 務。心臓血管手術、

循環などの体外循環 務。手術支援ロボットや手術 ビゲー

ション、M などの手術室 務。消化器内視鏡での 務。

M セン ーにおける医療機器保 点検管理 務などを行って

います。

人工呼吸器

高 療法 置

人工心 置

人用 置

持続 血液 置

心 血液成分分 置

体外 ペー ーカー

大動脈 ルーンポンピン IA

経皮的心 置 CM

IM A

その他

でもトッ ク の人工心 症 であり、他 設臨床

工学 に対する人工心 術 研 を行っています。また

来の臨床工学 の である臨床実 生を 的に受け入れ

ています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療実績（2023年度）

血液浄化関連 務

持続 血液 関連 務

血 細胞 取 務

人工呼吸器 務

ンド 務

心血管カテーテル関連 務

1 950

827

7

754

246

310

644

266

400

34 592

25

10

18

48

務内

主な検査・医療設備など

臨床検査

術 定

呼吸療法 定 7

体外循環 術 定   

心血管イン ー ンション 3

周術期管理 ーム臨床工学 1

心 検定

消化器内視鏡 1

定血液浄化関連臨床工学 1

定集中治療関連臨床工学 2

資格認定（2024年４月現在）

経カテーテル的大動脈弁 置

術弁セッティン

ペー ーカーフ ローアッ 務

人工心 務

手術室 務

医療機器管理 務

循環 務 CM

IA

IM A

M S

77

部 イト

概要・特色
医療情報部は、病院内の診療に関わるす ての「医療情報」

を 的に う診療・教育・研究支援部 です。質の高い医療
に貢献す く、「医学情報セン ー」を として、2001年
に設置されました。

今、診療 （カルテ）は ではなく、 ンピ ー で う
「 子カルテ」となりました。 子カルテは、さまざまな検査
機器、薬剤 方シ テム、看護支援シ テムなどとも院内ネッ
トワークで連携し、「病院情報シ テム」を構成しています。
患者さんの 人情報を 実に りながら、医療 場で 日のよ
うに生まれる 大な診療 ー を、日々の診療・治療・看護な
どに役 てられるように、病院情報シ テムには、24
365日 なしで安定稼働する とが められています。医療
情報部では、まさにそうした病院の心臓部分ともいえる病院情
報シ テムを支えているのです。

医療情報部は、医 ・看護 ・臨床検査 ・薬剤 などで
構成されており、クオリティ ネ ント 医療情報係の 術

・ 務 職員との協力体制を築いています。また、医療
者が診療に 念できる環 を実 するために、医療情報部連
協 などを通 て、各診療部 とも に連携しています。さ
らに、医療情報部の医 は ら日 の診療も行い、医療情報を

う とで、医療 場におけるさまざまな きを にシ
テムに取り入れ、シ テムに不 合があれ いち く察 して
対 する とで、患者さんに対しての なら 医療 者に対
しても、やさしい病院情報シ テムを提供できるように心 け
ています。

診療内容

病院情報システムの安定稼働・拡充とさらなる安心に向けて
院では診療 ー をしっかりと りながら 率よく 用す 

るため、2010年に初めて 子カルテが導入され、2021年 に 
はそれから えて 3期にあたる 子カルテ（  N 3）に

行しました。また、検査・放射線・薬剤・栄養・手術などの 
部 シ テムとの な連携、外来患者案内表 シ テム、

ートフ ンを用いた患者呼 しシ テムなどの導入で、 
患者 ービ 向上にも貢献しました。最 では、2024年に
成した新病 （ ）I工 の整 にも関わりました。

はそれらの安定稼働を支えながら、新病 （ ）II工
（2026年まで）の整 と 後の 地利用に向けても貢献す
るとともに、2027年に 新予定の病院情報シ テムの設計と
導入に向けた準 を進めています。

さらに病院情報ネットワークのセ リティを 化し、最  
の イ ー を 定した や対 を め、患者さんに 

れまで 上にご安心いただける環 の実 に向けた取り組  
も続けています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

医療情報部 部長

芦原　貴司

（１）病院情報システムの企画・研究・開発・管理・運用
・高度な医療の基 となる病院情報シ テムの安定稼働
・ 子カルテの機能を向上する フト アや ールの開発
・臨床 場でのさまざまなIT利用の相談

（２）個人情報保護、情報セキュリティ向上
・最新の法 やセ リティ 術にかかる 続的な情報 集
・ 状の分 と の発 に基 く 方法の 案
・ や 用の 案およ などによる周
・ イ ー を 定した と対

（３）教育・広報・研究活動
・病院情報シ テムやITのリテ シーに関する教育活動
・ 人情報保護や情報セ リティ向上のための広報活動
・ の最先 をいく「医療IT」にかかる生体医工学研究

うした医療分野と情報分野の しができる人 を育成し、 
的に医療に携わる とで、医療の安全性を向上し、病院の 

率化や 定 ポートに貢献する とを目指しています。

・病院情報シ テム（ 子カルテ、看護支援シ テムなど）
・オー リン シ テム（ 方・検査・ ・入 院など）
・院内ネットワークシ テム（院内情報 など）
・検査部や放射線部など各中 診療部 シ テムとの連携
・手術・ICU・NICUなどの重症 シ テムとの連携
・医 計シ テムとの連携
・患者さんにさまざまな情報提供を行う広報シ テム
・地域医療情報ネットワークとの連携と ポート
・災害 に えた 地 ックアッ シ テムなど

特徴的な医療設備など

びわ湖あさがおネットへの貢献
滋賀医科大学は滋賀県全域をつな 医療情報連携ネット 

ワーク「 わ あさがおネット」の構築にも くから協力し 
ており、病院 または病院と診療所・ 看護 テーショ 
ン・介護 設から 介護までを 、患者さんが安心して 

らせる医療環 を実 するために日々がん っています。

院における内 ー ーセ リティセン ー（NISC）

分野 断的 の様子
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臨床工学部 部長

中川　義久

概要・特色
の医療において、患者さんに高度で質の高い医療を提供

するために医療機器の活用は不 であります。本院でも部

長、 部長の指導の下、19 の臨床工学 が医学と工学の

を せ持ち、さらなる 性への要 にお えできるよう

日々 術研 に んでおります。

最 の医療 術・医療機器の発展は目を るものがあり、

次々と新しいものが開発され医療機器として4 000 上のもの

が存 しています。 のような状 の中、医 、看護 やその

他の医療 者とともに ーム医療の一員として臨床工学部は

患者さんに安全で信頼・安心・ を える、より良い医療を

提供できるよう努めてまいります。

診療内容
所属 ッフは 域の 取 や関連学 が 定する

定 を取 するなど最先 の情報・ 術を し診療支援への

術提供を心 けています。24 365日院内に する体制

をとっております。

血液 、血 換、血液吸 療法などの血液浄化 務。持

続 血液 などのICU 務。レ イト入院におけ

る 呼吸器の管理、呼吸ケア ーム や呼吸 ンドなど

の人工呼吸器 務。心臓カテーテル検査、治療の介 務。

ペー ーカー外来フ ローアッ 務。心臓血管手術、

循環などの体外循環 務。手術支援ロボットや手術 ビゲー

ション、M などの手術室 務。消化器内視鏡での 務。

M セン ーにおける医療機器保 点検管理 務などを行って

います。

人工呼吸器

高 療法 置

人工心 置

人用 置

持続 血液 置

心 血液成分分 置

体外 ペー ーカー

大動脈 ルーンポンピン IA

経皮的心 置 CM

IM A

その他

でもトッ ク の人工心 症 であり、他 設臨床

工学 に対する人工心 術 研 を行っています。また

来の臨床工学 の である臨床実 生を 的に受け入れ

ています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療実績（2023年度）

血液浄化関連 務

持続 血液 関連 務

血 細胞 取 務

人工呼吸器 務

ンド 務

心血管カテーテル関連 務

1 950

827

7

754

246

310

644

266

400

34 592

25

10

18

48

務内

主な検査・医療設備など

臨床検査

術 定

呼吸療法 定 7

体外循環 術 定   

心血管イン ー ンション 3

周術期管理 ーム臨床工学 1

心 検定

消化器内視鏡 1

定血液浄化関連臨床工学 1

定集中治療関連臨床工学 2

資格認定（2024年４月現在）

経カテーテル的大動脈弁 置

術弁セッティン

ペー ーカーフ ローアッ 務

人工心 務

手術室 務

医療機器管理 務

循環 務 CM

IA

IM A

M S
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概要・特色
医療情報部は、病院内の診療に関わるす ての「医療情報」

を 的に う診療・教育・研究支援部 です。質の高い医療
に貢献す く、「医学情報セン ー」を として、2001年
に設置されました。

今、診療 （カルテ）は ではなく、 ンピ ー で う
「 子カルテ」となりました。 子カルテは、さまざまな検査
機器、薬剤 方シ テム、看護支援シ テムなどとも院内ネッ
トワークで連携し、「病院情報シ テム」を構成しています。
患者さんの 人情報を 実に りながら、医療 場で 日のよ
うに生まれる 大な診療 ー を、日々の診療・治療・看護な
どに役 てられるように、病院情報シ テムには、24
365日 なしで安定稼働する とが められています。医療
情報部では、まさにそうした病院の心臓部分ともいえる病院情
報シ テムを支えているのです。

医療情報部は、医 ・看護 ・臨床検査 ・薬剤 などで
構成されており、クオリティ ネ ント 医療情報係の 術

・ 務 職員との協力体制を築いています。また、医療
者が診療に 念できる環 を実 するために、医療情報部連
協 などを通 て、各診療部 とも に連携しています。さ
らに、医療情報部の医 は ら日 の診療も行い、医療情報を

う とで、医療 場におけるさまざまな きを にシ
テムに取り入れ、シ テムに不 合があれ いち く察 して
対 する とで、患者さんに対しての なら 医療 者に対
しても、やさしい病院情報シ テムを提供できるように心 け
ています。

診療内容

病院情報システムの安定稼働・拡充とさらなる安心に向けて
院では診療 ー をしっかりと りながら 率よく 用す 

るため、2010年に初めて 子カルテが導入され、2021年 に 
はそれから えて 3期にあたる 子カルテ（  N 3）に

行しました。また、検査・放射線・薬剤・栄養・手術などの 
部 シ テムとの な連携、外来患者案内表 シ テム、

ートフ ンを用いた患者呼 しシ テムなどの導入で、 
患者 ービ 向上にも貢献しました。最 では、2024年に
成した新病 （ ）I工 の整 にも関わりました。

はそれらの安定稼働を支えながら、新病 （ ）II工
（2026年まで）の整 と 後の 地利用に向けても貢献す
るとともに、2027年に 新予定の病院情報シ テムの設計と
導入に向けた準 を進めています。

さらに病院情報ネットワークのセ リティを 化し、最  
の イ ー を 定した や対 を め、患者さんに 

れまで 上にご安心いただける環 の実 に向けた取り組  
も続けています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

医療情報部 部長

芦原　貴司

（１）病院情報システムの企画・研究・開発・管理・運用
・高度な医療の基 となる病院情報シ テムの安定稼働
・ 子カルテの機能を向上する フト アや ールの開発
・臨床 場でのさまざまなIT利用の相談

（２）個人情報保護、情報セキュリティ向上
・最新の法 やセ リティ 術にかかる 続的な情報 集
・ 状の分 と の発 に基 く 方法の 案
・ や 用の 案およ などによる周
・ イ ー を 定した と対

（３）教育・広報・研究活動
・病院情報シ テムやITのリテ シーに関する教育活動
・ 人情報保護や情報セ リティ向上のための広報活動
・ の最先 をいく「医療IT」にかかる生体医工学研究

うした医療分野と情報分野の しができる人 を育成し、 
的に医療に携わる とで、医療の安全性を向上し、病院の 

率化や 定 ポートに貢献する とを目指しています。

・病院情報シ テム（ 子カルテ、看護支援シ テムなど）
・オー リン シ テム（ 方・検査・ ・入 院など）
・院内ネットワークシ テム（院内情報 など）
・検査部や放射線部など各中 診療部 シ テムとの連携
・手術・ICU・NICUなどの重症 シ テムとの連携
・医 計シ テムとの連携
・患者さんにさまざまな情報提供を行う広報シ テム
・地域医療情報ネットワークとの連携と ポート
・災害 に えた 地 ックアッ シ テムなど

特徴的な医療設備など

びわ湖あさがおネットへの貢献
滋賀医科大学は滋賀県全域をつな 医療情報連携ネット 

ワーク「 わ あさがおネット」の構築にも くから協力し 
ており、病院 または病院と診療所・ 看護 テーショ 
ン・介護 設から 介護までを 、患者さんが安心して 

らせる医療環 を実 するために日々がん っています。

院における内 ー ーセ リティセン ー（NISC）

分野 断的 の様子
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部 イト

概要・特色

栄養治療部 部長

谷  眞 至

ロン

小 の げ

栄養治療部は栄養 ポートを担 する臨床栄養部 と栄養教

育・病院 管理を担 する栄養教育管理部 の 部 から成

り っています。

【臨床栄養部門】
病院での栄養サポートチーム活動

院では2003年より栄養 ポート

ーム（NST）を稼働し、入院患者さ

んの栄養 ポートに 的に関わっています。NSTは、医 ・

歯科医 ・管理栄養 ・看護 ・薬剤 ・ ・臨床検

査 ・歯科 生 ・ 務職員など 職 から構成され、各病

のリンク ー も めると約50 が しています。 体

的には、入院患者さんの栄養状 を し、 々の病 にあっ

た栄養治療を 治医にアド イ し、 脈栄養や経 栄養にお

ける ポートなど、安全で質の高い栄養治療が提供できるため

の ーム医療を推進しています。

なかでも、滋賀医科大学NSTの特徴の

つは、 接 定を用いて、 ネル

ギー の を実 している とです。

ネルギー消 のほかに、 水化 や

質の消 も する とができます。

集中治療室での人工呼吸器管理中でも

定する とができ、高度侵襲症 、低体温療法 行症 、 症

性 疾患、消化器 、C 、 害、心不全、神経難病な

どが対 疾患となっています。 々の病 に た ネルギー

の設定に、 めて 用な方法です。また、い い な病

の ネルギー の 化についても る とができます。

院内NSTから地域一体型NSTへ
滋賀医科大学NSTは、2003年に 滋で初のNSTとして稼

働し、すでに15 000 上の入院患者さんの栄養 ポートに

関わってきました。しかし、入院患者さんの栄養管理は入院期

中だけで するものではなく、外来での治療、 院先での

治療、 での治療へと引き がれていきます。まさに、栄養

管理における地域連携が重要となってきます。各病院でのNST

活動の連携が ムー に展開されるように、 院 ・ 院 に

栄養情報提供を行い、今後は栄養管理に関わる地域連携がさら

に充実したものになるように努めたいと えております。

また、NST 療法 の 定教育機関として、 くの研 生

を受け入れております。滋賀県の なら 、 や大 の医療

機関からも研 に されています。 ィカル ッフへの

栄養教育についても、 的に関わってまいります。

集中治療室における早期栄養介入管理
院では集中治療室（ICU）に 管理栄養 を 置してい

ます。管理栄養 が ・ のカンフ レン に し、栄養に

関する情報提供を行い、ICU医 ・看護 ・薬剤 と協力して、

急性期の栄養管理の充実に努めています。

【栄養教育管理部門】
栄養管理計画書
栄養管理計画書は、入院患者さん一人 とりについて に

栄養状 を し、栄養計画の 案（入院 の や経 栄養

剤の提案など）、 、実 を行うために、 日 上の入院患

者さんに対して に管理栄養 が 成しております。入院 に

栄養状 を する とで、高度の栄養不良や治療により栄養

状 が 化する 能性のある患者さんに対して 期よりNSTの

介入を提案しています。また、栄養指導の 要な患者さんに対

して 治医に提案した上で栄養指導を行っています。

栄養指導
栄養教育として、入院・外来患者さんを対 に、生活 病

をは めとする各 疾患に対する栄養 指導を 日 に

行っています。また、糖尿病教室（入院は 回・外来は年  

回開 ）は医 、看護 、薬剤 など本院の医療 ッフと

同して行っています。 院 には患者さんが ムー に 療

法に取り組めるよう、 方 （レシピ）をお しする と

もあります。

管理栄養士臨地実習施設
内外からの管理栄養 の臨地実 先として を受け入れて

います。

受け入れ

滋賀県 大学・ 大学・滋賀 期大学・ 女子大学・

同 女子大学・光 女子大学・ 栄養医療 学 ・

大学

滋賀県の食材を生かした病院食
2010年 より、 で地 の特産 を病院 で提供し

を ています。

の

のすき き

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2023年度）

栄養 ポート

外来栄養指導 人

入院栄養指導 人

247.0

218.2

286.8

175.3
期栄養介入管理 （ICU）

（特定集中治療室管理 ）

部 イト

臨床研究開発セン ー セン ー長

笠 間   周

業務内容
治 や臨床研究は「他に治療法がない患者さんにとって新しい医療を提供する」という一 はあるものの、本来の診療行 とは に

研究としての な目的があります。そのため、患者さんへの 理的 、安全性、研究の 性・信頼性の 保などに関する を

定めた法 や 理指針に って実 されています。 セン ーでは、治 や臨床研究に く患者さんの人 や安全を り、治 や

研究が で に行われ、かつ信頼性の高い結果が られるように支援を行っております。そして、 来医療の に がる質の高

い ビ ン の のお手伝いをしています。

、 室10部 からなり、それ れ下 に す 務にあたっています。構成 ッフは、医 1 、看護 7 、検査 2 、 

その他生 計 など 職5 の計15 の臨床研究 職に え、 務職7 の合計22 の 職員と1 の 職員、 に外

部 のC C（臨床研究 ー ィネー ー）で しています。また、 セン ーは本学の研究 推進室と連携して産学連携によ

る新 医療の開発推進にも 的に取り組んでいます。

セン ーでは学内研究者の研究支援の なら 、患者さん向けの治 ・臨床研究に関する広報、 向けの治 ・ 後調査

に関する相談や開発における学術指導も実 していますので是非ご活用下さい。

お問い合わせ先

連 先 T   077 548 3665 FA   077 548 2388

.



部 イト

概要・特色
くすりの専門家として、心ある良質な医療を提供する
薬剤部では、「くすりの として、心ある良質な医療を

提供する」を理念とし、本院で取り う全ての医薬 について

全ての責 を持ち、 を活かした質の高い医療の実 を

目指しています。 え 、全病 に病 担 薬剤 を 置し、

患者さんが入院 に持って られたお薬（持 薬）の ック

を行い、安全管理に努めています。また、 がん剤の 合や薬

血中 度の 定を通して、質の高い薬 治療への支援にも

力しています。さらに、 ケア ーム、 対 ーム、栄

養 ポート ームなどの 職 からなる医療 ームに 画し、

薬の として ーム医療の実 に貢献しています。

薬学的ケアの実践
薬剤 は、様々な 務を通して、医療 のない安全安心な

医療の提供に努めています。 れからも、医 や看護 とは

なる視点から、薬学的ケアの実 を通して、患者さんに り添

える とを目 としています。

診療・業務内容

１）院外処方箋への検査値表示
院から患者さんへお しするお薬の院外 方 の には、

患者さんの検査 が されています。 体の状 によっては、

お薬の 用が れやすくなります。薬 の薬剤 が検査 か

ら患者さんの 体状 を する とで、お薬の 用を予

するのに役 っています。

２）病院と薬局との情報連絡書の運用
お薬の 方内 や患者さんの 薬状 、検査 などについて、

薬 で す き 項が つかった場合、 設 情報連 書に

して、病院へFA にて連 していただいています。

３）院外処方箋における問い合わせ簡素化プロトコル
とは、薬剤 が 方 の 点や不 について 方 

した医 に する とで、 な治療のための薬剤 の重要 

な役目です。 院では、日 等の一部の形 的な  

は 後報告とするルールを め、 くの県内の薬 と 用して 

います。 れにより、患者さんの待ち の や薬 薬剤  

と医 の 担 による薬 治療の充実を っています。

４）がん化学療法における薬局との連携
外来化学療法を受ける患者さんの治療の質的向上を目的とし 

て、お薬手 およ 情報連 書を用いた薬 との情報 、  

表的な治療計画（レ ン）の 開、薬 薬剤 を対 とする 

研 の開 を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

薬剤部 部長

森田　真也

下の つの部 に分かれて活動しています。

１）調剤室
医 が発行した 方 に基 き、内 薬、外用薬、 射薬な

ど様々なお薬の調剤を行っています。お薬 口では、患者さん

からのお薬に関する質 や相談にお えし、「お薬の 書」

を用いて薬の いを ための を行っています。

２）病棟業務支援室
す ての病 に担 薬剤 を 置し、病 での薬 管理、他

の医療 ッフへの情報提供、入院 持 薬の ック、患者

さんへの 薬指導や 薬などを行っています。

３）製剤室
の医薬 では対 できない様々な状 に対 するため、

内で されていない 射剤、点眼剤、 剤などを病院内

で調 しています。また、 されている医薬 についても、

々の患者さんに した 度や への を行っています。

４）化学療法管理室
薬剤 が、 がん薬治療のための薬剤の 合を行っています。

、 用薬およ 臓器機能の ックを行ったうえで、無

菌的に薬剤を調 し、安全で安心できる がん薬治療を提供で

きるよう 力しています。また、 用の を行い、治療に

関する相談にお えしています。

５）治験薬等管理室
治 薬を管理し、 かつ な治 を推進しています。麻

薬、向精神薬、血液 剤など 用 の保管を 要とする薬

の管理も行っています。

６）薬効・薬物動態解析室
血液中の薬 度を 定する とにより、用 調 の難しい 

薬 による治療を支援しています。薬 動 学の理 に基 い 

て、体内での薬 度の 化およ 果発 の関係を予  

し、 々の患者さんに した 設計を提案しています。また、 

遺伝子検査結果に基 いて、 果や 用発 を予 し、 人 

に合わせた薬剤や の を行っています。

７）周術期薬剤管理室
手術入院 の患者さんの医薬 や リ ントなどの 用状 

を し、手術 に 用を中 するお薬などの を行って

います。手術部での薬剤管理や、医 や病 担 薬剤 との情
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がん剤の から ります。無

菌的に がん剤の調 を行い、お
薬の や が っていないか

ル ックしています。
また、全 動 剤分 機・ T

シート全 動薬剤 機・ 射薬
シ テムによるオート ーション化、なら に薬剤 査支

援シ テムの導入による安全性の向上をはかっています。
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対 疾患 不妊症

定開始年 日 年６ 日

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内膜刺激術
本先進医療は、 床不全の不妊症の患者さんを対 としま

す。本 術では、体外受精で た受精 を体外で5 6日 養

し、 られた 胞は一 結保存します。 の 、体外 養に

用した 養液を 胞とは に保存しておきます。 の 養液

の中に、受精 が成長する に分泌される伝 質が まれて

いると えられ、 結していた 胞を 後 する2 3日

に、保存していた 養液を子 内に 入する とで、子 内が

受 に した環 に される 能性があり、妊 率の向上が

期待できます。

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年６ 日

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内膜擦過術
本先進医療は、 床不全の不妊症患者さんを対 としま

す。 所の子 内 が、 不 の 床 害のある患者

さんの 床率と妊 の 方を できる とが されていま

す。そのため、 が予定されている 周期の 体期に本 術

を実 し、 周期に を行う とで臨床妊 率の向上が期待

できる 能性があります。

先進医療のご紹介
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部 イト

看護部長

小寺　利美

概要・特色
看護部は、「あたたかい心で患者さんに していただける

看護を提供します」と理念を げ、病 では、患者さんへ安全

で質の高い看護を提供するために ート ーシッ ・ ーシン

・シ テムを取り入れております。また、高度な を

もつ 看護 や 定看護 、特定看護 などが様々な分野で

患者さんのニー に対 すると に 医療 ームと連携し活

しています。さらに外来においても、患者さんやご に

り添い、 で安心して ごせるよう支援しています。

専門性を活かした活動

本院は 看護 ・ 定看護 教育 の実 指定病院、

看護 特定行 研 設です。

専門医療チーム
ケア、栄養 ポート、 対 、 対 、呼吸ケア、

ハートケア ポート、精神科リ ン、 症ケア、

対 など 医療 ームの一員として活 しています。

トー
外来

リン 腫
外来

対 者実 予定 診療

看護外来

専門看護師（2024.4現在）

人工 ・人工
設患者

性腫瘍による
リン の
手術等に うリ
ン 腫、整形
外科的手術に
うリン 腫

日
2. 日

・ 日

保 診療

産 外来
院外来通院中

の妊産
〜 日 診療

産後2
健診

院に通院中の
〜 日 診療

がん看護
外来

院に受診中の
がん患者・

がそ え
保 診療そ

の他は無

診療
（対 疾患の

保 診療）

後

水

急手 ・ 急
の対 相談

予 や対
についての相談

糖尿病およ 生
活 病の療養
相談

精神疾患を患う
方のご 相談

相談

機能
ケア外来

経 分 による
や子 ・
による尿 、

術後の 機能
害、小児の先 的
疾患

相談 診療

フットケア
外来

糖尿病があり、
下 のい れか
の状 である方

瘍、 ・
下 断

性動脈
化症
神経 害

 AM・ M 
 AM・ M

水 AM・ M
 M

1 日

2 日

3水 日

4 日 診

保 診療

看護相談
各 域で看護相談を無 で実 しています。どなたでも

ご利用いただけます。（予約 先）

精神看護

がん看護

母性看護

人域

認定看護管理者（2024.4現在）

定看護管理者

人域

特定看護師（2024.4現在）

16 分 32行

人域

認定看護師（2024.4現在）

人域 人域

皮膚・ ケア

集中ケア

がん化学療法看護

救急看護

がん放射線療法看護

2

3

1

1

心不全看護

管理

ケア

糖尿病看護

4

1

1

〜 日

対 疾患
初回治療予定の他臓器に のない

を う がん

定開始年 日 年11 日

ー につき

実 診療科 消化器外科

お 合せ
消化器外科

. . .

・先進医療制度とは
先進医療とは、一般の保 診療の水準を えた最新でより高度な医療 術を、 生 働 より された保 医療機関に

限って行われる医療行 です。

・先進医療の費用について
先進医療の 術 は患者さんが全 担する とになります。ただし、それ 外の診察 、入院 、検査 などは健

保 が 用されます。本院では、 下の先進医療を実 しています。 細については実 している診療科へお い合わせくだ

さい。

膵がん腹膜転移に対するS-１+パクリタキセル経静脈腹腔内投与併用療法

の は、「 がん に対するS クリ セル

経 脈 腔内 用療法」の治療 果を するために、 準

治療である「ゲムシ ビン ア ン 用療法」の治療 果

と する とが目的です。 の へ いただく患者さん

は、 ン ムに り分けられ、どちらかの治療を受けていただき

ます。 の 結果から、いままで 準的治療に 性であった

がんの患者さんへの、より良い治療法を するため

の情報が られる とを期待しています。治療方法について、

クリ セルは に 回約 の点 と 腔内 を 回 り

返し、 目はお します。S は 内 し、 お

します。 れを ー として、 果が 続している り返

します。

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年６ 日

初回

回目 ６

回目

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

. . .

子宮内膜受容能検査

本先進医療は、 床不全の不妊症の患者さんを対 としま

す。 床期の子 内 組 を 取し、次 シーク ン ーを用

いて238 の遺伝子を 的に し、子 内 が

（受 期）であるのか、N （非受 期）であるのか

を する検査です。 の検査により、 を行う最 な イ

ン が に 定 能となります。また、 検査結果に基

き を行う とにより、臨床妊 率等の が られる 能

性があります。
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部 イト

概要・特色
くすりの専門家として、心ある良質な医療を提供する
薬剤部では、「くすりの として、心ある良質な医療を

提供する」を理念とし、本院で取り う全ての医薬 について

全ての責 を持ち、 を活かした質の高い医療の実 を

目指しています。 え 、全病 に病 担 薬剤 を 置し、

患者さんが入院 に持って られたお薬（持 薬）の ック

を行い、安全管理に努めています。また、 がん剤の 合や薬

血中 度の 定を通して、質の高い薬 治療への支援にも

力しています。さらに、 ケア ーム、 対 ーム、栄

養 ポート ームなどの 職 からなる医療 ームに 画し、

薬の として ーム医療の実 に貢献しています。

薬学的ケアの実践
薬剤 は、様々な 務を通して、医療 のない安全安心な

医療の提供に努めています。 れからも、医 や看護 とは

なる視点から、薬学的ケアの実 を通して、患者さんに り添

える とを目 としています。

診療・業務内容

１）院外処方箋への検査値表示
院から患者さんへお しするお薬の院外 方 の には、

患者さんの検査 が されています。 体の状 によっては、

お薬の 用が れやすくなります。薬 の薬剤 が検査 か

ら患者さんの 体状 を する とで、お薬の 用を予

するのに役 っています。

２）病院と薬局との情報連絡書の運用
お薬の 方内 や患者さんの 薬状 、検査 などについて、

薬 で す き 項が つかった場合、 設 情報連 書に

して、病院へFA にて連 していただいています。

３）院外処方箋における問い合わせ簡素化プロトコル
とは、薬剤 が 方 の 点や不 について 方 

した医 に する とで、 な治療のための薬剤 の重要 

な役目です。 院では、日 等の一部の形 的な  

は 後報告とするルールを め、 くの県内の薬 と 用して 

います。 れにより、患者さんの待ち の や薬 薬剤  

と医 の 担 による薬 治療の充実を っています。

４）がん化学療法における薬局との連携
外来化学療法を受ける患者さんの治療の質的向上を目的とし 

て、お薬手 およ 情報連 書を用いた薬 との情報 、  

表的な治療計画（レ ン）の 開、薬 薬剤 を対 とする 

研 の開 を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

薬剤部 部長

森田　真也

下の つの部 に分かれて活動しています。

１）調剤室
医 が発行した 方 に基 き、内 薬、外用薬、 射薬な

ど様々なお薬の調剤を行っています。お薬 口では、患者さん

からのお薬に関する質 や相談にお えし、「お薬の 書」

を用いて薬の いを ための を行っています。

２）病棟業務支援室
す ての病 に担 薬剤 を 置し、病 での薬 管理、他

の医療 ッフへの情報提供、入院 持 薬の ック、患者

さんへの 薬指導や 薬などを行っています。

３）製剤室
の医薬 では対 できない様々な状 に対 するため、

内で されていない 射剤、点眼剤、 剤などを病院内

で調 しています。また、 されている医薬 についても、

々の患者さんに した 度や への を行っています。

４）化学療法管理室
薬剤 が、 がん薬治療のための薬剤の 合を行っています。

、 用薬およ 臓器機能の ックを行ったうえで、無

菌的に薬剤を調 し、安全で安心できる がん薬治療を提供で

きるよう 力しています。また、 用の を行い、治療に

関する相談にお えしています。

５）治験薬等管理室
治 薬を管理し、 かつ な治 を推進しています。麻

薬、向精神薬、血液 剤など 用 の保管を 要とする薬

の管理も行っています。

６）薬効・薬物動態解析室
血液中の薬 度を 定する とにより、用 調 の難しい 

薬 による治療を支援しています。薬 動 学の理 に基 い 

て、体内での薬 度の 化およ 果発 の関係を予  

し、 々の患者さんに した 設計を提案しています。また、 

遺伝子検査結果に基 いて、 果や 用発 を予 し、 人 

に合わせた薬剤や の を行っています。

７）周術期薬剤管理室
手術入院 の患者さんの医薬 や リ ントなどの 用状 

を し、手術 に 用を中 するお薬などの を行って

います。手術部での薬剤管理や、医 や病 担 薬剤 との情

報 を通 て、患者さんの周術期（手術 の外来から手術後

の 院までの ）における な薬剤 用を推進しています。

８）医薬品情報管理室
最新の医薬 情報の 集・管理・ およ 他の医療 ッ

フからの医薬 に関する い合わせに対して情報提供を行って

います。また、医薬 の ・発 管理を行っています。

９）医薬品安全管理室
医薬 に関する安全管理に し、医療安全管理部と連携し

ながら病院内全体の医療 の なら に医薬 の 用

を推進しています。

主な医療設備

診療実績（2023年度）

手術・検査・治療法等

薬指導 （保 上 していない ） 11,211

安全 ャビネットは、 者を
がん剤の から ります。無

菌的に がん剤の調 を行い、お
薬の や が っていないか

ル ックしています。
また、全 動 剤分 機・ T

シート全 動薬剤 機・ 射薬
シ テムによるオート ーション化、なら に薬剤 査支

援シ テムの導入による安全性の向上をはかっています。
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対 疾患 不妊症

定開始年 日 年６ 日

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内膜刺激術
本先進医療は、 床不全の不妊症の患者さんを対 としま

す。本 術では、体外受精で た受精 を体外で5 6日 養

し、 られた 胞は一 結保存します。 の 、体外 養に

用した 養液を 胞とは に保存しておきます。 の 養液

の中に、受精 が成長する に分泌される伝 質が まれて

いると えられ、 結していた 胞を 後 する2 3日

に、保存していた 養液を子 内に 入する とで、子 内が

受 に した環 に される 能性があり、妊 率の向上が

期待できます。

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年６ 日

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内膜擦過術
本先進医療は、 床不全の不妊症患者さんを対 としま

す。 所の子 内 が、 不 の 床 害のある患者

さんの 床率と妊 の 方を できる とが されていま

す。そのため、 が予定されている 周期の 体期に本 術

を実 し、 周期に を行う とで臨床妊 率の向上が期待

できる 能性があります。

先進医療のご紹介



109滋賀医科大学医学部附属病院診療案内112 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

対 疾患

不妊症 れまで して 床・妊 に

らないものに限る 性子 内

い は難治 最 性 症

定開始年 日 ６年６ 日

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内細菌叢検査２
本先進医療は、 性子 内 い は難治 最 性 症、不 

妊症の患者さんを対 とします。

次 シーク ン ー により、子 内細菌 の 的な菌

ニティを調 、通 の 養検査または、子 鏡、病理学的

検査では 難な子 内細菌 の 細な が 能となり、 床

率・妊 率の向上、 産予 、細菌性疾患の症状 につなげる

とができます。

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年 日

新

結

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

二段階胚移植術
本先進医療は、 床不全の不妊症の患者さんを対 としま

す。

本 術では、 （または 体 充開始） 日後に初期 を

し、続けて 日後に 胞を します。先に した初期

が子 内 の受 能（ 床させる能力）を高める とによって、

胞が 床する 率が高まる とが期待できます。

新 の場合

日後に初期  日後に 胞

結 の場合

体 充開始 日後に初期  体 充開始 日後に 胞

対 疾患
トヘルペ イル による 皮 、

どう 等

定開始年 日 年 日

６

実 診療科 眼科

お 合せ
眼科

hqophth@belle.shiga-med.ac.jp

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）
本先進医療は、 トヘルペ イル による 内皮 、 ど

う が われる患者さんを対 とします。

本検査では、眼内液（ 水、または 子体液）を 用し、

の イル 検査を同 に行う とができます。迅速性や 度に

れており、 イル を定 的に できるなどの利点があり

ます。本検査を用いる とで な治療が 期から開始でき、予

後の につなげる とができます。

2 日目 初期 4 細胞期） 5 日目 胞期

先進医療のご紹介先進医療のご紹介
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タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養
 本先進医療は、 を 要とする不妊症の患者さんを対 と

します。

（受精 ）の 養を行う に、特 な小 カ を内 した

イム 置 養器を 用する とで、連続的に の

察を行う とができます。

来法よりも ない トレ 環 下で の成長 を 細に

察でき、 に発育した の につなげる とができます。

対 疾患
瘍性大 （ 症から中等症までの

大 は全大 に限る。）

定開始年 日 年 日

先進医療に まれない検査や診察等

の 用は発生します。

実 診療科 消化器内科

お 合せ
消化器内科

shigafmt@belle.shiga-med.ac.jp

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年６ 日

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年 日

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年 日

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

膜構造を用いた生理学的精子選択術
 本先進医療は、 して 床 は妊 に っていない不妊症の

患者さんを対 とします。

 本 術では、 来の精子 法で行う 心分 が不要であり、

動性の高い機能的な精子を ない ー で する とがで

きます。本 術で した精子を 精に用いる とで、受精

の発育、 床率や妊 率が向上する 能性があります。

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年６ 日

６

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

ヒアルロン酸を用いた生理学的精子選択術
本先進医療は、 を受ける不妊症の患者さんを対 としま 

す。

本 術では、 精の に、 NA の ない成 精子は

アルロン に結合できるという特徴を利用し、 アルロン に

接 した精子を する とで 性 の発生割合を下げ、 産

率を低下させる とが期待できます。

強拡大顕微鏡を用いた形態学的精子選択術
本先進医療は、 精を受ける不妊症の患者さんを対 とし 

ます。

本 術では、高 率（6000 ）の 鏡下に精子を 察し、

頭部内に 等の 構 を めない形 良 精子を し、

細胞質内に 入する により、 床率の上 や 産率の低下が期

待されます。

アモキシシリン、ホスホマイシン及びメトロニダゾール経口投与
並びに同種糞便微生物叢移植の併用療法

本先進医療は、 瘍性大 の患者さんを対 とします。

瘍性大 の患者さんは、 内細菌 にある特定の細菌が目

って している とや、特定の細菌が な を 制し、

内の 症を えるように働いている とが らかになってきて

います。

そのため本治療では、 の 内細菌 の状 を するために

「 菌薬療法」と「 内細菌 療法」を組 合わせた「 菌

薬 用 内細菌 療法」によって、 瘍性大 の 導入

を目的として実 します。

先進医療のご紹介先進医療のご紹介
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タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養
 本先進医療は、 を 要とする不妊症の患者さんを対 と

します。

（受精 ）の 養を行う に、特 な小 カ を内 した

イム 置 養器を 用する とで、連続的に の

察を行う とができます。

来法よりも ない トレ 環 下で の成長 を 細に

察でき、 に発育した の につなげる とができます。

対 疾患
瘍性大 （ 症から中等症までの

大 は全大 に限る。）

定開始年 日 年 日

先進医療に まれない検査や診察等

の 用は発生します。

実 診療科 消化器内科

お 合せ
消化器内科

shigafmt@belle.shiga-med.ac.jp

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年６ 日

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年 日

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年 日

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

膜構造を用いた生理学的精子選択術
 本先進医療は、 して 床 は妊 に っていない不妊症の

患者さんを対 とします。

 本 術では、 来の精子 法で行う 心分 が不要であり、

動性の高い機能的な精子を ない ー で する とがで

きます。本 術で した精子を 精に用いる とで、受精

の発育、 床率や妊 率が向上する 能性があります。

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年６ 日

６

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

ヒアルロン酸を用いた生理学的精子選択術
本先進医療は、 を受ける不妊症の患者さんを対 としま 

す。

本 術では、 精の に、 NA の ない成 精子は

アルロン に結合できるという特徴を利用し、 アルロン に

接 した精子を する とで 性 の発生割合を下げ、 産

率を低下させる とが期待できます。

強拡大顕微鏡を用いた形態学的精子選択術
本先進医療は、 精を受ける不妊症の患者さんを対 とし 

ます。

本 術では、高 率（6000 ）の 鏡下に精子を 察し、

頭部内に 等の 構 を めない形 良 精子を し、

細胞質内に 入する により、 床率の上 や 産率の低下が期

待されます。

アモキシシリン、ホスホマイシン及びメトロニダゾール経口投与
並びに同種糞便微生物叢移植の併用療法

本先進医療は、 瘍性大 の患者さんを対 とします。

瘍性大 の患者さんは、 内細菌 にある特定の細菌が目

って している とや、特定の細菌が な を 制し、

内の 症を えるように働いている とが らかになってきて

います。

そのため本治療では、 の 内細菌 の状 を するために

「 菌薬療法」と「 内細菌 療法」を組 合わせた「 菌

薬 用 内細菌 療法」によって、 瘍性大 の 導入

を目的として実 します。

先進医療のご紹介先進医療のご紹介
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対 疾患

不妊症 れまで して 床・妊 に

らないものに限る 性子 内

い は難治 最 性 症

定開始年 日 ６年６ 日

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内細菌叢検査２
本先進医療は、 性子 内 い は難治 最 性 症、不 

妊症の患者さんを対 とします。

次 シーク ン ー により、子 内細菌 の 的な菌

ニティを調 、通 の 養検査または、子 鏡、病理学的

検査では 難な子 内細菌 の 細な が 能となり、 床

率・妊 率の向上、 産予 、細菌性疾患の症状 につなげる

とができます。

対 疾患 不妊症

定開始年 日 年 日

新

結

実 診療科 女性診療科

お 合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

二段階胚移植術
本先進医療は、 床不全の不妊症の患者さんを対 としま

す。

本 術では、 （または 体 充開始） 日後に初期 を

し、続けて 日後に 胞を します。先に した初期

が子 内 の受 能（ 床させる能力）を高める とによって、

胞が 床する 率が高まる とが期待できます。

新 の場合

日後に初期  日後に 胞

結 の場合

体 充開始 日後に初期  体 充開始 日後に 胞

対 疾患
トヘルペ イル による 皮 、

どう 等

定開始年 日 年 日

６

実 診療科 眼科

お 合せ
眼科

hqophth@belle.shiga-med.ac.jp

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）
本先進医療は、 トヘルペ イル による 内皮 、 ど

う が われる患者さんを対 とします。

本検査では、眼内液（ 水、または 子体液）を 用し、

の イル 検査を同 に行う とができます。迅速性や 度に

れており、 イル を定 的に できるなどの利点があり

ます。本検査を用いる とで な治療が 期から開始でき、予

後の につなげる とができます。

2 日目 初期 4 細胞期） 5 日目 胞期

先進医療のご紹介先進医療のご紹介




